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こん な こと が で きま す 


本 機 を 使っ た サン プル で す 。 こ の サン プル の 作り か た は 本 書 の 「 第 2 章 は が き を 書 こう 」 で 詳 
し く 説 明 し て いま す 。 


(ワー プロ で 作成 ) (アド レス で 作成 ) 
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図形 


t 言 1! 一 
乳 財 


1 ツー 


書式 : 用 紙 ニ セッ ター、 用 紙 方 向 三 横 方 向 印刷 : 型式 セッ ター 縦 書 、 敬 称 三 様 
E 刷 : 印刷 方 向 三 縦 書 き 


※ 印 刷 結果 は 、 操 作 の し か た や プリ ンタ の 機種 に より 多少 異な る 場合 が あり ます 。 (上 記 の 
サン プル は プリ ンタ に 当社 製 F S 一 PC 1 を 使用 ) 


48 ド ッ ト カ ラー 印刷 対応 

当社 製 48 ドッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プリ ンタ FS-PC1 を お 使い に な る と 、 
48 ド ッ ト 高 品位 印刷 お よび カラ フル な カラ ー 印 刷 が 行え ます 。 
音声 ガイ ド 


音声 ガイ ド を 設定 する と 、 ガ イド メッ セー ジ や エラ ー メ ッ セ ー ジ な ど を 簡単 な 内 容 の 音声 
で 再生 する こと が で きま す 。 


本 書 の 読み か た 


本 書 は 本 機 に 内 蔵 の 「 ワ ー プ ロ 」「 ア ドレ ス 」「 ネ ー ム カー ド 」「AV ラ ベル 」「 フ リー カー ド 」 
の 各 ソ フト の ま ぼ 引 き 書 に な っ て いま す 。 


本 書 を 読む 前 に 取扱 説明 書 の 「 第 1 章 準備 ] 一 「 第 3 章 内 蔵 ソ フト 」 を お 読み くだ さい 。 
@「 第 1 草 量 本 的 な 操作 ] で は 、 


ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー カー ド に 共通 の 項目 (スタ ー ト 
の し か た 、 文 字 の 入力 の し か た 等 ) に つい て 説明 し ます 。 必 ず お 読み くだ さい 。 


@「 第 2 章 は が き を 書 こ う 」 で は 、 


ワー プロ と アド レス を 使っ て 、 年賀 状 の 作成 を 例 に わか りや すく 説明 し て いま す 。 実際 に 操 
作 し な が ら 読 み 進め て くだ さい 。 


@「 第 3 章 ワー プロ 機能 いろ いろ 」「 第 4 章 アド レス 、 ネ ー ム カー ド 機 能 い ろ い ろ 」「 第 5 章 
AV ラベ ル 機 能 い ろ い ろ 」「 第 6 章 フリ ー カ ー ド 機能 いろ いろ 」 で は 、 


ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー カー ド で 使え る 機能 に つい て ぞ そ 
れ ぞ れ 解 説 し て いま す 。 こ の 章 は こま っ た と き や 、 こ ん な こと が し た いと いう 場合 に 、 辞 
書 と し て お 使い くだ さい 。 


@ 「 付 録 ] で は 、 


本 機 で 作成 し た 文例 や 、 漢 字 の コー ド 表 等 が あり ます 。 必要 な と き に お 読 みく だ さい 。 


@⑯ 表 記 上 の 約束 
第 3 章 一 第 6 章 は 次 の よう に 書か れ て いま す 。 


僅 お こと わり 
画面 の 表記 と 色 は 、 便 宜 上 実物 と 異な る 場合 が あり ます 。 


この ペー ジ で 説明 し て いる 機能 を 
視覚 的 に 表し て いま す 


1 は ナー た ルー 


mer er | > この 機能 の 
|: " 骨 ( 操作 手順 
この 機能 を 選ぶ た 陣 
め に 必要 な 操作 


イン テン ト 


注意 事項 や 補足 説明 は 下部 に や と し て まとめ て いま す 
呈 諾 二 廊 : 特に 注意 し て ほし いこ と の 説明 を し て いま す 。 必 ず お 読み くだ さい 。 


| メ モ ]: 説明 の 補足 で す 。 参 考 に お 読み くだ さい 。 


に また は 内 


>] また は 


1 


roundamental 0peration 


第 ] 章 / 基 本 的 な 操作 


基本 有 的 な 採 作 


この 章 で は 、 文 字 の 入力 方 法 を 中 心 に ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネー ム 
カー ド 、AV ラ ベル 、 フリ ー カ ー ド に 共通 な 基本 操作 を 説明 し ます 。 
機器 を 操作 し な が ら わ か る まで 何 度 で も 繰り 返し 練習 し て くだ さい 。 


論 勤 時 若 旧 民 一 漂 


基本 的 な 用 語 に つい て 


基本 的 な 用 語 に つい て 


本 書 の 説明 の 中 で 韻 き 慣れ な い 用 語 が で て きま す が 、 ワ ー プ ロ や パソ コン を 使う 上 で 必要 で すか ら 


次 の 用 語 だ け は 覚え て くだ さい 。 

カー ソル : 画 面 上 で 次 に 文字 を 入力 する 位置 を し め カー ン ソル 一 
す マ ー ク 。 け い 線 や 図形 を か く と き の 
や K、 各 メ ニュ ー の 中 の 還 証 虹 | も あけ まし て お まめ ぬ で 二 


カー ソル の 一 種 で す 。 


確 定 ・ 漢字 に 変換 し た 場合 、 同 じ 読み の 漢字 が 候補 と し て いく つか 表示 され ます 。 この 
うち の ひと つ に 決定 する こと を 「 確 定 す る ] と いい ます 。 
確定 に は 一 部 分 ずつ 確定 する 「 部 分 確定 」 と 変換 し た 文章 を 一 度 に 全部 確定 する 
「 全 体 確定 ] が あり ます 。 


無 変換 (確定 ) : 入力 し た 文字 (ひら が な 、 カ タカ ナ 、 英 数 字 ) を 漢字 に 変換 せ ず に 確定 する こと 
で す 。 


入 カカ : パソ コン や ワー プロ に 何 か 情報 を 与え る る こと 。 ワ ー プ ロ の 場合 大 きく キー を 押す 
動作 (キー 入力 ) と 文字 を 確定 する 動作 と に 分 けら れ ま す が 、 本 書 で は 入力 と 呼 
ぶ 場 合 文字 を 確定 する こと を いい ます 。 


こん な 機器 が 使え ます 


こん な 機器 が 使え ます 


推奨 機種 : 当社 製 4 8 ドッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS 一 PC1 


M S X 仕 様 の 4 8 ドッ ト お よび 2 4 ドッ ト 漢 字 プ リン タ 
は ほとん ど 使 用 で きま す が 、F S 一 P C 1 を お 使い いた 
だ きま す と ワー プロ ソフ ト の 機能 が 最大 限 に 利用 で きま 
す 。F S 一 PC 1 以外 の プリ ンタ で は 、 使 えな い 機 能 が 
あり ます の で ご 注意 くだ さい 。 ( ゆ 2 6 4 ペー ジ ) 


ワズ 推奨 機種 : 当社 製 MS X 用 マウ ス FS 一 JM1-H 


マウ ス を 使え ば 機能 の 選択 も 矢印 を あわ せ て ボタ ン を 押す だ け 。 文字 入力 以外 は すべ て マウ ス で 
操作 で きま す 。 特 に カー ソル の 移動 が ぐん と 速く な り 、 け い 線 を ひく と き や イ ラス ト の 修正 に 威 
力 を 発揮 し ます 。 マ ウス を 使用 する と き は 、 本 書 の 説明 を 次 の よう に 置き 換え て くだ さい 。 
実行] キー 一 トリ ガー ボタ ン A ま た は トリ ガー(1 ) 
[ 取消] キー 一 トリ ガー ボタ ン B ま た は トリ ガー(I) 


推奨 機種 : 当社 製 ジョ イ パ ッ ド FS-JS2 2 0 


連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド FS 一 JS2ZZ2Z 


マウ ス と 同様 に 使え ます 。 特 に ゲー ム に 慣れ て いる か た は 、 ゲ ー ム 感覚 で ワー プロ を 使っ て いた 
だ け ま す 。 キ ー の 対応 も マウ ス と 同様 で す 。 


4 8 ドッ ト 毛 筆 書 体 カ ー ト リッ ジ 当社 製 FSSR0Z3 


ワー プロ や アド レス 、 ネ ー ム カー ド で は が き の 宛 名 、 文 書 印 刷 に 毛筆 の 書体 が 使え ます 。 


イメ ー ジ スキ ャ ナ 当社 製 FW-RSU1W 十 FS 一 IFA1 


イメ ー ジ スキ ャ ナン ハン ディ プリ ンタ イン ター フェ イス カー トリ ッ ジ F S 一 | F A 1 と イメ ー ジ 
スキ ャ ナ FW 一 R S U 1 W を 使う と 、 イ ラス ト や 写真 を 直接 読み 込む こと が で きま す 。 
※FW 一 RSU 1W を 使用 する に は FS 一 | F A 1 が 必要 で す 。 


は が き フ ィ ー ダ 当社 製 FW 一 HFU1 


48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ F S 一 PC 1 と は が き フ ィ ー ダ FWーHF U 1 を 使う と 、 は 
が き の 連 続 印刷 が で きま す (最大 30 枚 )。 
※FW 一 HFU1 は FS 一 PC 1 以外 の プリ ンタ で は 使用 で きま せん 。 


yes 1 一 章 


キー の 名 前 と 働き 


⑦② GRAPH キ ー 
取消 キー 


⑨ SPACE キ ー 


標準 的 な キー の 使い 方 は 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 ここ で は ワー プロ 等 で ちがっ た 働き を する キ 
ー を まとめ て いま す 。 一 度 に 覚え な く て も 、 困 っ た と き 、 忘 れ た と き に 見 返し て くだ さい 。 ① 
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Fz7F2 | FezFs | FeZF4 FeyFs STOP 
レー に 還 主 記 
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画 呈 | 還 国 虹 風 冊 陣 | 暫 
| EE 


HELL 
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⑥ の ⑦ め ⑨ 


・ ワー プロ 、 アド レス 、 ネ ー ム カー ド 、A V ラ ベル 、 フ リー カー ド の 各 ソ フト の 終了 。 

: 画面 下 に 表示 され て いる 各 機 能 を 選ぶ 。 

: 各 機能 を 終了 ・ 中 断 し 、 編 集 画面 に も どす 。 図形 編集 時 は 取消 キー と 同 
様 の 働き 。 

: あら か じ め 設 定 さ れ た タブ 位置 へ カー ソル を 移動 。 

・② の ファ ンク ショ ン キ ー に 割り 当て られ て いる 機能 の 切り 替え 。 

: 英 大 文字 と 英 小文字 の 切り 替え 。 

: 全角 と 半角 の 切り 替え 。 

: 各 操作 を 取り 消し て ひと つ 前 の 操作 に も どす 。 ま た は メッ セー ジ 

に 対し て 「 い いえ 」 と 答え る 。 (内 蔵 ソ フト で の み 有 効 で す ) 

: 漢字 に 変換 する 。 空 白 を 入力 する 。 候 補 の 漢字 を 次 に 切り 替え る 。 

し SHIFT ] 十 [ SPACE で 前 候補 表示 。 図形 編集 時 は 実行 キー と 同じ 働き 。 


敵 


間際 Rd 回 


| に 
- 央 本 es 


り 


四則 中 更 


⑩ HOME キ ー : 機能 メニ ュー の 一 覧 表示 。 

⑪ SELECT キ ー : ロー マ 字 入力 と か な 入力 の 切り 替え 。 

⑫ RETURN キ ー  : 行 を 変え る (改行 ) 。 部 分 確定 を する 。 文節 区 切り 記号 の 入力 。 
[ SHIFT ] 十 [| で ペー ジ を 変え る ( 改 頁 )。 

⑬ SHIFT キ ー : こ の キー を 押し な が ら 他 の キー を 押す と いろ いろ な 働き を する 。 

⑭ PAUSE ボ タン : ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー カー ド で は 絶 
対 に 押さ な いで くだ さい 。( ゲ ー ム 専用 の ボタ ン ) 

⑯ か な キー : ひら が な と カタ カナ の 切り 替え 。 


⑯ 実行 キー : 全体 確定 を する 。 選 択 時 の 決定 。 メ ッ セ ー ジ に 対し て 「 は い 」 と 人 答え る 。 


(内 蔵 ソ フト で の み 有 効 で す ) 
※ [ SHIFT ] 十 [ SPACE ] は キー を 押し な が ら [ SPACE ] キ ー を 押す こと で す 。 


敵 
T 
ピコ 
量 
本 
的 
な 
操 


作 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 準備 


O に る 
$$ ーー 準備 
ノロ ッ ピ ー デ プ ィ スク の 準備 
実際 の 操作 に 入る 前 に フロ ッ ピー ディ スク に つい て 説明 し ます 。 


シス テム ディ スク と 文書 ディ スク 


本 機 に は 2 枚 の フロ ッ ピー ディ スク (以下 ディ スク と 書き ます ) が 付 
属さ れ て いま す 。 こ の 中 に は ワー プロ 、 ア ドレ ス 等 を 動か し た り 印 刷 
する た め の プ ログ ラム や デー タ が 入っ て いま す 。 

ご の ディ スク を シス テム ディ スク と 呼び ます 。 


シス テム ディ スク 

本 書 の 説明 で は お も に 「 シ ステ ム デ ィ 
スク 1 」 と 書か れ て いる ほう を シス テ 
ム デ ィ ス ク と し て 使い ます 。 も う 一 枚 
の 「 ツ ステ ム デ ィ ス タ 6 」 に つい て は 
取扱 説明 書 で 詳し く 説明 し て いま す 。 
( 〇 取扱 説明 書 81 ペ ー ジ ) 


ワー プロ 等 で 作っ た 文書 は 文書 専用 の 
ディ スク に 保存 し ます 。 

この ディ スク を 文書 ディ スク と 呼び 、 
市 販 さ れ て いる ディ スク ( 何 も 保 存 さ 
れ て いな い 新 し い デ ィ ス ク で 生 デ ィ ス 
ク ま た は プラ ンク ディ スク と 呼ば れ て 
いる も の ) を 初期 化 ( フ ォ ー マ ッ ト ) し 
て 使い ます 。 

| 推奨 品 | 

当社 製 AFーMF 2DD11 


(3.5 イ ンチ 2DD 
タイ ガ ) 


新しい ディ スク を 使う 前 に 


買っ た ば か り の 何 も 保存 され て いな い デ ィ ス ク は ぞ その まま で は 使え ませ ん 。 必 ず 初 期 化 (フォ ー 
マッ ト ) と いう 操作 が 必要 で す 。 初 期 化 の 方 法 は 5 7 ペー ジ 、2 6 2 ペー ジ で 説明 し て いま す 。 
すでに プロ グラ ム や デー タ が 保存 され て いる ディ スク の 初期 化 を する と ディ スク に どん な も の が 
保存 され て いて も すべ て 消さ れ て し まい ます か ら 、 シ ステ ム デ ィ ス ク や 大 切な 文書 ディ スク は 初 
期 化 し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


@ システム ディ スク 1 や 大 切な 文書 ディ スク は 、 ま ちがっ て 初期 化し て し まわ な いよ うに 、 ラ イ 
ト プ ロ テク ト (書き 込み 禁止 ) を し て お きま す 。 デ ィ ス ク に つい て いる ライ ト プ ロ テク ト タ ブ 
を 穴 が 見 える 方 向 に スラ イド させ る だ け で 、 カ セッ ト テ ー プ の ツメ と 同じ よう な 働き を し 、 初 
期 化 や 削除 の まち が い を 防ぐ こと が で きま す 。( ゆ 取扱 説明 書 37 ペ ー ジ ) 


1 0398 


シス テム ディ スク の 予備 を 作る (シス テム パッ クア ッ プ ) 
シス テム ディ スク が 壊れ る と 取り 返し が つき ませ ん 。 フ ロッ ピー 
ディ スク は 磁石 を 近づけ た り 、 曲 げた りす る と 壊れ て し まい ます 。 
も し も と いう 場合 に 備え て シス テム ディ スク の 予備 を 作っ て お き 
ます 。 AS さ 
方 法 は 、 


1 . 文書 ディ スク と 同様 に 新しい ディ スク を 購入 する 。 

2 . 初期 化す る (BA S | C 入 門 36 ペ ー ジ ) 

3 . シス テム ディ スク の 内 容 を コピ ー す る 。(⑤BAS1IC 入 
門 141 ペ ー ジ ) この と き コ ピー 元 が シス テム ディ スク 、 コ 
ピー 先 が 新しい ディ スク で す 。 

ワー プロ を 使う と き は 新しく コピ ー し た ほう の シス テム ディ 
スク を 使い 、 元 の ほう (オリ ジ ナ ル ) は 保管 し て お きま し ょ 
つ 。 

この よう に シス テム ディ スク 等 の 予備 を コピ ー し て お く こ と を 
「 シ ステ ム の バッ クア ッ プ を と る 」 と 言い ます 。 


ここ まで の 操作 を まとめ る と 次 の よう に な り ま す 。 


オリ ジ ナ ル 
シス テム 


ディ スク シス テム ディ スク を コピ ー す る 言 
財 
新しい ディ スク を 2 枚 用 意 する ョ シス テム ディ スク を 
(販売 店 等 で ご 購入 くだ さい ) コビー し た ディ スク コピ ー し た 
シス テム ディ スク を 使う 
初期 化す る 2 
| 』 1 II 2 較 珠 文書 保存 用 に 
[推奨 品 ] 当社 製 AF-MF2DD11 文書 ディ スク 


(8。5 イ ッ ツチ 2 DD タイ 


@ シス テム ディ スク 2 の バッ クア ッ プ も と っ て お きま し ょ う 。 そ ぞ その 場合 に は も う 1 枚 新 し い デ ィ 
スク を 用 意 し ます 。 
@ シス テム ディ スク 2 は 自動 再生 の デー タ 保 存 な ど に 使用 し ます の で 、 ラ イト プロ テク ト し な い 
で くだ さい 、。 
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スタ ー ト の し か た / 終 わり か た 


取扱 説明 書 の 第 1 章 、 第 2 章 を 参考 に 
し て テレ ビ と 本 体 、 プ リン タ な どの 周 
辺 機器 を 接続 する 。 


内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 入 」 に 、 

連射 速度 調整 つま み を 「 切 」 に し 、 電 源 
スイ ッ チ を 入れ る 。( 必 下記 ) 
MS X の タイ トル 画面 が 表示 され た 後 、 し 


ば らく し て メイ ン メ ニュ ー 画 面 が 表示 され 
ます 。 
各 ソ フト に 対応 する 番号 を 数 字 キ ー 処理 人 
(また は テン キー) で 入力 する 。 立 主 ゃ 7 ら | 
(例え ば ワー プロ ・ 初 級 を 選ぶ 場合 は NCSA 
を 押す 。) ンス テム ディ スク 7 を し て くだ さい 
音声 ガイ ド の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 [ 天 行 : は い [ 取 測 : い UZ 


音声 ガイ ド を 行う と き は 、 付 属 の 「 シ シス テム ディ スク タク 6 

ステ ム デ ィ ス ク 2 」 を セッ ト し て 

を 押す 。 

※ 音 声 ガ イド を 行わ かい とき は 、 ぞ の まま 
を 押し ます 。 


二 に き | “お 買い 上 げ 後 は じ め て 電源 を 入れ る と き に は 、 ま ず 電 池 を 本 体 に セッ ト し 、 メ イン メニ ュー 画 
面 が 出る まで [ESC ] を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を 入れ て くだ さい 。( 必 取扱 説明 書 「 第 2 
章 基 本 」) 
@|3| で AV ラベ ル を 選ん だ 場合 は 、、A V ラ ベル の メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 カ ー ソ ルキ ー 
で 選び た い ラ ベル に カー ソル を 合わ せ 、 を 押す と 、 音 声 ガ イド の メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す 。 


終わ りか た 


ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ドー トコ し に に トッ タトゥ トゥ に ゥ に ャ に ゥ に ゥ に ドゥ に し に し に て 
AV ラベ ル 、 フ リー カー ド の 編集 画 
面 で 、[STOP] を 押す 。 


保存 の メッ セー ジ が 表示 され ます 


休 仔 し ます か ? 


文書 を 
[実行 ] : は い [生前 : い いえ 
ワー プロ の 場合 


| 電 本科 ] 


[取消 ) を 押す 。 


終了 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


ワー ブロ を 終了 し ます 
よろ し いで すか ? 


[実行 : は い [ 了 削 : い い ぇ 


※[ 実行 ] を 押す と フロ ッ ピー ディ スク へ 保存 
する 操作 ( ら 252 ペ ー ジ ) に 移り ます 。 


[実行 ] を 押す 。 
メイ ン メ ニュ ー 画 面 に も どり ます 。 


※[ 取消 | を 押す と 編集 画面 に も どり ます 


虹 計 議 “電源 スイ ッ チ を 切る と き は 必ず メイ ン メ ニュ ー 画 面 の 状態 で 切っ て くだ さい 。 ワー プロ 等 
の 編集 画面 の 状態 で 切る と 、 ユ ー ザ ー 笑 書 や 学習 妖 書 な ど 一 部 消え て し まう も の が あり ま 
す 。 


画面 の みか た 


ワー プロ ・ 初 級 、 ワ ー プ ロ ・ 標 準 で 文字 を 入力 し た り 、 編 集 し た りす る 画面 を 編集 画面 と 呼び ます 。 


最大 行 ・ 桁 本 諸 WP | 
か [CAP3】 (GRAPH 
\ 3 ふさ に 台 ヒ ミ 
池 換 [SPACE 文 区 切り [RETURN) 人 取消 [ 取 洒 ガイ ダン ス ( 各 キ ー の 機能 説明 ) 
前 舌 際 [BS) - 生 笠 人 [INS) - 容 [DEL 
間 カ ー ソ ル 位置 表示 


アジ の ク S 当 表示 | 放 ae ッッ ゃ っ ゃ eggss き iisz2 
(対応 する ファ ンク ショ 
ン キ ー の 機能 


入力 モー ド 表 示 


ー ン ソル 位 置 表示 
ファ ンク ショ ン 表 示 
(対応 する ファ ンク ショ 入力 モー ド 表 示 
ン キ ー の 機能 ) 


(ワー プロ ・ 標 準 編集 画面 ) 


国 記 度 二 証 * テ レビ に よっ て 画面 の 端 が 切れ る こと が あり ます 。 ぞ の 場合 に は 取扱 説明 書 また は 本 書 の 
入出 力 セレ クト (102 ペ ー ジ ) を 参照 し て 画面 の 位置 を 調整 し て くだ さい 、。 
* マ ウス 、 ジ ョ イ パ ッ ド を 授 続 し た と き に は 画面 が 一 部 変わ り ます 。( 〇 38 ページ ) 


アド レス 、 ネ ー ム カー ド 


アド レス と ネー ムカ ー ド は 項目 の 種類 が ちがう だ け で 、 操作 は 共通 で す 。 本 書 で は アド レス を 
用 いて 説明 し て いま す 。 
アド レス は 住所 録 の 整理 に 、 ネ ー ム カー ド は 名 刺 の 整理 に 使う と 便利 で す 。 


入力 し た カー ド の 総数 


ファ ンク ショ ン 表 示 
(対応 する ファ ンク ショ 
ン キ ー の 機能 


入力 モー ド 表 示 


表示 され て いる 
カー ド の 番号 
人 人 力 し た カー ド の 総数 


ファ ンク ショ ン 表 示 
(対応 する ファ ンク ショ 
ン キ ー の 機能 


入力 モー ド 表 示 


(ネー ムカ ー ト 編集 画面 ) 
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A V ラ ベル 


必要 な カセ ッ ト テ ー プ や ビデ オ テ ー プ 、 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 管理 に お 使い くだ さい 、。 


入力 し た カー ド の 総数 
表示 され て いる カー ド の 番号 


ファ ンク ショ ン 表 示 
(対応 する ファ ンク ショ 
ン キ ー の 機能 


ーー _R2 な 解 人 電 | 


※ ビ デオ ラベ ル は 1 枚 の カー ド か ら テ ー プ の 育 面 に 
貼る ラベ ル (ラベ ル A) と 側面 に 貼る ラベ ル ( ラ 
ベル B ) が 印刷 で きま す 。 (401 ペ ー ジ ) 


※ カ セッ トラ ベル は A 面 と B 面 の カー ド を 1 枚 の ラ 
ベル に 印刷 し ます 。 ( 必 401 ペ ー ジ ) 


出力 覧 記紀 余 7 BR か 4 拝 A 前 際 
(カセ ッ ト ラ ベル 日 面 編集 画面 ) 


に アリー カー 
自分 で 項目 名 を 設定 で きる の で 、 何 に で も 使う こと の で きる と て も 便利 な カー ド で す 。 


項目 名 入力 欄 表示 され て いる カー 
ド の 番号 

リー カー ド | カイ ル る : 上 防 -RNe.:0WI/ カ ー ド 数 :000 一 ーー 入力 し た カー 

ド の 総数 


| 
※ こ の 画面 で 項目 名 
を 設定 し ます 。 ] 
| 
陣 間 較 誠 | | 
| 


ファ ンク ショ ン 表 示 時 

(対応 する ファ ンク L 症 | "= 。 | 暑 》# 人 久信 力 モー ド 表 示 

ショ ン キー の 表示 ) | 確定 削除 人 出力 記号 / 終了 。 R カ 4 挿入 削除 
( 頂 目 名 設定 画面 ) 


デー タ 入 力 欄 


カー ド No.: 001/ カ ー ド 数 : 000 


※ こ の 画面 で デー タ 
を 入力 し て いき ま 
ず 。 


(カー ド 入 力 編集 画面 ) 


入力 方 法 の 切り 替え か た 


ワー プロ で 文字 を 入力 する 際 、 入 力 の 方 法 (か な 入力 、 ロ ー マ 字 ・・・・・・・・・・・・ 
入力 ) と 入力 する 文字 の 種類 (ひら が な 、 カ タカ ナ 、 英 文字 ) 
に よっ て モー ド を 切り 替え ます 。 

モー ド に つい て は 画面 右 下 に 表示 され る の で 、 切 り 替 えた と き 
に は 確認 し て くだ さい 。 

か な 入力 、 ロ ー マ 字 入力 の どちら の 場合 で も 文字 の 種類 を 打 
ち 分 ける に は 次 の よう に し て モー ド を 切り 替え ます 。 


た ュー H か な 無人 削 


ひら が な モー ド カタ カナ モー ド 
SHIFT 時 SHIFT 時 
加 | 中 | 較 
い . 講 に い 
E 5 ー い E た ー イ 
| CAPS ) 
[ CAPS ) [ か な 」 
CAPS (な ) 
英 大 文字 モー ド 英 小文字 モー ド 
SHIFT 時 
円 | 
い | CAPS | い 
に E い ー 6 


ワー プロ で は キー 上 の 右上 に 書か れ て いる グラ フィ ッ ク 文 字 は 入力 で きま せん 。 
e 口 (SHIFT 時 ) は 「 [ SHIFT ] を 押し な が ら こ の キー を 押す と き 」 の 意味 


文字 の 修正 と 入力 


まち が えて 入力 し た 文字 は 次 の いずれ か の 方 法 で 修正 し ます 。 


\ か え お いう お 
あい か え お 病 あい うえ 
カー ソル の 
MM | あい うえ お お _ あい うお _ 
5 
| 
あい うか え お 円 あい うえ お 


(一 字 分 の 空白 を 入れ る ) (正しい 文字 を 書く ) 


カー ソル 位 
置 に 文字 を き LINS ) > 
入れ る あい うお 、| ぬう. お 


画面 右 下 の モー ド 表 示 


[し SHIFT ] を 押し な が ら 
上 書か な 全 挿入 か な 全 
了 
この 状態 で 
め お いう お 


再び [SHIFT ] を 押し な が ら で 上 書 モ ー ド に な り ま す 。 


ひら が な の 入力 
で 画面 右 下 の 入 力 モー ド 表示 
あけ まし て お めで と う を 「 か な 」 に し ます 。 


| 9 ME 


ぁ け まし て | _ 


( 無 変換 ) また は [ 実行 」 を 押す 。 


[ SPACE ] で 空白 を 入力 する 。 
あぁ け まし て 
し 


上 CO (で C) 避 ②⑦ 
ぁ け まし て 5 めで と う |_ 


( 無 変換 ) また は | 実行 | を 押す 。 
あぁ け まし て お めで と う 


で 行 を 変え る 。 


カタ カナ の 入力 還 
上 - ゴ 
草 
[ か な ] で 画面 右 下 の 人 力 モー ド 表示 | 基 
メリ ー ク リス マス を 「 カ ナ 」 に し ます 。 的 
た 
操 
作 
(方 法 1 ) 
加 
と 押す 。 
メリ ー ク リス マス | 
※ [一 ] は 
( 無 変換 ) また は [ 実行 」 を 押す 。 
メリ ー ク リス マス _ 
(方 法 2 ) 
画面 右 下 の 入力 モー ド 表示 が 「 か な 」 ] 


の 状態 (前 ペー ジ ) で 、 
め り リー くり すま 
と 押す 。 

※ 人 

[ F1 ] (カタ カナ ) を 押す 。 


メリ ー ク グリ スマ スー 


で 行 を 変え る 。 


下 @ 外来 語 な ど は 上 記 の 方 法 以外 に 漢字 に 変換 する 方 法 (31 ペー ジ ) で カタ カナ に 変換 で きま す 。 


例 ) [は ] [”] 〔 そ ) ( こ ) 【 ん ) ゆ 〔SPAcE] @ パソ コン 


[ CAPS ] で 画面 右 下 の 入力 モー ド 表 


1st。Jan。1999 示 を 「 英 小 ] に し ます 。 


[ ] と 押す 。 


※ し Ja 上 L 


※ ぞ の まま キー を 押せ は 小文字 。 


を 押し な が ら [ 


押す 。 


※[ SHIFT | 放 押 し な が ら で は 大 文字 。 


 ) 


st.Jan.199 引 _ 


※ 数 字 は 文字 キー の 一 番 上 の 列 で も テン キー で | 
も 入力 で きま す . | 


( 無 変換 ) また は | 実行 
を 押す 。 | 
1$ 1。Jah。1999 


@ 画 面 石 下 ひつ モー ド 表 示 が 「 英 大 」 の と き 、 を 押し な が ら で は 小文字 に な り ま す 。 
@「 英 大 」 「 英 小 」 の モー ド に か か わら ず 、 文 字 キ ー の 一 番 上 の 列 は その まま で は 数 字 、 
SHIFT ] を 押し な が ら で は 記号 (キー 上 の 数 字 の 上 に 書か れ て いる 記号 ) が 入力 され ます 。 


半角 文字 の 入力 


通常 の 大 き さ の 文字 を 全角 、 そ 
の 半分 の 幅 の 文字 を 半角 と いい 
ます 。 カ タカ ナ と 英 数 字 の み 半 
角 で 入力 で きま す 。 


MSX パ ' ツ コン 


[ CAPS で 画面 右 下 の モー ド 表 示 を ドド "テッ ドド テッ ラテ ャ トキ 


「 美 大 に し 。( 人 RAPH] で 「 半 | に の リード 
(半角 ) に する 。 | 


坦 終了 た ェ R か な 失 人 前 


LM と 押し 、 
( 無 変換 ) また は [ 実行 | を 押す 。 


半角 で 「MSX」 と 書か れ ま す 。 M SX 


[ か な ] で 画面 右 下 の モー ド 表 示 を 
「 か な 」 に し 、 [は ] 〔"」 


と 押す 。 MSX ば そこ ん | _ 
※( に Ja 

(カタ カナ ) を 押す 。 

半角 の カタ カナ で 書か れ ます 。 MSX パ リコ ッ - 


操作 が 終わ れ ば [ GRAPH ] で 「 全 」 
(全角 ) に も ど し て お きま す 。 


で 行 を 変え る 。 


モ @ 漢字 を 半角 に する 場合 は 174 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


ロー マ 宇 で 入力 


| E3 四 皿 四 EB 四 回 正 = に |。 


を 押す 。 EE 


ロー マ 字 モー ド と か な モー ド が 押す た びに 切り ・・・・・・・・・ ト ーー 


替わり ます 。 1 1 


往還 計 DME- コ SEE INS DEE = 


電 終了 た H か な 挿 人 削除 


@ ロー マ 字 入力 と か な 入力 の 特徴 は 次 の よう に な っ て いま す 。 ど ちら が 良い と いっ た こと 
は あり ませ ん の で 、 好 き な ほ う で 入力 し て くだ さい 。 


覚え る キー が 少な いた め 、 ブ ライ | キー を 押す 回 数 が 多く な る 。 
ンド タッ チ (キー ボー ド を 見 な い | 例 ) あ さ 

で 信 力 す る ) し や すい 。 五 十 音 を ロー マ 字 ASAG3 回 ) 
書く た め に 必要 な キー は 約 2 0 種 か な あさ (2 回 ) 
類 。 


キー を 押す 回 数 が 少な い 。 使う キー の 種類 が 多い た め キ ー 
つづ りか た が 単純 。 の 位置 を 覚え る の に 時 間 が か か 
る 。 


か な 入力 


本 機 の キー ボー ド は 
JIS 配 列 を 使っ て いま 
す 。 

@ ロー マ 字 の つづ りか た (この 他 は 459 ペ ー ジ 「 ロ ー マ 字 か な 変換 表 」 を ご 覧 くだ さい ) 
ロー マ 字 入力 の と き 次 の よう な つづ り に は 注意 し て くだ さい 。 


「 ん 」 =[N)IN] 「C ゃ 」 -[SJ[Yj(A] ま cs [S)(H](A] 
r き 』-[P](A] 「 が ) -[G][A] rw」 -(XJ(YJUUJ 
ro と 」-[B](〔AjLTJLTJ(O) 


漢字 の 入力 (1 回 で 変換 で きる と き ) 


| か な | で 画面 右 下 の 入力 モー ド 表 示 


s[| 


謗 賀 新 年 を 「 が な 」 に し ます 。 
漢字 に 変換 する と き は 必ず この モー ド 
に し ます 。 
漢字 の 読み を 入力 し ます 。 


し 
と 押す 。 きん が し ん ね ん | 


(変換 ) を 押す 。 


[ 実行 を 押す 。 「 ] 


tyosi: 一介 


護 仙 親 邊 


5 |2ZI の よう に バッ ク が 黄色 や 緑色 に な っ て いる 状態 を 「 未 確定 状態 」 と 呼び 、 こ の 状態 で 
は まだ 文字 は 書か れ て いま せん 。 | 3 の 操作 を 「 確 定 す る 」 と 呼び 、 こ の 状態 で 文字 が 人 力 さ 
れ た こと に な り ま す 。 特に |3 の 場合 、 一 度 に 全部 を 確定 し た の で 「 全 体 確定 ] と 呼び ます 。 


漢字 の 入力 (1 回 で 変換 で き な い と き ) 


| か な | で 画面 右 下 の 入力 モー ド 表 示 
新 年 明け まし て を 「 か な 」 に し ます 。 


IL44 あ け ま し 


SPACE ) (次 候補 ) を 押す 。 
画面 下部 に 候補 文字 が 表示 され ます 


を 押す 。 


「 新 年 」 が 確定 され ます 。 


方 法 2 第 
(次 候補 ) を 押す 。 1 
画面 下部 に 「 あ け ま 」 の 候補 文字 が 表示 さ EE 
れ ま す 。 5 空け ま 量 

本 
的 
ーー た 
SPACE を 1 回 押す 。 作 
候補 文字 表示 欄 の 還 計 唐 3 が 「3 明け ま 」 ま 
で 移動 し 、 入 力 し た 位置 に も 「 明 け ま し て 」 新年 明 中 が 
北 | 
が 表示 され ます 。 閉 け まし て _ 
で 「 明 け ま し て 」 を 確定 する 。 ] 
新年 用 け ま し て _ 
| 」 


@|4|、|7| の よう に 文章 の 一 部 を 確定 する こと を 「 部 分 確定 」 と 呼び ます 。 
部 分 確定 の 方 法 
表示 され た 候補 文字 に 対応 する 番号 で 選ぶ 。 
[| SPACE ) を 押し て 目的 の 文字 まで を 移動 させ 、【ql で 確定 


e 文字 の さがし か た 


: 次 の 候補 文字 に _。 を 移動 。 
を 押し な が ら [ SPACE ] : ひと つ 前 の 候補 文字 に を 移動 。 


: 次 の 候補 文字 群 (最大 5 個 ず つ ) 
愉 : ひと つ 前 の 候補 文字 群 (最大 5 個 ず つ ) 
注 ) 候 補 文 字 群 : 画面 下部 に 一 度 に 表示 され る 最大 5 個 の 候補 文字 


e 候補 文字 の 横 に 表示 され て いる 「2/3」 等 の 表示 は 請 寺 寺 寺 が どの 位置 か を 表し て いま 
す 。 (た と えば 4/15 は 「 候 補 文 字 が 全体 で 1 5 あり 、 そ の 中 の 4 番目 」 と いう 意味 で す ) 

e 本 機 に は 学習 機能 が ある た め 、 一 度 確定 し た 候補 は 次 回 か ら は 先 に 表示 され る よう に な り ま 
す 。 (前 に ちがっ た 文字 で 確定 し て いる と き に は 、 上 記 の 操作 に な ら な い 場 合 が あり ます ) 


うま く 漢 字 を 書く た め に (文節 縮め / 伸 ば し ) 


SPACE を 何 回 も 押す と 目的 の 文字 は 表示 され ます が 、 も っ と 早く 表示 させ る こと が で きま す 。 
(文節 縮め ) (文節 伸ばし ) 


に (に) G) (9) き ) | (の ) 
す 


お みまい 4 で きめ | 
(変換 ) 『 (変換 ) 
「 お み まい 」 と 文節 を 判断 し た 「 こ こ で は きも の を 」 と 文節 を 判断 し た 


に (文節 縮め ) 『 (の 上 人 、) 区 (文節 伸ばし ) \ 
[お みまい 」 に 修正 する 、“ 呈 天 す 「 こ こ で は きも の を 」 に 修正 する 


実行 | (全体 確定 ) 『 


| ここ で は 着物 を 


(部 分 確定 ) す 


すす 


変換 速度 を 速く する (文節 区 切り 記号 


入力 する と き に 文節 を あら か じ め 決め て お く と 変換 の スピ ー ド が 上 が り ま す 。 
に こ ) に ] (で ] (は 〕 回 と 押す 。 


と で 人 ほ 『1 


[の | [を ] と 押す 。 
と こと ぞ で は | 溝 る の を | 
四 


(変換 ) を 押す 。 


で 全体 確定 する 。 
ここ で は 着物 を _ 


@ [| を まち が えて 人 入力 し た 場合 、「 || 」 も 他 の 文字 と 同様 に で 消す 


(KJMG に 2 に SL 


見 分 け に くい 記号 の 入力 


な で の な 入力 の と き 
( ゞ ) 了 | 計器 
和 eg 


いう っ 加 還 同 


名 点 を 押し な が ら を 押し な が ら “人 ズ 


SHIFT ロ SHIFT 画 
5 更 器 


左 カ ギ か っ こ を 押し な が ら を 押し な が ら 人 ズ 
SHIFT 団 ー ! 
呈 剛 。 陣 
を 押し な が ら “一 長音 SS 
) 下 
中 点 、 ャ ーー 隊 
を 押し な が ら “で 一 人 ズ 
信 ロ ー マ 字 入力 の と き 
C 。) 隊 是 C 、) 層 呈 
軸 Ne 
C「 ) 咽 呈 《 」3 細 証 
左 カ ギ か っ ご こ 右 カ ギ か っ こ 


左 中 か っ ご を 押し な が ら を 押し な が ら 


cr を 押し な が ら 


呈 。 中 


SHIFT 品 
(( う くけ う 


練 百 し て みよ う 


呈 に 本 機 で は か ん た ん な 文字 の 入力 ] 
ーッ - の RBXELrI1 = 練習 が で きま す 。 章 
2 和 と 3 行 B に 寺 し て いる ガイ ド に 堂 っ て キー 人 カ し て くだ さい 。 (ワー プロ レッ スン ) 
正しい と き は 、 カイ ド の 文字 が 押 に な り ます 

の (キー ボー 2 4 6WMi rdf = レッ スン は か な 入力 ロー マ 字 入力 
ーー の 順に 進み ます 。 的 
な 

コ 操 

※ こ の 操作 を する と 外字 や 学習 機能 が 消え て 作 


し まい ます 。 外字 を 作成 し た 場合 に は ディ 
スク に 保存 し て お きま し ょ う 。( 〇 452 ペ ー 


時 し | ジ ) 


シス テム ディ スク 1 を セッ ト し 、 メ イ 
ッ メ ニュ デー) 9 : ワー プロ し レッ ゅ ッ ス 
ン 」 を 選ぶ 。 


画面 に 右 の よう な メッ セー ジ が 表示 さ | 姓 暴 
れる の で 、 を 押す 。 外字 と 学習 辞書 を クリ ア し ます 


※ を 押す と メイ ン メ ニュ ー に も どり ます 。 ょ 2L い で すか 1 
実行] : は い [生前 : い いえ 


画面 が 右 の よう に な る の で シス テム | 筐 | | 
ディ スク 1 を 取り 出し 、 シ ステ ム デ イィ | 靖 カ イド を する な 5 は 
スク 2 を セッ ト し て [実行 ) を 押す 。 | シス テム ティ スグ 2 を tI し て くだ さい 


※ 音 声 ガ イド を 行わ か いと き は 、 そ の まま [ 取消 莉 何 :M) 孤 測 : い いえ 
を 押し ます 。 


画面 に 右 の よう な メッ セー ジ が 表示 さ 
れる の で 、 シ ステ ム デ イィ ス ク を 2 か ら 
1 に 入れ 替え 、 を 2 回 押す 。 


面 が 右 の よう に な る の で [ ESC] で 


ワー ーー - の 人 が を 5 ぼ えま LE う 1! 


の ト す る 。 2 和 上 と 3 生長 し て いる ガイ ド に 科 っ て キー 人 カ し て (だ さい 。 


正しい と き は 、 ガイ ド の 文字 が 緑色 に な り ます 
この 後 、 画 面 に 表示 され る 通り に キー を 押し ます 。 [ESC] キー は - ボー ド の 左上 スミ ) 6 はじ まり 


押さ れ た キー が 正しけれ ば キー 表示 の 色 が 変わ り 、 | up ヤヤ ヤセ ヤセ p セ も 。 上 頁 行 1 衝 
まち が っ た キー は 無視 し ます 。 


e で ロー マ 字 入力 の 練習 に 進み 、 ロ ー マ 字 入力 の 練習 中 に を 押す と 終了 画面 に 


進み ます 。 


@ 練習 が 終わ っ たら で メイ ン メ ニュ ー に も どり ます 。 


マリ スシ ョ イ パ ド を 使う と き は 


マウ ス や ジョ イ パ ッ ド を 使う と き に は ます 次 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 


電源 を 切っ た 状態 で マウ ス (ジョ イ パ 
ッ ド ) を PORT (ポート) 1 に 接続 
する 。 


メイ ン メ ニュ ー ま た は 各 ソ フ ト の 中 の MM FPP は 2 
「 入 出力 セレ クト 」 で 、「 入力 デバ イ ブリン PC1 PA1 PK1 PW1 7 
ス 」 の 項目 を 「 マ ウス 」 (「 パ ッ ド 」 ) 語 k す s UMUAu 


に 設定 する 。 自動 用 する し A い 
[SHIFT]+ [カー ソル] で 画質 位 置 調整 


これ で 準備 完了 で す 。 


操作 の 基本 


本 書 で は 、 キ ー ボ ー ド を 使う 場合 を 説明 し て いま す 。 マ ウス 、 ジ ョ イ パ ッ ド の 量 本 的 な 操作 を 
まとめ て お きま す 。 


信 カ ー ソ ル の 移動 、 メ ニュ ー 中 の 念 各 探 作 の 実行 、 取 消し 、ESC 
ーー 0 画面 に 表示 され る メニ ュー (ウィ ンド ゥ ) 
ウス : マ ウス を 動か す の 実行 、 取消 、ESC の 位置 に 矢印 の カー 
二 ソル を 移動 させ て トリ ガー ボタ ン A (1) 
ジョ イ パ ッ ド : am を 押す 


文字 入力 時 の カー ソル _ は マウ ス で 見 を 
動か し 、 ト リガ ー ボ タン A (1 ) を 押す と 


その 位置 に 移動 し ます 。 
人 @ 機 能 の 選択 
ファ ンク ショ ン キ ー 矢 ED の カー ソル を 操作 名 に 合 に ラーyー ョ ーーrs 


STOP 
の 只 。 わせ て トリ ガー ボタ ン A (I) | 書式 登録 出力 操作 9 り - % 終了 
を 押す 


e 連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド (当社 製 FS-JS222) を お 使い の と き は 、 ジ ョ イ パ ッ ド に つい て い 
る 「 連 射 速度 調整 つま み 」 を 一 番 圧 に スラ イド させ 、 連 射 機能 を 切っ て お 使い くだ さい 。 


人 @ 画 面 の スク ロー ル (切り 替え ) 


画面 上 部 表示 に 矢印 の カー ソル を 
合わ せ て トリ ガー ボタ ン A (1 ) 
を す 5 


ファ ンク ショ ン キ ー 


(Fe] ~ (F9) * ゅ 


(文頭 ) (文末 ) 


ファ ンク ショ ン 表 示 (画面 下部 ) の 切り 替え 


LCTRL] 


画面 下部 の | 1/3 | に 矢印 の カー ソル を 
合わ せ て トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押す 


人 @ 図 形 作 成 、 編 集中 


SPACE | 只 ト リ ガー ボタ ン A (1 ) 
只 トリ ガー ボタ ン B (TL) 
人 @ 挿 入 と 削除 人 数 値 の 増減 


画面 石 下 の 表示 に 矢印 の カー ソル 
を 合わ せ て トリ ガー ボタ ン A (1) 


マー ク に 矢印 の カー ソル を 合わ せ て 
トリ ガー ボタ ン A (] ) を 押す 


を 押す 

( 和 ) ゅ 博 語 70 全 | (WOO) 。 ESC 取消 | 実行 |^4| マ 
5 た + BZO 衝 ト 
(削除 ) ニー (減少 ) 増加 減少 
人 @ そ の 他 

STOP ( 終 ず ) 画面 右 下 の 表示 に 矢 EI の カー ソル を 合わ せ て 

トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押す 
HOME )( メ ニュ ー) * 


SELECT (ロー マ 字 ・ か な 入力 切り 替え ) 


記号 / 終了 た ェ R か な 挿 人 削除 


人 印刷 


他 の ワー ブロ の 文書 を 使う に は 


FW-U1 シ リー ス の 文書 を 使う 


当社 製 パ ー ソ ナル ワー プロ FW-U1 シ リー ズ と MS-DOS 文 字 デ ー タ 変換 ソフ ト ( 別 売 品 
FW-SD1703A) また は 一 部 の FW-U1 シ リー ズ に 付属 の MS-DOS 文 字 デ ー タ 変換 機能 を 使 
うと FW-U1 シ リー ズ の ワー プロ で 作成 し た 文書 を 文字 デー タ の み 本 機 で 呼び 出す こと が 
で きま す 。U1 シ リー ズ の 文書 を 本 機 に 呼び 出す 手順 を 説明 し ます 。 


MS-D OS 文字 デー タ 変 換 ソ フト を U1 シ リ 
ー ズ で 動か し 、U1 シ リー ズ で 作成 し た 文書 を 
MS-D 0 S の ファ イル に 変換 する 。 こ の と き 
の 拡張 子 は .T XT に し て くだ さい 。 (U 1 


操作 方 法 等 は F W-U1 シ リー ズ 用 MS-DOS 文 字 
デー タ 変換 ソフ ト の 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 


7 人 人 7 
標準 ファ イル 
本 機 の ワー プロ で 呼び 出す 。 (ST) W_S.X ァイル 
「 テ キス ト ファ イル 」 で 呼び 出し ます 。 の 
0 ル 」 | W X ファ イル 
りー メー が ル 
OSnV イル 
※ (U1) :FW-U1 シ リー ズ で の 操作 テキ スト ファ イル 


(ST) : 本 機 で の 操作 
※ 本 機 の ワー プロ 文書 を U り 1 シリ ー ズ で 使う 場合 に は 、 本 機 で テキ スト ファ イル と し て 保存 し 
(②252 ペ ー ジ )、F W-U1 シ リー ズ 用 MS-D OS 文字 デー タ 変 換 ソ フト で 逆 の 変換 を し 
て 近い ta 
詳し く は F W-U1 シ リー ズ 用 M S - D O S 文 字 デ ー タ 変換 ソフ ト の 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 


ご 注意 @ 文字 デー タ の み 変 換 さ れ ま す の で 、 け い 線 の 一 部 、 枠 、 図 形 枠 、 文 字 修飾 、 文 字 サ イズ は 取り 
消さ れ ま す 。 

@ 英文 行 の 文字 は 半角 の 英 数 字 (日 本 語 ワー プロ ) に 変換 され ます 。 

@ 本 機 の アド レス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー カー ド お よび F W 一 U 1 シリ ー ズ の 住所 
録 は 変換 で きま せん 。 

@ 外字 や 記号 に つい て は U1 一 本 機 の 場合 に は スペ ー ス (空白 ) に 置き 換え られ 、 本 機 ーU1 の 場 
合 に は 本 機 で テキ スト ファ イル を 保存 する 時 点 で 削除 され ます 。 変 換 で きる 記号 に つい て は 
FW-SD1703A の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 (詳し く は FW-SD1703A の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ 
さい 。) 

@ U1 シ リー ズ と は FW-U1EX/PRO/PROMK2/P151A 1/P201/P301/P303A 1/P353 
F2/P501/P501A 1/P503A1/P503A1IX/P505A 1/P551/P553A 1/P603A 1X/P 
605A1/P701/SPRO/S50/S53/S55A 1/S77A 1/S88A | で す 。(1990 年 9 月 現在 ) 

F W-U1K104 で は 使用 で きま せん 。 
@FW-U1V703F2/V703F2X で は 「 文 字 デ ー タ 変換 保存 」 機 能 で 保存 し ます 。 


MS-DOS 上 で 動く ワー プロ ソフ ト の 文書 を 使う 本 
F - ゴ 
本 機 の ワー プロ で は 、 文書 を 保存 、 呼 び 出し する 際 に 「 テ キス ト ファ イル 」 が 指定 時 
で きま す 。「 テ キス ト ファ イル 」 を 指定 する と 、MS 一 DOS の テキ スト 形式 で の 硬 
保存 、 呼 び 出し が で きま す の で 、 通 信用 の 文書 や MS 一 DO S 上 で 動い て いる ソフ ト 人 
の デー タ が 扱え る も の が あり ます 。 例 えば ワー プロ ソフ ト 「 一 太郎 」 の 文書 を 本 機 に な 
呼び 出す 方 法 を 説明 し ます 。 控 
メデ ィ ア を 変換 する 。( 一 太郎 ) 0 曲 績 
5 イン チ 、8 イン チ 、 ハ ー ド ディ スク な ど に 人 
保存 され て いる 文書 を 3.5 イ ンチ 2 DD の ディ 層 T ロ ] 
スク に コピ ー し ます 。 5 イン チ 、8 イ ンチ 較 
※ 増 設 ド ライ ブ が 必要 な 場合 も あり ます 。 きす .5 イ ンチ 2 DD 
拡張 子 を 変更 する 。 (ST) 
BA S 1C の NAME 命 令 ま た は MS XーDO S 2 XXXXXXXX . JXW 
の R E N 命 令 で ファ イル 名 の 拡張 子 を . J XW 一 . T J 
X T に 変更 し ます 。 
XXXXXOOCX . TXT 
本 機 の ワー プロ で 呼び 出す 。 (S T) |70M7 | 
「 テ キ イル 」 で 呼び 出し ます 7 ル 
IE 作る) 
W X ファ イル 
リー ロン フ ア イ ル 
6 SV リア イ ル 


※ (一 太郎 ) :「 一 太郎 」 を 動か し て いる パソ コン で の 操作 | テキ スト ファ イル 
(ST)  : 本 機 で の 操作 
※ 本 機 の ワー プロ 文書 を 「 一 太郎 」 で 使う 場合 に は 逆 の 操作 を し て くだ さい 。 


MS 一 DOS* は 米国 マイ クロ ソフ ト 社 の 登録 商標 で す 。 
「 一 太郎 」 は (株 ) ジ ャ スト シス テム の 商標 で す 。 


| ご 注意 証 を 押 の み 変 換 さ れ ま す の で 、 け い 線 、 枠 ・ 図 形 枠 、 文 字 修飾 文字 サイ ズ は すべ て 取り 消さ 
SO 0 大 2 


@ ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー カー ド の デー タ は 変換 で きま せん 。 
@3.5 イ ンチ (2 5D) へ の 変換 に つい て は 「 一 」 を 動か す パ ソコ ン の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 


@ 外 字 や 記号 は 削除 され ます 。 


Write a Postcard 


第 の 章 / は が き を 書 こう 


第 2 卓 


は が き を 書 こ つ 


この 章 で は 、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス を 使っ て は が き の 書 きか た を 年 賀 状 を 例 に 説明 し て い 
ます 。 実際 に 操作 し な が ら 読 み 進め て くだ さい 。 


操作 に 必要 な も の (あら か じ め ご 用 意 く だ さい ) 

人 @ 新 し い フ ロッ ピー ディ スク (別売 の 3.5 イ ンチ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 推奨 品 : AF-MF2DD11) 

@ プ リン タタ (MSX 仕 様 漢 字 プ リン タ これ か ら お 求め に な る か た は FS-PC1 (当社 製 ) を お 求 
めく だ さい 。 お 手持 ちの FS-PA1 (当社 製 )、FS-PK1 (当社 製 )、FS-PW1 (当社 製 )、 


HBP-F1 (S ON Y 製 )、HBP-F1C (S ON Y 製 ) で も お 使い いた だ け ま す 。) 

但 付 属 の 「 は が き セ ッ タ ー」 

今 官 製 は が き (た めし に 印刷 する 場合 に は 官製 は が き の 大 き さ に 切っ た 紙 : 熱転写 用 紙 な ど は が きよ り 
薄い 紙 を ご 使用 くだ さい 。) 


etuntss 呈 TOD 


ワー プロ を スタ ー ド する 


ES 上 証 配電 定 愛山 議 較 逢 証 証 還 


英 大 / 舌 小 
前 了 削 際 BS 


ロ - マ 字 / か な SELECT, か な / カ ナ の 6 


(CAPS) 全角 / キ 角 [GRAPH] 


革 ま (SPACE) 文 委 区 切り (RETURN] 人 力 取 消 [取消 


ーー UNS 


ー す 除 【D E 


電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 


MS X の タイ トル 画面 に 続い て 内 蔵 ソ フト の メイ 


ン メ ニュ ー 画 面 が 表示 され ます 。 


[ 2 ] で 「 ワ ー プ ロ ・ 初 級 」 を 選ぶ 。 


音声 ガイ ド の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


付属 の 「 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 」 を セッ 


ト し て を 押す 。 

編集 画面 が 表示 され ます 。 

※ 音 声 ガ イド を 行わ な か いと き は その まま 
を 押し ます 。 


@ この先 に 進む 前 に 
この 先 の 説明 で も し 操作 を まち が っ た 


電源 スイ ッ チ を 入れ る 前 に 


・ 本 体 、 テ レビ 、 プ リン タ の 接続 を 確認 する 。 
・ 本 体 の 「 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ 」 を 「 人 」、 
「 連 射 速度 調整 つま み 」 を 「 切 」 に する 。 

・ プ リン タ の 「 印 字 ピ ッ チ 切替 スイ ッ チ 」 を 「1/180」 に する 。 
・ プ リン タ に FS-PW1 を お 使い の か た は 、FS-PW1 の 

「 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ 」 を 「 切 」 に する 。 


処 電 台 

意 が ガイ ド を する な 5 は 

ンス テム ディ スク 7 を 人 人 し て くだ さい 
莉 条 : 届 ) 孤 測 :W え 


ロー 名 が 6 【SELECT) か 6 カナ か が 
英 大 / 茨 小 [CAPS) 全角 半角 [GRAPH] 


漢 変換 [SPACE] 文 匠 切 り [RETURN) 人 取消 [取消 | 
削除 EE 


ー 生 振 入 〔INS) 一 前 除 [DELJ 


0 竹 ア 人 層 計 。 夫 7 た = RB 写 二 : 


合 に は 次 の よう に し ます 。 


・[ 取消 を 押す 。 : 操作 が ひと つ 前 に も どり ます 。 
・[ESC ] を 押す 。 : 操作 を 中 断 し 、 編集 画面 まで も どり ます 。 


書き か た を 決め る (書式 設定 ) 


書式 設定 で は 、 こ れ か ら 文字 を 書く 用 紙 の 
大 き さ (サイ ズ ) 、 文 字 と 文字 と の 間隔 、 
行 と 行 の 間隔 、 用 紙 の 回 り に 取る 示 白 ( パ 


前 赤 更 | 人 員数 0 上 引 
B4 A4 B5 / の 7 キ セ 原 策 ルル 劉 7 


膝 誠 編 財 枝 語 桁 数 41 桁 


半 理 す る 。 し な い 介 和 二 56 科 ンチ 穴 を あけ る た め ) 等 を 決め ます 。 
内 4 ド 小 (063) 行 数 35 行 何 も 設 定 し な いと き は A 4 サイ ズ の 用 紙 


行間 隔 20 ド 修 ( 2 (最大 行 数 50 征 
な 有余 日 を 余 日 4 桁 (014 償 日 4 格 (0-19 
上 下 余 日 上 人 日 昌 (0-10) 下 人 0 行 (10 


(297/210mm) に 設定 され て いま す 。 


[CTRL (機能 切替 ) で 画面 下部 の 表 ファ ンク ショ ン 表 示 
示 (ファ ンク ショ ン 表示 ) を 3/3 に 琴 - 


し ます 。 
半 吾 AH カ 指 依り | 


対 7 


F1 | ( 書 款 旬 | 人 時 0 上 」 
2 (書式 ) を 押す 。 B4 A4 B5 Mt tb 鹿 7 失 7 


書式 股 定 の 画面 が 表示 され ます 。 藤 因 人 庁 板 銘 大 族 引 1 
敵 明 す る 。 しない 人 碑 56 初 
均 間 4 小 (09 行 数 36 
和則 周 20 ド (820 (大隊 50 各 
人 を 人 4 衝 (01 大 邊 4(0 
HF 有 上 よ 旬 0 和 (010 下 引 0 生 (0O 


(用 紙 の 大 き さ ) 
図 で | _ を 「 用 紙 」 の 項目 の 全員 数 0 貞 
「 セッター」 に 合わ せる 。 B4 A4 B5 ハル キ セテ 原 柄 上 北 
人 向 模 評 格 数 19 桁 
する し な 4 ぃ い  ( 最 織 23 机 


(用 紙 の 方 向 ) 


) で 還 還 証 を 「 用 紙 方 
向 」 の 項目 に 合わ せる 。 B4 A 4 B5 / カ キ セッ 
縦 廊 同 横 方 回 桁 


上 する し &u 優 


ェ ュー コー ニー ュー 7 ッ メー 


@e は が き を 印刷 する 場合 に は 「 ハ ガキ 」 (は が き を 直接 プリ ンタ に セッ ト す る ) より も 
「 セ ッ ター」 を 使う ほう が 文字 数 も 多く 書け 、 バ ラン ス よ ぐ く 印 刷 で きま す 。 
@ けい 線 等 を 先 に 書い た 場合 、 書 式 を 変更 で き な い と き が あり ます 。 


Setdstn は TOD 民 


図 で | 放 「 横 方 向 ] に 合わ せ 
る 


-。 この と き 「 禁 則 」 の 項目 も 同時 に 「 し な い 」 に 
な り ま す 。 


[実行 ] を 押す 。 


認 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


まち が い が な いか 確認 し 、 
(は い ) を 押す 。 


これ で 書式 の 設定 は 終わ り で す 。 


@|3|、[5| の 操作 等 で 設定 を 変え る と 、 画面 の 右 の 白い 


部 分 の 数 値 も 変わ り ま す 。 


B4 A4 B5 
紙 廊 和 横 方 和 
す る し な い 


書式 き に 5 


B5 / の キ 原生 リル 幼 7 
横 方 回 桁 数 31 桁 

し な い (最大 析 散 36 橋 
( 0- 8) 行 数 12 行 
RE 1 1 7 視 
4 桁 (0-5) 右 償 日 0 桁 (0-5) 
0 行 (0-5) 下 全日 0 行 (0-5) 


文字 を 人 力 する 


あけ まし て 日 

お めで と う 回 

ご ざい ます 自 

間 

間 

旧 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ま し た 。 
和 

J 

ー 九 九 九 年 元旦 


[て ] と 押し 、 


 F2 ( 無 変換 ) ま た は [ 実行 ] で 
確定 する 。 


で 行 を 変え る 。 


「 お めで と う 」 と 入力 し 、【i で 
行 を 変え 、「 ご ざい ます 」 と 入力 
し [| で 行 を 変え る 。 

※ か な モー ド で 「 ヾ 」 は | に です. 


を 2 回 押す 。 
空白 行 が 2 行 あき ます 。 


引 


6 二 に 3 me 一 


年 賀 状 に 書く 文字 だ け を 入力 し 
まし ょ う 。 レ イア ウト 等 は 後 で 
修正 し ます 。 
文字 入力 の 基本 的 な 操作 は 第 1 
章 で 説明 し て いま す の で 、 ここ 
で は 省き ます 。 


あけ まし て ・・・・・・・・・ し に し て 


ぁ け まし て 回 ・・・・・・・ バ バー 
| お めで と う 団 ・・・・ バ (に に 
ご ざい ます 同 ・・・・・・・・ し し 


ご ざい ます 司 ・・・・・・・・・・・・・ 


@|4| で 画面 表示 は 4 行 な の で 、 上 2 行 が 上 へ 移動 (スク ロー ル ) し て 見 えな く な り ま す 。 


en ITD 蛋 


[W] 290 ・rrftesetrer 
人 
の 後 [ SPACE (変換 ) を 押す 。 1 昌和 エス スス スト つい 
※ か な 入力 で 「 ゅ 」 は [SHIFT ) を 押し な が ら | 
で 「 旧 年 」 を 確定 する 。 ご ざい ます [・・・・・・・・・・・・・・・ 
0 NM を 
思 5 き す な の 
| 二葉 4 B 
(次 候補 ) で 「 ち ゅ う は 」 | gu 計 団 バー 
の 次 候補 を 表示 させ る 。 上 晶 ・ ド に ドド ドド ドド ドド に ドド ーー 
了 肖 当 き 8 
| 時 証 sl 上 
で 「 中 は 」 を 確定 する 。 MI 回 wtkawewttresea 
生生 すす や で で を PP すす 
者 半 が が ま eeg 
旧 御 中 候 を ・・ バ て 
( 無 変換 ) で 「 い ろ い ろ と 」 を [zu 細い 
徒 定 す る 。 0 | 、」、、、、。。。。。。。。。。。 
旧 年 中 は いろ いろ と ・・・・・・・・ い 1 
| 得 陳 に たり まし た 。 ] と 入 騙 し た 1 各 。。、,。 sss sr 
後 、 周 で 行 を 変え も 。 。。 | ほ 5 
旧 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ま し た 。 同 ・ 
※ か な 入力 で 「。 」 は SHIFT ] を 押し な が ら 代 | | に ュ ュ に に に ュ ュ ュー・ 


「 本 年 も よろ し く お 願 いい た し ます 。 | 回 ドド ドド ドッ 
を 入力 し 、 kd| で 行 を 変え る 。 中 は い 2 い 2 と お 位 に な り まし た 。 


本 年 も よろしく お 願い いた し ます 。 回 ・・・・ 


を 押す 。 旧 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ま し た 。 加 ・ ど 
空白 行 が 1 行 あき ます 。 本 年 も よろ し く お 願 いい た し ます 。 加 ・・・・ ーー 
wednm504ni2ekWait き 

生 放 2w ee を 

ー 書 

う 


(変換 ) を 押す 。 本 年 も よろし く お 願 いい た し ます 。 回 ・・・・ 


(次 候補 ) を 何 度 か 押し 、 
候補 文字 を 表示 させ る 。 


11199 中 - 和 和則 寺 ん - 航 朋 剖 | 


軸 (9)(9)(9) と 押 し 、| 上 御 Bu2 い 2 と お 8 最 に お り まし た 。 日 | 


@ 漢 数 字 を 入力 する 場合 、 読 み を 入力 (「 き ゅ うじ ゅ うき ゅ う 」 等 ) する より も 数 字 (「 9 9」 等 ) 
を 入力 する ほう が 簡単 に 変換 で きま す 。 
e 候補 文字 は 、 先 頭 の 3 文字 だ けが 表示 され ます 。 


財 で 「 一 九 九 九 」 を 確定 する 。 旧 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ま し た 。 同 ・ 


木 年 もち よろしく お 願い いた し ます 。 回 ・・・・ 


※ | 4 | で も 確定 で きま す 。 


SPACE 」 (次 候補 ) で 「 ね ん 」 の 次 | 旧 年 中 は い 2 い 2 と お 世話 に な り ま し た 。 還 ・ 
Me で 「 年] を 確定 森 年 も よろ し く お願い いた し ます 。 申 ・ sa 


に サジ 2Re2 ta 

※ | 2 ] で も 確定 で きま す 。 一 光電 隼 *** "ドサ ャ が タ ささ の カ ャ 
SPACE J で スペ ー ス (空白 ) を 1 字 | ko2u2 と 5 攻 に 6 り まし f。 
人 木 年 も よろ し く お 原 いい た し ます 。 ・・・・ 
1 も れ ダ ネリ る すか キキ 1 

沈 Le の wi Pi 


「 元 旦 」 を 入力 し て 文字 入力 は 終わ り | 年 g い 2 ぃ 2 と お ぉ せ 話 に な り ま し た 。 是 ・ 
1 本 年 も よろ し く お願い いた し ます 。 回 ・・・・ 


e[i6、 [1 で 候補 の 文字 が 文章 中 に 表示 され て いる 場合 は 、 説明 の よう に 回 で 確定 し ます が 、 そ う で 


な い 場 合 は 対応 する 番号 を 押す か 、 文 章 中 に 表示 され る まで | SPACE を 押し て 回 で 確定 し ます 。 


レイ アワ ウト 9 る 


文字 を 大 きく する (4 倍角 ) 


5 まして: es 
お ぉ おめでとう g 
こさ ざい ます 
を 
書 


こし こん コト 還 和 32 当 主語 8 語 二 だ 
LCTRLU を 2 回 電 し て ファ ンク ショ ン 生還 少 上 人 7 


(サイ ズ ) を 押す 。 
文字 サイ ズ の メニ ュー が 表示 され ます 。 


囚 (  ) で 還 良 『 を 「 4 倍角 」 
に 合わ せる 。 


[ 実行 ] を 押す 。 


範囲 を 指定 する 操作 に 移り ます 。 


で カー ソル を 「 あ ] 
に 合わ せる 。 (始点 位置 ) 


[実行 ] を 押し た 後 ま O 罰 て ・・・・・ に に | 
で カー ソル を 「 す 」 に 合わ せる 。 ぉ めで と う 日 eo 
きい ます 原 ーー 
が 呈 半 まあ が を の 
を 押す 。 
水色 で 囲ま れ た 範囲 内 の 文字 が 4 倍 0 導電 TUEAUCLLL 
角 に な り ま す 。 
お めで と うい 


[ ESC ) で も と の 編集 画面 に も どす 。 


文字 を 太く する (太子 ) 


あけ まし て 文字 の 線 を 太く し て 強調 し ます 。 


お ぉ めで と う 8 


[CTRL ) を 2 回 押し て ファ ンク ショ ン ーーFz rs ra rs 7 壮 Top 
表示 を 1 3 に する 。 編集 修 節 カ 伯 印刷 記 中 誕 半 了 


(修飾 ) を 押す 。 
修飾 の メニ ュー が 表示 され ます 。 


で 上 | を 「 文字 修飾 」 に 合わ 
せ [ 実行 ] を 押す 

文字 修飾 の メニ ュー が 表示 され ます 。 

で 還 請 鹿 訓 を 「 強 調 」 に 合わ 
せ [ 実行 ) を 押す 。 


強調 の メニ ュー が 表示 され ます 。 


と に か 57 知 A 軒 に カー ソル を 和 M 


訣 還 詳 較 を 「 太 字 」 に 合わ せ 、 電 層 還 に リー ノル < 
編集 偽 節 人 印刷 記号 | 終 


を 押す 。 
範囲 を 指定 する 操作 に な り ま す 。 


| 4 倍角 」 と 同様 に 「 あ 」 に 合わ せ て ぁ け まし て ce 


行 「 す 」 に 合わ せ て [ 実行 ] を 
押す 。 


文字 が 太く な り ま す 。 お めで と う 


Rat TOD 過 


白 抜 き 文字 に する ( 白 抜 


2 競 全 し て nm 文字 を 白く 抜い て 強調 し ます 。 
彦 め や とう i 


で 還 計 上 g そ 「 自 抜 ] 
こ 合わ せる 。 


= 


[ 実行 ] で 範囲 を 指定 する 操作 に な る 


の で 、「 あ 」 に 合わ せ て [ 実行 ]、 | su suss 1 』 
「 す 」 に 合わ せ て [ 実行 ) を 押す 。 門 旭 肖 し を m 


白 抜 き 文 字 に な り ま す 。 
ーー 導 めで と う 。』 …… 


半 [ ESC ] で 編集 画面 に も どす 。 


文字 の 配置 を 整え る 


⑫ め 表し て 
張 め ぞ で と う 』 


で カー ソル を 「 お 」 
に 合わ せる 。 


※ 先 に 4 倍角 を 指定 し た の で 、 カ ー ソ ル 位 置 表 
示 (画面 石 ) で は 4 行 目 と な り ま す 。 


[INS ] ( 1 字 挿 入 ) を 8 回 押す 。 
全角 の スペ ー ス (空白 ) が 8 個 挿 人 され ます 。 


※ [ INS ] を 押し すぎ た と き は [DEL ] で も ど し 
て くだ さい 。 


で カー ソル を 「 ご ] 
に あわ せ [ INS ] を 1 6 回 押す 。 


同様 に 「 一 」 に 合わ せ て [ INS ] を 2 回 
押す 。 


カー ソル 位置 表示 は 2 行 毎 に 表示 され ます 。 


作 及 めで と う 』 
あ 鐘 表し て 』 


ここ で は スペ ー ス (空白 ) を 挿 
が ま | レ 放つ 5 


② め 表し て u 


==ー= 選 


の 12 の (8 


めで とう: 
ご ③ 


本 年 も よろ し く お願い いた し ます 。 回 ・・・ 


旧 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ま し た 。 


@ |1| の よう に 縦 倍角 や 4 倍角 を 指定 し て いる 行 は 通常 の 2 行 分 を 使い ます 。 そ の 場合 の 


Vr(「 1 内 NtOK は 邊 


行 の 先頭 を 揃え る (イン デン ト ) 


II 旧 年 中 は いろ いろ と お 世話 に な り ) 行 の 左端 の 位置 を 変更 する こと 
| 本 年 も よろ し く お 願 いい た し ます を 「 イ ン デ ント 」 と 呼び ます 。 

カー ソル の ある 行 以降 が 設定 さ 
一 九 九 九 年 元旦 れ ま す 。 


( 
編集 修 徹 カ 人 印刷 記 由 吹 了 た 


ファ ンク ショ ン 表 示 が 1 / 3 に な っ て 
いる こと を 確認 する 。 


[ F1 ] (編集 ) を 押す 。 
文字 編集 の メニ ュー が 表示 され ます 。 


還 請 請 畔 を 「 イン デン ト 」 に 合わ せ て 
[ 実行 ] を 押す 。 


左端 位置 を 指定 する 操作 に な り ま す 。 


で カー ソル を 「 中 」 上 年 由 農 2 いろ と お 世話 に な り ま し た 。 
に 合わ せる 。 本 年 も よろ し 〈 く お願い いた し ます 。 同 ・・・・ 
CE 

ー 放 刻 放 年 玩 是 !*** WWWwwa 

容 和 | 放 お 了 旧 年 中 は いろ いろ と お 許 に な り まし た 。 
に 揃い ます 。 本 年 も よろ し く お願い いた し ます 。 加 ・・ 
回 寺 誠 で る も 全 人 か の すす も の まき 人 

[ ESC ] で 編集 画面 に も ど し ま す 。 ー ル 年 


まま 所 う 文章 の 中 に イラ スト や 地図 な どの 図 
を d 形 を 入れ る こと が で きま す 。 図形 は 
1 文書 に 1 つ だ け 入 れる こと が で き 
守 ま 9。 
この 操作 に は 文書 (また は 図形 専用 ) 
ディ スク が 必要 で す 。 


別売 り の 2 DD タイ プ の 新しい フ 
ロッ ピー ディ スク を 用 意 し て くだ さ 
い 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 初期 化す る 


別売 り の 新しい フロ ッ ピー ディ スク は 初期 化 (フォ ー マ ッ ト ) し な く て は 使え ませ ん 。 この 操作 は フロ ッ ピー ディ 

スク 1 枚 に 1 度 行え ば よい も の な の で 、 次 か ら は この 操作 を する 必要 は あり ませ ん 。 す で に 初期 化 さ れ た ディ ス 

ク を 使う と き は 59 ペ ー ジ に 進ん で くだ さい 。 

付属 の 2 枚 の シス テム ディ スク は 絶対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 
ファ ンク ショ ン 表 示 が 1 ノ 3 に な っ て 
いる こと を 確認 する 。 


[ F3 ] (ファ イル ) を 押す 。 
ファ イル 管理 の メニ ュー が 表示 され ます 。 
| ご 注意 | 


罰 内 で 還 良 を 「 デ ィ ス ク 初期 
化 処理 」 に 合わ せ 、[ 実行 ] を 押す 。 


@ 付属 の 2 枚 の シス テム ディ スク を 初期 化す る と ワー プロ や 付属 ソフ ト の プロ グラ ム や 
デー タ が 消え て し まい 、 使 えな く な り ま す の で 、 絶 対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 


Se TO 江 


シス テム ディ スク を 取り 出し て 、 新 し 
い フ ロッ ピー ディ スク に 入れ 替え る 。 


ディ スク を 確認 し て [ 実行 ] を 押す 。 
「 し ば らく お 待ち くだ さい 」 の メッ セー ジ が 表 
示さ れ ま す 。 


約 2 一 3 分 する と メッ セー ジ が 消え 、 初 期 化 が 
完了 し ます 。 


で 編集 画面 に も どす 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を も と の シス テム 
ディ スク 1 に 入れ 替え る 。 


サン ブル の 図形 を 呼び 出す 


ザン プル と し て シス テム ディ ス 
ク 1 に 保存 され て いる 図形 を 呼 
び 出 し ます 。 

シス テム ディ スク 1 に は を 
[my ンプ ル が 保存 され 

て いま す 。 


en HTD 由 


[ CTRL ] を 1 回 押し て ファ ンク ショ ン 
表示 を 2 ノ 3 に する 。 


( 枠 ・ 図 ) を 押す 。 
枠 ・ 図 の メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


で | _ を 「 図 形 枠 作成 」 
に 合わ せ て シス テム ディ スク 1 を セッ ト 
する 。 


シス テム ディ スク 1 が セッ ト さ れ て い 
る こと を 確認 し 、[ 実行 ] を 押す 。 
図形 編集 画面 に 変わ り ま す 。 


で 矢印 の カー ソル を 上 か ら 8 
番目 の 上 罰 に 合わ せる 。 


[ SPACE で 保存 か 呼び 出し か の メニ SAE/LOAD 
ュー が 表示 され る の で 、 較 | で 矢印 の 屯 隈 
カー ソル を 右側 の 隠 | (呼出 : LOAD) 

に 合わ せる 。 

を 押す 。 


ディ スク の 中 の ファ イル 名 が 表示 され ます 。 


[SPACE ] を 押す 。 


「 SAMPLE01.DOT 」 の 図形 が 呼び 出さ れ ま す 。 


5 
『 


@ ワー プロ の 中 で は 操作 を 選ん で 決め る と き に [実行 ]、 操 作 を 1 つも どす と き に 
を 押し て いま し た が 、 図 形 編集 で は と に な り ま す 。 


図形 を 修正 する 


矢印 の カー ソル を 上 か ら 7 番目 の | 思 ] 
こ 合 わせ る 。 


で 範囲 を 指定 する 操作 に 変 
と で 矢印 の カー ソル を 


図形 の 左上 に 移動 させ 、 | SPACE ] を 
押す 。 


矢印 の カー ソル を 図形 の 右 下 に 移動 さ 
せ 、 四 角 く 囲み [ SPACE ] を 押す 。 


※ 図 形 が は み だ さ な いよ うに 囲ん で くだ さい 。 


書式 設定 で は が き を 横 に 使う こ 
と を 設定 し まし た 。 (⑤ ゆ 45 ペ ー 
ジ ) 呼び 出し た 図形 その まま で 
は うま ぐ く 印 刷 で き な い の で 、 向 
き と 大 き さ を 修正 し ます 。 


ene ITD 違 


メ @ 囲み か た を 失敗 し た と き は [STOP] で |]2| か ら や り 直し ます 。 
@|2| で カー ソル を 速く 動か す に は [ SHIFT ] を 押し な が ら KAIIK 避 


画面 の あい て いる 位置 に カー ソル を 移 
動 させ [ SPACE ) を 押す 。 


を 押し な が ら 区 を 右 に 


1 0 回 、 同 じ よ うに [ SHIFT ] を 押し 
な が ら 内 を 5 回 押し て 四角 を 描く 。 
これ で 印刷 し た と き に 約 2 X 2 cm の 四角 に な り 
ます 。 


SPACE ] を 押す 。 


図形 が 左向き に な り 、 大 き さ も 修正 され ます 。 


を 押す 。 


メニ ュー 画面 が 表示 され ます 。 


@ 図 形 の 大 き さ は この 後 、「 文 書 の 中 に 入れ る 」 の と ころ で 画面 上 に ます 目 が 表示 され ます 。 この 
ます 目 で 大 き さ を 決め ます か ら 、 ここ で は だ いた い の 大 き さ で けっ こう で す 。 


文書 の 中 に 入れ る 


矢印 の カー ソル を 一 番 下 の 旧 加 に 合 


oO 


[SPACE ] を 押し て か ら 57 ペ ー ジ で 
光導 初期 化し た 文書 デイ スク を セッ ト す 
る 。 

[SPACE ) で 文書 に 入れ る 範囲 を 選ぶ 


画面 に な る の で 矢印 の カー ソル を 
(部 分 ) に 合わ せる 。 


[ SPACE ] を 押す と 画面 に ます 目 が 表 
示さ れ ま す 。 印刷 され た と きこ の ます 
目 の 一 辺 が 1 cm に な り ま すか ら 、 修正 
され た 図形 を 2 X 2 cm の 四角 で 囲む よ 
うに 、 矢 印 の カー ソル を 図形 の 左上 に 
移動 させ [ SPACE ) を 押す 。 


修正 の と き と 同 じ よ うに 、 矢 印 の カー 
ソル を 図形 の 右 下 まで 移動 させ 四角 で 
囲む 。 


@ 2 X2 m で 囲む と き 図 形 が は みだし て し まう 場合 
や り 直 し 、 小さ く 修 正 し て くだ さい 。 


、[ESC」 を 押し て 61 ペ ー ジ の 操作 か ら 


Vi 1 内 GROW は 冊 


[SPACE ] で 図形 の 名 前 を 入力 する 画 
面 に な る の で 、「[SAMPLE1」 
と 入力 する 。 SAMPLE91 
※ 図 形 の 名 前 (ファ イル 名 ) は 8 文字 以下 の 英 
数 字 で 入力 し ます 。 


SPACE ] を 押す 。 枠 の 指定 画面 に 
な る の で 図 で | 旗 「 右 枠 ] 
に 合わ せる 。 


| 実行 | を 押す 。 
編集 画面 に 戻り 、 入 れ よ うと し て いる 図形 の 大 
き さ が 枠 で 表示 され ます 。 


で 8 行 目 に 一 番 上 が くる よう に 
合わ せる 。 


[ 実行 ] を 押す 。 

加 角 く 囲 まれ た 部 分 が 横 結 模 様 に な り ま す 。 

これ で 図形 が 文書 中 に 入り まし た 。 
シス テム ディ スク 1 に 入れ 替え て お き 
まま 放 。 PE 


レイ アウ ト を 確認 する 


eee le lml=l = 書式 設定 で 、 は が き 等 を 指定 だ の 
mm き に 、 全 体 の レイ アウ ト を 表示 させ 
回 回 田 回 国 加 回 還 四 回 較 田 回 四 因 回 回 刀 国 て 印刷 する 前 に イメ ー ジ を つか むこ 
還 彫 還 固 園 回 賠 因 同国 剛 國 還 国 較 園 了 線 と が で き 主 3 R 
画 較 較 還 国男 


紅 職 [ CTRL を 1 回 押し 、 フ ァ ン クシ ョ ン 表 | 補 


(操作 ) を 押す 。 | 抽 人 

操作 設定 画面 が 表示 され ます 。 | 2 エ 
文字 入力 
胡 変 
デシ マル タブ 


一 四 13aFS FIFB 5 STOP 
示 を | 3/3」 に する 。 書式 登録 人 出力 操作 72t-| 多 終了 


eiEuntsd TO 


で 「 表 示 モ ー ド 」 の 項目 の ミル em 
| _ を 「 レ イア ウト 」 に 合わ せる 。 国 訓 拓 小 標準 区 
横 方 和 
品 妥 し な い 
員 畔 し な い 
[実行 ) で 確認 の メッ セー ジ が 表示 され | ==== ョ ニュ ニ ニュ 
る の で 、 も う 一 度 [ 実行 ) を 押す 。 ET 
トーーーーーーーーーーーーーーー 了 半 
画面 に レイ アウ ト が 表示 され ます 。 男 回 国 国 因 還 画 
レイ アウ ト を 表示 させ て いる と き に は 文字 入力 は で きま す が 確 認 で きま せん 。 も う 一 度 操作 設 


定 の 画面 で 「 表 示 モ ー ド 」 の 項目 を 「 標 準 」 ま た は 「 縮 小 」 に し て くだ さい 。 ワ ー プ ロ 標 準 で 


は 画面 分 割 で レイ アウ ト を 表示 し な が ら 文 字 を 入力 する こと が で きま す 。 (⑤186 ペ ー ジ ) 


は が き に 印刷 する 


用 紙 を セッ ト す る 


印刷 する 前 に 付属 の 「 は が き セ 
ッ タ ー」 に は が き を セッ ト し て 
か ら プ リン タ に セッ ト し ます 。 

※ プ リン タ の 接続 を 確認 し て 、 プ リン 
タ の 電源 スイ ッ チ を 入れ て お いて く 
だ さい 、。 

※ プ リン タ の 「 印 字 ピ ッ チ 切替 スイ ッ 
チチ 中 は 1 (60 セツ ドレ ます の 


裏表 を まち が えな いよ うに (この 場合 
は 裏面 8 見 える よう に ) 「 は が き セ ッ 
ター」 に は が き を セッ ト す る 。 


※ は が き は 官製 は が き を ご 使用 くだ さい 。 そ の 
他 の は が き で は か すれ た りつ まっ た りす る こ 
と が あり ます 。 

※ た めし に 印刷 し て みる 場合 に は 薄い 紙 ( 薄 す 
ぎる と セッ ター に うま く セ ッ ト で きま せん ) 
を は が き の 大 き さ に 切っ て お 使い くだ さい 。 


は が き セ ッ タ ー に 書か れ て いる 矢印 

の 方 向 に プリ ンタ に 入れ 、「 本 文 を 
印刷 する 際 は 、 こ の 」 と 書か れ て 
いる 線 を ペー パー カッ ター の 先端 に 合 
わせ る 。 


※ セ ッ ト の し か た 等 プリ ンタ の 取扱 説明 書 を 参 
照 し て くだ さい 。 


@ プリンタ に FS-PW1 を お 使い の か た は 、 ワ ー プ ロ プ リン タ ・ イ ンタ ー フ ェ イ スカ ー ト リッ ジ の 
内 蔵 ソ フト 切り 替え スイ ッ チ を 必ず 「 切 」 に し て くだ さい 、。 


使っ て いる プリ ンタ に 合わ せる (入出 カセ レク ト ) 


ファ ンク ショ ン 表 示 が 3 ノ 3 に な っ て 
いる こと を 確か め る 。 


(入出 力 ) を 押し 、 
で 請 記 斉 を 「 プ リン タ 選 択 」 
に 合わ せる 。 


で [| | を 使用 する プリ ン 
タ 名 に 合わ せる 。 


PC 1 : FS 一 PC 1( 当 社 製 推奨 品 ) 

PA 1 ・FS 一 P A 1 (当社 製 ) 

PK 1 :FS 一 PK 1 (当社 製 ) 

PW 1 ・F S 一 PW 1 (当社 製 ) 

プリ ンタ 1  :HBP-F1、 HBP-F1C (SONY 製 ) 


[ 実行 ] で 確認 の メッ セー ジ が 表示 され | 入力 | この 設定 で よろ し いで すか ? 


人 正しけれ ば も う 一 度 [ 実行 ] を 款 坦 人 M 負 2 加 


編集 画面 に も どり ます 。 


二村 @ 接 続 さ れ て いる プリ ンタ と 設定 が ちがう 場合 に は 、 印 刷 位 置 が ずれ て し まっ た り 、 全 く 印 刷 され 
2 の な い 場 合 が あり ます の で 、 正しく 設定 し て くだ さい 、。 


Rin HHTD 選 


印刷 の し か た を 決め る 


CTRL を 1 回 押し て ファ ンク ショ ン 
表示 を 1 ノ 3 に する 。 


が 表示 され る の で 、 | 
印刷 ]」 に 合わ せる 。 


[ 実行 ] で 「 全 文 印刷 」 の 画面 が 表示 
され る の で で | を 「 ス 
ムー ジン グ 」 に 合わ せ 回 で 
を 「 す る 」 に 合わ せる 。 
※ ス ムー ジン グ を 「 す る 」 に 設定 する と 印刷 に 
時 間 が か か り ま す が き れい に 印刷 で きま す 。 


で 1 に 
合わ せ | で を | 縦 書 き 」 


に する 。 


プリ ンタ の 「 電源 ラン プ 」 | 印字 可 
ラン プ 」 (オン ライ ン ラ ンプ ) を 確 
認 する 。 

点灯 し て いな いと き は プリ ンタ の 「 印 字 可 ス 
イッ チ 」 (リセ ッ ト ス イッ チ ) を 押し ます 。 


印刷 開 始 | 1] 共 了 大 [ 


する し ぬ 
書 体 HHAh/ よ 縮小 


ーー 。 。 史 間 人 

錦 抱き 幼 き 

凍 7 イ -9 使わ が 使う 
( 例 :FS-PC1) 


o CI うう ゆう 
EH 字 可 ラ ンプ 
電源 ラン プ 


[ 実行 ] を 押す 。 


し ば らく た っ て か ら 右 の よう な メッ セー ジ が 
表示 され ます 。 
図形 の と き に 使っ た 文書 ディ スク に 入 
れ 替 える 。 


[ 実行 ] を 押す 。 


印刷 が 開始 され 、 プ リン タ に FS-PC1 を お 使い 
の 場合 は 約 1 分 、FS-PC1 以 外 の プリ ンタ を お 
使い の 場合 は 約 2 分 で 印刷 が 終り ます 。 


面 に も どす 。 


ファ ンク ショ ン 表 示 3/3 で [F4 ) 


(近作 ) を 押し 、「 表 示 モ ー ド 」 を ah 

[標準 に も ど し て [実行 ] を 2 回 

二 て [ 天 行 ) を 地 仙 村 軸 
人 導 し な い 
ーッ ッ ル タ ブ 「・ 


印刷 が うま く で きた ら [ ESC ] で 編集 画 


@|7| の 後 、 半角 文字 を 含ん だ 縮小 印刷 な ど で シ ステ ム デ ィ ス ク 1 が 必要 と な る 場合 が あり ます 。 
「 シ ステ ム デ ィ ス ク 1 を セッ ト し て [実行] キー を 押し て くだ さい 」 と メッ セー ジ が 表示 され 


ます か ら 、 メ ッ セ ー ジ に し た が っ て 操作 し て くだ さい 。 


e 当社 製 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プリ ンタ FS-PC1 を お 使い の 場合 に は 、 別 売り の 当社 製 は が 


き フ ィ ー ダ FW-HFU1 を 使う こと が で きま す 。( 〇 361 ペ ー ジ ) 
は が き セ ッ タ ー を 使用 し て いる と き は 、 は が き フ ィ ー ダ は 使用 で きま せん 。 


@ 用 紙 の 厚 さや か た さ に より 図形 に 白い 線 が 入る こと が あり ます 。 こ の 場合 に は 図形 を で きる だ 


け 用 紙 の 上 側 に 取り 込ん で くだ さい 。 
e 印刷 を 途中 で 止め あたい と き は を 押し ます 。 


図 化 デー タ 2 の ディ スク を セッ ト し て 
[ 実 術 キー を 押し て くだ さい 。 


9 上 


人 サ 


V( ! 内 ROW 


フロ ッ ピ ー プ イス バク に 保存 する 


[ CTRL ]】 を 押し て ファ ンク ショ ン 表示 
を 1 ノ 3 に する 。 


伯 


| 7 内 | | 
| 保 存 処 理 | 


よ eo 生 


阿山 | 新 規 
処 


(ファ イル ) を 押す 。 


ファ イル 管理 メニ ュー が 表示 され ます 。 


で 還 還 を 「 保 存 処 理 」 に 
合わ せ [ 実行 ] を 押す 。 


ファ イル タイ プ の 選択 画面 が 表示 され ます 。 


に 合わ せ 、 [ 実行 ] を 押す 。 


文書 名 の 入力 画面 に な り ま す 。 


わせ る 。 

ファ イル 名 は 4 文字 以下 の 全角 文字 ま 
た は 8 文字 以下 の 半角 文字 (カタ カナ 、 
英 数 字 の み ) で 入力 し ます 。 (ファ イ 
ル 名 入力 画面 に な る と 、 入 力 モー ド 表 
示 は 自動 的 に 半角 に な り ま す 。) 

この 場合 に は 「T E S T」 と し て お きま す 。 


記 記 護 。。 “% フ ァイル タイ プ を 「 標 準 ファ イル 」 以 外 に 設定 し た 場合 、 分 類 名 ・ 注 釈 文 は 全角 文字 、 フ ァ イ 
ル 名 は 半角 文字 で 入力 し て くだ さい 。 


文書 ディ スク に 入れ 替え る 。 


し 実行 」 を 押す 。 
保存 が 開始 され 、「 処 理 終 了 」 と 表示 され た 後 
編集 画面 に も どり ます 。 


※ 文 書 を 呼び 出す と き は 254 ペ ー ジ を ご 覧 くだ 
さい 。 


人 @| 7 | の 操作 の と き 、 次 の よう な メッ セー ジ が 表示 され た 場合 に は 、 


「 同 じ ファ イル 名 が 存在 し て いま す 」 : 同じ 名 前 で すでに 文書 が 保存 され て いま す 。 


Y 
・ で も と の 文書 の 内 容 が 新しい 文書 に 書き 替え られ ます 。 
・[ 取消 ] で 文書 名 の 入力 操作 に も どり ます 。 


「 書 き 込み 禁止 を 解除 し て くだ さい 」 : 第 1 章 と 取扱 説明 書 で 説明 し て いる よう に 、 デ ィ ス ク 
の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ が 禁止 の 状態 に な か っ て いま す 。 


ツ 
・ 保存 し て も よい ディ スク で あれ ば 、 ラ イト プロ テク ト を 解除 し て 入れ 
直し 、[ 実行 ] を 押し ます 。 
・ シ ステ ム デ ィ ス ク 等 ディ スク を まち が えた 場合 に は [ 取消 ] で 文書 名 の 
入力 操作 まで も どり ます 。 


「 デ ィ ス ク を 確か め て くだ さい 」 ・ フ ロッ ピー ディ スク が セッ ト さ れ て いま せん 。 


・ フ ロッ ピー ディ スク を セッ ト し て くだ さい 、。 

・ セ ッ ト し て いて も この メッ セー ジ が で る 場合 。 デ ィ ス ク を 初期 化し ま 
し た か 。 し て いな い 場 合 は 57 ペ ー ジ を 参照 し て 初期 化し て くだ さい 。 
MS X 以 外 の パソ コン で 初期 化し た フロ ッ ピー ディ スク は 使え ませ ん 。 


1 


V( ! 則 GtOW 


ワー ブロ を 終了 する 


編集 画面 で ( STOP | (終了 ) を 押す 。 
文書 を 保存 する か どう か の メッ セー ジ が 表示 さ 
れ ま す 。 


編集 修 節 人 印刷 記号 | 終了 7 
lm 梓 | - | 


文書 を 保存 し ます か ? 
[実行 : は い [ 取 削 : い いえ 


先ほど 文書 は 保存 し た の で | 取消 ) 昌 誠 8| | 


(いい え ) を 押す 。 リー ブロ を 終了 し ます 

ワー プロ を 終了 し て よい か どう か の メッ セー ジ よろ し いで すか ? 
\ 表 示 ー RT 
AM 憶 傾 :B い [ 馬 光 : い いえ 


(は い ) を 押す 。 
メイ ン メ ニュ ー 画 面 に も どり ます 。 


ご 注意 @ 編集 画面 で 入力 し た 内 容 は 、 電 源 を 切る と すべ て 消え て し まい ます 。 必 要 な ら フ ロッ ピー 
ディ スク に 保存 し て くだ さい 。 
@ こ の 終了 の 操作 を し て メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 電源 を 切る と 、 入 出力 セレ クト ( つ 67 ペ ー ジ ) 
操作 設定 (⑦104 ペ ー ジ )、 ロ ー マ 字 入力 な どの 入力 モー ド の 設定 等 が 、 次 に 電源 スイ ッ チ 
を 入れ た と きも 記憶 され て いま す 。 メ イン メニ ュー 画面 以外 (編集 画面 等 ) で 電源 を 
切る と 、 こ れ ら は は じ め て 電源 スイ ッ チ を 入れ た と き の 状 態 (初期 状態 また は デフ ォ ル 
ト 値 ) に も どり ます 。 電源 ス イッ チ は 必ず メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 切っ て くだ さい 。 


7 ドル に 所 カー ド を 入力 9 する 


宛先 の 住所 を 登録 し て 、 年賀 状 


2 ーー の 表側 を 印刷 し まし ょ う 。 文字 
邊 1005 名 WO R の 入力 の し か た や 修正 の し か た 
ーー は ワー プロ と 同じ で すか ら こ こ 

Piesi-1313 で は 省略 し ます 。 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 で [ 4 ] を 押す 。 
アド レス の 編集 画面 が 表示 され ます 。 
この 画面 で 住所 ・ 氏 名 等 を 人力 し ます 。 


カ - 


ed TOY 選 


(フリ ガ ナ の 入力 ) 
「 カ ナ 」 の 項目 に 「 サ サキ 」 と 入力 し 


た 後 [ SPACE ] を 押し て 1 字 空 白 を あ 
ける 。 


「 コ ジロ ウ 」 と 入力 し 品 を 押す 。 [| アド レス |2z7 雄 : 
[294 3299 
着 | = | 
『 s[ 


(名 前 の 入力 ) 
0 
カナ | ササ キ コツ ロリ 
人 | 作 4 林 和 | 


4 『 に 」 8 


@ フ リガ ナ は 後 で 探し や すく する た め に 入力 し ます 。 
@「 名 前 」 の 項目 で 姓 と 名 の 間 に 空 白 を 入れ て いま す が 、 姓 2 文字 、 名 2 文字 等 空白 を あけ な い ほ 
う が バ ラン ス よ く 印 刷 で きる 場合 が あり ます 。 


同様 に 「 名 前 ] の 項目 に 「 佐 々 木 」 、 
1 字 空白 を あけ た 後 「 小 次 郎 ] と 入力 
し 、 を 押す 。 


(郵便 番号 の 入力) 
「〒」 の 項目 に 「571] と 入力 し 、 
を 押す 。 


[99 コ 29 
| 作 4 林 40 | 
〒|571 | 谷 


※ 郵 便 番号 等 半角 で 入力 する 場所 で は 自動 的 に 半角 
モー ド に な り ま す 。 


(電話 番号 の 入力 ) 語 
「 全 | の 項目 に 「06-908-1151」 と 入 カー トド No:001/ カ ー ド 数 :000 


力 し 、 を 押す 。 | 


人 人 06-908-115| 


(住所 の 入力 ) 


ファ イル 名 : 
カナ | ササ キ コツ ロリ 
[人 4 が | 

r 
住所 | 大 阪和 門 貞 市 門 貞 1006_ 


「 住 所 ] の 項目 に 「 大 阪 府 門真 市 門 
真 1 0 0 6 」 と 入力 する 。 (読み は 「 お 
お さか ふか ど ま し か ど ま 」) 


[SPACE ] を 押し て 空白 を 一 字 あ け 、 


「 厳 流 島 マン ショ ン 1 1 0 」 と 入力 し 、 


円 を 押す 。 過 は 
住所 の 途中 に 空白 を 入れ る と 印刷 し た と き そ の 位 上 貞 由 邊 | 0 0 炭 少 分 マ ノ シ ヨン 1 10 
置 で 行 が 変わ り ま す 。 較 | | 剛 | 隊 区 


「 誕 生日 」 の 項目 に 「 昭 和 2 0 年 5 月 間 


5 日 」 と 入力 し 、 を 押す 。 
傾 |[ 犬 博 上 承 1006 


も 4 
ev 邊 


ピコ e 電 話 番号 の 項目 は 1 3 桁 し か 入力 で きま せん 。 市 外 局 番 な ど 長 い 番 号 も あり ます か ら で き る だ け 
短く 入力 し て お きま し ょ う 。 ((06)908-1151 よ り も 06-908-1151 の ほう が 1 桁 短 い ) 

e は が き に 住所 を 印刷 する と き 、 先 頭 か ら 数 えて 最初 の 空白 で 行 が 変わ り 、 2 行 目 は 後 詰め で 
印刷 され ます 。 た だ し 全体 が 13 文 字 以 内 の 場合 や 空白 の 後に 14 文 字 以上 ある 場合 は 、 通 常 の 
空白 と し て 印刷 され ます 。 

@「 ハ ガキ 縦 書 」 と 「 セ ッ タ ー 縦 書 」 の 場合 は 、 印刷 時 に 「 漢 数 字 変 換 ]」 を 「 す る 」 に 設定 する と 、 
住所 な どの 数 字 が 自動 的 に 漢 数 字 に 変換 され て 印刷 され ます 。 


1 


(区 の 入力 ) 


「 区 1 」「 区 2 」「 区 3 」 は 半角 で 自 

由 に お 使い くだ さい 。 検索 する と き に 

便利 な 記号 を 入力 し て お いて も いい で 

し まあ 少 。 

入力 し た ら [ を 押し て カー ソル を 「 メ 
モ 」 まで 進め る 。 


(メモ の 入力 ) 

「 メ モ 」 も 自由 に 使え 、「 区 ] と ち が 

っ て 全角 (漢字 等 ) が 使え ます 。 

ここ で は 「 剣道 2 段 ] と 入力 する 。 
(カー ド の 登録 ) 


同様 に し て 2 枚 目 、 3 枚 目 の カー ド を 
入力 する 。 


※ 1 枚 の カー ド の 最後 に 必ず (次 ) を 押 
し て 登録 を 忘れ な いよ うに し て くだ さい 。 


これ で カー ド が 一 枚 入力 で きま し た の 
で (次 ) で 登録 する 。 

新しい カー ド (まだ な に も 入力 され て いな い カ 

ー ド ) が 表示 され ます 。 


二 記 “画面 に 名 項目 を 入力 し た だ け で は パソ コン は 何 も 覚え て いま せん 。 パ ソコ ン (メモ リ と 呼ぶ 記憶 
場所 ) に カー ド の 内 容 を 覚え させ て お く こと を 「 登 録 」 と 呼び 、 (次 ) を 押す こと で 登録 


され ます 。 


3 真間 真 1006 
誕生 | 昭 和 2 0 年 5 月 5 日 
メ 和 | 


中 工 | M ロ THZ り 填 ロ ソロ 
メモ | 飲 店 2 段 一 


@ 頂 目 に 何 も 入 力 し て いな い カ ー ド (空白 の カー ド ) は 登録 で きま せん 。 


e 入 力 し て いる カー ド が 何 枚 目 か (カー ド No) と 全体 の カー ド 枚数 が 画面 右上 に 表示 され ます 。 


es HITD 由 


STOP jm 


- 還 還 


差出 人 カー ド を 入力 する 


ニ ト 上 つの 1 2 に 和 時 ヨ mt ご 型 -+ ま ニー ヒ 


10- さ PBt-W 
で つつ 1 1 Sa で っ % 加西 守 年 旦 


I 還 11 中 オ ー> ト HO 
人 
オー ー| 澤 衝 較 きき 題 


2〆2 に し ます 。 


し [ CTRL ] で ファ ンク ショ ン 表 示 を 


[ F2 ] (差出 人 ) を 押す 。 

差出 の 入力 画面 に な り ま す 。 

※ 多 先 を 入力 する と き と 同 じ よ う で す が 、 差出 
人 の 場合 に は 「 カ ナ 」、「 誕 生 」 、「 区 1. 
2 . 3 」「 メ モ 」 は 入力 で きま せん 。 


する 。 
※ 差 出入 の 「 住 所 」 に 空白 を 人 れ て も 印刷 時 に 
行 は 変わ り ま せん 。 


住所 カー ド の 入力 画面 に も どり ます 。 
※ 修 正す る と きも 同じ よう に [ F2 (差出人) 
で 呼び 出し て 修正 し ます 。 


差出 人 0 出す 2 

の カー ド を 入力 し ます 。 

差出 入 カ ー ド は 1 つの ファ イル 

に 1 枚 登 録 で きま す 。 

※ フ ァイル : アド レス で 言う ファ イル 
と は ラッ ピー ディ スク 
に 保存 する 単位 で 、1 フ 
ァイル の 中 に 何 枚 か ( 最 
大 1 4 6 枚 ) の カー ド が 
oiGO ま 9 


F4 


一 覧 


MD 着 人 人 出力 一覧 記 2 終了 


人 ss 
縛 し | 
TL | 8| 


人 


[名前] 「〒| 「 全 | [住所 に 入 | | 0 0 {tnt%〔 ペ 0| ゾ 


名 前 

〒 559-01 il 
住所 | 大 阪 市 北 区 城 見 2 1 6 1 
計時 0 パパ 6 パパ 1 rs「 


入力 し 終わ れ ば [ F1 ]( カ ー ド ) を 押す 。 


カー RI:00U カ ー ド 数 :003 
0WI| 佐々木 小 婦 (6-98-115| 同 5 | 
大 和 ! 和 門真 1006 潤 島 マン ショ ン 110 


登録 し た カー ド を 画面 に 一 覧 表 
の 形 で 表示 させ ます 。 


002| 半田 信 固 06-8345950 国 10 と 
上 田 市 肖 人 7ー207 3 1 画面 に 4 橋 ま で カー ド が 表示 
0| 骨 茜 固 06-35-7021 567 され ます 。 


大 阪 市 北 区 梅田 13-13 


lo 衣 軍 | |」 面 、 衣 7 R か な 角 人 上 


ファ ンク ショ ン 表 示 が 2 ノ 2 に な っ て 
いる こと を 確認 する 。 


l 人 人 カ ー 息 


ein 用 HTD 由 


F5 
記号 2 終了 
※ な っ て いな いと き は [CTRL と 


ドレ ス | ファ イル 名 : カー ド N:001 カー ド 雪 :003 
(一 覧 ) を 押す 。 凍 hitD 日 GoPOu mp 
画面 に 一 覧 表 が 表示 され ます 。 大 孤 府 門 中 市 門 真 1006 厳 溢 島 マ ンション 110 
※ 4 枚 以 上 の カー ド を 入力 し た と き 語 測 は < 回 63550 回 0 
( 1 画面 に 表示 し きれ な いと き ) 上 市 合 7ー2 0 一 7 3 _ 
は 内 で 表示 する こと が で きま す 。 兄 油 球 回 ⑯3465-7M| 田 5 
大 阪 市 北 区 梅田 13-1 3 
004 


没 叶 [ ESC ) で 編集 画面 に も どす 。 


@ 編 集 画面 に もど し た と き 、 一 覧 表 の 画面 の 一 番 上 に 表示 され て いた カー ド が 表示 され ます 。 
この 場合 に は 1 枚 目 (No 1 ) の カー ド が 表示 され ます 。 


カー ド を さがす 検索 ) 


カー ド が 少な い 場 合 に は 
アー (前 ) (次 ) で 一 枚 ず 

つ 切 り 替 えて 探せ ます が 、 多 い 

と き に は 「 検 索 」 を 使い ます 。 


CTRL を 1 回 押し て ファ ンク ショ ン 
表示 を 1 ノ 2 に し ます 。 


2 トー.F42 ご F5 STOP 
| 府 較 アカ 削 次 終了 


(編集 ) を 押す 。 
編集 の メニ ュー が 表示 され ます 。 


で 目 還 虹 を 「 検 索 ] に 合わ | 刀 [ し 。 


人 生 J を 提 す 綿 | | 

探す 条件 を 入力 する 画面 が 表示 され ます 。 M 3| 
侍 

で カー ン ル を [名前] の 下 | カー | 

に 移動 させ 、「 武田 」 と 入力 する 。 鐘 | 題 。 | 

例 と し て 「 名 前 」 に 武田 と いう 文字 の ある カー ド を Tr| | 8| 


さがし ます 。 人 [| 


し 実行 ) を 押す 。 

探す 方 向 の 指定 画面 に なり ま す 。 
意味 は 、 現 在 表示 され て いる カー ド か ら 
区 | : 後方 向 に (No の 大 きい ほう に ) 


則 ]: 前 方 向 に (No の 小さ い ほう に ) 


検索 の 方 向 を 指 
条件 條 FE 


定 し て くだ さい 
次 パ 


(次 ) を 押す 。 ーー 
「 名 前 」 の 項目 に 「 武 田 」 と いう 文字 が ある 7 ナ 127 ダ シン ダン 
カー ド が 表示 され ます 。 る 前 吉田 信 
※ 他 に も カー ド が ある と き は [ F5 ] (次 ) = 
[ F4 ] (前 ) を 押す と 続け て 探せ ます 。 
住所 | 了 田 市 河合 9 一 99 


谷 


eunssxn LTD 電 


[ ESC ] で 編集 画面 に も どす 。 


@ 一 度 設定 し た 条件 は 「 全 デー タ 削 除 」 や 新しい ファ イル を 呼び 出す まで 残っ て いま す 。 
@ 複数 の 項目 を 条件 に する こと が で きま す 。 例 えば 「 名 前 : 武 、 住 所 : 吹田 ] と 入力 する と 、 名 前 
に 「 武 」 の 字 が つき 、 か つ 住 所 に 「 吹 田 ]」 と いう 字 の ある カー ド が 表示 され ます 。 


は が き の 表 を 印刷 する 


は が き の 表 ( 多 名 ) の 印刷 で す 。 


※ ワ ー プ ロ と 同様 に は が き は 官製 は が き を ご 
使用 くだ さい 。 た めし に 印刷 する 場合 に は 
は が きよ り 薄 い 紙 (あま り 薄 すぎ て も セッ 
ター に セッ ト で きま せん ) を は が き の 大 き 
さ に 切っ て お 使い くだ さい 。 


用 紙 を セッ ト す る 


ワー プロ と 同様 に し て ( 層 6 6 ペー ジ ) 
「 は が き セ ッ タ ー」 に は が き を セッ ト 
する 。 


表面 で すか ら 裏 表 と 向き を 間違え な いよ うに し 
まし ょ う 。 


oeagiscsset 皿 


っ 
以 
内 
ョ 
> 
0 


くら [] 
es 

マデ 回 

加 

白 


| は が き セ ッ タ ー」 に 書か れ て いる 矢 
印 の 方 向 に プリ ンタ に 入れ 、「 住 所 ・ 
宛名 を 印字 する 際 は 、 こ の 位置 決め ・」] 
と 書か れ た 線 を ペー パー カッ ター の 先 
端 に 合わ せる 。 


合わ せる 。 ペー パー カウ ダー 


M 


印刷 の し か た を 決め る 


ファ ンク ショ ン 表 示 が 1 / 2 に な っ て 
いる こと を 確か め る 。 
※ な っ て いな いと き は [CTRL] 


[ F2 ]( 印 刷 ) を 押す 。 
印刷 型式 を 決め る 画面 が 表示 され ます 。 


で 四国 証 果 を 「 セッ ター 縦 書 」 に 合 


わせ 、[ 実行 ] を 押す 。 


で 還 証 証 を 「 敬 称 」 に 合わ せ 、 
[ TAB 」 を 押し て 「 様 」 を 表示 させ る 。 


で 開 還 詞 畔 を 「 カー ド 」 に 、 [|M で 
| 降 ' 終 了 No. 」 に 合わ せる 。 


ここ で は カー ド No.001 の み を 印刷 する の で 、 
始 No. は その まま に し て お きま す 。 


タッ クシ ー ル 
ハガキ 緒 | 
明 萌 体 郵便 番号 桁 。 新 旧 
散 称 機 仙 調整 箇 同 0 
検索 しない する 平 誠 0 碧 
カー ド 開 8N0. 0 江北 換 する し ぬ 
終 7l0. 003 71- タ % 使わ な い 使 う 
バキ 編 
書 体 明 彰 体 郵便 番号 梓 。 新 旧 
様 微 調整 委 庁 0 
検 束 しない する 水 平方 向 0 個 
カー ド 開 8b. 0 湊 数 変換 す る LA&U 
終 7N0. 003 M き 7 イ -2 使わ な い 使 う 
| / ガ キ 纏 | 
体 明 彰 体 郵便 番号 梓 。 新 旧 
称 欄 仙 調整 重 半 庁 0m 
索 いす る 平 訪 向 0 


江 換 する し AA ぬ 
閥 77-》 使い 使 う 


@ 検 索 ( ら ら 78 ペ ー ジ ) し た カー ド を 印刷 する 場合 に も カー ド No. で 指定 し ます 。 (検索 し た と き に カー 


ド No. を ひか えて お き 、 印刷 する 際 に No. で 指定 し ます 。) 
e ジョ イ パ ッ ド や マウ ス の カー ソル で 、 属 称 の 「 様 』 の 部 分 を クリ 


ッ ク す る と 閣 称 が 変更 で きま す 。 


Es 者 TO 由 


き 
を 
書 
う 


「」 
結 


外 


[0 [0 1 ) と 入力 する 。 書体 8 揚 体 人 午 桁 
これ で 印刷 する カー ド が 1 枚 目 (No.001) で ある こ | 久 称 欄 微 調整 


開始 0. 0 数 名 
終 70. 0 は 対 7 イ -9 


5 ] を 「 郵 便 番号 枠 」 に 、 
回 団 で [を ' 新 また ば ' 旧 」 に 。 回 暫 : 還 
合わ せる 。 徴 調整 生玉 向 0 箇 
l 利 3@ 方 向 0 
新 :[ 日 - 昌 昌利 昌 -HH 0 導 恋 才 0 提 
で | 詩 詞 廊 を 「 漢 数 字 変換 」 に 、 ・ 新 旧 
で [| を '「 す る 」 に 合わ せ 垂直 方 向 0 胡 
る 。 ! _ 加 0 克 
に 数 字 変 換 す る し ね 
これ で 印刷 の し か た が 決ま り まし た 。 .00| 6 座 イタ 使い 使 う 


印刷 を 開始 する 


プリ ンタ の 「 印字 可 ラ ンプ 」( オ ン ラ イ 
ン ラ ンプ ) が 点灯 し て いる か 確認 する 。 


点灯 し て いな いと き は 、 プ リン タ の 『 印 字 可 スイ ッ 
チ 」( リ セッ トス イッ チ ) を 押し ます 。 


準備 が で きれ ば [ 実行 | を 押す 。 
印刷 が スタ ー ト し 、 約 1 分 で 終わ り ます 。 


印刷 が 終わ っ た ら [ ESC ] で 編集 画面 
に も どす 。 


@ ネー ムカ ー ド を 当社 製 プ リン タ FS-PW1 で 新 郵便 番号 枠 に 印刷 する 場合 は 、 微 調整 の 「 垂 直方 向 」 
を 一 1mm に 設定 し て くだ さい 。 

@ 当社 製 48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS-PC1 以 外 の プリ ンタ を お 使い の 場合 は 、 印 刷 を 
開始 する 前 に シス テム ディ スク 1 を セッ ト し て お いて くだ さい 。 

@ 当社 製 48 ドット 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS-PC1 を お 使い の 場合 に は 、 別 売り の 当社 製 は が 
き フ ィ ー ダ FW-HFU1 を 使う こと が で きま す 。( 〇 361 ペ ー ジ ) 

@ 郵便 番号 枠 が ずれ る 場合 に は 359 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


ティ スク に 保存 する 


メ モ 


ファ ンク ショ ン 表 示 が 1 ノ 2 に な っ て 
いる こと を 確認 する 。 


※ な っ て いな いと き は LCTRL 


(ファ イル ) で ファ イル の メ 
ニュ ー が 表示 され る の で 、 で 
四半 を 「 保 存 処 理 ] に 合わ せる 。 


ティ スク 初期 人 計 


[ 実行 | を 押す と ファ イル 名 の 入力 画面 | 保存 (アド し ス ) | 
が 表示 され る の で 、 フ ァイル 名 を ご ここ 
で は 「 JUSHO」 と 入力 する 。 
※ フ ァイル 名 は 4 文字 以下 の 全角 文字 また は 8 文字 軸 昌 MT - 

以下 の 半角 文字 (カタ カナ 、 英 数 字 の み ) で 入力 WS X, WX で 利用 する 場合 は 


し ます 。 (ファ イル 名 入力 画面 に な る と 、 人 カモ ー \ 人 る 8 
ド 表 示 は 自動 的 に 半角 に な り ます 。) ファイ ル を て A カ し て くだ る 


Wesn HITD 則 


文書 ディス ク を セッ ト す る 。 


[ 実行 | を 押す 。 


し ば らく し て 「 処 理 終了 ] と いう メッ セー ジ が 
表示 され ます 。 
メッ セー ジ が 消え れ ば 保存 は 完了 し 、 編 集 画面 
に も どり ます 。 


この 後 、 ワ ー プ ロ と 同様 に LSTOP | を 
押し 、 保 存 の 確認 メッセ ー ジ に [ 取消 
(いい え ) 、 終 了 の 確認 メッ セー ジ に 
(は い ) を 押す と メイ ン メ ニュ ー 

画面 に ちどり ます 。 


@[3| で 入力 する ファ イル 名 は 「 JUSHO」 で も 何で も か まい ませ ん . 
e 保存 し た 内 容 を 本 機 以外 で 呼び 出し て 利用 する 場合 は 、 フ ァイル 名 は 半角 で 入力 し て くだ さい 


@WSX、WX で 利用 する 場合 は ファ イル 名 を 半角 で 入力 し て くだ さい 。 


WorQd Processor Functions 


第 づ 章 /' フ ワー プロ 機 能 い ろ い ろ 


すぐ に 使え る 便利 な メニ ュー( 機 能 メ ニュ ー) 


欄 能 の 選び か た 


本 機 が 持っ て いる 機能 を 選ぶ に は 、 各 機能 別に 説明 し て いる | F1 ]-[ F5 を 押し て 選ぶ 方 法 の 他 に 、 
下 の 表 の よう に すべ て の 揚 能 を まとめ て 表示 させ 、 そ の 中 か ら 人 | K 較 図 を 使っ て 選ぶ こと も で き 
ます 。 W 


ファ イル | 色 指 定 | け い 線 | 


全文 削 除 揃 え 
検 素 イン アト | 綱 か け | 初 期 化 | 終 借 角 上 涼子 
置 換 2 | ト 線 文字 色 | 4 倍角 下 光子 | 


けい 線 
削 除 | 画 画 割 | 枠 ・ 図 追 加 
伯 拓 え | 区 | 削 陰 
検 東 イア ト | 期 久 | 初期 化 
置 換 2 | 印 

英文 ワー プロ 用 メニ ュー 


の 機能 メニ ュー か ら 選 ぶ 方 法 に は 、[F1 ) [F5 ] を 押し て 選ぶ 方 法 と 比べ て 次 の よう な 特徴 が あ 
り ま す 。 あ な た の 使い や すい 方 法 で 選ん で くだ さい 。 の 


1 [CTRL] で 機能 を 切り 替え る 必要 が な い 。 
2 どの よう な 機能 が ある の か 、 一 目 で 見 る こと が で きる 。 
3 編集 、 文 字 修飾 ・ サ イズ 、 フ ァイル で は 、 使 いた い 機 能 を 一 度 の 操作 で 選ぶ こと が で きる 。 


| 
[取消 また は [ESC を 押す と 編集 画面 に ちどり ます 。 


1 た ュー | | ニュ ー Kg 
入信 | 出力 | 誠 護 | ファ イル | 名 指 呈 | けい 間 | 久信 入出 力 | 夫 | ファ イル 
竹生 球 介 昌 上 多 古 サ イズ |#・ 還 | 人生 | 肝 作 | 上 有人 を 
HOME | 前 計 作 新 列 和 キ 表記 月 L 提 JE 本 IIE 衣 | 
里亜 絢 | | lg 旬 ま た は 用 午 画 痢 伯 上 胃 き 加 | 
| 拓 | 旧 転 削 除 | 横 人 角 | 印 朋 | | 内 人 4| RA 還 
(メニ ュー) | 機 素人 C ア ト | 持 か け | 初期 化 六 億 月 上 浅学 検 系 イセ アト | 醒 | 鐘 基 化 
証 康 タ | 文字 4 倫 朋 下 活字 計 抽 2 7| 果 別 | | 
日 本 語 英文 第 
PE う 
各 機 能 を ぶ ーー 
[だ ュ - | 6 6 て っ ] 
由 人 入出 | 矯 ファ イル | 色 呈 | けり 半 | プ 
ey | 導 時 陸 作 目 抜 | 保存 | サイ ス | 枠 ・ 関 | 
1 | | | ーー 
KC2 く ツ も りき PP 導 1E 拓 FE 還 較 2 実行 機 
っ 汗 前 除 | 画 割 大 字 追 加 | 全 月 き 旧 | 倍 
人 除 指 え | 回 転 前 除 | 村人 角 | 還 骨 | 有 
機 系 イン アト | か け | 初期 化工 倍角 上 疾 い 
置換 2 ブ | ト 本 文字 色 | 4 倍角 下 添字 | 了 
ろ 


※ 黄 色 の カー ソル は 、| F1 | | F5 ] で 選ん だ と き と 同じ メニ ュー が 表示 され ます 。 
※ 水 色 の カー ソル は 、 直接 その 機能 の 操作 に 進む こと が で きま す . 
し ESC ) で 編集 画面 に ちどり ます 。 


@ 文字 修飾 の 解除 は 上 の メニ ュー に 表示 され ませ ん 。 
@ 文字 修飾 の 解除 を 選び た いと き は 、 まず 「 文 字 修飾 ] を 選び 、 その 後 出 て くる メニ ュー で 「 解 除 」 
を 選ん で くだ さい 、。 


便利 な カー ソル の 動か し か た 


ペー ジ を 越え る 移動 


(SHiFr ) を 押し な が ら ーー を 押す こと に より 、 次 の よう な 
カー ソル の 移動 が で きま す 。 


⑩ [SHIFT ] を 押し な が ら (文頭) 
1 ペー ジ の 1 行 、1 桁 目 に カー ソル 
が 移動 し ます 。 


@ [SHIFT を 押し な が ら [F7 (前 頁 ) 
1 つ 前 の ペー ジ の 1 行 、1 桁 目 に 
カー ソル が 移動 し ます 。 


(SHIFT ] を 押し な が ら [F8) (次 頁 ) 
次 の ペー ジ の 1 行 1 桁 目 に カー ソル 
が 移動 し ます 。 


W [SHIFT] を 押し な が ら LF9] ( 文 未 ) 
最終 ペー ジ の 最後 の 文字 の 次 の 桁 に 
カー ソル が 移動 し ます 。 


文字 サイ ズ に よる カー ソル の 大 き さ の 違い 
縦 倍角 横 倍角 4 倍角 上 添え 字 下 添え 字 半角 全角 


A ム 人 人 * 


1 と 
EE 
| ァ 


@ カー ソル を 移動 で き な い 場所 (けい 線 、 枠 、 図 形 枠 作成 時 の 陣 を 除く ) 
・ 枠 、 図 形 枠 の 中 、 イ ン デ ント の 中 。 
・ 縦 倍角 ( 4 倍角 ) を 指定 し た 行 に 、 全 角 文 字 を 入力 し た と き に で きる 上 の 空白 。 


\ー ン 内 で の 移動 


LSHiFT] を 押し な が ら を 押す こと に より 、 次 の よ 
うな カー ソル の 移動 が で きま す 。 


⑳ [SHIFT を 押し な が ら | (前 画面 ) 
上 方 (文頭 方 向 ) の 前 画面 の 同じ 

置 に カー ソル が 移動 し ます 。 

※ 前 ペー ジ へ は 移動 で きま せん 。 


@) [SHIFT を 押し な が ら (次 画面 ) 
下方 (文末 方 向 ) の 次 画面 の 同じ 位 
置 に カー ソル が 移動 し ます 。 

次 ペー ジ へ は 移動 で きま せん 。 


)  〔SHIFT] を 押し な が ら 回 (行頭) 
その 行 の 1 桁 目 に カー ソル が 移動 し 
ます 。 

⑯) [SHIFT ] を 押し な が ら 皿 (行末 ) 
の 79 に カー ツル 当 人 


Oo 


面 
位 


現在 の カー ソル 
hi 


1 
1 
1 
1 
1 
1 ! 
1 
1 
1 
/ 


い ど いと 穂 ロ ッ ー コ Lei 


を 押す と 、 次 の タブ 設定 位置 に カー ソル を 移動 させ る こと 
が で きま す . 


置 一 罰 一 還 一 還 一 カ ー ソ ル iR 


r 
タブ 設定 時 に 表示 され ます 。 


@ タブ の 設定 位置 は 、 自 由 に 決め る こと が で きま す 。( 必 154 ペ ー ジ )。 


文字 の 入力 


文字 の 人 力 の 種類 


文字 の 入力 の し か た に は 、 第 1 章 、 第 2 章 で 入力 し た 方 法 の 他 に 
次 の 入力 方 法 が あり ます 。 
・ 区 点 入力 (⑦ 9 2 ペー ジ ) 


ぞ それぞれ の 文字 に つけ られ た 区 点 コ ー ド ( 必 4 6 4 一 4 7 7 ペー ジ ) 
を 使っ て 、 文 字 を 入力 し ます 。 


・ 部 首 入力 (⑦ 9 4 ペー ジ ) 
漢字 の 部 首 (へ ん ・ つ くり ) を 指定 し 、 そ の 部 首 に 属す る 
漢字 の 中 か ら 選 ん で 入力 し ます 。 漢 字 の 読み が わか ら な い 
と き に 便利 で す 。 


・ 画 数 入力 ( 〇 9 6 ペー ジ ) 
漢字 の 画数 を 指定 し 、 そ の 画数 に 属す る 漢字 の 中 か ら 選 ん 
で 入力 し ます 。 漢字 の 読み が わか ら な いと き に 便利 で す 。 


・ 部 首 画数 入力 (⑤ 9 8 ペー ジ ) 
漢字 の 部 畠 、 画 数 両方 を 指定 し 、 と も に 属す る 漢字 の 中 か 
ら 選 ん で 人 力 し ます 。 部 首 ・ 画 数 を 指定 し た 後 で 表示 され 
る 文字 数 が 少な く な り 、 目 的 の 漢字 を 探し や すく な り ま す 。 


・ 記 号 入力 ( 必 1 0 0 ページ) 
本 機 の 持つ た くさ ん の 記号 を 人 力 す る こと が で きま す 。 


・ 外 字 入 力 (⑤G 1 0 0 ページ) 
あな た が 自由 に 作成 し た 文字 や 記号 を 人 力 す る こと が で きま す 。 


・ 前 入力 ( ツ 次 ペー ジ ) 
直前 に 入力 し た 文字 を 再び 人 力 す る こと が で きま す 。 同 し 文字 
を た くさ ん 続け て 入力 する と き に 便利 で す 。 


凡 を 続け て 人 人力 る と き は 削 人 力 


ひと つ 前 の 操作 で 変換 し た 文字 の 読み を し SHIFT ] を 押し な が ら 
[F1o) を 押す こと に より 科 単 に 入力 で きま す 。 


例え ば 下 の よ うに 同じ 文字 を 続け て 入力 する と き な ど に 便利 で す 。 


区 時 列車 リス ト | 臨時 列車 リス ト 
東京 発 新 大 阪 行き ひか り 号 1 . 東京 発 新 大 阪 行き ひか り 245 号 第 
東京 発 新 大 阪 行き ひか り 号 2 . 東京 発 新 大 阪 行き ひか り 151 号 コ 
東京 発 新 大 阪 行き ひか り 号 3 . 東京 発 新 大 阪 行 き ひか り 87 号 音 
ます 前 入力 機能 を 使っ て 同じ 次 に それ ぞ れ 異な る 部 分 を 
文章 を まとめ て 入力 し て お きま す 。 人 入力 し 完成 させ ます 。 
の 
ロ 
機 
能 
ろ 
の 
前 入力 の し か た い 
ろ 
前 入力 の 準備 
東京 発 新 大 阪 行き う KO て また は 
員 証 上 ( ン ] (RETURN) 
「 と うき ょ う は つ し ん お お さか ゆき 」 
を 入力 し て 一 度 に 変換 し ます 。 カー ソル を 入力 し た い 場所 へ 移動 し ます 。 


SHIFT | を 押し な が ら っ 東京 発 新 大 阪 行き 
と う 2 と > 5 ぅ さ 


直前 に 入力 し た 文字 が 再 入力 され ます 。 


@ 上 記 操作 を 繰り 返す こと に より 、 い くつ で も 続け て 前 入力 が お こ な え ます 。 
e 前 入力 の 機能 で 呼び 出せ る の は 、 漢 字 に 変換 する 前 に 入力 し た 文字 (読み ) で す 。 
漢字 を 入力 する と き は 、 も う 一 度 変換 の 操作 を し て くだ さい 。 


- 回 語 


深 字 ) 読 が が わからない と き は 層 点 人 罰 


漢字 の 読み が わか ら な いと き や 、 候 補 文 字 と し て 出 て こない と き 
は 、 ぞ それ ぞ れ の 漢字 の 区 点 コ ー ド (中 4 6 4 ペー ジ ) を 使っ て 
入力 する こと が で きま す 。 


た と えば 「 委 | (第 2 水準 漢字 ) の 読み が わか ら な いと き は 、 


・ 第 2 水準 漢字 コー ド 表 ( 必 4 7 1 ペー ジー) で 部 首 が 「 竹 」 の 欄 を 調べ 
ます 。 

・ 左 か ら 8 番目 に 「 仙 」 が あり ます の で 、 区 点 を 調べ る と 、 区 が 「6 8」、 
点 が 「0 8」 と いう こと が わか り ま す 。 

この 区 点 コ ー ド を 使っ て 、 次 の よう に 入力 し ます 。 


「 記 号 」 を 選 ぶ 


※ あ ら か じ め 入 力 する 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 、。 


うき | 編集 人 印刷 


ーー 一 ドニ ga 


_ め SIOP_ 


記号 4 の 2 


ES 


「 


修 節 


7 ー ァ ン 
』 1 
3 放さ 


e 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


本 


区 点 コ ー ド を 入力 する 


区 点 を 選ぶ 


中 実行 


区 を 入力 する 


林 準 | 区 点 を 入力 し て くだ さい 68 区 点 の ③ 
編集 化 令 ア 條 印刷 記号 2% 終 了 た ーー R か な 

点 を 入力 する 

区 点 を 入力 し て くだ さい 68 区 8 点 呈 実行 
編集 修 分 ア 公印 刷 記号 4 終了 た ュー R か な 

文章 中 に 入力 する - 選ん だ 文字 の 番号 入力 し た 区 の 全文 字数 

| 標準 | 筐 人 符 沈 半 和 和 濾 和 彼 誠 穫 ! 1 8/94 


編集 修 和 分 人 印刷 記号 4 終了 ニー R か な 
入力 し た い 文 字 の うし ろ が 水色 に な っ て いる の を 確認 する 


同じ 区 に 続け て 入力 し た い 文 字 が ある と き 


2 (前 候補 群 ) っ KO ② 還 実行 


(次 候補 群 ) 


| ESC | で 編集 画面 に ちどり ます 。 


4 
由 in 


@ 区 点 コ ー ド は 必ず 両方 人 力 し て くだ さい 。 

e 渓 字 だ け で な く 、 記号 も 入力 する こと が で きま す 。 

@ |6| |7| で [SHIFT ) を 押し な が ら [ SELECT ] を 押す と 編集 画面 の カー ソル (一 ) を 移動 する モー ド に 
切り 替わり ます . も と の モー ド ( 入 力 し た い 文 字 を 選ぶ モー ド ) に も どす と き は 、 も う 一度 [SHIFT ) 
を 押し な が ら ([ SELECT ] を 押し て くだ さい 、。 


び ご いら ン 穂 華 ロ ユー コ LE 


深 字 膨 が) わが 5 な いと き は 剖 省 人 力 


漢字 の 読み が わか ら な いと き や 、 候 補 文 字 に な いと き は 、 漢 
字 の 部 首 ( へ ん 、 つ くり 、 か ん むり ) を 指定 し て 、 そ の 部 首 に 
属す る 漢字 の 中 か ら 目 的 の 漢字 を 入力 する こと も で きま す 。 


求 
2 


※ あ ら か じ め 入 力 する 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 
[ CTRL 補 本 = 
編集 修飾 7 侯 印刷 記号 / 終了 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC) 


部 首 で 入力 する 


同じ 部 首 に 続け て 入力 し た い 文 字 が ある と き は 


(前 候補 群 ) KO 3 実行 


(次 候補 群 ) 


部 首 を 選ぶ 
KO * > [本 
部 首 を 指定 する 第 
晶 
ッ っ [ 天 生 " 
1 
文書 中 に 入力 する 
い 
ろ 
1 標準 | 糸 練 系 た 素 条 紫 連 架 緊 員 繁 撃 ーー い 
導 編集 修飾 7 人 印刷 記号 / 総 了 た ューR か に 。 実行 ろ 


文字 を 選ぶ 
| ESC | で 編集 画面 に も どり ます 。 

@|5|、 |6| で (SHIFT) を 押し な が ら [SELECT) を 押す と 、 編 集 画面 の カー ソル (_) を 移動 する モー ド に 
切り 替わり ます 。 も と の モー ド ( 入 力 し た い 文 字 を 選ぶ モー ド ) に も どす と き は 、 も う 一 度 


[SHIFT] を 押し な が ら [SELECT][ を 押し て くだ さい 。 


洪 字 の 読 が 0 が から 5 とき は ( 数 人 力 


漢字 の 読み が わか ら な いと き や 、 候 補 文 字 に な いと き は 、 漢 
字 の 画数 を 指定 し て 、 そ の 画数 に 属す る 漢字 の 中 か ら 目 的 の 
漢字 を 入力 する こと も で きま す 。 


1 0 画 由 


「 記号 」 を 選ぶ 


※ あ ら か じ め 入 力 す る 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 
[CTRL ] 叶 | 罰 信 印刷 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC) 


編集 修飾 7 化 印刷 記号 / 終了 た ュ - R か 


文書 中 に 入力 する 
| 標準 | 区 焦 負 答 粋 粉 朱 和 坊 統 畜 細 生 
1 
編集 修飾 7 人 印刷 記号 / 終了 


同じ 画数 に 続け て 入力 し た い 文字 が ある と き は 


ら 配 病 ロ \ー コ TE 


い ビ ゆい 


(前 候補 群 

こ フ ゆ テコ 
> k つ < っ 「 実 
(次 候補 群 ) 人 


文字 を 選ぶ 


[ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


湊 子 0 読み か が わか りか いと き は (部 首 画 人力 


部 首 と 画数 の 両方 を 指定 し て 漢字 を 入力 する こと も で きま 
す 。 候 補 文 字 が 少な く な り 、 目 的 の 漢字 が 探し や すぐ な り ま 


す 。 
索 素 科 統 
糸 
ゝ 弥 紗 紙 純 
1 0 画 


紺 納 貫 紛 


※ あ ら か じ め 入 力 す る 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 


、。 
(記号 ) 


@ ひ と つ 前 の 操作 に も どる と き は [取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC) 


2 お 


部 首 と 画数 で 入力 する 


部 首 画数 を 選ぶ 


) 

ピーコ 

ーー 

1 

4 

回 

機 

能 

い 

本 実生 い 

Fm 人 人 印刷 記号 の 7 2 R カ ろ る 
文章 中 に 入力 する 

索 素 素 統 統 紗 紙 純 紐 ーー 


同じ 部 首 画数 に 続け て 入力 し た い 文 字 が ある と き は 


[ へ] (前 候補 群 ) 
則 に 2 KO つ > < 実行 


ン 〕 (次 祭 補 寺 文字 を 選ぶ 


柱 集 修作 人 印刷 記号 


TFTWTWT 


[ ESC で 編集 画面 に ちどり ます 。 


e|[5| [6| て (SHIFT) を 押し な が ら (SELECT を 押す と 、 編集 画面 の カー ソル () を 移動 する モー ド に 
切り 替わり ます 。 も と の モー ド ( 入 力 し た い 文字 を 選ぶ モー ド ) に も どす と き は 、 も う 一 度 


[SHIET) を 押し な が ら (SELECT を 押し て くだ さい . 


@「< (くさ か ん むり ) は 、 文字 に よっ て 4 画 に 数 える も の が あり ます 。「 ゞ 」 の 付く 漢字 で 入力 し た 
画数 の 漢字 の 中 に 見 つか ら な い 場 合 、「 ゞ 」 の 画数 を 4 画 と し て や り 直 し て みて くだ さい 。 


記紀 や 上 (作っ た 双子 を 人 有力 9 る ( 記 王 外 予 人 


本 機 の 持つ た くさ ん の 記号 や 、 上 自分 で 作っ た 文字 (外字 ) を 


入力 する こと が で きま す 。 
衣 六 廊 今週 の 予定 仙 商 次 


9009 に ー ン ⑲- お 母さん 介 = ーー 
回 本 ーー 
和 | 目 が ジャ イア ング 二 件 す 還 て 人 / 


※ 入 力 で きる 記号 に つい て は 「 記 号 一 覧 表 ] ( 必 4 5 8 ページ) を ご らん くだ さい 。 
外字 の 作成 方 法 は 「 文 字 や 記号 を 作る 」( 必 1 9 0 ペー ジ ) を ご らん くだ さい 。 


「 記 号 」 を 選ぶ 


し - 


叶 


(記号 ) 


e 英文 ワー プロ で は 、 欧文 記 号 の 一 部 し か 入力 で きま せん 。 ミ 


間 MNILMS LM 


知人 印刷 記号 4 終了 


捕 催 


記号 を 入力 する 


y 実行 
区 点 入力 、 部 首 入力 、 画数 入力 、 


部 首 画数 入力 に つい て は 、 そ れ ぞ れ 
| 92、 94、 96、 98 ペ ー ジ を ご らん くだ さい 。 


(前 候補 ) 群 
* 
トン] (淡島 補 ) 群 


二 6 MREI 有 上 か 7 
編集 人 人 人 病 記 記 イ た ェ R か な 挿 人 前 


記号 を 選び 入力 する 


[ 
くう 生 ア ル 昌 77 た = R が 8 AB 


ひら Oi ン 穂 若 ロ ユー コ Ei 


| ESC | で 編集 画面 に も どり ます 。 


入出 力 セ レク ト と 画面 調整 


人 出力 人 全 や 誕 乃 ド を 設定 9 る 


接続 し て いる マウ ス や プリ ンタ の 種類 を 決め た り 、 
音声 ガイ ド や 自動 再生 の 設定 を し ます 。 

] Am クト 

ひこ 一 ォ ーー ドド ?9 ス パッ ド 


プリ ン % 恒 択 "PC1 PA1 PK1 PW1 7 
音声 ガ ド する し AA 
目 動 朋 生 する し AA 
[SHI FT]+ [カーソル | で 遇 公 計 議 


を 押し な が ら を 押す と 、 画 面 の 位置 が 調整 で きま す 。 画 面 の 一 部 
が 切れ て いる と き に お 使い くだ さい 。 


「 入 出力 を 選ぶ 


*・ | 吉 7 


人 出 カセ レク ト 
カ キー ボー ド 請 還 昌 282 RM ド 


プリ ンタ 選択 ~PC1 PA1 PK1 PW1 7 多 
音声 ガ ド する し AA 
目 動 肝 生 する し AA 


@ こ の 操作 は メイ ン メ ニュ ー、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル の 、 間 ソ フト の 
すべ て に あり ます 。 ど こ か で 一 度 設定 する と 、 記 憶 さ れ て いま す 。 
だ だ し 本 体 に 乾電池 が セッ ト さ れ て いな か っ た り 、「 終 了 」 の 操作 を せ ず に メイ ン メ ニュ ー 画 


面 以外 で 電源 スイ ッ チ を 切る と 最後 の 設定 内 容 は 記憶 され て いま せん 。 


項目 を 設定 する 


編集 画面 へ 


設定 し た い 項 目 を 選ぶ | 介し クト | ET 生 コ - 和 え | 
( 例 : プリ ンタ 選択 ) 入 ( イ ス 。 キーボード マウ ス パッド 
悦 2 台 Pc1 PA1 PK1 PW1 7 交 
EN 音声 ガイ ド する し | 
目 動 用 する し LA も | 
[SHIFT]+[ カ ー ソ で 本 位置 放 |) 
設定 し た い 種 類 を 選ぶ | カセ レク ト | 
( 例 :PA1) 入 バ イス キーボード マウ ス パッ ド 
PC1 PA1 PK1 PW1 7 光 
音声 ガイ ド する し AU 
RW | ” 自動 用 する し 還 
[[SHIF T]+ [カー ソル | で 机 人 軒 マ 
量 
ィ 
この 設定 で よろ し いで すか が か ? プ 
2 三 ー 9 [ 実行 ] ロ 
っ | 訪 入出 力 折り - % 終了 た ポ 
い 
ろ 
い 
ろ 


@ 設定 内 容 


入力 デバ イス キー ボー ド の み を 使う と き 


(当社 製 FS-JM1-H 等 ) 

パッ ド ジョ イ パ ッ ド と キー ボー ド を 使う と き 
(当社 製 FS-JS220,FS-JS222 等 ) 
プリ ンタ 選択 

FS-PA1( 当 社 製 ) 

HBP-F1/F1C(SONY 製 ) 
音声 ガイ ド | する ガイ ド メ ッ セー ジ 、 エ ラー メッ セー ジ 等 を 簡単 
な 内 容 の 音声 で 再生 させ る と き 


メッ セージ を 音声 で 再生 させ な いと き 
自動 再生 する メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 、 フ ロッ ピー ディ スク に 
保存 され た 音声 を 再生 させ る と き 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 音声 を 再生 させ な いと き 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 操 作 を 中 止 す る と き は 
@ |5| で 音声 ガイ ド の メッ セー ジ が 表示 され た 場合 
音声 ガイ ド を 行う と き は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を セッ ト し て を 押し ます 。 
音声 ガイ ド を 行わ な か いと き は 、 そ の まま を 押し ます 。 


操作 方 法 を 変え る (操作 設定 


操作 設 定 の し か た 


本 機 で は 、 操 作 方 法 を いろ いろ 変更 する こと が で きま す 。 
あな た に あっ た 操作 方 法 を 設定 し て くだ さい 。 


数 36 行 本 4 格 旧 柚 WP| 後 3 身 材 4 析 内 術 

ロ - マ 字 / か な [SELECT] か な / カ ナ [か な ] 

英 大 / 英 小 [CAPS] 全角 半角 [GRAPH 
漢字 変換 [SPACE】 文 血 切 り [RETURN〕 人 入力 取消 [取消 
削 字 削 除 (BS] ー 字 振 人 [INS] - 生 削除 DEL) 


| 訂 欠 明記 終了 た - BR か な い 交 | 編集 人 和信 7 人 印刷 記号 % 終 7 了 た ェ R か な 挿 人 削除 
例 : 操作 レベ ル を 初級 に 設定 し た 場合 


! 撮 作 を 選ぶ 


NM と た SE SS 。 ト い 
っ | 召 式 登録 出力 操作 9- % 終了 


科 小 標準 

和 誠 模 語 基 誠 
人 上 変 換 し な い る 

(操作 ) テッ マル タブ しない する 
小 


2 括 名 非 表示 
制御 スペ ー ス 表示 
操作 レベ ル 標準 


圭 
I 


標 
衝 
す 
す 
表 
非 
初 


に 


操作 を 設定 する 
各 操 作 の 内 容 お よび 
設定 方 法 は 次 ペー ジ 以 後 で スッ ニ 
6@ る 2 し て いま す . っ [実生 


| 掴 ff に の 設 E で よろ し いで すか が ? 


1 F2 F3 F4 fs STOP HON 中 実行 
書式 登録 人 出力 操作 9 り -| 


終了 た ュ 


@ 表示 モー ド 、 文 字 入力 方 向 な どの 設定 に つい て は 次 ペー ジ 以 降 を ご らん くだ さい 。 


項目 を 設定 する 


いら ひら 穂 華 ロト ー コ 証 | 上 ト 


レイ アウ ト を 見 る (表示 モー ド ) 


で 青い 還 請 | を 「 表 示 モ ー ド 」 に あわ せ 、 
還 層 で 表示 モー ド を 選び ます 。 


操作 設定 


縮 小 
横 方 
し な い 
し な い 


文字 人 力 記 
句読点 変換 
デシ マル タブ 
分 類 名 
制御 スペ ー ス 
操作 レベ ル 


標準 
日 欄 WP| 1 大 人 行 f 破 3 衝  5 抽 球 逢 連 
hp ae 2 の ヤー の ら の デア 
問屋 な oy ペッ ッ や シ で 電 あお ROWS baieue ee ・ 
体 み が 終わ っ た ら 受 験 シー ズン 到来 だ ね 。| に ・・・・・・・・・ 
泣い て も 、 笑 っ て も あと 2 ヶ月 。 貼 ・・・・・・・・・ーー・ 


最後 の 追い 込み た い へ ん だ ろう けど 、 な ん た っ て 健康 が 1 番 。 


正月 ぐら い は 体 を や すま せ て 、 後 の 戦い に 備え よう . [|・・・・ 


上 修 


Oo 


画面 に 表示 され る 文字 を 縮小 し て 広い 範囲 で 編集 し た り 、 レ イア ウト を 見 た りす る こと が で きま す 。 


縮小 
旧 本 WI 後生 相 3 衝 


体 み が 終わ っ た ら 受 験 シー ズン 到来 だ ね 。 罰 ・・・・・・・・・ 
泣い て も 、 身 っ て も あと 2 ヶ月 。 団 ・・・・・ ッ ーー・ 
最後 の 追い 込み な い へ ん だ ろう けど 、 な ん た っ て 健康 が 1 番 

正月 ぐら い は 体 を や すま せ て 、 後 の 忠 い に 備え よう 、 周 ・・・・ 


加計 SR と な gR あ 0 あの 誠 ま SS 生ま 盆 る 
[翔る い 大 学生 活 に 月 か っ て ファ イト ! 申 ・・・・・ 
2 謗 ek SM0(8 の 6 0 dm が 欠 3W 
FN で TES3S 6 で bag きゃ 1 990 伴 元 是 
標準 工 育 が な 
eS に = 3 EE > :/ SS: 7 SEL INS 
| 織 某 他 伺 7 ァ ル 印刷 記 人 4 終了 た R か な 失 人 削除 
文字 を 縮小 し て 11 行 X42 
桁 の 文字 を 表示 し ます 。 
いる ペー ジ の レ 
を 表示 し ます 。 


@ レイ アウ トモ ー ド で も 入力 や 編集 を 行う 


@ 縮小 モー ド で は 、 文 字 修飾 の 「 白 抜 」、「 太字 」、「 詐 体 」、「 回 転 」、「 網 か け 」、「 文 字 色 」 は 
すべ て 文字 の バッ ク を 青く する こと で 表示 され ます 。 


こと が で きま す (文字 は 田 で し か 表 さ れ ま せん ) 。 


縦 方 向 に 文字 を 入力 する (文字 入力 方 向 ) 


で 青い 所 証 を 「 文 字 入力 方 向 ]」 に あわ せ 、 
で 「 縦 方 向 」 か 「 横 方 向 ]」 を 選び ます 。 
| 抽 隊 
表示 モー ド 縮 標準 し 


際 守 導出 人 8 


依 請 変 手 ” しない 第 
デシ マル タブ し な い に 
分 類 名 井 表 示 
制御 スペ ー ス 表示 非 表示 | 
操作 レベ ル 標準 初級 ロ 
文字 を 村 方 向 に 入力 する こと も で き ます 。 表 や グラ フ の 縦 の 項目 を 書く と さき な ど に 使用 する と 便利 | 攻 
回 い 
横 方 向 終 方 向 
日 | 予 定 日 |1|213|4|5 
1 | 企画 会 議 企 |N| 東 上 
2 | N 社 訪問 予 画 社 京 | 半 
3 | 東京 営業 所 出張 会 | 訪 | 営 期 
4 ! 議 | 問 | 業 | 一 | 販 


@ 縦 方 向 を 設定 する と 、 キ ー ボ ー ド か ら 文 字 を 入力 し て いる と き は 横向 き に 表示 され て いき ます が 、 


記 記 度 主 英文 ワー プロ で は 縦 方 向 に 設定 で きま せん .。 
@ 縦 方 向 で 入力 する と き 、 長 音 "ー“ や か っ こ ^ () 、「」^ な ど は 横向 き の ま ま に な っ て いま す 。 


確定 する と 縦 向き に な り ま す 。 


変換 キー を 押さ ず に 変換 する ( 包 読 点 変換 ) 


IM で 青い 四 請 | を 「 包 読点 変換 」 に あわ せ 、 
国 図 で 「 し な い 」 か 「 す る 」 を 選び ます 。 


Il *tbx | 較 還 生還 
表示 モー ド 縮小 標 : 
文字 人 力 方 向 横 方 向 縦 希 
属 計 丁 則 ゆい する 3 
デシ マル タブ 、。 しない 。 する 
分 類 名 非 表示 表 不 
制御 スペース 表示 非 表示 
操作 レベ ル 標準 初級 


「 す る 」 に 設定 する と 、 名 読点 を 入力 する だ け で 自動 的 に 変換 が 行わ れ ま す 。 
( 例 ) 入力 状態 「 す る 」 に 設定 し た と き 


く と うてん へ ん か ん は =y 


@ 英文 ワー プロ で は 、「 す る 」、「 し な い 」 ど ちら に 設定 し て も 包 読 点 (カン マ 、 ピ リオ ド 、 ス 
ペー ス ) を 入力 する と 自動 的 に 確定 され ます 。 


数 字 を 揃え る (デシ マル タブ フ ) 


て 青い 語 上 を 「 デ シマ ル タ ブ 」 に あわ せ 、 
国 図 で 0 か 「 す る 」 を 選び ます 。 


上 
表示 モー ド 縮 小 
文字 入力 方 同 横 訪 向 


句読点 変換 し な い 
隊 送 いふ 
分 類 名 井 表 示 
制御 スペ ー ス 表示 
操作 レベ ル 標準 
デシ マル タブ を 「 す る 」 に 設定 する と 、 小数 点 を 含む 数 字 を タブ 設定 位置 ( 心 154 ペ ー ジ ) に 揃え 
る こと が で きま す 。 
2 人 こ 2 の 5 BE の 
数 字 を 入力 する 1 26. 4 較 
確定 する 
「 す る 」 に 設定 し て ある 場合 [し な い 」 に 設定 し て ある 場合 
の 5 2 5 25. 25 
1 26 中 26。 4- 
小数 点 が タブ 設定 位置 に 揃い ます 。 入力 位置 に その まま 確定 され ます 。 


e 小数 点 を 含ま な い 数 字 は 、 カ ー ソ ル 位 置 へ その まま 入力 され ます 。 
@ 2 つ 以 上 の タブ が 設定 され て いる と き は 、 小 数 点 が 最も 近い タプ 位置 に 揃い ます 。 


seiimNERSI 才 は CD 由 


文書 を 分 類 名 で 呼び 出す (分 類 名 ) 


AM で 青い 還 請 | を 「 分 類 名 」 に あわ せ 、 
国 図 で 「 非 表示 ]」 か 「 表 示 」 を 選び ます 。 


0 
表示 モー トド 
文字 入力 方 向 、 横 衣 
休 読 点 変 換 しない する 
デシ マル タブ 。 し な い する 
|2 手 名 | # 未 表 生 
制御 スペ ー ス 表示 電 表 示 
操作 レベ ル 


分 類 名 を 「 表 示 」 に 設定 する と 、 文 書 を ファ イル か ら 呼 び 出す と き 、 分 類 名 を 入力 し て その 分 類 名 
を 持つ ファ イル の 一 覧 表 を 表示 させ る こと が で きま す 。 
また 、 保 存 文書 一 覧 表 の (  ) 内 に 分 類 名 が 表示 され ます 。 


非 表 示 


分 類 名 
ファ イル 名 : | | 0017003 ファ イル 名 : 


JUSH01- ア ( )1988.07.28 JUSHO1- ア 


MS98 07。、26 


企 
MUSASHI ( )1988.07.25 MUSASHI ( 企 )1988.07.25 
企 


MUSASHI2 ( )1988.07.18 MUSASHI2 ( )1988.07.18 


@ 分 類 名 を 「 表 示 」 に 設定 する と 、 文 書 を 呼び 出す と き に 多少 時 間 が か か り ま す 。 


IM で 青い 還 軒 | を 「 制 御 ス ペー ス 」 に あわ せ 、 
国 図 で 「 表 示 」 か 「 非 表示 」 を 選び ます 。 


此 計 
表示 モー ド 縮 小 
文字 人 力 方 同 横 方 向 
人 読点 変換 し かない する 


デシ マル タブ し な か い する 


分 類 名 井 表 示 表 不 
表 示 井 表 示 
操作 レベ ル 標準 初級 


制御 スペ ー ス 「 非 表示 」 に する と 、 一 文字 分 の スペ ー ス を 表す 「・」 が 表示 され ませ ん 。 


epsiimNEN] 者 は CD 由 


表示 _ 非 表示 。 
旧 柱 WP| 邊 36 行 相 4 衝 |A 終 杜 | 生 御 _ 株 語 WP 1 数 36 行 板 4 桁 |A4 縦 1 頁 ] 特 人 


Ei 本 2 HE|  ” | 還 還 2 
ーー ラー ーーF3---F4  -F5 - STOP HOME SL INS DEL 届 コー STOP HOME SEL ー 
析 人 衝 ア 人 印刷 記 終了 た ュー R か な 拝 人 削除 | 細分 骨 記 終 了 た ューR か な 押 人 前 際 


@ 「 表 示 」、「 非 表示 」 どちら に 設定 し て も 、 文 字 の 入力 方 法 や 編集 方 法 な ど に 違い は あり ませ ん 。 


操作 ガイ ド を 見 な が ら 入 力 す る (操作 レベ ル ) 


IM で 青い 語 軒 を 「 操 作 レ ベル 」 に あわ せ 、 
国 図 で 「 標 準 」 か 「 初 級 ] を 選び ます 。 


RE 
表示 モー ド 縮小 準 レ 
文字 人 力 方 横 誠 
句読点 変換 し な い 
デン マル タブ し な い 
分 類 名 非 表示 
制御 スペ ー ス 表 未 
欄 能 AM 近 : 


操作 レベ ル を 「 初 級 」 に 設定 する と 、 画 面 上 部 に 操作 ガイ ド が 表示 され 、 編集 画面 が 4 行 X41 桁 に 
な り ま す 。 


初級 (日 本 語 2 ー プ ロ ) 
| 


ロー マ 字 / か な [SELECT] か な / カ ナ [か な ] 
英 大 / 英 小 [CAPS)] 全角 / ギ 角 [GRAPH] 

漢字 変換 [SPACE) 文節 切り [RETURN)〕 入力 取 消 [取消 
前 字 削 除 〔BS) ー 字 挿 人 [INS] ー す 前 際 DEO 


行 数 36 行 頂 散 4 格 


登録 人 出 力 操作 29 り - 5 終了 ニュ R か な 挿 人 削除 


対 き 才 人 人 み 69- : 谷 了 た ュー R が 4 反 人 


@ 操作 ガイ ド が 表示 され る こと 以外 は 、「 初 級 ] も 「 標 準 」 も 操作 方 法 に 違い は あり ませ ん 。 


操作 ガイ ド に 表示 され る 操作 は 、 次 の 通り で す 。 
候 日 本 語 ワ ー プ ロ の 場合 


行 数 36 行 枯 数 41 桁 
ロー マ 字 / か な [SELECT] か な / カ ナ [か な ] 
英 大 / 英 小 [CAPS] 全角 / 半 角 [GRAPH] 
漢字 変換 [SPACE] 文節 区 切り [RETURN] 入力 取消 [取消 
削 字 削 除 [BS] ー 字 挿 人 【〔INS) ー 字 削除 【DEL] 


EE 人 
DE 誕生 還 生生 
DE 人 


EE 


初 罰 | 
書式 登録 人 出力 操作 72t9- % 終了 た ェ R か な 挿 人 削除 
信 英 文 ワ ー プ ロ の 場合 
行 数 36 行 机 数 41 格 
敵 大 貸 小 [CAPS) 


確定 [実行 人 力 取消 [ 友 消 前 子 削 際 [BS) 
ー 和 削除 DEL) ー 字 振 人 INS) 


eimNERNI 者 CO 由 


夫人 出力 操作 9 5% 終了 た ュー R が な 揮 人 朋 際 


書き か た を 決め る (書式 設定 ) 


書式 の 決め か た 


用 紙 に 合っ た 書式 を 決め る こと が で きま す 。 


| 寺 玩 | 人 
B4 A4 B5 / キ セ も を 原本 ルル 劉 7 
有 誤 絶 岳 。 枝 語 格 数 41 桁 
禁 則 処 理 す る し な い (最大 机 数 56 机 
文字 間 内 4 ドル (0-63) 行 数 36 行 
行間 同 20 ドル (8-29) (最大 行 数 50 和 
左右 余 日 た 余 日 4 桁 (0-14) 共 日 4 桁 (0-14 
上 下 全日 上 余 日 0 行 (0-10) 下 余 日 0 行 (0-10) 


書式 」 を 選ぶ 


者 きき 雪 人 財力 操作 % 終了 


用 紙 を 設定 する と 、 初 期 値 の 
行 数 と 桁 数 が 表示 され ます 。 
全 頂 目 決定 後 を 押す 
と 、 設 定 し た 書式 の 行 数 と 桁 
数 が 表示 され ます 。 


叶 
| 吉 EE 
| 紙 | B4 A4 6 7 キ も 原生 リル 綱 )7 
に 藤 縦 方 還 。 横 方 桁 数 41 桁 
(書式 ) 禁則 処理 す る し な い (最大 覆 56 袖 


文字 間 同 。 4 ドッ (0.63) 行 数 36 行 
行間 隔 20 ド 小 ( 0 (最大 行 数 50 征 
な 右 日 た 祭日 H14) 右 余 日 4 桁 (0-14) 
上 祭日 具 日 0-10) 下 全日 0 行 (0-10) 


桁 (0- 
本 計 


@ ひと つ 前 の 操作 に 戻る と き は [ 取消 ] 、 操 作 を 中 止 す る と き は [ ESC 


@ 電源 を 人 人 れ た と き は 、 上 の 書式 設定 に な っ て いま す 。 この まま で よけれ ば [ ESC ] を 押す か 、 
を 2 回 押し て くだ さい 。 編集 画面 に 戻る こと が で きま す 。 


項目 を 設定 する 


各 項 目 を 設定 する 
と (gu 


LINS で 項目 を 設定 し ます 。 
( 各 頂 目 の 内 容 と 設定 方 法 は 、 次 ペー ジ 以 降 で 説明 ) 
決定 する 
ー 二 式 に 0 吉 ま で よ 2 し いで すか 1 実生 
表 全 ) き | 吉 境 和 次 み 99 5 
@ 書 式 変更 時 の 注意 


一 度 文字 や けい 線 な ど を 入力 し た 後 で 書式 を 設定 し 直す と き は 、 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


@ より 小さ な 用 紙 ( 例 : A 4 必 B 5 ) に 変更 する 場合 、 け い 線 や 図形 枠 が 入力 され て いる と 、 
書式 変更 で き な い こと が あり ます 。 


@ 行 の 終わ り に | マー ク が 入力 され て いな いと き は 、 後 の 文章 が 続け て その 行 に 入力 され ま 
す 。 け い 線 が 入力 され て いる と き は 、 け い 線 と 文字 の 位置 関係 が ずれ て し まい ます の で 、 書 
式 変更 後 修正 を 行っ て くだ さい 。 


@ リフ ィ ル また は 縮小 リフ ィ ル に 変更 する と き 、 リ フィ ル デ ー タ を 使用 する と 表示 され て いた 
文書 が すべ て 削除 され 、 リ フィ ル デ ー タ と 入れ 換わり ます 。 


ee imNERN| 才 CO 牛 


二 ミ S 書式 設定 の 前 に 入出 力 セ レク ト (⑤ ゆ 102 ペ ー ジ ) で 、 使 う プ リン タ の 機種 を 設定 し て お いて 
くだ さい 。 特 に 「 用 紙 方 向 」 を 「 横 方 向 」 に 設定 する 場合 に は 、 プ リン タ に より 設定 で き な い 


機種 が あり ます 。 


使う 用 紙 の 種類 を 決め る (用 紙 ) 


MM で 青い 語 証 を 「 用 紙 」] に あわ せ 、 
国 避 で 用 紙 の 種類 を 選び ます 。 

書式 変更 | 全員 数 
B4 A4 B5 / キ を 原生 リル 幼 7 
有 加 編 条 機 語 桁 数 41 桁 

禁 則 処 理 す る し な い (最大 析 数 56 机 
文字 剛司 4 ドル (0-63) 行 数 36 行 
行間 隔 20 ド (8-28) (最大 行 数 50 行 
左右 余 日 左 余 日 4 桁 (0-14) 日 4 格 (-14 
上 下 余 日 上 余 日 0 行 (010) 下谷 日 0 行 (0-10) 


B 4、A4、B5、 ハ ガキ 、 セ ッ タ ー (は が き セ ッ タ ー) 、 原 稿 、 リ フィ ル 、 縮 リフ (縮小 リフ ィ 
ル ) の 8 種類 の 中 か ら 印 刷 に 使う 用 紙 を 指定 し ます 。 


久 各 用 紙 を 設定 し た と き 選 択 で きる 数 値 の 範囲 NICEC TH あー ーー 


5308 


年 開 0<69( の 10^63( 410^39( め [|OT18( 41 0 18( の | 0^4337) 4 
8^ 28(20)| 8^68(64) 8 


8 28(20)| 8 28(20) | 8* 28(20) | 8*28(20) 
縦 | 左右 余白 | 0*14( | 0 14( の |0<14( め |0- 5 0O|0* 5C 0 
上 下 例 自 |0*10( D|0*10C D[0*1C D 0- 5( 0) 


0< 5( 0) 
7< 56(41) 7< 23(19)| 7< 23(19) 
6< 73(51) 


6<63(42) 
15< 41(29) 
0< 8(④|0<> 8 ④10< 8C ⑭ 
8< 28(20)| 8< 28(20)| 8。 28(20) 
0。 14( 910* 0<14( の |0<14( 410^> 5( 0)10^ 5 0) 
上 下 余白 10^ 10( 0|0~10(0|0*10C 0|0* 5C0|0< 5 0 
桁 数 47<91(74) B3^ 73(55) 4~ 61(45) PO< 37(31) [9<36(31) 


| 行 数 3<3827 [2 て 3625)| 8~ 302①)| 3> 13( 9)| 5<17(⑫) 


7< 29(23) 
9< 24(17) 1< 27(19) 
0< 8( 410<> 8 ⑭ 
8<26(20) | 8<28(20) 


※ 文 字 間 隔 、 行 間隔 の 単位 は 
ドッ ト (1 ドッ ト テ 0.141 
mm) 

※ 余 白 の 単位 は 文字 ( 1 文字 
24 ド ッ ト =3.4m) 

※( ) 内 の 数 値 は 初期 値 ( 電 
源 ス イッ チ を 入れ た と き の 
値 ) 。 

@ 英 立 ワー プロ で は 用 紙 方 向 を 「 横 方 向 」 に 設定 で き な い た め 、 表 の 「 横 」 の 「 桁 数 」 は 日 本 語 ワー 

プロ の 場合 で す 。 

@ 英文 ワー プロ で も 文字 間隔 や 余白 を 変え る こと に より 桁 数 も 変わ り ま す が 、 書 式 の 画面 で の 
桁 数 表示 は 和文 (日 本 語 ワ ー プ ロ ) で の 表示 の た め 、 実 際 は それ より 多く 入力 で きま す 。 

@ 48 ド ッ ト 漢 字 プ リン タ (当社 製 F S 一 P C 1 など) を お 使い の 場合 で も 、 1 文字 24 ドッ ト 
で 計算 され ます 。 


文字 間隔 
行 間隔 


は が き を 印刷 する と き は 、 は が き セ ッ タ ー の 使用 を お すす めし ます 。 よ り 多 く の 文字 が 、 き れい 
に 印刷 で きま す 。 


RM や 
て くだ さい 。 
・ プロポーショナル ピッ チ : 文字 間 を 0 に 設定 し 、 英文 ワー プロ で 入力 し て く だ さい 。 
・ エ リー トピ ッ チ : 文字 問 を 7 に 設定 し 、 日 本 語 ワ ー プ ロ の 半角 で 入力 し て くだ さい 。 
(人 
ん 。 


信 原 稿 、 リ フィ ル 、 縮 リフ で は 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 


※ 原 稿 ……… 指定 の 原 入 用 紙 を お 使い くだ さい 。 他 の 原稿 用 紙 で は きれ い に 印 刷 で き な い こと が 
あり ます 。 ま た 、 文字 サイ ズ の 変更 を 行う と 、 マ ス 目 に きち ん と 印刷 する こと が で 
きま せん 。 

指定 原稿 用 紙 一 一 - コク ヨ 製 ケー20, ケ -70 


※ リ フィ ル … 別売 の リフ ィ ル 用 紙 を ご 利用 くだ さい 。 
縮 リ フ 品番 CFPP931RF  ( 熟 転写 リフ ィ ル 用 紙 ) 
CF 一 PP932RFS (感熱 リフ ィ ル 用 紙 ) 


※ 原 稿 、 リ フィ ル 、 縮 リフ で は 用 紙 を 横 方 向 に 使う こと は で きま せん 。 


@ 別売 の A 4 ロー ル 紙 を ご 使用 の 場合 は 「A 4 」 に 設定 し て くだ さい 。 
@FS 一 PC1、FS 一 PA 1 の プリ ンタ を お 持ち の 方 で 、B 4 ロー ル 紙 を ご 使用 の 場合 は 「B 
4 」 に 設定 し て くだ さい 。 


ひど いら 穂 薬 ロ ユー Ei 


使う 用 紙 の 方 向 を 決め る (用 紙 方 向 ) 


IM で 青い 還 還 | を 「 用 紙 方 向 」 に あわ せ 、 
国 図 で 「 縦 方 向 ]」 か 「 横 方 向 ] を 選び ます 。 


用 紙 B4 A4 B5 / キ み 原 策 上 綱 7 

障 参 編 向 枝 同 格 数 41 格 

打 唱 如 還 する し 4 ぃ い  ( 最 夏 56 補 

間 呈 。 4 ド 小 (063) 行 数 36 行 

行間 同 20 ド (829 (人 季 50 各 

有余 日 な 余 日 4 桁 (014 花 白 4 格 (0-4 
(1 


上 下 全日 上 余 日 0 行 0) 下 全日 0 行 (0-10) 
用 紙 使 い の 方 向 を 設定 し ます 。 
当社 製 漢字 プリ ンタ FS 一 PC1、FS 一 PA 1、FS 一 PK 1 以外 で は 横 方 向 に 印刷 
で きま せん 。 
用 紙 方 向 「 縦 」 用 紙 方 向 「 横 」 


1 
ェ ーー 
1 


現在 、 ワ ソープ ロ の 主流 は 


… 国 軸 、 肌 各 
錠 f) 波 キ の ロ . と ー ム 「 巴 中 
本 > 韻 さ Y こ い 中 


@ 英文 行 を 含む 文書 、 原 稿 、 リ フィ ル 、 縮 リフ は 横 方 向 に 設定 で きま せん 。 

@ 「 横 方 向 」 に 設定 し た 場合 、 禁 則 処 理 は され ませ ん 。 ま た 、 企 文 印刷 で 書体 を 
「 縮 小 」 に 設定 で きま せん 。 

@ 「 横 方 向 」 に 設定 し た 場合 、 斜 体 文 字 ( 必 156 ペ ー ジ ) は 印刷 で きま せん 。 斜 体 を 
か け て も 印刷 時 に 無視 され ます 。 


人 @ 印 刷 時 の 横書き 、 縦 書き と 組み 合わ せる と 次 の よう に な り ま す 。 


用 紙 方 向 「 縦 ] 
es 
現在 、 ワ ソー プロ の 主流 は 札 也 トー トロ で 相 雪 28 
多 機能 、 大 画面 選 淫 広 " 素 剛 陣 ……… 人 
昌和 EE 人 Ni 間 間 
ブ 
? 
タ タ 
タ 
本 挿 ビ ョ 
本 入 
バ 方 1 
向 向 音 
ワ 
-] - 二 謗 」 
「 横 書き 」 「 縦 書き 」 ロ 
能 
用 紙 方 向 「 横 ] い 
い ハ 
ろ 
監 軸 能 現 
夫 て を | で 
p 洛 さ 画 ワ 
リ 固 1 面 | 0 
ッ |a 還 さ ! 生じ 人 
タリ ・ ロロ ロ | 六 
畠 S の | え 
入 H 比 主 | 方 
方 部 流 向 
向 FPW は 
W 多 
機 


し 


「 横 書き 」 「 縦 書き 」 


@ 当 社 製 漢字 プリ ンタ FS 一 PC1、FS 一 PA1、FS 一 PK1 以外 は 用 紙 方 向 「 横 方 向 」 
で 印刷 は で きま せん 。 
@ 上 図 は 用 紙 方 向 と 横書き 、 縦 書き の 組み 合わ せ の み 説明 し た も の で 、 上 下 、 左右 の 余白 や 印刷 面 


積 と 用 紙 の 割合 は 正確 で は あり ませ ん 。 


行頭 / 行 末 に ' 。 」 や 「( 」 が ある と き (禁則 処理 ) 


囚 罰 で 青い 上 | を 「 禁 則 処 理 」 に あわ せ 、 
回 較 で 「 す る 」 か 「 し な い 」 を 選び ます 。 
| 室 更 | 人 員数 1 貞 
B4 A4 B5 / 放 セ も 原 杖 ル 細 7 
用 欠 向 欄 向 桁 数 41 桁 
職 疫 琉 す る し L な ぃ い 祭 大 56 机 
詳 貞 4 ド 小 (063 行 数 36 生 
行間 同 20 ド ト (829 優 50 衛 
右 全日 を 余 日 4 桁 (014 秦 白 4 格 (0 
上 下 全日 上 会 白 0 行 (01O 下谷 0 行 (00 


禁則 処理 と は 、 行 の 最初 また は 終わ り に 禁則 文字 が 入力 され た 場合 に 、 前 の 行 の 終わ り ま た は 次 の 
行 の 頭 に 自動 的 に 禁則 文字 を 移動 させ る 処理 の こと で す 。 禁則 処 理 を 「 す る |] に 設定 する と 、 禁 則 
文字 を 行 の 終わ り に 移動 させ る た め の 禁 則 領 域 が 行末 に 設け られ ます 。 そ の た め 禁 則 処 理 を し な い 
と き と 比 べ 、1 桁 多 く な り ま す 。 
人 @ 行 頭 禁則 文字 ( 行 の 頭 に 入力 で き な い 文字 ) 
* = "まま 内 肖 4 革 う は 』』 Ia 


人 @ 行 未 禁則 文字 ( 行 の 終わ り に 入力 で き な い 文字 ) 
ーー まま 1) UM 


最近 、 自 動車 の 色 が と て も カラ フル に な っ て きた 
か つて 自動 車 は 白 が 主流 で あり 、 特 に ハイ ソ カ ー 
と 呼ば れる 車 の 中 に は 3/4 以 上 が 白 と いう 車種 


@ 用 紙 方 向 で 「 横 方 向 」 を 設定 する と 禁則 処理 は 設定 で きま せん 。 


1 行 に 入る 文字 数 を 変え る (文字 間隔 ) 


| を 「 文 字 間隔 」 に あわ せ 、[ INS」(1 ド ッ ト 増 加 
[pEL] (1 ドッ ト 減 少 ) で 文字 間隔 を 設定 し ます 。 


IM で 青い | 


馬 人 時 


6 絶 庁 模 大 
禁則 換 理 す る し な い 
革 剛 則 4F (063 

行間 隔 20 ドル ( M 2 


上 ト 衝 日 上 矢 日 


文字 と 文字 の 間隔 を 設定 し ます 。 1 ドッ ト 上 単位 で 
0 ドッ ト (最小 文字 間隔 ) 
草 り エッ ント 六条 
4 ドッ ト (標準 文字 間隔 ) 
オ り エエ ジン ト 急 条 
12 ド ッ ト (半角 あるき) 
牙 リエ エン トト 意 行 
24 ド ッ ト (全角 あき ) 
オリ エン ト 和 急行 
48 ド ッ ト (倍角 あき) 
打 引 呈 影 b 上 薄 害 


63 ド ッ ト (A 4 用 紙 縦 方 向 で の 最大 文字 間隔 ) 
オ リ 9 こ 。 了 急 


ご 注意 e B 4 縮小 印刷 を する 場合 、 文 字 間隔 は 偶数 ドット に 設定 し て くだ さい 。( 奇 数 の 場合 、 石 ペー ジ 


の 右端 が 印刷 され な いこ と が あり ます 。) 


@ リ フィル 、 縮 リフ (縮小 リフ ィ ル ) 用 紙 の 文字 間隔 は 増減 で きま せん 。 
e 原 稽 用 紙 の 文字 間隔 を 増減 し て も 1 行 に 入る 文字 数 は 変わ り ませ ん 。 
@ 48 ド ッ ト 漢字 プリ ンタ (当社 製 F S 一 PC 1 な ど ) を お 使い の 場合 で も 、24 ド ッ ト で 1 文字 


分 の 間隔 に な り ま す 。 


B4 A4 / の の キ ty 原 智 リカ ル 幼 7 
桁 数 41 桁 
(最大 桁 数 56 机 
生 
) (最大 行 数 50 征 
左右 余 日 た 人 日 桁 (0-14) 右 失 日 
行 (0-10) 下旬 日 


設定 する こと が で きま す 。 


行 


いひ どい ン 穂 茹 ロ トーゴ 還 k 


1 es (行間 隔 ) 


行間 隔 」 に あわ せ 、 [INS ] (1 ドッ ト 坦 加 
で 定 し ます 。 


用 紙 B4 A 4 守 7 カキ セッ 原稿 リル 綱 リ 7 
用 撤 語 締 和合 横 訪 桁 数 41 桁 
禁則 処理 す る し な い (最大 牙 56 橋 
0 4 ドル (0-63) 行 数 35 行 


] T 間 代 | 2 0 トバ ( 8-28) (最大 行 数 5 0 征 
左右 余 日 左 余 日 4 桁 (0-14) 砂 日 4 桁 (4 
上 全日 0 行 (0-10) 下 傘 日 0 行 (0-10 


行 と 行 の 間隔 を 設定 し ます 。 1 ドット 単 位 で 設定 する こと が で きま す 。 


行間 隔 8 ドッ ト 行間 隔 20 ド ッ ト 行間 隔 28 ド ッ ト 
(最小 行間 隔 ) (標準 行間 隔 ) (B 4 、A 4 、 ハ ガキ セ 
オリ エン ト 急 行 に オリ エン ト 急 行 に クー で の 全 大 同 間 
乗っ て ミス テリ ー 乗っ て ミス テリ ー オリ エン ト 急 行 に 
ii 
の 世界 に 浸り た い の 世界 に 浸り た い 乗っ て ミス テリ ー 


の 世界 に 浸り た い 


@ リフ ィ ル 、 縮 リフ (縮小 リフ ィ ル ) 用 紙 の 行間 隔 は 増減 で きま せん 。 
@ 原稿 用 紙 の 行間 隔 を 増減 し て も 行 数 は 変わ り ま せん 。 
@ 48 ド ッ ト 漢 字 プ リン タ (当社 製 FS 一 P C 1 な ど ) を お 使い の 場合 で も 、24 ド ッ ト で 1 行 
分 の 間隔 に な り ま す 。 


用 紙 の 上 下 左右 に 余白 を と る (上 下 祭 臼 、 左 右 余 白 ) 


Ni ゝ | | を 「 左 右 余白 ] また は 「 上 下 余白 」 に あわ 
図 で 「 左 余白 」 か 「 右 余白 」 また は 「 上 余白 」 か 「 下 

件 」 を 選び \ ま す 。 

[ INS ) NII RM 上 [ 1 桁 ( 行 ) 減少 ] で 上 下 左右 

の 放 白 を 設定 し ます 。 


祭 則 稚 理 す る 

双 間 司 4 條 小 (0-63 行 数 365 行 

行間 隔 20 ドル (8-29 (最大 行 数 50 征 

訂 有 作 目 | を 余 日 4 桁 (0-14) 右 日 4 格 (-14 
上 人 日 0 行 (0-10 下 全日 0 行 (0-10) 


用 紙上 下 左右 の 余白 部 分 (印刷 し た く な い 部 分 ) を 設定 する こと が で きま す 。 


左 余白 右 余白 


下 余白 


ーーーー 文章 印刷 可能 領域 ----- コ 


@ 設定 値 を 変え な く て も 、 文 字 間 隔 や 行間 隔 を 変え る と 、 そ の 分 だ け 余 白 の 大 き さ が 変わ っ て きま 
す 。 
e@ 原稿 、 リ フィ ル 、 縮 リフ (縮小 リフ ィ ル ) 用 紙 の 上 下 左右 余白 は 増減 で きま せん 。 


ひど いら 穂 藻 ロ ユーゴ leE ii 


編集 する (編集 ) 


0 と 続き OX 子 を 後生 9 る メ 了 史 本 


ひと 続き の 文字 (文字 列 ) を 他 の 場所 に 複写 (挿入 ) 
し ます 。 連 続 し て いく つ で も 複写 する こと が で きま す 。 


理論 好き な 僕達 の 楽し み は 理論 好き な 僕達 の 楽し み は 
ジャ ズ と クラ シッ ク の 理論 ジャ ズ の 理論 と クラ シッ ク 
の 違い に つい て 話し あう こ の 理論 の 違い に つい て 話し 
凍 。 あう こと だ 。 


編集 」 を 選ぶ 


= 


注意 @ けい 線 、 枠 、 図 形 枠 の 複写 は で きま せん 。 


@ 10 ペ ー ジ を 越え る 場合 や 1 文書 容量 を 越え る 場合 は 複写 で きま せん 。 1 文書 容量 は 1000 


文字 / 1 ペー ジ で 約 8 ペー ジ の 目安 に な り ま す 。 た だ し 下線 、 白 抜き な ど 文字 修飾 が ある と 、 ペー 
ジ 数 は 減り ます 。 


文字 列 複写 の 手順 


複写 する 文字 列 を 陳 
指定 する (どこ か ら ?) | 理論 好き な 僕達 の 楽し み は 
ジャ スズ と タラ シッ クタ ク の 理論 


ea 了 、 叶 | 実行 
に つい て 話し ご 
SO ゅ 0 二 SV 生 し 和 


複写 する 文字 列 を 
指定 する (どこ まで ? ) 


いら ひら ン 柄 華 ロコ ー コ 


理論 好き な 僕達 の 楽し み は 
ジャ ズ と クラ シッ ク の 理論 
の 違い に つい て 話し あう 
人 


中 [実行 


< つく * 
複写 先 を 指定 し 


複写 する (どこ へ ? ) 理論 好き な 僕達 の 楽し み は 
ジャ ズ と クラ シッ ク の 理論 


の 違い (いて 話し あう こ | 中 し 実行 
(9267 間 2: 


※ 連 続 し て 複写 する と き は 、 こ の 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 


[ ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に 戻る と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や ゆめ る と き は [ ESC 〕 


田 朋 く 閉 ん た 範 半 を 複写 する ( 胡 二 


四角 い 範 囲 (領域 ) を 指定 し 、 他 の 場所 に その まま 複写 (上 書き ) 
し ます 。 連続 し て いく つ で も コピ ー す る こと が で きま す 。 


2 
) 
し | 還 | 


編集 」 を 選ぶ 


ュ > 刷 記号 23 絶 了 


@ けい 線 、 枠 、 図 形 枠 、 英 文 行 の 複写 は で きま せん 。 
@ 2 ペー ジ 以 上 に また が っ て の 領域 の 指定 お よび 複写 は で きま せん 。 
@ 10 ペ ー ジ を 越え る 場合 や 1 文書 容量 を 越え る 場合 は 領域 複写 で きま せん 。 1 文書 容量 は 1000 文 
字 / 1 ペー ジ で 約 8 ペー ジ が 目安 に な り ま す 。 た だ し 、 下線 、 白 抜き な ど 文字 修飾 が ある と ペー 
ジ 数 は 減り ます 。 


訪 域 複写 の 手順 


複写 を 選ぶ 


KeS2 前 際 
KeS2 呈 | 全文 前 島 
拉 の 0 


領域 を 選ぶ 


い 


複写 する 男 囲 を 
指定 する (どこ か ら ? ) 


複写 する 男 囲 を 
指定 する (どこ まで ? ) 


複写 先 を 指定 し 
複写 する (どこ へ ? ) 


※ 連 続 し て 複写 する と き は この 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 
[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


実行 


実行 


実行 


NevesimNES 還 上 は OO 由 


| パーツ まる こと 梓 写 9 る (上 後生 


1 ペー ジ ま る ご と 、 指 定 し た 複写 先 の ペー ジ の 前 に 複写 (挿入 ) 
し ます 。 連続 で いく つ で も 複写 で きま す 。 


握手 に 慣れ た 西洋 人 に は 


「 謙 訓 昔 の シネ マ が 好き だ 。 


提 手 に 慣れ た 西洋 人 に は | 複写 
「 謙 訓 昔 の シネ マ が 好き だ 。 


いえ 4 何 年 た と うと 色あせ る を 何 年 村主 の シネ マ が 好き だ 
頭 の ] こと が な いそ の 理由 は … こと か ヵ う 二 
5 何 年 た と うと 色あせ る 
て し 引 一 一 一 一 ーーーー 一 一 
FPN ー _ | こと が な いそ の 理由 は … 
ーー デ に 2 la 
LT 0 Eo 


「 編 集 」 を 選ぶ ' 


昌 ご 


記号 


て 導 
_ SIOF 


の D 
(DP 
さ ] 


1 
3 各 


@ 元 の ペー ジ と 合わ せ て 1 0 ペー ジ 以 上 と な る と き は 、 最 後 の ペ ー ジ が 削除 され ます 。 
@ 複写 元 の 図形 枠 は 、 複 写 先 で は 通常 の 枠 に 変わ り ます 。 


頁 複 写 の 手順 


複写 を 選ぶ 


(どこ を ? ) 
皿 の シネ マ が 好き だ 。 
何 年 た と うと 色あせ る 
こと が な いそ の 理由 は …|. 


複写 する ペー ジ を 指定 する 


[SHIFT ) を 押し な が ら 


(前 綱 ) か 
(次 頁 ) 


複写 先 の ペー ジ を 指定 する (どこ へ ? ) 
[ SHIFT ] を 押し な が ら NL た 西洋 人 に は 


「 議 識 の 美徳 」 の 象徴 と 
(前 頁 ) か | いえ る わが 国 の お じ ぎ だ 呈 


(次 頁 ) 
※ 連 続 し て 複写 する と き は この 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 


[ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


実行 


カー ソル を その ペー ジ ( ど こ で も よい ) に 表示 させ る 。 


実行 


ひどい ン 酷 華 ロ ユー コト 


0 と 続き の 双子 を 徐 入 9 る (X 了 州 旬 


ひと 続き の 文字 を 他 の 場所 に 移動 (挿入) し ます 。 
文字 が 移動 し た あと は 、 自 動 的 に 後 の 文 字 を 詰め て いき ます 。 


握手 に 慣れ た 西洋 に は 、 「 謙 譲 の 美徳 |] の 象徴 と も 

[謙譲 の 美徳 ] の 象徴 と も いえ る わが 国 の お じ ぎ だ が 
いえ る わが 国 の お じ ぎ だ が 握手 に 慣れ た 西洋 人 に は 、 
頭 の 下げ すぎ は 卑屈 に 見 え 頭 の 下げ すぎ は 卑屈 に 見 え 
て し まう 。 そし まう 。 


編集 」 を 選ぶ 


組 昌 


ーー 


円 生生 Di 


@ けい 緑 、 枠 、 図 形 枠 の 移動 は で きま せん 。 


文字 列 移動 の 手順 
移動 を 選ぶ 
中 [実行 
つの 3 ッ 
文字 列 を 選ぶ 
き [実行 
っ 
(マン) 
移動 する 文字 列 を 


指定 する (どこ か ら ? 了 
握手 に 慣れ た 西洋 人 に は 、 


6@25 | 9 量 の 美徳 」 の 象 役 と も | ゅ [実生 


移動 する 文字 列 を 
指定 する (どこ まで ? ) 


< ッ 


eesmNESS 目 上 は OO 由 


握手 に 慣れ た 西洋 和信 に は 、| ッ ニ 
「 議 譲 の 美 値 」 の 象徴 と 人 に 


移動 先 を 指定 し 
移動 する (どこ へ ?) | ーー 
頭 の 下げ すぎ は 卑屈 に 見 え っ [本 
家人 。 行 
CO っ Y ぽ う 
記 


[ ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


メ モ | 。 @ ひ と つ 前 の 操作 に も どる と き は [取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


皿 朋 く 半 ん た 箇 半 を 移動 する ( 胡 地 移動 


四角 い 範囲 (領域 ) を 指定 し 、 他 の 場所 に その まま 移動 
- (上書き) し ます 。 
移動 し た あと は 空白 (スペ ー ス ) に な り ま す 。 


電車 時 刻 表 
| 行 先 | 種別 | し 間 刻 
| 7:s5l 
半 昌 (E 
| き ョ | 
[ 還 | ml 


〇 〉 | の) | の 


編集 , を 選ぶ 
記 


者 y 人 人 アル ル 交 層 


(編集 ーーー ニー ューー 


全文 削 E 93 生 人 
No 


@ けい 線 、 枠 、 図 形 枠 、 英 文 行 の 移動 は で きま せん 。 
2 @ 2 ペー ジ 以 上 に また が っ て 領域 の 指定 お よび 移動 は で きま せん 。 
@ 移動 先 に ある 文字 は 削除 され ます 。 


_ 1392 硬 還 


領域 移動 の 手順 


叶 実行 


Ke くう 
SN 


只 実行 


し ン リ 


移動 する 男 囲 を 指定 
する (どこ か ら ? ) 


別 | 時 刻 
通 |17:35 
急 |17:36 に 2 実行 


通 ーー 


KCA ベ レノ 


RssimWS 還 上 は OO 由 


移動 する 範囲 を 指定 
する (どこ まで ? ) 


" 実行 


移動 先 を 指定 し _ 
移動 する (どこ へ ?) 生生 豚 上 貞 時 


3 
4 
5 
5 


[ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


- 本 


| バーツ まる こと 移 勤 する (貞和 勤 


1 ペー ジ ま る ご と (けい 線 や 図形 枠 、 英 文 行 な ど も 含め て ) 


移動 し ます 。 
移動 先 の ペー ジ の 前 に 移動 (挿入 ) され ます 。 


握手 に 慣れ た 西洋 人 に は | 握手 に 慣れ た 西洋 人 に は 


を 生 eUAA6 」 「 訓 音 の シネ マ が 好き だ 。 
い オ ユー| 昔 の シネ マ が 好き だ 。 い オ 何 伸 オ ー ス トラ リア 人 の 


豆 豆 | こ | ユー モア の セン ス は 
子供 の よう に 純粋 で 、 
イタ ズラ が 好ま れ ま す 。 


貞 移 動 の 手順 


カー ソル を ぞ その ペー ジ (どこ で も よい ) に 表示 させ る 。 


[ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


移動 を 選ぶ 
2 る の に 2 に 2 実行 
頁 を 選ぶ 
2 ゆ っ [実生 
SHIFT を 押し な が ら 昔 の シネ マ が 好き だ 。 寺 
時 | 何 年 た と うと 色あせ る 中 [実行 
(前 真 ) か こと が な いそ の 理由 は … 
(次 頁 ) 
カー ソル を その ペー ジ (どこ で も よい ) に 表示 させ る 。 
移動 先 の ペー ジ を 指定 し 移動 する 。 (>ー へ っ ) 
握手 に 慣れ た 西洋 人 に は 
LSHIFT) を 押し な が ら | BN の 人] の 介入 と | [実行 
剖 * いえ る わが 国 の お じ ぎ だ 
2 頭 の 下げ すぎ は 蜂 屈 に 見 
(次 頁 ) て し まう 。 
ーー ーー ニー = 


いら ひい ン 豆 難 ロコ ー ゴ LE 


0 て 続き OX を 削除 する ( 務 削 隊 ) 


ひと 続き の 文字 (文字 列 ) を 削除 し ます 。 
_ 削除 し た あと は 、 後 の 文字 が 自動 的 に 詰め られ ます 。 


オー スト ラリ ア 人 の オー スト ラリ ア 人 の 
ユー モア の セン ス は ユー モア の セン ス は 
子供 の よう に 純粋 で 、 子供 の よう に 純粋 で 、 


ウィ ッ ト に 富ん だ イ イタ ズラ が 好ま れ ま す 。 
タ ズ ラ が 好ま れ ま す 。 


編集 」 を 選ぶ 


@ けい 線 、 枠 、 図 形 枠 の 削除 は で きま せん 。 


文字 列 削 除 の 手順 


削除 を 選ぶ 


時 由 実生 
OO っ 財 還 間 ー 
2 SR 
前 巡 
文字 列 を 選ぶ 
は 実行 
5 。 * 第 
1 
章 
削除 する 文字 列 を 
指定 する (どこ か ら ? ) へ っ 0 『 
ウィ ッ ト に 富ん だ sy 
CO +| タダ ズラ が 好ま れ ます 。 ッッ 呈 全 
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| 人 バツ まる こと 削る (上 前 衣 


1 ペー ジ ま る ご と (けい 線 、 枠 、 図 形 梓 お よび 英文 を 含む ) 
削除 し ます 。 
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削除 する ペー ジ で あれ ば カー ソル 位置 は どこ で も よい 、。 

削除 する 

如 寺 っ [取消 を 押す と |5 の 

指定 され た 具 を 削除 し ます 操作 に も どり ます 。 
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[実行 ]: は い [ 取 滑 : い い ぇ 
[ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


pemNERSI CD 由 


全 ペ ー ン 削除 する ( 全 又 削除 ) 


ワー プロ で 編集 中 の 文章 を すべ て (けい 線 、 枠 、 
図形 梓 、 英 文 行 も 含む ) 削除 し ます 。 
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全文 削除 を 選ぶ 
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pemNERN] CO 牛 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


文字 を 行 の 中 心 、 右 端 、 左 端 に 礎 せ る 


(セン タリ ング 右寄せ 、 左 寄せ ) 


その 行 に ある 文字 を 行 の 中 心 、 右 端 、 ま た は 左端 の いずれ か に 
寄せ る こと が で きま す 。 


セン タリ ング 


PARTYI 
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P) PANA ク ラブ ハウ ス 


PARTYI 
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得意 料理 を 持ち 寄っ て ね 得意 料理 を 持ち 寄っ て ね 


編集 を 選ぶ 
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し 2 実行 


セン タリ ング 、 右 寄せ 揃 え 
4 あー ーー キュ ラー 
ピ 2 行 
、 表 人 


( 例 : セン タリ ング の 場合 ) 


揃え を 実行 する 
ン PARTY! e き 実行 
し ン ) 


カー ソル を 揃え る 行 ( そ の 行 な ら どこ で も よい ) に 移動 させ る 。 


※ 他 に も 同じ よう に 揃え た い 行 が ある 場合 は 
この 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 


し ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


。 下線 は 寄せ られ ます が 、 け い 線 は 寄せ られ ませ ん 。 


e けい 線 の 間 で の セン タリ ング 、 寄 せ 等 (プロ ッ ク 編 集 ) は で きま せん 。 


pemNERSI CD 由 


文書 中 の 文字 を さがす 検索) 


文書 中 に ある 特定 の 文字 列 を さがし だ し ます 。 


その 昔 、 た ま ご の 好き な 王様 
が だ いま し た 。 た ま 選 きえ あれ 
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検索 を 続け る と 、 次 々 と 「 た ま ご 」 に カー ソル が 
移動 し ます 。 
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@ 文書 中 に な い 文 字 を 検索 し よう と する と 「 文 字 列 が 見 つか り ま せん 」 と メッ セー ジ が 
表示 され ます 。 こ れ は 何 か キ ー を 押す と 消え ます 。 
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その 昔 、 た ま ご の 好き な 王様 


ば 大 満足 で 、 朝 も た ま ご 、 昼 | 押す た びに 、 次 の 検索 文字 に 何 か キ ー を 押す と 
カー ソル が 移動 し ます 。 この 表示 は 消え ます 。 


検索 方 向 を 逆 に する (|4| で 指定 し た 方 向 と 逆 む き に 検索 を 行う ) 


【 〇 ひっ LX 層 呈 * ゃ ( 琴 行 )…… 


| 次 | を 選ぶ と 方 向 が 元 に も どり ます 。 


検索 を 中 止 す る (3 の 画面 に も どる ) 
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[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
e 文章 の 意味 や 文字 サイ ズ 、 文 字 の 修飾 に 関係 な く 指定 し た 文字 と すべ て 一 致す る も の が 検索 さ 
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が いま し た 。 た ま ご さ え あ れ | [実行 ] [実行 ]* 文字 烈 が 見 つか り ま せん 
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文書 中 の 指定 し た 文字 列 を さがし だ し 、 他 の 指定 し た 文字 列 に 置き 換え ます 。 
( 例 ) た ま ご を トマ ト に 置き 換え る 
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e 文書 中 に な い 文字 を 検索 ・ 置 換 し よう と する と 、 「 文 字 列 が 見 つか り ま せん 」 と 表示 さ 
れ ま す 。 
e 置換 文字 を 未 入 力 の まま 置換 を 行う と 、 検 索 し た 文字 列 は 削除 され ます 。 
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置換 し た い 文 字 を 検索 する 
人 行 eee レシ た ー に <] 凶 負 MM キー で | 前 格 選ぶ と 
ーー 実行 4 2 
部 検索 する こと が で きま す 。 
の 置換 し た い 文 字 に カー ソル が 
文 表示 され る まで 何 度 か 押す 
字 
列 置換 する 
上 3 - 
四 KA う 中 [実行 
る 続け て 置換 する と き は 
に その 音 、 た まこ の 好き な 王様 
は が いま し た 。 ト マト さえ あれ 


ば 大 満足 で 、 朝 も た ま ご 、 昼 
も た ま ご 、 夜 も た ま ご 。 と う ョ ス 実行 
と うた ま ご に な っ た と さ 。 

置換 し た 文字 列 の 次 の 文字 列 に カー ソル が 表示 され て いま す 。 


[次 ほ た は | 前 客 選 ぶ 


KC2 く 3 ゅ 


| 次 店 選ぶ と |4| で 選ん だ 
検索 方 向 に 検索 を 行い ます 。 
| 前 放 選 ぶ と |4| で 選ん だ 
検索 方 向 と 逆 の 方 向 に 
検索 を 行い ます 。 


@ 最 後 の 文字 列 に カー ソル が 表示 され て いる と き に 、 で 「 文 字 列 が 見 つか り ま せ 
ん 」 と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 こ の メッ セー ジ は 何 か キ ー を 押す と 消え ます 。 


中 止 を 選ぶ 
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の 画面 に も どり ます 。 


さ ) 


[ESC ] で 編集 画面 に もど り ま す 。 
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行 の 先頭 を 拉 え る (イン テン ト ) 


各行 の 先頭 を 指定 し た 桁 に 合わ せま す 。 
カー ソル の ある 行か ら 下 の 行 の 先頭 を 一 度 に 揃え る こと が で きま す 。 


それ は 消 の クラ ブ ハ ウ ス で それ は 潜 の クラ ブ 
の 出来 事 で あっ た 。 私 は い ハウ ス で の 出来 事 
つも の と お り の 時 間 に 朝 食 で あっ た 。 私 は い 
を 済ま せ 、 砂 浜 に 出かけ た 。 つも の と お り の 時 
海 は 静か が で 、 い つも と か わ 間 に 朝食 を 済ま せ 、 
りな い 朝 の よう に 思え た 。 砂浜 に 出かけ た 。 


COPY EAST 本 PfOP 


記号 7 終了 


@ 画面 に 出 て くる イン デン トマ ー ク 則 は 印刷 され ませ ん 。 


152 画 較 


う [実行 
を 済ま せ 、 砂 浜 に 出かけ た 。 


水色 の 部 分 に 設定 され ます 。 


[ ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


いひ どい と 恒 牙 ロコ ー コ ki 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] | 


解除 され ます 。 
@ イン デン ト が 設定 で きる の は 最大 23 杵 まで で す 。 


@ イン デン ト を 解除 する と き は 、 1 桁 目 に 設定 し ます 。 カー ソル 位置 以降 の イン デン ト が 


タプ 位置 は あら か じ め 1 ヽ 6 、 』 語 、 NG 


編集 」 を 選ぶ 


一 記 Top_ 


クノ 位置 人 設 / 角 隊 9 る ツブ 設 下 角 


タプ 位置 ( [TAB) キー で カー ソル を 移動 させ る と き の 位置 ) の 設 
定 と 解除 を お こない ます 。 


EE 人 
EEE EE 


。 書 か な 全 
R か な 挿 人 削除 


タブ | カー ッ ル を 交 動 し [RET] 


編集 修飾 侯 印 刷 記号 = 


・ に 設定 され て いま す 。 


2 


タブ 位置 の 設定 / 解 除 の 手順 


タブ を 選ぶ 


> * 実行 
マ ] 
設定 ・ 解除 を 選ぶ 
実生 


本 
タブ 位置 を 設定 設定 し た い 杵 に カー ソル を 合わ せる 


・ 解除 する 
っ ミーー ョ ーー ョ ーー ョ ーー っ 
k つ < タブ | カー ソル を 移動 し [RET) NM 


※ 複 数 の タブ を 設定 解除 する と き は この 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 


デー タ の 登録 を し ます 
よろ し いで すか ? 
[実行 ] * は い [ 取 測 : い い ぇ 


2 
ル 坦 6p 
解 位 
除 置 
線 - 説 E6 す べ て 角 し ます 。 
|4 | で 全 解除 を 選ぶ よろ し いで すか 7? 
[実生 : は い [ 取 渕 : い いえ 
LESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 F1 


[実行 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は 
@ 全 解 除 を 行う と あら か じ め 設 定 さ れ て いる タブ 位置 も 解除 され ます .。 


sasimNERNI 者 は OO 由 


文字 を 目立た せる (文字 修飾) 


メチ 4 日 折 消 体 人 子 に する (市 


文字 に 変化 を つけ て 目立た せま す 。 


「 ハ ー ド ボイル ド 」 と いえ ば 

つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を 較 共 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 

宮中 「 回 めで 族 」 で ある 。 


修飾, を 選ぶ 


ド 人 EIJIE が _。 F5 欠 


人 竹 アル 印刷 記 史 4 倒 了 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


@ 拡大 文字 を 白 抜 き し て 印刷 する と 、 見 に くく な る も の が あり ます 。 


ご 注意 eB4、A4、B5 用 紙 で 書式 の 用 紙 方 向 を 「 横 方 向 」 に 設定 する と 、 斜 体 文字 は 印刷 で きま せん 。 
エ 斜体 を か け て も 印刷 時 に 無視 され ます 。 


1 ES 


に 強調 の 手順 


文字 修飾 を 選ぶ 
ペー 


) ゅ 


種類 を 選ぶ 


ぷと いと 避 葉 ロコ ー コ 中 


男 囲 の 指定 
(どこ か ら ?) 


男 囲 の 指定 
(どこ ああ で ?) 


「 ハ ー ド ボイル ド 」 


に さ 「 ハ ー ド ボイル ド 」 = 実行 


[ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


ご 注意 @ 外字 、 半 角 文 字 を 白 抜き に する と 、 見 に くく な る も の が あり ます 。 
ーー @ 文字 間 け い 線 ( 〇 や 182 ペー ジ ) で か こん で 斜体 を か ける と 最後 の 文字 が 線 に 重なり ます 。 
@ 英文 ワー プロ に は 使え ませ ん 。 
@ 文字 間隔 が 狭い と き に 斜体 を か ける と 、 前後 の 文字 と 重なる こと が あり ます 。 
@ 強調 を 解除 する と き は 、166 ペ ー ジ また は 170 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 
@ 他 の 文字 修飾 と 組み 合わ せ て 使え ます 。 


文字 を 回 転 さ せる (回 転 ) 


文字 を 左 に 9 0 度 回 転 さ せま す 。 


「 ハ ー ド ボイル ド 」 と いえ ば 「 ハ ー ド ボイル ド | と いえ ば 
の つい フ イィ リッ プ ァ マー ロウ を つい 了 伯 証書 間 介 ・ マ ー ロ ウ を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 ] で ある 。 意味 は 「 固 ゆで 卵 ] で ある 。 


修飾, を 選ぶ 


記 ーー - 


務 節 人 印刷 


= 
(修飾) 
| 頒 語 誠二 “*( 〇 )、| 、 一 な ども その まま 回 転 し て し まい ます 。 ( 例 : "1 ロ ) 


これ ら の 文字 を 含む 文字 例 を 回 転 させ る と き は 、 操作 を 何 回 か に 分 け て 、 こ れ ら の 文字 が 回 転 し 
な いよ うに し て くだ さい 、。 ( 例 : まず 「 マ 」 を 回 転 させ た 後 で 、「 ロ ウ 」 を 回 転 さ せる ツレ ー ロ や ) 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 

e 他 の 文字 修飾 と 組み 合わ せ て 使え ます 。 

@ 英文 ワー プロ に は 使え ませ ん 。 


回 転 の 手順 


文字 修飾 を 選ぶ 

6 ュ 
回 転 を 選ぶ 

8 ・ - 
9 0 度 を 選ぶ 

8 ・ 
範囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 

プ ィ リッ プ ・ マ ー ロ ロウ ae 

マッ 
< ッ 
範囲 の 指定 
(の どこ まで?) 


+ | リップ マー ロウ | * 
G@ さ @ 


[LESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ 名 読点 ・ 記 号 ・ だ く 音 ・ 半 だ く 音 ・ よ う 音 な ど は 、 位 置 が 不 自然 に な り ま す 。 


@ 斜体 を か け て 回 転 させ る と 、 文 字 が 右 さ が り に な り ま す 。 
@ 回 転 文 字 を 縦 書き ( 〇 276 ペ ー ジ ) する と 180 度 回 転 し ます 。 
@ 2 回 以上 指定 し て も 90 度 以上 回 転 し ませ ん 。 


@ 回 転 を 解除 し た いと き は 、168 ペ ー ジ また は 170 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


実 


実 


実 


実 


MEI 


っ ッ ー 


人 行 


アデ デー 


行 


人 


いら ごい いら 柄 華 ロコ ー コ IT 


指定 範囲 の 文字 に 網 を か け ま す 。 


[ハー ド ボ イ ルド | と いえ ば 

つい W プ ィ リ タプ * マー 回 7 つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 ] で ある 。 意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 


修飾 , を 選ぶ 


本 


_F5 _ SToP_ 
扇 23 終了 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 
他 の 文字 修飾 と 組み 合わ せ て 使え ます 。 


@ 英文 ワー プロ に は 使え ませ ん 。 
@ 細 か け の 色 を 指定 する こと が で きま す 。( 呈 172 ペ ー ジ ) た だ し 、 当 社 製 46 ドッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 


字 プ リン タ F S 一 PC 1 を ご 使用 の 場合 の み で す 。 


繝 か け の 手順 
文字 修飾 選ぶ 
e に 実行 
網 か け を 選ぶ 
2 に 2 字 実行 第 
コ 
トー 
網 の 濃 さ を 選ぶ f 
プ 
2 補 っ [実行 
能 
い 
ろ 
い 
範囲 の 指定 ろ 
(どこ か ら ? ) 
範囲 の 指定 | 織 
(どど こま ぞ す ) 
/ 因 ハー ド ボ イ ルド ユ 実行 
[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 
@ 斜体 に し た 文字 に 網 を か け 印 刷 す る と 、 指 定 範囲 の 隣 の 文字 に も 網 が か か る こと が あり ます 。 
ms 接 。e 縮 倍 角 (4 倍角 を 含む ) の 文字 が ある 行 で 網 か け す る と 、 網 か け を 指定 し た 範囲 で どの 大 き さ の 
文字 に も 縦 倍角 の 高 さ の 網 が か か り ま す 。 
@ 文字 を 削除 、 訂 正 し た 場合 、 そ の 部 分 の 網 は 消え ます 。 


e 網 か け を 解除 し た いと き は 168 ペ ー ジ また は 170 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


下線 を 引く ( 球 ) 


[ハー ド ボ イ ルド |] と いえ ば [ハー ド ボ イ ルド | と いえ ば 
つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を つい ヲ ィ リッ プ ・ マ ヤー ロウ を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 ] で ある 。 意味 は 「 固 ゆで 卵 ] で ある 。 


修飾 」 を 選ぶ 


ア 作 印刷 記 全 4 終了 


飾 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や あめ る と き は [ ESC ) 
他 の 文字 修飾 と 組み 合わ せ て 使え ます 。 
e 下線 の 色 を 指定 する こと が で きま す 。(172 ペ ー ジ ) た だ し 、 カ ラー 印刷 で きる 
の は 当社 製 48 ドット 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ F S 一 P C 1 を ご 使用 の 場合 の み で す 。 


下線 を ひく 手順 


文字 修飾 を 選ぶ 


下線 を 選ぶ 


し 2 実行 


線 の 種類 を 選ぶ 
に 
に 


男 囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 


叶 実行 


ひと ひら 王 薬 ロ ユ ー コ Ei 


範囲 の 指定 
(5 まで 7) 


[ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


うき [実行 


ご 注意 @ 下線 を ひい た 文 を 縦 書き ( 必 2 7 6 ペー ジ ) に する と 、 線 は 文字 の 右側 で な く 左 側 に 
つき ます 。 
@ 下線 を ひい た 文字 を 削除 ・ 訂 正 し た 場合 、 そ の 部 分 の 下線 は 消え ます 。 
@ 英文 ワー プロ の 下線 は 3 0 6 ペー ジ を ご らん くだ さい 。 
@ 下線 を 消し た いと き は 、 1 6 8 ペー ジ ま た は 1 7 0 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


文字 の 色 を 指定 する ( メ 了 反り 


カラ ー 印 刷 を 行う と き の 文字 の 色 を 指定 し ます 。 黒 、 赤 、 青 、 


緑 の 4 色 の 指定 が で きま す 。 


「 ハ ー ド ボイル ド 」 と いえ ば 
つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 


「 ハ ー ド ボイル ド 」 と いえ ば 
つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 


「 修飾 」 を 選ぶ 


wsrop 


ー 還 有 ど s 
記号 4 終 


の 


e 日 本 語 ワー プロ 行 と 英文 行 の 文字 色 を 同時 に 指定 する こと は で きま せん 。 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC) 


文字 の 色 を 指定 する 


文字 修飾 を 選ぶ 


き 
3 


= ゆ 


文字 色 を 選ぶ 


ッ ズ L 2 


指定 する 色 を 選ぶ 文字 色 


中 [実行 


etaNERNI 者 は OO 由 


F ノ ュー ドド イラ レビ コ 


eo 還 


| で 9 
も 
- 
和 
邊 
I 


[ ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


議 二 計 “ こ こ で 指定 する 色 は 、 実際 に 印刷 され る 色 で は あり ませ ん 。 印刷 色 は セッ ト す る リボ ンカ セッ ト 
ー 注 党 の 色 で 決ま り ま す 。 た と えば 、 上 の 操作 で 赤 に 指定 し て も 、 青 色 の リボ ンカ セッ ト を セッ ト す る 
と 青 で 印刷 され ます 。 


@ 当社 製 48 ドッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS-PC1 以 外 で は 、 カ ラー 印刷 で きま せん 。 


@ 文字 色 の 指定 を 解除 し た いと き は 「 黒 」 を 指定 する か 170 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


日 対価 人 子 を 取り 消す 調 衣 


白 抜 き ・ 型 体 ・ 太 字 を 指定 男 囲 だ け 一 度 に 取り 消し ます 。 


「 ハ ー ド ボイル ド 」 と いえ ば 
つい ヲ ィ リッ プ マー ロウ を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 


|「ー ド 宮 イ ルド と いえ ば 
つい アァ グッ フン マー ワン を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「「 固 ゆで 卵 」」 で ある 。 


白 抜き 
代休 


中 


修飾 」 を 選ぶ 


呈 っ | 柱 人 他人 人 昌 


_ 硫 ToP 
2 終了 


記号 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


強調 を 取り 消す 手順 


文字 修飾 を 選ぶ 
* 
強調 を 選ぶ 
+ 
解除 を 選ぶ 


マリ 
my 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ?) 


ststtmNERI 措 は OO 由 


「 パ ー ド KR ポイ ルド R」 と いえ ば | 呼 実行 


男 囲 の 指定 
(どこ まで ) 


[ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


意味 は 「 固 めで 卵 」 で ある 。| に 2 実行 


1 ご コ ロー ドー 


暫 、 拉 かけ ト 線 を 肌 り 消す ( チ 伯 佐多 


回 転 ・ 網 か け ・ 下 線 を それ ぞ で れ に つい て 指定 男 団 だ け 取 り 消し ます 。 


「 ハ ー ド ボイル ド 」 と いえ ば 
つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を 
思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 


修飾 」 を 選 ぶ 


| % ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 )、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


修飾 を 取り 消す 手順 


回 転 を 例 に あげ ます 。 
文字 修飾 を 選ぶ 


に 3 


回 転 を 選ぶ 


g ・ 


解除 を 選ぶ 
9 叶 
〆/ ヽ 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 


範囲 の 指定 
( ど ご まで?) 


意味 は 「 固 @ 雪 」 で ある 。 | 只 


| 


意味 は 「 固 人 @ 詩 | で ある 。 う 


[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ 網 か け ・ 下 線 の 取り 消し も 操作 は 同じ で す 。 
@ 日 本 語 ワ ー プ ロ 編 集 時 に 英文 ワー プロ の 下線 を 取り 消す こと は で きま せん 。 


実行 


実行 


実行 


いらい の 融 華 ロコ ー コ 人 山 ki 


X 務 修 牧 49 バ て 肌 / 哨 す (修作 人 解職 


指定 し た 範囲 の 白 抜 き ・ 斜 体 ・ 太 字 ・ 回 転 ・ 網 か け ・ 下 線 ・ 
文字 色 の すべ て を 一 度 に 取り 消し ます 。 

白 抜き | 「 バ ハー 選 宗 イル 記 」 と いえ ば 「 ハ ー ド ボイル ド 」 と いえ ば 
集 | つ い | フィ クッ プ グ ・ マー ググ を | | つい フィ リッ プ ・ マ ー ロ ウ を 
| 思い 出 用 が 、 こ の 語 の 本 来 の 思い 出す が 、 こ の 語 の 本 来 の 
て =* | 意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 

8 て ゞ 
「 修飾 」 を 選ぶ 
還 E9 守 EMRBENOSSSE4 eS _ 春 TOP ., 
CTRE) | 編集 人 印刷 記号 る 終了 


キ 


(修飾 ) 


| e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は . 取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


_10 還 語 


修飾 を 全 解 除 する 手順 


文字 修飾 を 選ぶ 
2 ゅ 


解除 を 選ぶ | 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 


3 


「 ハ ー ド 寂 イ ルド 」 と いえ ば | 叶 実行 


範囲 の 指定 
(どこ まで ? ) 


| | 意味 は 「 固 ゆで 卵 」 で ある 。 | 実生 


[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ 英文 ワー プロ に は 使え ませ ん 。 


ひら い C 避 ロ ユー コト 


文字 以外 の 色 の 指定 ( 色 指 定 ) 


けい 洗 ト 線 縛 図形 の 色 を 指定 9 る 


カラ ー 印 刷 を 行う と き の け い 線 、 図 形 、 下 線 、 網 か け の 色 を 
指定 し ます 。 そ れ ぞ れ 黒 、 赤 、 青 、 緑 の 中 か ら 指定 し ます 。 


計時 時 時 「 ハ ー ド ボイル ド 」 
Me MR 5 幸 と いえ ば つい フィ リ 
ッ プ ・ マ ー ロ ウ を 思 計 う うう 寺 
人 和議 サ 人 ーーーー ーー 小生 Mk 
本 来 の 意味 は 「 固 ゆ 三 ョ ニョ ニー い 出 す が 、 こ の 語 の 
で 卵 」 で ちる 。 = 本 来 の 意味 は 「 固 ゆ 
上 = に = = で 卵 」 で ある 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC) 


172 


色 指定 を 選ぶ | 修 人 節 


実行 


選 ヽ gB で ャ 
指定 する 種類 を 選ぶ | 色 指 定 ビ ヨ 
回 け U』 還 : 生 9 
(時 ) ? 
( 早 ) 
ーーー ーー ロ 
機 
能 
) ーー」 揚 
色 を 指定 する 色 指 定 | い 
DEL 且 症 較 詳 (#) | ろ 
K / 
また は 形 反 ( 黒 / 
下 閑 色 ( 泉 ) | 回 の 電 作 を 線 り 返し て 
色 ( 黒 ) 各種 類 の 色 を 指定 し ます 。 
| 色 指定 | 」 
けい 絹 色 司 軒 3 すでに ひか れ た 画面 上 の けい 線 
較 形 色 な ど が 、 指 定 し た 色 に 変わ り ま 
図 形 赤 = [実行 ] すさ . また 色 指 定 後に ひい た けい 
E1 培 ーー 凶 ( 時 ) 線 等 は 、 指 定 し た 色 で 表示 され 
| きき SN 
| ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 
ご 注意 ] “当社 製 6 ドッ ト 詩 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS-PC1 以 外 の プリ ンタ で は 、 カ ラー 印刷 で きま せん 。 
室 . ) ここ で 指定 する 色 は 、 実際 に 印刷 され る 色 で は あり ませ ん 。 印刷 色 は セッ ト す る リボ ンカ セッ ト 
の 色 で 決ま り ま す 。 た と えば 、 上 の 操作 で 赤 に 指定 し て も 、 青 色 の リボ ンカ セッ ト を セッ ト す る 
と 青 で 印刷 され ます 。 
e 色 指 定 を 解除 し た いと き は 、 「 黒 」 を 指定 し て くだ さい 。 


文字 の 大 き さ を 変え る (文字 サイ ズ ) 


又 字 を 半角 に 変え る (半角 ) 


どん な 大 き さ の 文字 も 、 標 準 (全角 ) 文字 の 幅 1 2 の 大 き さ に し ます 。 


| 還 な 吾 の コ ー oe 


ま は の メル ッ グ 


恋 は 水色 の メレ 9 


' サ イズ 」 を 選ぶ 


字 
字 


交 


] 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


_174 


半角 に 変え る 手順 


半角 を 選ぶ 
ピン 
に 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 

誠 叶 2S キ ラン に 鐵 の っ ュー ング デ | 品 
く @ る 5 


男 囲 の 指定 
(どこ まで ?) 


me 実行 


ゃ St キ に の っ メ ュ ンー シン | っ 


[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ 英文 ワー プロ に は 使え ませ ん 。 
@ カタ カナ の だ く 音 や 半 だ く 音 を 半角 に する と 、1 文字 が 2 文字 分 に な り ま す 。 ( ガー つが) 


いい ン 鼓 驚 ロ リー 


文字 を 全角 に 変え る (全角 ) 


サイ ズ を 変更 し た 文字 を 、 標 準 (全角 ) 文字 の 大 き さ に も ど し ま す 。 


80 ルツ 


' サ イズ 」 を 選ぶ 


RTS 
し LCTRL) ゆ | サス 忠 織 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や ゆる と き は [ ESC ] 
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全角 に 変え る 手順 


全角 を 選ぶ 
マフ 
= 


男 囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 


の 
男 囲 の 指定 
(どこ まで ?) 
に 3 


[ ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


中 | で Ss キラ に 包 の っ - メ ュー テング デ | 只 


2S を キッ に 包 の っ っ メ ュ ンー ニン ンジ | 只 


satimNERK] 者 OO 由 


@ 英文 ワー プロ に は 使え ませ ん 。 
@ 半角 の だ く 音 、 半 だ く 音 を 全角 に し て も 1 文字 に な り ま せん 。 


メチ を 横 代 H 骨 絆 憶 角 、4 借 角 に する (本 償 角 . 級 倍角 、4 合 角 


どん な 大 き さ の 文字 も 、 横 憶 朋 、 縦 倍角 、 4 倍 朋 に な り ま す 。 


so 1 ン ン ググ デ 


横 倍角 


eo に we 一 臨み 


4 倍角 


で ヾ 共 は 水色 の メレ ン | 
「 サ イズ 」 を 選ぶ 


折 が FT IRODBS3) Wo を BK: 
ゃ う | サ ズ ル 此 画 邊 2 仙 


WW | 


PS 
0 夫 と し rl 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ] 、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 】 


間 0 


倍角 に する 手順 


サイ ズ を 選ぶ 
マフ 
= 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 


男 囲 の 指定 
(どこ まで 7) 


恋 は 水色 の メレ ン ゲ っ [実行 


ラー 


= 恋 は 水色 の メレ ング e ゆ 実行 


aesmNERNI 川 は CD 由 


[ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ 4 倍角 以上 の 文字 は 、 行 印刷 (や 2 7 8 ペー ジ ) で 指定 し ます 。 
@ 空白 は 倍 朋 に で きま せん 。 


上 流 字 ト 汰 子 を 計 く (上 涼子 光子 


X* 十 Y! (上 添字 ) や HzO (トト 添 字 ) に 使い ます 。 


X2+Y3 X2 エ ヤマ 3 


「 サ イズ 」 を 孝 


員 | 人 ス ゆ 線画 人 


き ーーー 
(サイ ズ ) 


薄 
ロ 


束 | 再 | 整 ] 刺 


1 
壮 | 半 | 芝 | 豆 


ー 
計 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は ( 取消 ]、 途中 で 操作 を や ゆめ る と き は [ ESC ] 
@ 英文 ワー プロ で は 使え ませ ん 。 


@ 縦 倍角 の ある 行 で も 、 全 角 の み の 行 で も 、 上 添字 と 下 添字 は 同じ 桁 位置 に 入力 で きま せ 
ん 。( 例 : XS3 は で き な い 。 駐 2。 か 又 ぅ 2 ) 


添え 字 を 書く 手順 


下 添字 を 選ぶ 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ) 


範囲 の 指定 
(どこ まで ) 
実行 


(この 場合 に は 動か さ な く て よい ) 


ig - (h 午 ) 
書式 設定 (② 1 1 4 ペー ジ ) で 
行間 隔 を 小さ くす る 。 いっ て ん と っ な せ 
+ (この 場合 8 ドッ ト ) + 一 点 突 破 


いっ て ん と っ ぱ 


一 点 突 破 
2 行 に わけ て 入力 する 


f ぃ 選曲 G 展 潤 


で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ すべ て の 文字 を 添字 に で きま す 。 


eesiimNESNI 者 は CO 泊 


けい 線 を ひく (けい 線 ) 


X 字 の [ 間 に け ル 級 4 ひく (XX 写 則 秘 綱 


文字 を か こん だ り 、 表 を つく る と き な ど に 使い ます 。 


文字 上 けい 線 


文字 間 け い 線 


' けい 線 」 を 選ぶ 


NL + | サ 画 提 要 較 7 


っ 


(けい 線 ) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消  、 人 中 で 操作 を や め る と き は [ESC] 


@ けい 線 は 1 ペー ジ に 1 1 3 本 まで ひく こと が で きま す 
@ けい 線 の 色 を 指定 する こと が で きま す 。(⑦172 ペ ー ジ ) た だ し 、 カ ラー 印刷 で きる の は 当社 製 
48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プリ ンタ F S 一 PC 1 を ご 使用 の 場合 の み で す 。 


けい 線 を 引く 手順 


KG) ゅ 


範囲 の 指定 
(どこ まで ? ) 


※ 文 字 間 けい 線 は (三角 ) の カー ソル が で ます 。 


文字 上 けい 線 を 例 に あげ ます 。 | 
文字 上 けい 線 を 選ぶ [ju 綱 。 | 
作 | 文字 上 生 
っ 時 
マ ] 
線 の 種類 を 選ぶ 
う 
の 、 っ [実行 呈 
ワ 
| 
プ 
男 
範囲 の 指定 
(どこ か ら ?) 5 
っ い 
ろ 


始点 が 同じ で あれ ば 、 こ の 操作 を 繰り 返す 。( 始 点 を 変え る と き は [ 取消  ) 
し ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


※| 4 | で 選ぶ こと が で きる 線 の 種類 は 、 そ れ ぞ れ 次 の 通り で す 。 


実 線 ーー 点 線 CAR 
太 線 | ーー | 破 線 | ------------ーー 
e 行 印刷 (278 ペ ー ジ ) を 指定 する と 、 け い 線 は 印刷 され ませ ん 。 


@ 英文 ワー プロ の けい 線 と 日 本 語 ワ ー プ ロ の けい 線 は 、 一 緒 に 使う こ ズ レ ま す 。 
表 な どの 中 に は 英文 行 は 作ら な いで くだ さい 。 
% 英文 ワー プロ の 入力 不可 能 エ リア (画面 石 端 の グレ ー で 表示 され た 領域 ) に ひい た けい 線 は 印刷 


され ませ ん 。 


けい 線 を 消す 


始点 と 終点 を 指定 し て 、 け い 線 を 消し ます 。 


「 け し 線 」 を 選ぶ 


F 語 R2i IEGHSENRE25MZS2H5Y TU 全 1OP7 
+ | ズル 画面 分 割 英文 枠 図 終了 


孤 加 | 


作 織 
時 
う 国 圭 明 

| えよ 

| 則 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
@ けい 線 を ひく と き と 同じ よう に 、 消 し は じ め の 位置 が 同じ で あれ ば 、 終わ り の 位置 を 変 
える だ け で 連続 し て 線 を 消せ ます 。 
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けい 線 を 消す 手順 


文字 上 けい 線 を 例 に あげ ます 。 


層 。 ュ 


男 囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 


KOS】 * 


範囲 の 指定 
(ご と まで ?) 


KG) * 


始点 が 同じ で あれ ば 、 こ の 操作 を 繰り 返す 。( 始 点 を 変え る と き は ) 


[ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


@ 綻 の けい 線 は 、 半 角 文 字 が ある 場合 、 文 字 上 か 文字 問 か わか り に くく な る こと が あり 
= プ コ ビ リ Ee 2 
ます の で ご 注意 くだ さい 。 


e 文字 上 ・ 文 字 問 けい 線 は 同時 に 消せ ませ ん 。 別々 に 消し て くだ さい 。 
@[ 実行 ] を 押し て も 消え た よう に 見 えま せん が 、 カー ソル キー で 位置 を ずら す と 消え た こと 


が 確認 で きま す 。 


assimNENI 者 OO 押 


195 = 


他 の ペー ジ を 見 な が ら 入力 する (画面 分 割 ) 


画面 分 割 の 特徴 


画面 を 上 下 に 分 割 し 、 同 じ 文 書 の 他 の 部 分 を 見 な が ら 入力 ・ 編 集 を 
お こ な う こと が で きま す 。 


標準 本 


サバ 中 画 人 割 要 図 史 終 了 た ュー R か な 挿 人 削除 | 


上 下 そ れ ぞ れ に 同じ 文書 の ちがう ペー ジ を 
表示 で きま す 。 


画面 分 割 に つい て 「 


・ 上 段 、 下 段 ど ちら で も 入力 ・ 編 集 す る こと が で きま す 。 

・ ど ちら か の 段 で 入力 ・ 編 集 す る と 、 も う 一 方 の 段 で も 同様 に 入力 ・ 編 集 さ れ た 画面 に な り ま す 。 

・ 上 下 そ れ ぞ れ 同 文書 の 違う ペー ジ ( 行 ) を 表示 する こと が で きま す 。 

・[SHIFT ] を 押し な が ら [ SELECT ] を 押す こと に より 、 編 集 画面 (カー ソル の 表示 され て いる 段 ) を 切 
り 替 えま す 。 

マウ ス を 使用 し て いる 場合 に は 直接 、 上 段 、 下 段 に 馬 を 移動 させ て トリ ガー ボタ ン A(1 ) を 押し て 
切り 替え ます 。 

・ 各 種 機能 は 、 画 面 が 分 割 さ れ て いな いと き と 同 じ よ うに 使用 で きま す 。 

・ 標 準 画面 だ け で な く 、 レ イア ウト 、 縮 小 画面 も 分 割 す る こと が で きま す 。 

また 画面 分 割 後 、 上 段 、 下 段 で 操作 設定 を 行う と 別々 の 画面 (標準 、 縮 小 、 レ イア ウト ) に 設定 する 
こと が で きま す 。 


| e 初級 モー ド で は 、 分 割 す る こと が で きま せん 。 
e 分 割 画面 で は 、 下 段 の ほう が 1 行 多く 表示 され ます の で 、 下 段 を 入力 ・ 編 集 画面 に 
する ほう が 、 よ り 使い 易く な り ま す 。 


画面 分 割 」. を 選ぶ 


画面 を 分 割 す る に は 


LCTRL] ゅ 


5 


英 枠 図 % 


| サス 線画 抽 着 


2 
(画面 分 割 ) 
カー ソル を 移動 させ る に は 上 の | 其 了 た ェ HB か な 反 人 前 

旧 種 Wm| 和 克 敵 柄 HTM 役 交 4 彼 4 衝 1 軸 |! 衝 6 御 | 

SHIFT | に SO の 
2 
SELECT 670 の 拓 で ! 首 RYT 
旬 に ei E ま た まま まま また まま まま まま まま まま 
サイ ズ けし 株 画面 / 着 英文 枠 図 別 終 了 た ュー R か な 挿 人 龍 サイ ズル 閑 画質 割 英 六 枠 図 | 別 終 了 た ェ R か な 挿 人 前 


※ 同 じ 操作 で 逆 方 向 に も 移動 で きま す 。 
※ カ ー ソ ル の ある 段 が 入力 ・ 編 集 画面 と な り ま す 。 


@ も う 一 度 、 (画面 分 割 ) を 押す と 、 標 準 画面 (分 割 前 の 画面 ) に も どり ます 。 


ひど いと 穂 華 ロ リー コト 


採 作 設 と 組み 合わ せ て 使う と 


操作 設定 と 組み 合わ せる と 、 上 段 に レイ アウ ト を 表示 し 、 下 段 
で 入力 する 等 の いろ いろ な 組み 合わ せ を 作る こと が で きま す 。 


標準 標準 縮小 標準 レイ アウ トノ 標準 
短 病 緒 4 


体 み が 終わ っ た ら 受験 シー ズン 到来 だ ね . |・・・・・・・・・・ 


| 提 | 林 
サイ ズ 線画 大 英文 要 図 *| 終 了 た ュー R が な 挿 人 削除 | | サ 人 スル 画 一 人 着 凡 枠 図 和 | 終 7 た ュー R カ な 押入 削除 


縮小 縮小 レイ アウ トノ 縮小 


- 役 3 条 弧 4 
体 み が 終わ っ た ら 和 受験 シー ズン 衝 来 だ ね 。 回 ・・・・・・・・・・ 


| 」 
UEELUEDILE 肖 DDI CS | | ーー で ーー 
| 1B 
体 み が 終わ っ た ら 受 職 シ ー ズ ン 獲 素 だ ね 。 信 ・・・・・・・・・・ | 
きい て も 、 美 っ て も あと 2 ヶ月 。 合 ・・・・・ ッ ーッ ーー ] | 蘭 い て も 、 括 っ て も あと 2 ァ ヶ月. | いて 6、 表 っ て 6 あま 2 ヶ 有 回 ・・ ッ ッッッ ドー 


M 人 | 析 ま 「 杏 
サイ ス 上 画 2 六 玉 枠 較 | 座 了 た ュー R か 4 反 人 上 除 | | サス 線画 一 着 衝 図 委 終 了 た ュー R か な 反 人 削除 民 。 画 提要 図 秩 7 た ュー R か な 振 人 前 


\ 


標準 プレ イア ウト 縮小 プレ イア ウト 
数 36 行 相 4 閣 


「 吾 | 林 
イズ 線画 大 英 要 図 | 綱 了 た ュー R か な 挿 人 削除 | | サス 上 下 天敵 格 較 | 終了 た BZ 角間 


@ この 操作 を 行う と き は 、 前 ペー ジ を 参照 し て 、 あ ら か じ め 表 示 を 変え た い ほ う の 段 に 
カー ソル を 移動 させ て お いて くだ さい 。 
@ 画面 分 割 を 解除 する と 、 カ ー ソ ル の ある 段 の 操作 設定 に な り ま す 。 
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っ ほ 


IE 0 SD) 
縮小 標準 ルイ 小 
[F4] 只 駐 字 人 力 方 向 横 方 
(操作 ) 句読点 変換 し な い 男 下 還る 

デ ッ マ ル タ プ 。 し な い 。 する 
分 類 名 非 表示 表 不 
制御 スペ ー ス 表示 電 表 示 
操作 レベ ル 標準 


表示 モー ド を 選ぶ 


縮 小 
ら 3 | 等 炉 怠 本 和 給 因 
青い カー ソル を 合わ せる 全 読 点 変換 しない する 
[mW 
表 | 六 小 


】 阿 準 ー 
ス 字 入 衣 横 庁 絶 庁 " 
何 読 点 変換 "しない する 


表示 モー ド の 種類 を 
変え る 


KA 


白い カー ソル を 合わ せる 


| cp で 2 で 72? = 還 縛 _ 
人 光紀 了 た ュ R2 な 凶 人 月 


x 
中 


@ 操作 設定 (や 104 ペ ー ジ ) も 参照 し て くだ さい 。 
@ 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


操作 (を 選ぶ 


し を 雪 人 出力 才 9 % 終了 た ュー R か な 振 人 削除 


@ 表示 モー ド は 、 画 面 分 割 し て いる と き に は カー ソル の 表示 され て いる 段 の み 変 わり ます 。 


い ど ひら 悪 華 ロ コー コ 


ー 凍 


号 を 作る (外字 ) 


上 
じ 


文字 や 


が い 


ゃ 3 
人 で 
ご 
中 
式 


c 
Q 
で 
可 
9 
由 
選 
G 
い 
ささ 
4 
押 
9 
TE 


に ー 
*ー/ 


2 4X2 4 の マス 目 に 自由 ( 


c 号 を 作っ て 登録 し まし ょ う 。 


せ た り し て 、 オ リ ジ ナ ル の 文字 や 


登録 」 を 選ぶ 


1 民 王 生 


本 


字 は BASIC で は 使え ませ ん 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は | ESC ] 
で 作成 し た 外 


@ ここ 


外字 作成 の 手順 


外字 登録 を 選ぶ 


ご 


外字 を 作成 する 


> ELEHEEHP 
の 


これ ら の 機能 を 使っ て 作成 し ます 。 (説明 は 次 ペー ジ 以 降 ) 


e 外字 の 編集 画面 


編集 欄 、 


Ii 


参照 欄 の 文字 の パタ ー ン が 表示 され ます 。 


参照 欄 : ここ に 
参照 し た い 文字 
を 表示 させ ます 。 
「 転 送 」 を 使う 
と 、 一 部 分 を 利 
用 する こと も で 
きま す 。 


編集 欄 : ここ で 
外字 を 作成 し ま 
す 。 


機能 選択 欄 1 H。 


外字 を 作成 し た ら 必ず 登録 し ます 。( 必 2 0 8 ペー ジ ) 


ECDIFEIPTHFEIFPTLIES 


ご 注意 e 外字 は 1 文書 に つき 最高 4 0 文字 まで 登録 で きま す 。 
e 文書 を 保存 する と 、 そ の と き 和 登録 し た 外字 も いっ し ょ に 保存 され ます 。 
@ 文書 中 へ の 外字 の 入力 の し か た は 1 0 0 ペー ジ を ご らん くだ さい 。 


e 文書 を 追加 呼出 し た と き は 、 外 字 は 呼び 出さ れ ま せん 。 追加 し た 文書 中 の 外字 は 現在 表示 
中 の 文書 の 外字 に 置き 換わり ます 。 置 き 換 わる 外字 が な い 場 合 に は スペ ー ス に な り ま す 。 


saimNENI 者 OO 由 


外字 作成 の ボ ポイント 


外字 の 作成 は いろ いろ な 方 法 が あり ます が 、 こ こ で 2 3 代表 的 な 
作り か た を 紹介 し ます の で 、 参考 に し て くだ さい 。 


① 点 の み で 作る 。 ( ひ 1 9 4 ペー ジ ) 


振 持 失 ' 集 
方 眼 紙 な ど 下絵 通り に 点 を 描く 

記号 を 作成 する の に 向い て いま す 。 バ パラ ンス を と る の が 難し い の で 、 方 眼 紙 に 下 
絵 を 描い て か ら 作成 する と うま くい きま す 。 


② も と に な る 文字 や 記号 を 呼び 出し て 外字 を 作成 する 。(⑦204 ペ ー ジ ) 
本 機 が 持つ て いる 文字 や 記号 を も と に 修正 し て 作成 し ます 。 
例 点 で 修正 する 


③ 2 つ 以 上 の 文字 や 記号 を 組み 合わ せ て 作る 。(⑤ 〇 206 ペ ー ジ ) 
も と に な る 文字 や 記号 と 、 参 照 欄 に 呼び 出し た 文字 や 記号 を 組み 合わ せ て 作り ます 。 
( 例 ) あな た の イニ シャ ル を 作っ て みよ う 。 (中 島 常行 の 場合 ) 


(1〕 ミー 2) 記 
| | | 者 
「 1 け ] 
下 に 」 
_ 寺 音 
| | 編集 欄 昌 提 時 持寺 参 昌 欄 
名 前 の 頭 文字 を 半角 の 英 大 文字 で 名 字 の 頭 文字 を 同じ よう に 参照 柏 に 『 
編集 欄 に 呼び 出し ます 。 呼び 出し ます 。 ロ 
能 
い 
ろ 
いい 
ろ 
還 HH HHHHHHH 
上 時 
計量 時 午 時 生 
| 1 上 寺 提 計 提 提 昌 
よ 呈 1 
日 H HH 編集 欄 に に LE に 4 時 重 参照 欄 
名 字 を 編集 欄 に 転送 し ます 。 


本 


※ 押 し 続け る と 、 カ ー ソ ルキ ー の 
方 向 へ 、 次 々 と 点 を 描き ます 。 


人 抽 
全 。 提 
の G 
SN 赴 
6 志 
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「1 の hO に 1 5 ツ の ト 
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合 
用 
時 
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品 、 


点 を 消す と き は 


[CTRL を 
呈 。 押 し な が ら Ko 


3 ー ソ ル を 
[取消 ] で 機能 選択 状態 に も ちどり ます 。 


マウ ス を 動か し た 方 向 に カー ソル が 移動 し ます 。 


点 を 描く 


(トド トリガー] ) 


@ マウ ス を 接続 する と き は 必ず 電源 スイ ッ チ を 切っ て か ら 


@ マウ ス を 接続 し た と き は 「 入 出力 機器 や 音声 ガイ ド を 設定 
を 参照 し て 、 入 力 デ バイ ス を 「 マ ウス 」 に 設定 し て くだ 


※ 押 し 続け る と その 方 向 の 点 を 
次 々 と 消し て いき ます 。 


消す [取消 )( ト リガ ーTI) 


お こ な っ て くだ さい 、。 
する 」(②102 ペ ー ジ ) 
さい 。 
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編集 欄 の 文字 を 左 石 逆 に 裏返し ます 。 


に する 。) 


は 
で 
つ 
周 
1 


裏 返 を 選ぶ 


も どり ます 。 


実行 」 で も と に 


続け て 


と に 初め の 状態 と 


ー* 
(一 


裏返し の 状態 が 切り 替わり ます 。 


を 押す 


| e [人 で 機能 選択 欄 に カー ソル が 表示 され て いな いと き は を 押し ます 。 


HPE トー トロ 誤 層 つい っ い Q 


中 
飲 中 中 
棚 棚 
と の j 
演 
民 J [ 
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日 と 昧 を 反転 させ る (反転) 


編集 欄 の 白い 部 分 を 黒 に 、 黒 い 部 分 を 白 に 反転 し ます 。 


反転 の し か た 


反転 を 選ぶ 
因 EE 表 ] き Wi に 
ES っ | 親和 9e ala slmalm (5 


も う 一 度 [ 実行 」 で も と に も どり ます 。 


を 押す た びに 
切り 替わり ます 。 


e 機能 選択 欄 に カー ソル が 表示 され て いな いと き は を 押し ます 。 


作っ た 又 字 を 回 末 さ せる (回 志 ) 


p 号 を 9 0 度 を に 回 転 さ せま す 。 


川 


編集 欄 の 文字 や 


補 


rgr 


ユ [実行 


続け て [ 実行 」 で さら に 9 0 度 ずつ 左 に 回 転 し ます 。 


ll ・ 和 > (" う 


< 科 能 選択 杉 に カー ソル が 表示 され て いな いと き は を 押し ます 。 


sssimNERN] 川 OO 由 
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図 
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分 や 全体 を 


立 
同 


消す こと が で きま す 。 


ー ノ 


た 


消去 の し か 


消去 を 選ぶ 

消去 する 範囲 (左上 
の 角 ) を 指定 する 
(どこ か ら ? ) 


る 


消去 する 男 囲 ( 右 下 


実行 


指定 する 
を まで 了 ) 


の 角 ) を 
( ど 


ミン 


> ペタ 


KO 


[取消 で 機能 選択 状態 に も どり ます 。 


( メ モ ) 


され て いな いと き は を 押し ます 。 


示 


こ カ ー ソ ル が 表 


@ [1 で 機能 選択 欄 


e 編集 欄 で の み 消去 で きま す 。 


文字 を 呼び 出す (文字 入力 


本 機 が 持っ て いる 文字 を も と に し て 、 外 字 を 作成 する こと が で き 
ます 。 
文字 は 編集 欄 で も 、 参 照 欄 で も 呼び 出す こと が で きま す 。 


1 
読み : 外 き 


索 
) 
ヒー コ 
し 
ワ 
プ 
文字 入力 の し か た ロ 
能 
シス テム ディ スク 1 を ろ 
セッ ト す る シス テム ディ スク 1 い 
き ろ 
有 
編集 また は 参照 の 
文字 入力 を 選ぶ 


久 与 | ま 
| 四 ま | | 時 2 


中 [実行 


ヾ ノ 3 
KO マタ 
文字 を 入力 し 

| 5 


メ モモ @ すでに 編集 欄 に 文字 や 記号 が 作成 また は 呼び 出さ れ て いる 場合 、 消 去 し て か ら 呼 び 出し て く 


だ さい 。 前 の 文字 や 記号 と 重なっ て し まい ます 。 


e 参照 欄 は 、 別 の 文字 や 記号 を 呼び 出す と 、 新 し く 書 き 替 えら れ ま す 。 
@ [3] で 文節 で の 入力 も で きま す が 、 呼 び 出せ る の は 最初 の 文字 の み で す 。 


F- 

上 に 

中 4 

中 議 ! 1 

廿 

8 | 
ペー ン 細 剛 
WCJ 業 ま 
E 関 衣 芝 議 語 穫 8 
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ss 回 還 還 画 画 画 男 還 還 画 画 画 遇 | だ D 
琶 に 上 時 昌和 時 S KM 9 る BY 3 
T き 共 MM っ MS 避 
で 較 に 6 
の 


範囲 を 指定 する 
(どこ まで 7) 
ュ う [実行 


複写 する 場所 を 指定 
する (どこ へ ? ) 
ey 


上 を 指定 する 。 


[取消 で 機能 選択 状態 に ちどり ます 。 


に コ 実行 


esiimNeSI 者 CO 相 


実行 


5 | 四 
\ | 回 | 


セ セ 
6 6 
つ N 品 
管 し IN 了 
一 和 玉 さ 
川 le 誠 ロー ロイ 】 OO 間 
デミ 画 回 略 で きい o 6 
II し に も Be 
と と) | タ 
ロ や 9) 
Ll 3E 6 
護 ほ まき 
D 秋 上 3 
を na Jp IL 代 一 
[や 】 8 S s 
っ 神 や で 和 
ニ レ 翼 6 人 き 
SM 
Q 躍 電 お で 8 
【3 りお 劇 KK や 四 MM 
る 8 へ 史 嘱 記 
mh 議 ま お 
FL3 
則 I 臣 


記号 の 種類 を 選ぶ 


マリ ゅ 中 [実行 
あこ 画 数 
候補 群 を 選ぶ 
| 狂 思 語 を ふる 症 呈 2 


呼び 出す 記号 を 選ぶ 


CO Jeoeoegeeg ゅ 実行 


いひ ご いら 穂 華 ロ ユー の 


@ 記号 の 他 に も 、 区 点 コ ー ド や 、 部 首 、 画 数 に よる 入力 や 外字 の 呼び 出し も で きま す 。 
@ 記号 の 一 覧 表 は 458 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


参 し に 双 チ を 利用 する (転送 


参照 欄 に 呼び 出し た 文字 や 記号 の 一 部 また は 全部 を 編集 欄 に 転送 す 
る こと が で きま す 。 


L%。 王 | 


柱 集 欄 


※ 操 作 の 前 に 2 0 0 ペー ジ を 参照 し て 、 編 集 欄 の いら な い 部 分 を 消去 し ます 。 


転送 を 選ぶ 


KO * 


転送 する 男 囲 (左上 
の 角 ) を 指定 する 
(どこ か ら ?7) 


転送 の し か た 


実行 


う 実行 


e 編集 欄 に 転送 され た 文字 や 記号 は 、 す で に 入力 され て いる 文字 と 重なっ て 表示 され ます 。 
e 機能 選択 欄 に カー ソル が 表示 され て いな いと き は [ 取消 ] を 押し て くだ さい 。 


転送 する 範囲 ( 右 下 時 


の 角 ) を 指定 する 1 HH 日 
(と まで 了 ) H H テー 
ee 昌 H mm 叶 。 [実行 


<@ さ @ 1 旧 


転送 先 (左上 の 角 ) を 手提 提 推 具 
指定 する (どこ へ ?) HH 
HH 上 上 H 上 H スー 
ラッ HH 
<@ さ @2 時 ー 不 要 部 分 は あら か じ め 消 去 
上 し て お いて くだ さい 


[ 取消 ) で 機能 選択 状態 こも どり ます 。 罰 剛 


い ど ひい ン 豆 工 ロー コ Ui 


作っ た 文字 を 登録 する (登録 


外字 の 作成 が 終わ っ た ら 、 本 機 に 登録 し て お きま し ょ う 。 本 機 は 、 
40 個 の 外字 を 登録 する こと が で きま す 。 


登録 の し か た 


登録 を 選ぶ 


ca・ 


登録 する 位置 を 選ぶ 


ス を 使う と 外字 が 15 個 ずつ 切り 替わり ます 。 


※ 機能 選択 欄 に カー ソル が 表示 され て いな いと き は [ 取消 ) を 押し て くだ さい 、。 


@ 外字 の 使い か た は 「 記 号 や 自分 で 作っ た 文字 を 入力 する 」 (⑦100 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ 
さい 。 
@ 文書 を 保存 する と 外字 も その ディ スク に 保存 され ます 。 別 の ファ イル を 呼び 出す と 外字 の 内 容 が 


変わ る と き が あり ます 。 


機能 選択 の 状態 で 
| 短 員 | | 
外 子 編 集 を 終了 し ます 

よろ し いで すか ? 
[ 民 削い いえ 


LESC] 
[実行 ] : は い 


いら ひら 配 華 ロ ユ ー コ Lei 


@ すでに 登録 され て いる 位置 に 別 の 外字 を 登録 する と 、 上 書き され て 元 の 外字 は 消さ れ ます 。 登録 
し て いる 外字 を 変更 する と 、 文 書 中 で 使っ て いる 外字 の パタ ー ン も 変更 され ます 。 
@ 文書 を 追加 呼出 し た と き は 、 外 字 は 呼び 出さ れ ま せん 。 追加 し た 文書 中 の 外字 は 現在 表示 中 の 
文書 の 外字 に 置き 換わり ます 。 置き換わる 外字 が な い 場 合 に は 、 ス ペー ス に な り ま す 。 


上 RSSkeeRoieesaescsbGkede Es シー、 .M 議 


よく 使 つ 語句 を 登録 する (ユー ザー 辞書 ) 


語句 を 登録 する (単語 登録 


あな た が よく 使う 語 名 や 文章 を 登録 し て お きま し ょ う 。 
2 0 文字 以内 の 文章 を 単語 感覚 で 使う こと が で きま す 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う 
と き は 必ず 初期 化 と いう 作 計 
業 を し な いと いけ ませ ん 。 
これ は フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 


| Mem 02202 な 2 
表記 初期 


ノ ヨ 


※ 終 了 の 操作 ( 必 1 9 ペー ジ ) を し な いで 電源 を 切る と 、 
次 に スタ ー ト し た と き に 、 消 えて し ま いま す 。 


※ 表 記 に 5 文字 、 読 み に 6 文字 使用 し た と し て 、 約 1 4 0 の 文章 が 登録 で きま す 。 


「 登 録 を 選ぶ 


: > | 対 宰 入出 力 操作 9- % 終了 


+ 


(登録 ) 


@ ここ で 登録 し た ユー ザー 辞書 は 、BASIC で は 呼び 出せ ませ ん 。 
@ ユー ザー 辞書 の 使い か た 
一 度 登録 し た 語句 は 、 登 録 し た と き の 読 み を 入力 し 、 を 押す と 候補 文字 の 1 
つと し て 表示 され ます 。 (場合 に よっ て は 、 候補 文字 と し て 画面 下段 に 表示 され ます 。 
この と き 先 頭 の 3 文字 し か 表示 され ませ ん 。) 
@ 文書 を 文書 ディ スク に 保存 する と 、 ユ ー ザ ー 辞 書 も その ディ スク に 保存 され ます 。 別 の 


単語 登録 の 手順 
に 時 
my 叶 | 実行 
単語 登録 を 選ぶ 
マコ 
= 中 [| 実 1 
回 
づ 
F - ゴ 
に 
登録 する 単語 の ワ 
指定 (どこ か ら ? ) ア 
中 必ず 初期 化 と いう 叶 | 実行 剛 
KO 
い ヽ 
登録 する 単語 の ろ 
指定 (どこ まで ? ) 
区 ョ 2 叶 | 実行 
G@ る 5 
読み の 入力 と 登録 
/ 表記 初期 化 叶 | 実行 
読み | ソ ツ ョ ー 


※ 読 み は 、 か な 入力 ・ カ タカ ナ 入 力 し か で きま せん 。 
(ロー マ 字 入力 は で きま せん 。 ) 

※ 読 み は カ タカ ナ で 表示 され ます 。 

※ 読 み は 1 5 文字 まで 入力 で きま す 。 


[ESC 放 押 す と 編集 画面 に ちどり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ] 、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
@ 表記 は 20 文 字 ま で で す 。 
二 だ = 謀 文字 修飾 ( 白 抜き 、 下 線 な ど ) は すべ て 解除 され 、 添 字 、 半 角 、 拡 大 文字 は 全角 文字 に 変更 され 
て 登録 され ます 。 
@ 空白 を 含む 範囲 は 指定 で きま せん 。 


登録 され た 語 人 を 表示 する 単語 表示 ) 


登録 され て いる 単語 (文章 ) と その 読み を 、 画面 に 五 十 昔 順 に 表示 し ます 。 


001/002 


登録 を 選ぶ 


W う | 准 登録 人 出力 操作 7t9 リ - % 終了 


単語 表示 の 手順 


ユー ザー 辞書 を 選ぶ 
る * 


単語 表示 を 選ぶ 


5 
001/002 


ツ ヨ _ 初期 化 0 
フロ ッ ピ ー テ ディスク 


[ESC を 押す と 編集 画面 に も どり ます 。 


ーー カーソル が 表示 され て いる 
単語 の 番号 / 全 登録 数 


カー ソル が 最 下行 に ある と き 
を 押す と 次 の 5 つが 表示 され 、 1 
行 目 で [| を 押す と 、 前 の 5 つが 
表示 され ます 。 


[SHIFT ) を 押し な が ら [V] また は 
を 押す と 、5 つ ず つ 表 示 を 切り 替 
える こと が で きま す 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は 、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


estiimNERI 者 OO 貼 


登録 され た 語句 を 消す ( 帳 閥 、 暑 縛 人 


登録 し て ある 語句 を 削除 し ます 。 
辞書 初期 化 を 選ぶ と 、 登 録 し て ある 単語 を すべ て 削除 し ます 。 


001/001 


登録 」 を 選ぶ 


必 食 。 呆 本 と 旨 還 隊 6 水 隊 > 3 記 ! TE 間 パ | 
> | 試 到 條 カ 朱 作 7 學 - % 終了 


削除 する 単語 を 選ぶ 


ショ 初 半 化 
へ m |2 ロ フロ ッ ピー ティ ス 2 e 員 


削除 し た い 単語 が 表示 され て いな いと き は 、 
表示 され る まで 押し て くだ さい 。 


削除 する 
| 隊 | 
表 記 フ ロッ ピー ディ スク 
読み フロ 

単語 を 削除 し て も よろ し いで すか ? 
[実行 ] は い [ 取 削 : い いえ 


上 和義 人 | | 
ュー ザー を 化 【 ま す 
[実生 キー を 押し て くだ さい 


[ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


※ 登 録 し て ある 単語 を 
すべ て 削除 する と き は 、 


辞書 初期 化 を 選ん で くだ さい 。 


ssimNERI 人 OO 直 


枠 だ け を 作成 、 修 正す る 


枠 を 作成 する ( 梓 作 成 ) 


文書 中 に 、 何 も 入力 で き な い 領域 ( 枠 ) を 作成 し ます 。 印刷 後 、 次 
料 を 貼り 込ん だ り 、 イ ラス ト を 描い た りす る と き に 使う と 便利 で す 。 


計 = 調 )。“ 休 は 1 ペー ジ に つき 1 つ し か 作成 で きま せん 。 
e 左 要 を 指定 し た 場合 、 右 端 が 禁則 領域 に か か っ て いる と 枠 が 作成 で きま せん 。 
% 枠 を 1 行 目 か ら 最終 行 ま で 作成 する こと は で きま せん 。 必ず 文字 入力 行 を 2 行 残 し て くだ さい 。 


枠 作成 の 手順 


枠 ・ 作 成 を 選ぶ 
っ っ [実行 
マン] 


ユ [実行 


うみ [実行 


ssimNERN| 川 は OO 由 


枠 の 大 き さ を 決め る 


ーー 
KO * + 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


枠 を 修正 する ( 枠 修正 ) 


作成 し た 枠 を 簡単 に 作り 直す こと が で きま す 。 
新た に 枠 を 作成 する と 、 そ の ペー ジ の 古い 梓 は 自動 的 に 消去 され ます 。 


※ 前 も っ て 修正 し た い 枠 の ある ペー ジヘ へ カー ソル を 移動 させ て お きま す 。 


「 要 ・ 図 を 選ぶ 


の)E32YSESASE 9EBINSd 賜 STOP 


2 リズ し 上 画 宣 信和 衝 剛 終了 


3 


( 枠 ・ 図 ) 


枠 修正 の 手順 


枠 ・ 修 正 を 選ぶ 
っ っ [実生 
左 枠 か 右 枠 か を 選ぶ 
に 記 
ey 叶 | 実行 第 
づ 
F - ゴ 
に 
新しい 枠 の 始点 ワ 
を 決め る み 
2 二 口 
2 っ [実行 機 
8 
い 
匠 
新しい 枠 の 大 き さ ろ 
を 決め る 
と に く 叶 | 実行 
6@ る 5 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


皿 置 


枠 を 消去 する ( 枠 消 去 ) 


文書 中 に 作成 し た 枠 を 消去 し ます 。 


※ あら か じ め 消 去 する 枠 の ある ペー ジ に カー ソル を 移動 し て お きま す 。 


枠 ・ 図 」. を 選ぶ 


枠 消去 の 手順 


枠 ・ 消 去 を 選ぶ 
うみ [実行 
消去 する 
1 AB | “ 
うみ [実行 


枠 を 消去 し ます 


よろ し いで すか ? 
[ 取 削 : い いえ 


[実行 : は い 


ziimNENI 措 OO 


e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は | 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC ) 


図形 枠 を 作成 する 


図形 梓 と は 


本 機 で は 、 図形 作成 機能 を 使っ て 作成 し た 図形 や 、 付属 ソフ ト 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 
で 作成 し た イラ スト な ど を 文書 中 に 取り 込む こと が で きま す 。 


図形 作成 機能 を 使っ て 図 
形 を 作成 する 。 
[ こう ここ = 
図形 作成 画面 
文書 中 に 取り 込む と 


大 き さ は 自動 的 に 
決ま り ま す が 、 位 さ 
置 は 左端 か 右端 に 
合わ せ て 決め る こ 

と が で きま す 。 


2 と き 、[ SHIFT ] を 押し な が ら を 押す と 、 カ ー ソ ル は 速く 動き 


図形 枠 使用 時 の 注意 


人 図形 の 取り 込み に つい て 

・ 取 り 込 め る 図形 は 、 1 文書 に つき ひと つ で す 。 

・ 作 成 し た 図形 を その まま 取り 込ん で し まう と 、 そ の 図形 は 画面 上 に 表示 し た り 他 の 文書 に 取り 
込む こと が で き な く な り ま す 。 作成 し た 図形 を 再 利用 し た いと き は 、 作成 し た 時 点 で 一 度 フ ロッ 
ピー ディ スク に 保存 し て くだ さい 。 

人 @ マ ウス の 使用 に つい て 


図形 を 作成 する と き に 、 マ ウス を 使用 する と 速く きれ い に 作 成す る こと が で きま す 。 マ ウス 使用 
時 の 操作 は 、 次 の よう に な り ま す 。 


| ーー 一 に 


人 ざ た に つい て 
図形 作成 画面 で は 
の か わり に 
・ の か わり に を 使用 し ます 。 


@ マウ ス を 接続 する と き は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 「 切 」 に し て か ら 行っ て くだ さい 。 


ひら いら ン 避 華 ロー 0 ト ! 


図形 衝 り 作成 の し か た ( 較 化 析 人 成 


自分 で 作っ た イラ スト や 図形 を 文書 中 に 図形 梓 と し て 取り 込み ます 。 


「 枠 - 図 を 選ぶ 


@ 図形 梓 は 、 1 文書 に つき ひと つ 作 成す る こと が で きま す 。 


図形 枠 作成 の 手順 


図形 枠 ・ 作 成 を 選ぶ 
( マ 


ンス テム ディ スク 1 
を セッ ト す る 


図形 を 作成 し 、 文 書 中 に 読み 込む 


lg II ロ I 避 2ISI 回 [ 国 | を 使っ て 作成 し ます 。 
※ 具 体 的 な 説明 は 次 ペー ジ か ら 

次 に 2 4 0 ペー ジ を 参照 し で 文書 中 に 図形 を 読み 込む 

※ 図 形 の 読み 込み が 終わ る と 自動 的 に |6| の 画面 に な り ます 。 


図形 枠 の 場所 と 
大 き さ を 決め る 


いら いら 柄 華 ロー コ 中 


た 枠 匠 
軸 標準 拡大 
※ 拡 大 を 選ぶ と 、 約 4 倍 の 大 き さ に な り ま す 。 


標準 は 図形 画面 全体 を 取り 込ん だ と き で 印刷 時 72mmX59mm に な り ま す 。 


図形 枠 の 位置 を 
指定 する 


ge ・ 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


自由 に 線 を 抽 く ( 


カー ソル を 動か し た 通り に 線 を 描き ます 。 


尻 ] 


自由 曲線 の 描き か た 


( メ モ ) 


っ (SPACE ) 


描き 始め る 位置 に 
カー ソル を 動か す 


くち こら 2 


線 を 描く 


し へ 」 
を し es 


[ESC ) で 機能 選択 状態 に ちどり ます 。 


@ と な りあ っ た カー ソル キー ( 例 : 加 と 軸 な ど ) を 同時 に 押す と 、 な な め の 
線 を ひく こと が で きま す 。 
@ 曲線 を ひく 場合 は 、 マ ウス の 使用 を お すす めし ます 。 


ワ 
| 
直線 の 描き か た ロ 
能 
| い ] を 情 ぶ い 
ろう 
+ 陸 + 6 
始め の 位置 を 指定 
する (どこ か ら ? ) 上 
中 っ 
KO 
終わ り の 位置 を 指定 
する (どこ まで ? ) ヽ 
本 へ = [SPACE 
G@S5 
[ESC で 機能 選択 状態 に も どり ます 。 
e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [STOP ]、 作 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


@ | SHIFT | を 押し な が ら 欧 | 内 MM 還 で 、 カ ー ソ ル を 横 16 ド ッ ト 、 縦 16 ド ッ 
ト ず つ 動 か すこ と が で きま す 。 


四角 形 を 指 く ( [| ) 


2 点 を 指定 し 、 そ れ を 対 角 と する 四 有 角形 を 描き ます 。 


回 


ー ロ 


四角 形 の 描き か た 
貼 | を 選ぶ SS 
3 * - 


と 。 


四角 形 の 左上 の 角 の 回 
位置 の 指定 上 


四角 形 の 右 下 の 回 


角 の 位置 の 指定 | | 
KC て K っ 


き SPACE 


[ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


メ @ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [STOP ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
@ [ SHIFT | を 押し な が ら 図 囚 罰 国 で 、 カー ソル を 横 16 ド ッ ト 、 縦 16 ド ッ ト ず つ 動 か すこ と が で き 
ます 


@ 画面 上 の 35 ド ッ ト が 約 1 m で す の で 作成 する 目安 に し て くだ さい 。 


円 、 だ 円 を く ( 思 | ) 


円 の 中 心 と 幅 、 高 さ を 指定 し 、 円 (だ 円 ) を 描き ます 。 


回 


くつ 


須 
) 
F ー ゴ 
纏 
T 
円 、 だ 円 の 描き か た ロ 
能 
ト に つ | を 選ぶ さ い 
回 9 
w_/ 
叶 つ ! 叶 SPACE 
ァ 。 
円 の 中 心 を 決め る 回 
(どこ に ? ) 
5 し 2 SPACE 
KG 
円 、 だ 円 を 描く 
横 縦 
SPACE 
KeXe: 記 肪 こ 人 ・ 
中 心から の 大 き さ を 決め る 本 6 
始点 を 中 心 と し 、-」- -- を 通る 円 また は だ 円 が 描か れ ます 。 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


@ 円 を 描き た いと き は 、 幅 と 高 さ を 同じ に し て くだ さい 。 
@[ SHIFT ] を 押し な が ら で カー ソル を 横 16 ド ッ ト 、 縦 16 ド ッ ト ず つ 動か すこ と が で き 


ます 。 
@ 画面 上 の 35 ド ッ ト が 約 1 m で す の で 作成 する 目安 に し て くだ さい 。 


図形 を 消す ( 


カー ソル を 消し ゴム が わり に し て 、 図 形 を 消す こと が で きま す 。 
カー ソル の 通っ た あと が 、 消 し ゴム を 使っ た よう に 消え て いき ま 
本 ・ 消 える 幅 


図形 の 消し か た 


| | を 選ぶ 
g・ 茅 
陸 


レン 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 〕 


し 】 

消す 幅 を 選ぶ 
2 ュ う 
(AL L| を 選ん だ 場合 は 、 


この 時 点 で 消去 され ます 。) 
図形 を 消す 


を 押し な が ら KO 


[ESC ] で 機能 選択 状態 に ちどり ます 。 


細か い 部 分 を 修正 す る | / 


図形 の 一 部 を 拡大 し て 、 ド ッ ト 単 位 で 修正 する こと が で きま す 。 


第 
づ 
章 
ワ 
プ 
修正 の し か た ロ 
能 
いい 
2 陸 


修正 する 場所 を 選ぶ 
「 へ | 

KC て っ 
w ン 

修正 する 
へ | 

KC + 
トン 


カー ソル を 白い 部 分 に 合わ せ た と き は 点 を 描き 、 黒 い 部 分 に 合わ せ た と き は 点 を 消し ます 。 
[ESC ] で 機能 選択 状態 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 
@ [ SPACE ] を 押し な が ら 内 IM 図 を 押し つづ ける と 、 ぞ の 方 向 に 直線 的 に 点 を 描い て (消し て ) 


いき ます 。 


幅 小 拡大 し 複写 9 る ( [ 思 | / 


作成 また は 呼び 出し た 図形 の 一 部 (また は 全部 ) を 複写 する こと が 
で きま す 。 
複写 先 の 枠 の 取り か た に より 、 次 の よう な 複写 が 可能 で す 。 


※ 縦 横 の 比率 を 変え て 細長 くし た り 、 


平たく し た りす る こと も で きま す 。 4 ぬ 点 枠 の 取り か た 結果 


回 転 1 8 0 度 


回 転 2 7 0 度 
回 転 は 、 拡 大 ・ 縮 小 と 組み 合わ せ て 使え ます 。 


ーー 注意 e 拡大 、 縮 小 の 比率 が 大 きす ぎ た り 小さ すぎ る と 、 線 が 切れ て し まっ た りつ ぶれ て し まい 
で た E ます 。 


複写 の し か た 


中]| を 選ぶ 


= 
KS 


範囲 の 指定 (左上 角 ) 
(どこ か ら ? 人 
" * [SPACE 


は 


還 
づ 
ヒー ゴ 
旦 
範囲 の 指定 up] 
(どこ まで ?) | 
* = 8 
6@S5 に 
複写 先 の 指定 ろ 
(どこ に ?) 
さ 
KO 
1 
枠 の 大 き さ と 方 向 


を 指定 する 
に * | | * [SPACE 


[ESC で 機能 選択 画面 に も どり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP ] 、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


北 を アイ 人 ノド 保 存する ( | 回 ) 


作成 また は イメ ー ジ スキ ャ ナ で 読み 取っ た 図形 を フロ ッ ピー ディ ス 
ク に 保存 し ます 。 


を 選ぶ 

に に 2 SPACE 
文書 ディ スク を 
セッ ト す る 。 


人 @ 保 邊 する と き は 、 文 書 デ ィ ス ク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ を 解 際 に し て お いて くだ さい 。 保 存 の 作 
業 が 終わ れ ば 、 再 び ラ イト プロ テク ト を か け て お く こ と を お すす めし ます 。 


SAVE を 選ぶ SAVE/LOAD 


【 ウ 3③ +・ 上 っ 


ファ イル 名 を 入力 する 
9 放 JOO 大 か 
カタ カナ で 入力 し ます 。 
(ロー マ 字 入力 は で きま せん 。) に 2 SPACE 


SAMPLEI _ 
カー ソル を ファ イル 名 の な いと ころ へ 移動 させ て ファ イル 名 を 入力 する 


SAMPLELDOT 
2 e SAMPLE2DOT 
L3 叶 |4| に も どり ます 。 


書き 替え た い 図 形 の ファ イル 名 を 選び 保存 する 


SAMPLE1.DOT 
2 32DOH" うっ [SPACE 
ヽ ン 
※ フ ァイル 名 は その まま で 
絵 だ けが 書き 替え られ ま 
[ESC で 機能 選択 画面 に も どり ます 。 4 


es ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP ] 、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC ] 
フロッピー ディス ク は 初期 化 済 (2 6 2 ペー ジ ) の も の を 使用 し て くだ さい 。 
e ファ イル 名 を 入力 する と き 、 拡 張子 は 入力 する 必要 は あり ませ ん 。 
(自動 8 に 「DOT」 と いう 拡張 子 が つき ます 。) 
図形 の 書き 換え を お こ な うと 、 以 前 保存 され て いた 図形 は 削除 され ます 。 


いら ひい ン 悪 華 ロ ユー コト 


295 


較 上 を アイ 25F ハ OH9( | 回 | ) 


フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 図形 を 呼び 出し ます 。 


回 | を 時 ぶ 


っ っ 
呼び 出す 図形 が 保存 さ 
れ て いる ディ スク を 
セッ ト す る 。 


@ 呼び 出し を する と 、 画 面 に 表示 され て いた 図形 は 呼び 出し た 図形 に 書き 替え られ て 、 消 えて し 
まい ます 。 


LOAD を 選び SAVE/LOAD 
ディ スク 内 の 
図形 を 調べ る 


ゆ 
K@ え @) 


呼び 出し た い 図形 を 選び 呼び 出す 
SAMPLE] .DOT 


SAMPLE2 .DOT の 
= | wekpon ゆ 


※ 表 示さ れ た ファ イル で も 、 呼 び 
出せ な いこ と が あり ます 。 


字 


[ESC ] で 機能 選択 状態 に も どり ます 。 


※ 呼 び 出せ る 図形 に つい て 
・ 当 社 製 FS-A1WSX、FS-A1WX、FS-SR021 の ワー プロ 中 の 図形 機能 で 作成 、 保 存 し た 図形 
・ 当 社 製 FS-4600F の イメ ー ジ コン バー タ で 作成 、 保 存 し た 図形 
・ 当 社 製 パソ コン FS-A1F、FS-A1FM、FS-A1FX、FS-A1WX、FS-A1WSX の 「 グ ラフ ィ ク ツー 
ル 」 で 作成 、 保 存 し た 図形 
・ 当 社 製 イ メー ジス キャ ナン ハン ディ プリ ンタ ・ イ ンタ ー フ ェ イ ス FS-IFA1 の 「 イ メー ジス キャ ナ 
取り 込み ソフ ト 」 で 作成 、 保 存 し た 図形 
・ 当 社 製 ソ フト 「 エ ー ス グラ フ 」 で 作成 し た 画面 
・BAS 1C の スク リー ン モ ー ド 2 、5 、6 、7 、8 で 作成 し た 画面 を B SAVE で 保存 し た 場合 
(この と き 必 ず 拡 張子 の 最後 に 、 ス クリ ー ン モー ド の 番号 を 付け て くだ さい 。 
例え ば 、 ス クリ ー ン モー ド 5 で 作成 し た 場合 火炎 ※※XXXX。 S&SR5 
メメ メメ メメ メメ は ファ イル 名 ) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP 、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


@ カラ ー で 保存 され て いる 図形 や イラ スト は 、 呼 び 出し た あと 、 自 動 的 に 白黒 に 変換 され ます 。 


いひ ご いら 豆 工 ロー コ Li 


イー ソス キャ ナ で が A む ( [回 | ) 


別売 り の 当社 製 イ メー ジス キャ ナン ハン ディ プリ ンタ ・ イ ンタ ー 
フェ イス F S 一 | F A 1 お よび イメ ー ジ スキ ャ ナーFW-RSU1W 
を 使う と イラ スト や 写真 な ど を 直接 読み 込む こと が で きま す 。 操作 
の 前 に FS 一 IFA1 と FW 一 R SU 1 W を 取扱 説明 書 を 参考 に 、 
接続 し て くだ さい 、。 


ご 注意 
接続 時 は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 「 切 」 の 状態 に し て くだ さい 。 


読み 込み か た 


スキ ャ ナ を 読み 込む 原生 
の 上 に セッ ト す る 
[回 | を 時 ぶ 
y 中 [SPACE 


スタ ー ト スイ ッ チ を 押す 
読み 込む お 範囲 は 、 費 密度 切替 スイ ツチ 
が 「 8 」 の と き 約 3 cm、「 6 」 の と き 約 2 
3 cm、「 4 」 の と き 約 6 cm で す 。 


し ESC ) で 機能 編集 画面 に も どり ます 。 


読み 込み 開始 原稿 の 上 を ゆっ くり 動か す 


メ e@ 色調 や 濃度 に よっ て は 、 う まく 読み 取れ な いこ と が あり ます 。 

@ 1 秒間 に 1 0 一 2 0 mm の 速 さ で スキ ャ ナ を 動か す と 、 バ ラン ス よ く 取 り 込 め ま す 。 
詳し く は F S 一 IFA1 と FWーR S U 1 W の 取扱 説明 書 を お 読み くだ さい 。 

@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP ]、 途 中 で 操作 を や ある と き は [ ESC 


文字 を 入力 する ( 


図形 の な か に 文字 や 記号 を 人 力 す る こと が で きま す 。 


季 い 拉 
% 抽 衣 


・ 文 字 サ イズ に つい て 
和 1 2 ドッ ト 文 字 再 り 翌 放 
16 ド ッ ト 文 字 各 応 簡 朋 


[G+ 


に 
いら いら 穂 藩 ロ ユー 


ュ 
う [実行 


連 節 記号 人 力 


入力 位置 を 指定 入力 し 、 確 定 する 


文字 入力 は 、 日 本 語 ワ ー プ ロ と 同じ 連 文節 入力 (複数 の 文節 を 一 度 
き に 入力 で きる ) と 、 記 号 入力 (100 ペ ー ジ ) が お こ な え ます 。 
記号 の 入力 位置 は 、 記 号 を 選ん だ 後 、[ SHIFT ]+[ SELECT を 押し 
て か ら 指 定 し て くだ さい 。[ 実行 ] を 押す と 入力 され ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ STOP ] 、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


@|2 で 記号 入力 を 選ん だ 場合 、[ SHIFT ] 十 [ SELECT ] を 押す た びに 、 記号 を 選ぶ 操作 と 
入力 位置 を 指定 する 操作 と が 切り 替わり ます 。 


駐 書 に 図形 を 入れ る ( 詞 | ) 


作成 し た 図形 を 文書 中 に 入れ ます 。 


図形 の 入れ か た に 


上 症 お 
KC * っ 
図形 を 保存 する 文書 
ディ スク を セッ ト す 
' ・ 


e 図形 が 用 紙 の 横幅 より 大 きい と 取り 込む こと は で きま せん 。 


み ま す 。 


吉 り 8 お 生還 を | は 還 形 全体 を 
日 
Lt] は 和夫 財 を 指定 
K の 上 えぐ: 較 。2 し て 部 分 を 取り 込 叶 


取り 込む 部 分 を 指定 する 


「 へ 」 
9 
KO ゅ 


に | 
間 間 で = 
還 ニ ミ 
文書 に 入れ る ファ 
イル 名 を 入力 する 
KOKURA2 > SPACE 


8 文字 以内 の 英 大 文字 か カタ カナ で 入力 し ます 。 
8 別 


大 き さ 標準 | 拡大 


い N 


図形 枠 の 位置 と 
大 き さ を 選ぶ 


“ 
図形 枠 の 位置 を 
指定 する 


e ゆ 只 実行 


実行 


e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は | 取消 」 ま た は [ STOP ] 、 途 中 で 操作 を や め る と き は 

% ファ イル 名 に は 拡張 子 「 | MG」 が 自動 的 に つき ます 。 

e 画面 に 表示 され る マス 目 は 、 印刷 し た と き に 1 マス が 1 X 1 cm に な り ま す 。 大 き さ の 目安 に 
し て くだ さい 。 複写 の 機能 を 使っ て 図形 の 大 き さ を 変え る こと も で きま す 。 (⑤232 ペ ー ジ ) 

e 図形 枠 の 位置 指定 の さい 、 用 紙 の 上 2 行 、 下 2 行 は あけ て くだ さい 。 


図形 枠 を 修正 する 


図形 枠 の 位置 を 修正 する 


図形 枠 の 位置 と 大 き さ を 修正 する こと が で きま す 。 


( 枠 ・ 図 ) 


位置 修正 の 手順 

図形 枠 プ 修正 を 選ぶ 

と ゆ [実行 

位置 修正 を 選ぶ 

還 

2 し 2 実行 第 
づ 
F - ゴ 
旦 

項目 を 設定 する 9 

に シン ー プ 

KC2 く ツ 字 「 2 実行 機 

上 
い 
ろ 
い 

位置 を 決め る ろ 

2 了 は [実行 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ] 、 操作 を 中 止 す る と き は [ ESC ] 


図形 要 の 大 き さ を 修正 する と 、 そ れ に 伴っ て 文字 が 送ら れ ま す 。 
e 図形 枠 位置 指定 の 際 、 用 紙 の 上 2 行 、 下 2 行 は あけ て お いて くだ さい 。 


図形 を 修正 する 


文書 中 に 取り 込ん だ 図形 を 修正 し ます 。 


還 目 同 
] 較 軒 


※ 前 も っ て 図形 梓 の ある ペー ジ に カー ソル を 移動 させ て お きま す 。 


枠 ・ 図 を 選ぶ 


2HES725 了 


| #・ 隊 間 請 


『 


図形 修正 の 手順 


3 
『 
1 
1 


図形 修正 を 選ぶ 
ヶ > ベ e 剖 
し ン ) 
シス テム ディ スク 
1 を セッ ト す る _ 
き シス テム ディ スク 
ング の ここ 
ジン に 
図形 を 保存 し た 文書 


ディ スク を セッ ト す る 


図形 作成 機能 を 使っ て 修正 する 


図形 作成 機能 こつ いて は P 2 2 2 一 2 3 9 を ご らん くだ さい 。 


| を 居 ぶ 


2 ゅ 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


le 実行 

me 実行 第 
う 
トー ゴ 
音 
上 
軸 

に 実行 機 
い 
上 よ 
い ヽ 
る 

中 


了 


※ 次 ペー ジ に 続き まり 


本 


文書 ディ スク を 
セッ ト す る 


取り 込む 範囲 を 指定 する 
K2 く | ッ 


取り 込む 部 分 を 指定 する 


KO ゅ 
< つく ゅ 


項目 を 設定 する 


< の * 


位置 を 決め る 


ッ 


3 


ゆ 


SPACE 


SPACE 


SPACE 


SPACE 


実行 


実行 


図形 修正 時 の 注意 


. 図形 を 修正 し た 後 、 | で 再度 文書 中 に 取り 込む と 元 の 図形 は 消え て し まい ます 。 
・ 民 回 で 文書 中 に 取り 込ん だ 図形 は 他 の 文書 で は 利用 で きま せん 。 
図形 を 再度 利用 し た い 場 合 は 、 で 文書 ディ スク に 保存 し て お いて くだ さい 。 


語 と [中 | の 違い と 操作 の 流れ 


で 隔 り 込ん だ 図形 は 現在 編集 中 の 文書 専用 の 図形 に な り ま す の で 、 他 の 文書 ファ イル で は 
呼び 出せ ませ ん 。 (この 図形 は ファ イル 名 メメ メメ メメ メメ X. | MG で 文書 ディ スク に 保存 さ 
れ ま す 。) 


| 陣 員 で 保存 (S AVE) し た デー タ は 、| 吊 の 呼び 出し (LOAD) で 他 の 文書 か ら も 呼び 出馬 
せま す 。 (この 図形 は ファ イル 名 メメ メメ メメ メメ . DOT で 文書 ディ スク に 保存 され ます 。) 章 
0 

図形 を 作成 フ 

修正 する ロ 

機 

に | ば 

( 隙 

文書 ディ スク に ろ 

保存 する 有 


文書 に 取り 込む 


図形 枠 の 位置 
を 決め る 


@ 六 書 フ ァイル を 削除 し て も 、 そ の 文書 に 入っ て いた 図形 の デー タフ ァイル (X メ メメ メメ メメ . 
1 MG) は 削除 され ませ ん 。 図 形 デ ー タ ファ イル を 削除 する と き は 、BASIC (BASIC 入 門 41 
ペー ジ ) で 削除 し て くだ さい 。 
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図形 枠 の 消去 


文書 中 に 作成 し た 図形 枠 を 消去 し ます 。 


※ 前 も っ て 図形 枠 の ある ペー ジ に カー ソル を 移動 させ て お きま す 。 


枠 ・ 図 を 選ぶ 


[GTRL]  * | スル 泊 画 所 着 末 要 図 ダ 終了 


| 関 時 較 旨 


図形 枠 消去 の 手順 


図形 枠 / 消 去 を 選ぶ 
エー 
2 FE 実行 
消去 する 


よろ し いで すか ? 
(実行 | ・ は い 【 取 削い いえ 


stemNERSI 人 OO 牛 


s ひ と つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


@ 図形 枠 消 去 上 の 注意 
この と き 、 図形 を 別 フ ァイル と し て 保存 (| 呈 の 保存 ) し て お か な いと 、 そ の 図形 は 二度と 


呼び 出せ な く な り ま す 。 (図形 の ファ イル は 残っ て いま す ) 


回 況 回 三 デ イズ クタ を 使う (ファ イ ル ) 


保存 時 の 又 書 形式 に つい て 


本 機 で 作成 し た 文書 は 、 他 の ワー プロ パソ コン や パソ コン 通信 な ど に その まま 使う こと が で きま す 。 
この よう な 使い 方 を する と き は 、 文書 を 保存 する と き に ぞ その 目的 に あっ た ファ イル 形式 で 保存 し な 
けれ ば な り ま せん 。 こ ご ここ で ファ イル 形式 に つい て 説明 し ます の で 、 本 機 で 作成 し た 文書 を どん どん 
活用 し て くだ さい 。 


| ファ イル 形式 文書 の 使用 目的 保存 時 に 取り 消さ れる 機能 お よび 制限 事項 
本 機 専 用 文書 な 開 
と 共用 する 文書 


当社 製 パ ソコ ン FS-A1WX 
お よび ワー プロ カー トド 

リッ ジ FS-SR021 と 共用 す 
る 文書 


・ カ ラー 印刷 に 関す る 機能 さよ すべ て 取り 消さ れ ま す 。 
(文字 色 、 色 指定 ) 


・ 修 飾 (文字 修飾 、 色 指定 ) 、 図 形 梓 は すべ て 取り 消さ 
れ ま す 。 

・ 枠 お よび けい 線 は 取り 消さ れる こと が あり ます 。 
(文字 間 け い 線 や FS-4600F、FS-PW1 等 の 最大 値 を 越え る 
も の 。 取 り 消さ れ た 場合 は 、 画 面 に メッ セー ジ が 表示 
され ます 。) 

・ サ イズ の 変更 に つい て は 、 カ タカ ナ 、 英 字 、 包 読点 等 
の 半角 以外 は すべ て 取り 消さ れ 、 全 角 に な り ま す 。 

・ イ ン デ ント は 解除 され ます 。 

・ 英 文 行 に つい て は すべ て 半角 文字 と な り 、 ワ ー ド ラッ 
プア ラウ ンド 機能 や 均等 割付 も 解除 され ます 。 

(欧文 記号 は カタ カナ に な り ま す 。 ま た 、 均 等 割付 で 
空い た 間隔 は スペ ー ス と し て 残り ます 。) 

・ 外 字 は 全角 スペ ー ス (空白 ) と な り ま す 。 

・ 修 飾 (文字 修飾 、 色 指定 ) 、 け い 線 、 枠 、 図 形 棒 は す 
べ て 取り 消さ れ ま す 。 

・ サ イズ の 変更 に つい て は 、 カ タカ ナ 、 英 字 、 包 読点 等 
の 半角 以外 は すべ て 取り 消さ れ 、 全 角 に な り ま す 。 

・ イ ン デ ント は 解除 ぐれ ます 。 

・ 英文 行 に つい て は すべ て 半角 文字 と な り 、 ワ ー ド ラッ 
プア ラウ ンド 機能 や 均等 割付 も 解除 され ます 。 
(欧文 記号 は カタ カナ に な り ま す 。 ま た 、 均 等 割付 で 
空い た 間隔 は スペ ー ス と し て 残り ます 。) 

・ 記 号 、 外 字 は すべ て 取り 消さ れ ま す 。 

※ 標 準 以外 で は 、 分 類 名 ・ 注 釈 文 に 半角 文字 が 、 ま た ファ イル 名 に 全角 文字 が 使え ませ ん 。 


当社 製 ワ ー プ ロ パ ソコ ン 
FS-4600F と 共用 する 文書 


ウー 』 


当社 製 ワ ー プ ロ パ ソコ ン 
FS-4700F、FS-4500 お よ 
び 当 社 製 ワ ー プ ロ プ リン 
タ FS-PW1 と 共用 する 文書 


パソ コン 通信 な ど で 使 用 


テキ スト | する 文書 


目 
NZ 
ト っ っ < 


@ ワー コン 1 、 ワ ー コ ン 2 で は ファ イル 形式 (拡張 子 ) に よる ファ イル 区 別 は 行い ませ ん 。 ワ ー 


ー 注 意 コン 1 で 保存 され て いる 文書 と 同じ 文書 名 で ワー コン 2 に 保存 し よう と する と 、「 同 じ フ ァ イ 
ル 名 が 存在 し ます 」 と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 文書 名 を 変え て 保存 し て くだ さい 、。 
@ テキスト フ ァイル で 文書 を 保存 する と 、 デ ー タ の 最後 に E OF( テ キス ト 終了 コー ド )? 1 A? 
が 自動 的 に 付加 され ます 。 通 信用 の 文書 と し て 使用 する 場合 は 注意 し て くだ さい 、。 

@ 文 書 変換 ソフ ト FW-SD1703A (別売 り ) また は ワー プロ に 付属 し て いる MS-DOS 文 字 デ ー タ 
変換 ソフ ト を 使う と 、 当 社 製 ワー プロ U1 シ リー ズ と 文書 (文字 デ 一 卵 のみ) が 共用 で きま す (や 


40 ペ ー ジ )。 本 機 で 作成 し た 文書 を U1 シ リー ズ で 使用 する と き は 、 テ キス ト フ ァイル で 保存 し 
Kreic3(OY 


畔 び 出し 時 の 双書 形式 に つい て 


本 機 で 作成 し た 文書 だ け で な く 、 他 の ワー プロ パソ コン で 作成 し た 文書 や デー タベース ソフ ト の 
ファ イル な ども 呼び 出す こと が で きま す 。 


ファ イル 形式 呼び 出せ る ファ イル 呼び 出し 時 に 取り 消さ れる 機能 お よび 制限 事項 
な の 


標準 ファ イル で 保存 し た 
文書 


ロー ド ) し た 文書 


WS X フ ァイル で 保存 し 
W S X| た 文書 お よび 当社 製 パ ソ な し 
コン FS-A1WSX で 作成 、 保 
存 し た 文書 
WX フ ァイル で 保存 し た 
文書 お よび 当社 製 パ ソコ 
W X | ン FS-A1WX ま た は ワー プ な | 記 
ロカ ー ト リッ ジ FS-SR021 
で 作成 、 保 存 し た 文書 
ワー コン 1 また は 2 で 保 | ・ 修 飾 、 図 形 梓 は すべ て 取り 消さ れ ま す 。 
存 し た 文書 お よび 当社 製 | ・ 欄 お よび けい 線 は 、 一 部 が 取り 消さ れる こと が あり ま 
ワー プロ パソ コン FS-460 す 。 
OF、 FS-4700F、 FS-4500、 (最大 値 が 違う た め 本 機 の 最大 値 を 越す 分 に つい て は 
当社 製 ワ ー プ ロ プ リン タ | 取り 消さ れ ま す 。) 
ワー コン | FS-PW1 で 作成 、 保 存 し た | ・ サ イズ の 変更 に つい て は 、 カ タカ ナ 、 英 字 、 包 読点 等 
文書 の 半角 以外 は すべ て 取り 消さ れ 、 全 角 に な り ま す 。 
・ イ ン デ ント は 解除 され ます 。 
・ 英 文 行 に つい て は すべ て 半角 文字 と な り 、 ワ ー ド ラッ 
プア ラウ ンド 機能 や 均等 割付 も 解除 され ます 。 
(欧文 記号 は カタ カナ に な り ま す 。 ま た 、 均 等 割付 で 
空い た 間隔 は スペ ー ス と し て 残り ます 。) 
・ 外 字 は 全角 の スペ ー ス (空白 ) と な り ま す 。 
当社 製 パ ソコ ン ソ フト 
「 エ ー ス ファ イル 」 
G ュ 9. V 「 エ ー ス カル ク 」 ・ け い 線 は すべ て 取り 消さ れ ま す 。 
「 エ ー ス グラ フ 」 
で 作成 、 保 存 し た 文書 
テキ スト ファ イル で 保存 
テキ スト | し た 文書 お よび パソ コン | ・ テ キス ト フ ァイル 保存 時 と 同じ で す 。 
通信 な ど で 保 存 (ダウ ン 


@ 英 文 ワ ー プ ロ で は 、 用 紙 横 使 い の 文書 は 呼び 出せ ませ ん 。 日 本 語 ワ ー プ ロ に 切り 替え て か ら 呼 


e 編集 中 の 文書 の 書式 と 呼び 出す 文書 の 書式 が 違っ て いる と 、 追 加 呼び 出し で き な い こと が あり 
ます 。( 編 集中 の 文書 の 桁 数 また は 行 数 以上 の 大 き さ の けい 線 や 枠 が ある 場合 な ど 。) 
@ すでに 図形 枠 の ある 文書 へ 、 図 形 枠 の ある 文書 を 追加 呼び 出し する と 、 呼 び 出し た 方 の 図形 要 


@ テ キス ト フ ァイル で 、Panacom M シ リー ズ な どの パソ コン で 動作 する 帆 ジ ャ スト シス テム 製 


ー 注 意 び 出 し て くだ さい 。 
は た だ の 枠 に な り ま す (図形 が 取り 消さ れる )。 


の ワー プロ ソフ ト 「 一 太郎 」 と 、 文 書 デー タ の 共有 が で きま す 。(⑦41 ペ ー ジ ) 


RssmNeStl 者 CO 直 


アイ バク に 双書 を 保存 する (保存) 


作成 し た 文書 を 文書 ディ スク に 保存 し ます 。 
保 信 す る ファ イル に は 6 つの ファ イル タイ プ が あり ます 。 2 5 0 ペー ツジ を 参照 し て くだ さい 。 


| 日 
し 2 こつ 
文書 ディ スク 


※ 初 期 化 (⑦ 2 6 2 ペー ジ ) 済 の 文書 ディ スク を 用 意 し て くだ さい 。 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


財 - 


細 人生 記紀 7 


本 | 


* き に 8 
テン ) 軸 


| 還 用 | 


削 除 処 


ディ スク 初期 化 軸 理 


j 


@ ファ イル 名 だ け で も 、 保 存する こと が で きま す 。 
@ すでに 同じ 名 前 の ファ イル 名 が 保存 され て いる と き は 、 「 同 じ フ ァイル 名 が 存在 し て いま す 」 と 
メッ セー ジ が 表示 され ます 。 ぞ その まま [ 実行 ] を 押す と 、 保 存 さ れ て いた 文書 が 消え 、 今 作成 


し た 文書 が 保存 され ます 。 


保存 の 手順 


人) ーー 
CO 
N_ プ ァ エ ーー 
"* ET ュ > (素人 


処 


ァイル タイ プ を 選ぶ | 7 人 97 | 


字 WS X フ ヵ 人 叶 [実行 
W X フカ 7 イル 


7 


分 類 名 を 入力 する |4| で ファ イル タイ プ を 「 標 準 フ ァイル 」、「W S X フ ァイル 」 ま た 
は 「WX フ ァイル 」 に 設定 し た 時 の み 、 入 力 で きま す 。 


* 名 


※ 4 文字 以下 の 全角 文字 また は 8 文字 以下 の 半角 文字 (カタ カナ 、 英 数 字 の み ) で 入力 し ます 。 
(ファ イル 名 入力 画面 に な る と 、 入 力 モ ー ド 表示 は 自動 的 に 半角 に な り ま す 。) 


avesimNERI CO 由 


ファ イル 名 を 入力 する すべ て の ファ イル タイ プ で 必要 で す 。 
注釈 文 を 入力 し な いと き は 、 を 押す と 保存 され ます 。 


分 類 名 , 機 
人 劉 劉 : (0 ゝ 名 


昭 立 ・ 


※ 4 文字 以下 の 全角 文字 また は 8 文字 以下 の 半角 文字 (カタ カナ 、 英 数 字 の み ) で 入力 し ます 。 
注釈 を 入力 し 保存 する テキ スト ファ イル で は 入力 で きま せん 。 

ファ イル 名 ・ MOON 放 
・ 用 紙 選択 _ 


※12 文 字 以 下 の 全角 文字 また は 24 文 字 以下 の 半角 文字 (カタ カナ 、 英 数 字 の み ) で 入力 し ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ] 、 途中 で 操作 を や め る と き は [ESC ) 
e 文書 ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ プ は 、 書 き 込み で きる 状態 こし て お いて くだ さい 。 
@ ファ イル 名 を カタ カナ で 入力 する 場合 、 編 集 画面 や で あらかじめ カ タカ ナ 入 力 モー ド 
に し て お いて くだ さい 。 
e フ ァイル タイ プ を 「 標 準 ファ イル 」 以 外 に 設定 し た 場合 、 分 類 名 ・ 注 釈 文 は 全角 文字 、 
ファ イル 名 は 半角 文字 で 入力 し て くだ さい 、。 


7 イス 2 か ら 5 双書 を 『 び H す () 


文書 ディ スク か ら 、 保 存 し て ある 文書 を 呼び 出し ます 。 
呼び 出し を する ファ イル に は 6 つの タイ プ が あり ます 。 (⑤ 2 5 1 ペー ジ ) 


文書 ディ スク 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


MA | 


の 玉 |  | 


_F5 _ 必 ST( 


0 ち 23 終了 


編集 人 


アル 印 届 


FIEmE ョ 


削 除 処 理 
ディ スク 初期 化 導 


@ 新規 呼出 と 追加 呼出 
新規 呼出 …… 新 た に 文書 ファ イル を 呼び 出し ます 。 す で に 呼び 出さ れ て いる 文書 また は 


作成 中 の 文書 が ある 場合 、 そ れ ら は 削除 され て し まい ます 。 
追加 呼出 …… す で に 呼び 出さ れ て いる 文書 、 ま た は 作成 中 の 文書 の 文 示 に 
続い て 呼び 出さ れ ま す 。 


_ 254 画 


呼出 の 手順 


紀 圧 G 昌 0 全 二 で ぞい] 膨 


新規 呼出 また は 
追加 呼出 を 選ぶ 
e 
し マリ 
ファ イル タイ プ を 選ぶ 
茹 * 
文書 ディ スク を 


セッ ト す る 


ファ イル 一 覧 表 の 表示 


呼び 出し た い 
ファ イル を 選ぶ 


ゆ 


い 。 


り ま す 。 


時 出 
了 
削 除 処 理 
ディ スク 初期 化 放 


7 修 人 | 


WS X フカ 作 
W  X 77 性 


コ ュ ノイ 


TIN1 


字 [実行 
みゆ [実行 
/ 実行 


カー ソル 位置 の ファ イル 
グ 全 ファ イル 数 


実行 


プク 
< 
coW 
ンマ 
新規 標 親 | 
ファ イル 名:| | 0017009 上 1 
JUSHO1-7 (  ) 1988.07.28 
MUSASHI (  ) 1988.07.25 
MUSASHI2 (  ) 1988.07.18 
TEST4 ( ) 1988.07.28 
フ 7 イ ル 名 : | | 002/009 
JUSHO1- ア 7 (  ) 1988.07.28 
MUSASHI (  ) 1988.07.25 
MUSASHI2 (  ) 1988.07.18 
TEST4 ( ) 1988.07.28 


選び た い フ ァイル が 表示 され て いな いと き は [VI| を 押し 続け る 


(編集 中 の 文書 の 桁 数 以上 の 大 き さ の けい 線 や 枠 が ある 場合 な ど 。) 


は た だ の 枠 に な り ま す 。( 図 形 が 取り 消さ れる ) 


※ 次 ペー ジ へ 続き ます 。 


ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は | ESC を 押し て くだ さ 


e [ SHIFT を 押し な が ら 軌 ま た は 囚 を 押す と 、 フ ァイル の 表示 が 5 つ ず つ 切 り 替 わり ます 。 
@ 編集 中 の 文書 の 書式 と 呼び 出す 文書 の 書式 が ちがっ て いる と 、 追 加 呼出 で き な い こと が あ 


@ すでに 図形 枠 の ある 文書 へ 、 図 形 枠 の ある 文書 を 追加 呼出 する と 、 呼 び 出し た 方 の 図形 枠 


NestmNEt] OO 由 


SHE プ 晶 び は 芋 


SHEEG 晶 び は 昌 ③ ぞ いり 問 RR 玖 洋 再 で 司 


③ ご きい ヽ ミ 串 計 放さ べき I く の ミミ さい 」 憶 蒲 ※ 


呼び 出し た ファ イル を 注釈 文 、 ま た は 呼び 出し た ファ イル 
確認 する で 、 ま ちがい な いか 確認 する 


SS 
分 類 名 : 機能 
ファ イル 名 : MAH| 

注 釈 文 : プリ ンタ 調整 


※ 分 類 名 は 「 操 作 設定 」( 〇 110 ペ ー ジ ) で 分 類 名 を 「 表 示 」 に 設定 し た と きのみ 表示 され ます 。 
(標準 フカ ァイル 、 WS X フ ァイル また は WX フ ァイル の の 使用 で きま す 。) 

分 類 名 別 一 覧 表 か ら の 呼び 出し 

前 の ペー ジ の 3 で 「 新 規 呼出 」 を 選ぶ 


|: 生生 


分 類 名 : 機 ラー 
2 名: | 
0 | 


分 類 名 を 入力 し ます 。 
カー ソル 位置 の ファ イル / 全 ファ イル 数 


ファ イル を 選ぶ 


12 


JO0SHO1- ア 機能) 1988.07.26 
MUSASHI (機能 1966.07.25 


MUSASHI2 (機能 1986.07.18 


選び た い フ ァイル が 表示 され て いな いと き は [| を 押し 続け る 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 」 
@ 分 類 名 の すべ て また は 初め の 何 文字 か を 入力 し 、 を 押す と その 文字 で 始ま る 分 類 名 の 
ファ イル が 表示 され ます 。 


ファ イル を 確認 する 


ら フ し pr 
呼 ア 分 回 本 居間 性 
に ファ イル 名 : MSNH う [実生 
EE 刻 の 友軍 | 注釈 文 : プリ ン 2 診 
中 持 
ファ イル 名 を 入力 する 第 
|| 閑 且 出 由 弟 づ 
中 [実行 章 
ファ イル 名 : |MUSASHI_ 0 1 
ファ イル を 選ぶ 
用 
昌 但 弄 | 、、)、}.# ぞ 0 る 
いい 
ろ 


ファ イル 名 :|MUSASHI 001/002 
| MUSASHI し 1986.07.25 
MUSASHI2 ( ) 1988.07.18 


2 ゅ 


ファ イル を 確認 する 


1 
分 類 名 : 機能 

ファ イル 名 : MSAH 
注釈 文 ・ ブリ ンタ 調 革 


ポ 
イ 
ル 
名 
Y ぐ 
) 
び 
出 
す 


うき [実行 


@ ファ イル 名 の すべ て 、 ま た は 初め の 何 文字 か を 入力 し 、[ 実行 ] を 押す と ぞ の 文字 で 始ま る ファ 
イル が 表示 され ます 。 


257 


アデ イク 内 の 双書 を 消す 削 際 


文書 ディ スク に 保存 し て いる 不要 な 文書 (ファ イル ) を 削除 し ます 。 


時 


(ファ イル ) 


@ ファ イル の 削除 に は 、 フ ァイル 一 覧 表 か ら の ファ イル 選択 の 他 に 、 分 類 名 別 一 覧 表 か ら の 


ファ イル 選択 お よび ファ イル 名 を 指定 し 削除 する 方 法 が あり ます 。 


削除 の 手順 


削除 処理 を 選ぶ 


削除 する ファ イル 」 
タイ プ を 選ぶ 人 人 
補 実行 


に 
い WS X ファ 人 第 
マ J W/ vV コ ュ イ I | う 
ビー コ 
| 
ファ イル 一 覧 表 の 表示 | 朋 介 休 ワ 
| 
7 導 に に | 。 00700 プ 
= JUSHO1-7 ア (  ) 1988.07.28 機 
実行 に MUSASHI (  ) 1988.07.25 能 
MUSASHI2 (  ) 1988.07.18 い 
TEST4 ( ) 1988.07.28 
L (6. 
和 ファ イル 一 覧 表 ろ る 
ア 削除 する ファ イル 削除 休 汗 カー ソル 位置 の ファ イル ン 
イ を 選ぶ 全 フ ァイル 数 
7 名: に | 0027009 
ル ファ イル に 
0 時 2 JUSHO1- ア 7 (  ) 1988.07.28 に 
覧 9 MUSASHI (  ) 1988.07.25 
素 MUSASHI2 ( ) 1988.07.18 
の TEST4 ( ) 1988.07.28 
に ・| 
か 
の 


確認 の 上 削除 

lg 

分 類 名 : 機 能 sy 実行 
ファ イル 名 : M5AH| 


O 薄 送 C 位 きい] 


注 秋 文 : プリ ンタ 請 間 請 
[実行 : は い [ 取 着 : い い ぇ ※ 次 ペー ジ に 続く 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる に は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
0 を 押し な が ら | また は 内 を 押す と 、 フ ァイル の 表示 が 5 つ ずつ 切り 替わり ます 。 


分 類 名 別 一 覧 表 か ら の 削除 


_ ※ 分 類 名 は 「 操 作 設定 」 (や 110 ペ ー ジ ) で 分 類 名 を 「 表 示 」 に 設定 し た と きのみ 表示 され ます 。 
(標準 ファ イル 、WSX フ ァイル また は WX フ ァイル の み の 使 用 で きま す 。) 


分 類 名 を 入力 し ます 

| 削除 標 弟 
が 類 名 | 折 - 
ファ イル 名 : 000/000 


ファ イル を 選ぶ 
| 削除 標 滑 
分 類 名 : | 抑 
叶 | フル 名 | | 0027009 ー 
IFJusno1 ァ 柚 1985728 | 本 


MUSASHI (機能 1988.07.25 | 
MUSASHI2 ( 機 能 ) 1966.07.16 


選び た い フ ァイル が 表示 され て いな いと き は [VI] を 押し 続け る 


中 (実行 


の 比 送 Q 陽 び 全 そい りり 甘 層 前 薄 で < 滞 


ファ イル を 確認 する 


73 
分 類 名 : 機能 

ファ イル 名 : MSA9HI 

注釈 文 : プリ ンタ 詩 革 

[実行 ] : は い [ 取 測 : い いえ 


標 
準 
う 
ア 
イ 
ル 
W 
S 
X 
う 
ア 
イ 
ル 
ES 
7 
は 
W 
X 
う 
9 
イ 
ル 
の 
み 


う [実生 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は ([ 取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


ファ イル 名 を 入力 する 
削除 標 準 


2 実行 

ラフ 宛 贅 : [IMUSASHI-] 0 
= ファ イル を 選ぶ 
タ 
6 標準 第 
つう ファ イル 独 :|MUSASHI | 0017009 _ に 
選 ”||IMOSASHh  ( 押  1980. 絢 | 際 [実行 時 
軸 MUSASHI2 人 能 1988.07.18 f 
除 PA 
人 フ 
る 人 
る 能 

ファ イル を 確認 する い 

Ir | 還 還 旨 旨 旨 間 半 ろ 

分 類 名 : 機 能 

ファ イル 名 : M05A9H| 計 実生 


注 釈 文 : プリ ンタ 調整 
[実行 ]: は い [ 取 削 : い いえ 


導 し い 7H ッ ピー ティ 27 を 使う と き は (人 


何 も 保 存 さ れ て いな い フ ロッ ピー ディ スク を 購入 後 は じ め て つか う 
と き は 、 ま ず 初 期 化 を 行っ て くだ さい 。 初期 化 を 行わ な いと 文書 を 


保存 する こと は で きま せん 。 


新しい ディ スク 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


っ | 馬 伺 カ ル 昌 刷 


| 内 | | 
う | 申 


(ファ イル ) 処理 | 師 加 
削 除 処 理 


ディ スク 初 基 人 数 


ご 注意 @ 初期 化 は 、 一 枚 の ディ スク に つき 、 一 度 お こ な え ば OK で す 。 文書 を 保存 し て ある 
Se ディ スク や シス テム ディ スク な どの プロ グラ ム が 保存 され て いる ディ スク は 、 初 期 化 
し な いよ うに ご 注意 くだ さい 。 初期 化す る と デー タ が すべ て 消え て し まい ます 。 


@ 初期 化 は 、B AS 1C で も 行う こと が で きま す 。 
た だ し M S X パソ コン 以外 の パソ コン で 初期 化し た も の は 使え ませ ん 。 
@ フロ ッ ピー ディ スク は 、3 . 5 イン チ 2 DD タイ プ の も の を ご 使用 くだ さい 。 


@ 初期 化す る フロ ッ ピー ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ は 、 書 き 込 み で きる 状態 に 
し て お いて くだ さい 。 


初期 化 の 手順 


ディ スク 初期 化 時 | 導 
処理 を 選ぶ 


2 実行 
ディ ス 2 裕人 
禄 【 す る ディ ス 2 を ドラ イ 7 に 拓 AL て 還 
和 術 キ ー を 押し て くだ さい 。 + 
(2 DD フォ ー マ ッ ト ) 
フワ ァ イル | し ば 5 く お 侍 5 く だ で い 。 な !| 明 了 


本 修 生 人 印刷 記 / 評 了 2 分 | - アイ 肝 則 記号 / 共 了 


[ESC] で 編集 画面 に 戻り ます 。 


人 @ 作 業 終了 後 も |4( の ディ スク 初期 化 の メッ セー ジ は 残り ます 。 
「 処 理 終 了 」 が 消え て いれ ば 、 初 期 化 で き て いま す 。 


人 @ 初期 化 は 買っ た ば か り の 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 一 度 だ け お こない ます 。 
特に シス テム ディ スク お よび 文書 ディ スク な ど は 、 内 容 が 消え て し まい ます の で 
絶対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や ゆめ る と き は [ ESC ] 
@ 「 処 理 終了 」 の メッ セー ジ は 1 秒 ほ ど で 消え ます 。 
@ [| で 実行 し た あと は 、 処 理 が 終了 する まで 中 断 で きま せん 。 


NeesimNERI 川 は OO 由 


ーー 


ブリ ンタ に つい て 


本 機 で は 、 入 出力 設定 で プリ ンタ の 種類 を 設定 する よう に な っ て いま す 。 も し 、 ま だ 一 度 も プ 
リン タ の 種類 の 設定 を お こなつ っ て いな い 人 は 、 ま ず 102 ペ ー ジ の 「 入 出力 セレ クト と 画面 調整 」 
で プリ ンタ の 種類 を 設定 し て か ら 印 刷 を お こ な っ て くだ さい 。 


プリ ンタ に よっ て は 、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、A V ラ ベル 、 フ リー カー ド 使 用 時 に 次 


@ FS 一 PK 1 、 FS 一 PW 1 の 生産 は すでに 完了 いた し まし た 。 


すでに お 持ち の か た の た め に 設け られ て いま す 。 


の よう な 制限 が あり ます 。 ( 〇 : 可 、X : 不可 ) 
| 球 1 
PC 1 PA 1 PK 1 PW 1 チリ ング 1 
A4、B4、B5 
の 用 紙 横 使 い ) 〇 x | x 
ワー プロ 行 印刷 の 。 | 
使用 時 ね らい 打ち 〇 ※ ※ 
カラ ー 印 刷 
〇 4 4 XX XX 
アド レス カラ ー 印 刷 
使用 メ ※ 基 ※ ※ 
ネー ムカ ー ド | カラ ー 印 刷 
使用 時 X メ 選 ※ ※ 
AV ラベ ル | カラー 印刷 | 
使用 時 〇 ※ ※ メ ※ 
フリ ー カ ー ド | カラ ー 印 刷 
使用 〇 X X メ X 


1 : プリ ンタ 1 は 、SONY 製 HBP-F 1、HBP-F 1C で 使用 し ます 。 


本 ソフ ト の 「PK 1 」「PW 1 」 は 


終 書 き と 横 書き 


本 機 は 下図 の よう に 縦 書き や 横書き で 印刷 する こと が で きま す 。 


@ 書 式 設定 ( 心 1 1 4 ページ ) で 用 紙 方 向 「 縦 方 向 ] を 設定 し て いる と き 
縦 書き 横書き 


「 決 まっ た っ ! 」 私 は 思わ ず 大 声 で 叫ん だ 。 
愛す べき わが サッ カー チー ム は 、3 回 戦 ま 
で を 順調 に 勝ち 進ん だ も の の 、 準 決勝 まで 
き て 優勝 候補 に あたっ て し まっ た 。 そ れ で 
も みん な よく 戦っ た 。 残 り 時 間 あ と 5 分 。 
同点 だ 。 奇跡 で も 起き て くれ た ら ・・・・。 
あと 30 秒 。 相手 が シュ ー ト し た が 決ま ら 
な い 。 そ の と き 、 信 し られ な いこ と が 起こ 
っ た 。 ロ ング シュ ー ト が 決ま っ た の だ 。 そ 
し て ホイ ッ ス ル 、 試 合 終 了 ・・・・。 


「 素 6 で 3 で 一 」 記 38 盟 尽 生 政 則 じ きぐ で で" 
環 や マ wR 公 ペー ホキ ホー) の 回 響 W レ 
間 要 十 唱 吹 心地 べ 2-2 ぐ で” 笛 琶 6 じ 和 ビレ 
悪 座 問 間谷 や で レ つ で) MS し つの さ で 
ee6 ン 許 び る" 凍 避 表 証 人 Q 不 | 臣民 補 " 
柏 壮 じ つ 玖 レン 8 で ーー ーー | 公 NO 
” 要 叶 会 和 ロ ーー つや 叙 *6 で NG 
3J MDD で SN こり) 徹 弄 り で る | ロロ A へ 
A パ ーー 衝 来 WW で SW つ レモ で K さ 


・ 編 闘 に ・・ー・" 


詩 な ど レポ ー ト 、 手紙 、 英 文 な ど 


eveiimNERI 者 は OO 直 


@ 書 式 設定 ( 必 1 1 4 ページ) で 用 紙 方 向 「 横 方 向 ] を 設定 し て いる と き 
横書き 縦 書き 


「 来 6 で で で 一 」 記 人 遇 生玉 李 し 言 で や " 環 和 か く 生 会 ドー 
ー マ させ の 回 略し 和 想 馬 唱 剖 立 百 べ や OS で” 邊 赤 器 6 じじ 王 各 
蛍 電 り 爺 で レ つ が でる) MyS レ つの 民 で S4 ン 区 で る | 語 上 語 谷 で 
避 友 ) 臣 眉 や ” 権 じ つの 人 レン で や で ーーー ・ | SO 訟 ) 記 吐 
リロ ーー つや 公 来 で SS ここ) WS 症 D で が こうっ) 公証 り で 
ロロ AN ハロ ーー 公表 で QG 補 つて で FK さ / 紹 m 才 に ・ 


「 決 まっ た っ ! 」 私 は 思わ ず 大 声 で 叫ん だ 。 愛 すべ きわ が サッ カー チ 
ー ム は 、3 回 戦 ま で を 順調 に 勝ち 進ん だ も の の 、 準 決勝 まで き て 優勝 
候補 に あたっ て し まっ た 。 そ れ で も みん な よく 戦っ た 。 残 り 時 間 あ と 
5 分 。 同点 だ 。 奇跡 で も 起き て くれ た ら ・・・・。 あ と 30 秒 。 相手 
が シュ ー ト し た が 決ま ら な い 。 そ の と き 、 信 じ し ら れ な いこ と が 起こ っ 
た 。 ロ ング シュ ー ト が 決ま っ た の だ 。 そ し て ホイ ッ ス ル 、 試 合 終了 ・ 


英文 、 ス ケ ジ ュ ー ル 表 な ど 手紙 、 年 賀 状 な ど 


@ FS 一 PW 1 また は 「 プ リン タ 1 」 に 対応 する プリ ンタ は 、 用 紙 方 向 を 「 横 方 向 ] に 指定 する こ 
と は で きま せん 。 


印刷 の 種類 に つい て 


本 機 で は カラ ー 印 刷 、 全 文 印刷 、 行 印刷 の 3 種類 の 印刷 が で きま す 。 


カラ ー 印 刷 


プリ ンタ に 当社 製 48 ドット 熱転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS-PC1 を 使う と 、4 色 ( 黒 、 赤 、 青 、 緑 ) 
の カラ ー 印 刷 が で きま す 。 文字 ( 1 文字 単位 )、 け い 線 、 図形 枠 、 下 線 、 網 か け 、 ヘ ッ ダ を 4 色 
の 中 の 好き な 色 で 印刷 する こと が で きま す 。 


@E 刷 し た い 色 の リボ ンカ セッ ト を 用 意 し て くだ さい 。 
カラ ー は セッ ト し た リボ ンカ セッ ト の 色 で 決ま り ま す 。 黒 、 赤 、 青 、 緑 の 4 色 を 使っ て カラ ー 
印刷 する と き は 、 黒 、 赤 、 青 、 緑 の 4 種類 の リボ ンカ セッ ト を 用 意 し て くだ さい 。 


e 黒 、 赤 、 青 、 緑 以外 の 色 で 印刷 する こと も で きま す 。 
リボ ンカ セッ ト を 変え る こと に より 、 好 き な 色 で 印刷 で きま す 。 た と えば 、 「 赤 で 指定 し た 部 
分 を 印刷 し ます 」 と メッ セー ジ が 表示 され た と き に 、 人 金色 や 銀色 の リボ ンカ セッ ト を セッ ト す 
る と 、 画 面 上 の 赤 の 部 分 が セッ ト し た リボ ンカ セッ ト の 色 で 印刷 され ます 。 使 用 で きる リボ ン 
カセ ッ ト に つい て は プリ ンタ の 取扱 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 (マル チカ ラー リボ ンカ セッ ト は 
使用 で きま せん 。) 


@ 印刷 を は じ め る 前 に 次 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 
・ 文字 の 色 を 「 文字 色 」( や 164 ペ ー ジ ) で 指定 する 。 
・ け い 線 、 図形 枠 、 下 線 、 網 か け の 色 を 「 色 指定 」(②172 ペ ー ジ ) で 指定 する 。 


@ 用 紙 は 熱転写 用 紙 お よ び 官 製 は が き の 使 用 を お 勧め ゆ し ます 。 
他 の 用 紙 を 使う と 印刷 が か すれ る こと が あり ます 。 ま た 、 感 熱 紙 は 使用 で きま せん 。 


@ 次 の よう な 場合 、 カ ラー 印刷 で きま せん 。 
・ 書 式 を 「 セ ッ タ ー」 に し て いる と き 。 
・F S 一 PC 1 以外 の プリ ンタ を 使用 し て いる と き 。 
・ は が き フ ィ ー ダ を 使用 する と き 。 
・ プ リン タ の リボ ン 選 択 ス イッ チ が 「 マル チ 」 に な っ て いる と き 。 


mr @ カカ ラー 印刷 で は 1 色 印 刷 す る ご と に 用 紙 を 巻き 戻し ます が 、 こ の と き 印 刷 位 置 が ずれ る こと が あり ます 。 

詩 和 た きろ 展 カラー 印 刷 を 行う と き は 、 最 初 に 用 紙 を セッ ト し た 位置 を 覚え て お いて 、 リ ボン カセ ッ ト を 交換 する 

と き に 、 用 紙 送 り ノ ブ を 回 し て 最初 の 用 紙 セ ッ ト 位 置 に 合わ せ て くだ さい 。 

※ 印 刷 の ずれ は 1 mm 程度 (B 4 用 紙 使 用 時 ) で す 。 最初 に 用 紙 を セッ ト す る と き は 確認 し や すい 位置 
(用 紙上 端 を ペー パー カッ ター の 先端 に 合わ せる 等 ) に セッ ト し て くだ さい 。 


全文 印刷 


画面 に 表示 され て いる 文書 を 全 ペ ー ジ 印刷 し ます 。 (ペー ジ 単 位 で の 指定 も で きま す )。 


e 本 機 に 対応 する すべ て の プリ ンタ で 印刷 で きま す 。 
書式 に よっ て は 印刷 で き な い プリ ンタ も あり ます 。 詳 し く は 「 プ リン タ に つい て 」(⑤②264 ペ ー ジ ) 
を 参照 し て くだ さい 、。 


@ 感熱 紙 が 使用 で きま す 。 
感熱 紙 使用 時 は 、 リ ボン カセ ッ ト を 取り 外し て くだ さい 。 


@ 色 指 定 が 行わ れ て いて も 、1 色 で 印刷 し ます 。 
「 文 字 色 」、「 色 指定 」 の 設定 は すべ て 無視 し ます 。 色 指定 され て いる 文書 を 1 色 で 印刷 し た いと 
き は 、 全 文 印刷 を 使用 し て くだ さい 。 


@ セッタ ー、 は が き フ ィ ー ダ を 使っ て の 印刷 が で きま す 。 


e 毛筆 書体 カー トリ ッ ジ (別売 : 品番 FS-SR023) を 使う と 、 毛筆 書 体 で 印刷 する こと が で きま 
す 。( カ ラー 印刷 、 行 印刷 で も 使え ます 。) 


文書 を 行 単位 で 印刷 し ます 。 最 大 20X20 倍 の 拡大 印刷 や 、 用 紙 の ね ら っ た と ころ に 印刷 する こ 
と が で きま す 。 


e 本 機 に 対応 する すべ て の プリ ンタ で 印刷 で きま す 。 


@ 拡大 印刷 が で きま す 。 
画面 上 の 文字 に 対し て 縦 、 横 それ ぞ れ 10 倍 まで の 拡大 印刷 が で きま す 。 4 倍角 文字 を 拡大 する 
こと に より 、20X20 悦 まで の 拡大 が 可能 で す 。 


@ ね らい 打ち が で きま す 。 

用 紙 の 好き な と ころ に 印刷 する こと が で きま す 。 帳票 な ど あ ら か じ め 書 式 が 印刷 され て いる 用 
紙 な ど に 印刷 する と き 便 利 で す 。F S 一 PW 1 と プリ ンタ 1 に 対応 する プリ ンタ で は 、 ね らい 
打ち で きま せん 。 


@ 感熱 紙 が 使用 で きま す 。 
感熱 紙 使用 時 は 、 リ ボン カセ ッ ト を 取り 外し て くだ さい 。 


いら ひい ン 柄 華 ロコ ー コ 中 


カフ ーC 印 刷 す る カフ ー 印 刷 ) 


当社 製 46 ドッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ FS-PC1 を 使う 


と 、 4 色 の カラ ー 印 刷 が 行 
)) と 「 色 指定 」 で 行っ て お いて くだ さい 。 


字 色 」(⑦164 ペ ー ジ 


デッキ チェ ア に こし か け て 
日 光 浴 を し て いる 。 ソ ー ダ 
水 の サ ング ラス を か けた ら 
太陽 も 青く な っ た 。 


えま す 。 色 の 指定 は 「 修 飾 」 の 「 文 


デッキ ケ ュ ア に に も か 全て 
日 光 浴 を し て いる 。 ソ ー ダ 
水 の サ ング ラス を か けた ら 
太陽 も 青く な っ た 。 


「 印刷 」 を 選ぶ 


ゝ 9 / 7 
きみ 
(印刷 ) 


@ ひとつ 前 の 操作 に も どる と き は [取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC) 
@FS-PC1 以 外 の プリ ンタ で は カラ ー 印 刷 で きま せん 。 
二 諾 3 記 )。 “ プ リン タ の リボ ン 選 択 ス イッ チ が 「 マ ル チ 」 に な っ て いる と 印刷 で きま せん 。 プ リン タ の 取扱 説明 


書 を 参照 し 、「 シ ング ル 」 に 切り 替え て くだ さい 。 
@ セッ ター また は は が き フ ィ ー タ 使用 時 は カラ ー 印 刷 で きま せん 。 


カラ ー 印 刷 の 手順 


カラ ー 印 刷 を 選ぶ 印 M | 


に 】 
還 時 
プリ ンタ の 電源 ラン プ  : 点 灯 
は 印字 可 ( オ ン ラ イン ) ラ ンプ : 点灯 T 
を 確認 し ます 。 プ 
ロ 
機 
能 
の 
※ 各 頂 目 の 内 容 お よび 設定 方 法 は ンー い 
292 ペ ー ジ ー277 ペ ー ジ を 参照 し * 実行 ろ 
写 き 3。 


指定 され た リボ ンカ セッ ト を セッ ト し 、 


プリ ンタ の 印字 可 ス イッ チ を 押す 

(リボ ンカ セッ ト の セッ トト 方 叶 つの ここ 只 [実行] 
法 は 、 プ リン タ の 取扱 説明 書 科 % (印刷 開始 ) 
を ご 覧 くだ さい 。) ヽ 

この 操作 を 繰り 返し て 各色 を 印刷 し ます 。( 最 高 4 回 ) (や 266 ペ ー ジ 丹 鞭 表す) 


印刷 する ペー ジ が 2 ペー ジ 以 上 ある と き は 、 1 ペー ジ の 印刷 が 終わ る た びに 次 
の よう に 表示 され ます 。 


他人 


か ヵ 


ア 化 印刷 記号 終了 た エ R 


@ 印刷 を 中 止 す る と き は 、 プ リン タ が 止ま る まで [SPACE を 押し て くだ さい 。 
その 後 (取消 ) を 押す と 項目 設定 画面 に ちどり 、〔 実 行 ) を 押す と 印刷 が 再開 され ます 。 
記 記 = 謀 )。。 "リボ ンカ セッ ト を セッ ト す る 前 に 、 リ ポン の た る み を 取っ て くだ さい 。 
旋 )。 @ リ ボン カセ ッ ト を 交換 し た 後 は 必ず アク リル カバ ー を 取り 付け 用 紙 の 上 端 が アク リル カバ ー の 先 
端 に 揃っ て いる こと を 確認 し て くだ さい 
@ [の 後 、 半 角 文 字 を 含ん だ 縮小 Eh 刷 な ど で シ ステ ム デ ィ ス ク 1 が 必要 と な る 場合 が あり ます 。 
シス テム ディ スク 1 を セッ ト し て [実行 ] キー を 押し て くだ さい 」 と メッ セー ジ が 表示 され 


ます か ら 、 メ ッ セ ー ジ に し た が っ て 操作 し て くだ さい 、。 269 


ペー ン 単 位 で 印刷 する ( 全 双 印刷) 


編集 中 の 文書 の 全 ペ ー ジ また は 指定 範囲 を ペー ジ 単 位 で 印刷 し ます 。 


| 人 印刷 | 人 員数 2 中 
誠 剛 共 軸 [| 1] 昌 診 了 由 [ 2] 前 数 [ 1] | 

典 人 人 置 無 た 中 右 (時 紀 1 半値 1) 

Ai220 。 する し か ない 

書 体 時 音 体 久 小 ッ 

印 届 語 欄 樹 緒 き 


ヘッダ 名 
Ay 言 無 左 中 


ゲッ キチ ェ ア に こし か け て 
日 光 浴 を し て いる 。 ソ ー ダ 
水 の サ ング ラス を か けた ら 
太陽 も 青く な っ た 。 


「 印 刷 」, を 選ぶ 


8 キ | 編集 修 節 7 化 印刷 記号 4 終了 


前 | 


全文 印刷 の 手順 


全文 印刷 を 選ぶ 


只 [実行 


用 紙 の セッ ト (セッ ト 方 法 は プリ ンタ の 取扱 説明 書 を ご らん くだ さい 。) 


プリ ンタ の 電源 ラン プ : 点灯 
印字 可 (オン ライ ン ) ラン プ : 点灯 
を 確認 し ます 。 


各 項 目 を 設定 する 
※ 各 頂 目 の 内 容 お よび 


〔 ズ 」 設定 方 法 は 次 ペー ジ 
人 (印刷 開始 ) 


2 ペー ジ 以 上 ある 文書 の と き は 、 1 ペー ジ の 印刷 が 終わ る た びに 次 の よう に 表示 され ます 。 
ロニ コッ ー 


人 印刷 用 紙 を セッ ト し て [実生 を 押し て くだ さい 
編集 修 節 カ 條 印刷 記号 3 終了 た ーー R か 4 


新しい 用 紙 を っ 
補 も ッ ト し ます 琴 


[ メ モ ) @|5| の 後 、 半 角 文 字 を 含ん だ 縮小 印刷 な ど で シ ステ ム デ ィ ス ク 1 が 必要 と な る 場合 が あり ます 。 
『 シ ステ ム デ ィ ス ク 1 を セッ ト し て [実行] キー を 押し て くだ さい 」 と メッ セー ジ が 表示 され 
- ま すか ら 、 メ ッ セ ー ジ に し た が っ て 操作 し て くだ さい 。 
e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は | 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
e 印刷 を 中 断 す る と き は 、 プ リン タ が 止ま る まで [ SPACE ] を 押し て くだ さい 。 


RssmNeI 川相 


印刷 する ペー ジ 、 部 数 を 指定 する 


図 で 青い 呈 | を 「 印 刷 開始 頁 」、「 印 刷 終了 頁 」、「 印 
刷 部 数 」 の いずれ か に あわ せ 、 [ 1 ペー ジ (部 ) 増加 ] 
[ 1 ペー ジ (部 ) 減少 ] で 印刷 ペー ジ と 印刷 部 数 を 設定 
し ます 。 


1 


吐 [ 1) 還 了 中 [ 3) 半 剛 数 [ 1) 
無 左 中 石 ( 貞 番 号 初期 値 1) 


作成 また は 呼び 出し た 文書 の うち 、 何 ペー ジ 目 か ら 何 ペー ジ 目 まで を 何 部 ずつ 印刷 する か 指定 し ま 
す 。 設 定 で きる 数 値 は 、 印 刷 開始 頁 と 印刷 終了 頁 が 1 一 全 頁 数 (最大 99) 、 印 刷 部 数 が 1 99 ま で で 
す 。 
[設定 例 ] 
人 @ 1 ペー ジ か ら 3 ペー ジ ま で 印刷 する と き 
印刷 開始 頁 [1] 印刷 終了 頁 [3] 


@ 2 ペー ジ 目 だ け を 3 部 印刷 する と き 
印刷 開始 頁 [2] 印刷 終了 真 [2] 印刷 部 数 [3] 


ペー ジ を 入れ る か 、 入 れ な いか ( 貞 付 位置 


欠 罰 で 青い 皿 ヨ を 「 員 付 位置 」 こ あわ せ 、 加 | 図 で 「 無 」 か 
ペー ジ 付 の 位置 を 選び ます 。 ペ ー ジ 付 の 位置 を 選ん だ と き は 、 
(1 つ 増加 ) [DEL|(1 つ 減少 ) で ペー ジ 番 号 の 初期 値 
を 設定 し ます 。 


第 
| 人 六 且 刷 | 全員 数 2 貞 コ 
印刷 開始 貞 [| 1) 共 了 貞 [ 2] 月 剛 数 [1] 章 
村人 全 | 和信 た 中 右 ( 鞭 期 傘 1) ? 
スム ー ツ グ 放っ し な い 和 
機 
ペー ジ を どの 位置 に 入れ る か 、 そ れ と も 入れ な いか を 指定 し ます 。 い 
[設定 例 ] 
@ 最 初 に 印刷 する ペー ジ を 5 に する と き っ 
( 貢 番号 初期 値 5 ) 


※ 1 一 99 ま で 設定 で き 、99 を 印刷 し た 次 の ペー ジ は 1 に も どり ます 。 


舞 左 中 右 


ーーーーーー ビ 有 上 


文字 を な め ら か に 印刷 する (スム ー ジ ング ) 


較 囚 で 青い 生 を 「 ス ムー ジン グ 」 に あわ せ 、 
国 凶 で 「 す る 」 か 「 し な い 」 を 選び ます 。 


を 中 右 ( 貞 番 号 人 期 値 1) 
る 


ョ 2 次 座 。 縮小 


拡大 文字 を 印刷 する と き な ど に 文字 が ご つ ご つ し な いよ う 、 な め ら か に 印刷 し ます 。 


し な い 


レン 


する 


スム ー ジ ング 


ご 注意 @ スムージング を する と 印刷 に 時 間 が か か り ま す 。 
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文字 の 形 を 指定 する (書体 ) 


AM で 青い | _ | を 「 書 体 ] に あわ せ 、 
回 較 で 書体 を 7 
※ 毛 筆 カ ー ト リッ ジ 無 し 077 す る し な い 
、 | 昌 有 立体 縮 小 
横書き 綻 書 き 
2 す る し な い 
書 体 | 明 立 人 縮 小 も 事 体 
軸 横書き 綻 き 


文字 の 形 を 明 朝 体 で 印刷 する の か 、 縮 小 し て 4 ペー ジ を 1 枚 の 用 紙 に 印刷 する の か 、 
に する の か (毛筆 カー トリ ッ ジ (別売 FS-SR023) 使用 時 の み ) を 指定 し ます 。 


また は 毛 健 体 


いと いと 霞 茹 ユー 


人 縮小 印刷 


に 
4 枚 の A4 一 1 枚 の A4 
4 枚 の B4 一 1 枚 の B 4 
4 枚 の は が き 一 1 枚 の は が き 


@ 上 添字 、 下 添字 、 半 角 文 字 、 英 文 行 、 記 号 の 一 部 は 毛筆 書体 に な り ま せん 。 ( 〇 毛筆 書体 カー ト 


リッ ジ の 取扱 説明 書 ) 


F S 一 PC 1 の プリ ンタ を お 使い の 場合 に は 上 添字 、 
@ 毛筆 カー トリ ッ ジ を 抜き 差し する と き は 、 


下 添字 、 半角 文字 も 毛筆 体 に な り に 3 で 上 


必ず 電源 スイ ッ チ を 切っ て か ら 行 っ て くだ さい 。 


@ 縮小 印刷 で は 、 印 刷 時 に シス テム ディ スク 1 が 必要 で す 。 


@ 書式 で 用 紙 方 向 を 「 横 方 向 ]」 に 設定 し て いる と き は 、 


縮小 に 設定 で きま せん 。 
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縦 書き か 、 横 書き か (印刷 方 向 ) 


罰 内 で 青い [| | を 「 印 刷 方 向 ] に あわ せ 、 
図 還 で 「 横 書き 」 か 「 縦 書き 」 を 選び ます 。 


明 朝 体 縮小 
印刷 7 横書き 縦 書 き 
A ッ 多 上 | 


印刷 文字 の 縦 書き 、 横 書き を 指定 し ます 。( 詳 し く は 層 2 6 5 ペー ジ ) 


文字 の 方 向 


横書き 


尺 財 ぐ 選 豆 


各 ペ ー ジ の 最初 に 同じ 文章 を 印刷 する (ハッ ダ ) 


※ ヘ ッ ダ 名 が 入力 され て いな いと き は 
内 MM で 青い を 「 ヘ ッ ダ 名 」 に あわ せ 、20 文 字 以 内 で 入 
寺 必 ま の 。 


印刷 訪 合 機 書 き 紋 書 き 


AM で 青い L _」 を 「 ヘ ッ ダ 位置 」 に あわ せ 、 
国 図 で 「 無 」 か ヘッ ダ を 入れ る 位置 を 選び ます 。 


印刷 方 向 模 書 き 級 書 き 


ペー ジ の 最初 に ヘッ ダ を 入れ る か 、 入 れる と すれ ば どの 位置 に 入れ る か を 指定 し ます 。 


無 左 中 右 
企画 書 1 企画 書 1 企画 書 1 


に L 
@ カ ラー 印刷 の 場合 、| INS | また は [DEL| で ヘッ ダ の 文字 色 ( 黒 、 赤 、 青 、 緑 ) 


を 指定 する こと が で きま す 。 こ の と き 、 頁 付 の 色 も ヘッ ダ の 文字 色 と 同じ に な 
り ま す 。 


| Ay2 偽 無 た 中 右 (へ ツ 多 周 | 


@ ヘッ ダ 名 に は 記号 や 外字 を 直接 入力 する こと は で きま せん 。 編集 画面 で 使い た い 記号 、 外 字 を ユ 


ー ザ ー 辞 書 に 登録 し て その 読み を 入力 し て くだ さい 。 


いら ひご 本 和 ロ ユー コト 
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行 印刷 の し か た ( 行 印刷 ) 


指定 し た 行 を 1 行 だ け 印 刷 し ます 。 
文字 を 拡大 し た り 、 ね ら っ た 位置 に 印刷 する 「 ね らい 打ち 」 が で きま す 。 


呈 | デッキ チェ ア に こし か け て 


印刷 横書き 
ね らい 打ち し な い 


記号 4 終了 


(印刷 ) 


行 印 刷 の 手順 


用 紙 を セッ ト す る (セッ ト 方 法 は 、 プ リン タ の 取扱 説明 書 を ご らん くだ さい 。) 


プリ ンタ の 電源 ラン プ : 点灯 
「 ペ ー ジ 単位 で 印刷 する 」 
(270 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 
靖 定 する 日 光 浴 を し て いる 。 ソー タ 


水 の サ ング ラス を か けた ら | 腔 実行 
太陽 も 青く な っ た 。 


Ss mW 人 CO 由 


※ 頂 目 の 設定 は 次 ペー ジ か ら 
スム ー ジ ング 、 書 体 、 印 刷 方 向 は 
(274 一 276 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


シス テム ディ イス ズ スタ 1 を 
セッ ト す る 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 操作 を 中 止 す る と き は [ ESC ) 
@ 毛筆 書体 カー トリ ッ ジ (別売 り 品番 FS 一 SR 0 2 3) を 使う と 、 毛 筆 書体 で H 刷 する こと が 


で きま す 。 


WE に キリ ス ) 


本 | を 「 文 字 サ イズ 」 の 「 縦 」 ま た は 「 棋 」 に あわ せ 、 
た TN [ DEL] (ひと つ 減 少 ) で 倍率 を 設定 し ます 。 


ii ii ュ モ 


縦 1 倍 (1<10) 
横 1 倍 (<10) 
スム シング する し な い 
書体 明 彰 体 

印刷 訪 向 横書き 紋 書 き 

ね らい 打ち し な い する 


文字 の 大 き さ を 縦 、 横 それ ぞ れ 1 て 10 倍 の 間 で 指定 で きま す 。 編集 中 に 文字 サイ ズ を 変え て いた 場 
合 は 、 そ の 大 き さ に ここ で 指定 する 倍率 を か けた も の に な り ま す 。 


文字 サイ ズ 縦 1 倍 、 横 1 倍 ( 例 ) 文字 サイ ズ 縦 2 倍 、 横 2 倍 を 指定 


全角 文 


4 倍角 文 4X2X2 三 16 倍 角 文 字 
48 ド ッ ト 漢 字 プ リン タ (当社 製 FS 一 PC 1 な ど ) の 場合 、「 サ イズ 」 ( 必 178 ペ ー ジ ) を 使っ て 拡 
大 し た 文字 と 行 印刷 で 拡大 し た も の と で は 、 多少 文字 の 形 が 異な り ます 。(24 ド ッ ト 漢 字 プリ ンタ 
で は 同じ で す 。) 


「 サ イズ 」 を 使っ て 4 PO 行 印刷 で 縦横 それ ぞ れ ーー 
倍角 に し た 場合 文字 2 倍 に し た 場合 文 5 


@ 横 に 拡大 する と 、 用 紙 か ら は み で て し まう こと が あり ます 。 この 場合 、 は み で た 文字 は 印刷 され 
ませ ん 。 


ね ら っ た と ころ に 印刷 する (ね らい 打ち ) 


AM で 青い | | を 「 ね らい 打ち 」 に あわ せ 、 


加 図 で 「 す る 」 か 「 し な い 」 を 選び ます 。 


lf HI W 陣 細 間組 


六 字 サイ ズ 縦 1 倍 (<10) 


横 1 倍 (1<10) 
シバ ラ ルル / する し な い 
書体 明 萌 休 
横書き 統 書き 


Mi 
| ね らい 打ち | し な い 
※ 実 際 の 操作 方 法 は 、 次 ペー ジ で 説明 し ます 。 


( 例 ) 帳票 な ど に 印刷 する と き 


全社 3 


= 


いひ ご いと 悪 ロ トー 


人 


合計 金額 
由 


上 志 の と お り 克 希 求 申 し 上 げ ま す 


茎 。 引 導 。 求 古 
上 記 の と お り 幼 請求 申し 上 げ ま す 


た 汰 | 


給 人 條 信 7 


府 や 的 
| プッ 


(印刷 ) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 】 
@ 当社 製 F S 一 PW 1 お よび プリ ンタ 1 に 対応 する プリ ンタ で は 、 ね らい 打ち で きま せん 。 


ね らい 打ち の 手順 


Yes 且 着 ーー 
) (時 


TL 朋 


用 紙 を セッ ト す る (セッ ト 方 法 は プリ ンタ の 取扱 説明 書 を ご らん くだ さい ) 


プリ ンタ の 電源 ラン プ : 点灯 
還 字 可 (オン ライ ン ) ラン プ : 点灯 
を 確認 し ます 。 


各 項 目 を 設定 する 設定 の し か た は 278 一 281 ペ ー ジ を ご らん くだ さい 。 
印刷 する 行 に カー ソル 


を 移動 し [ 実行 ] ※ ね らい 打ち は 、 必ず 「 す る 」 に ー 
っ が ね 2 


へ] 設定 し て くだ さい 。 
ノヽ 


印刷 する 位置 を 決め る 


① 用 紙 送 り ノ ブ で ② 印刷 開始 位置 に 
上 下位 置 を 決め る EH 字 ヘッ ド を 動か す 
) ss 
に を |ool 只 


NN 1 を セッ 映 暫 


setsmNEI CO 由 


に (印刷 開始 ) 


〔 プ リン タ の 印字 ヘッ ド と 
印刷 位置 の 関係 ] 


メ 〒 モ | 印字 ヘッ ド の 移動 回 較 …… 8 ドッ ト ( 約 1.13m) 単位 
[SHIFT ] を 押し な が ら [ 国 攻 …… 40 ド ッ ト ( 約 5.64m) 単位 
※1 ドッ ト は 0.141m で す 。 


は が き に 印刷 する と き は 


は が き を 印刷 する に は 書式 設定 (⑦114 ペ ー ジ ) で 、「 用 紙 」 を 「 ハ ガキ 」 
また は 「 セ ッ タ ー」 に 設定 し ます 。 

「 ハ ガキ 」 ま た は 「 セ ッ タ ー」 に 設定 し て いる と き は 、 (印刷 ) 
を 押す と 次 の よう な 頂 目 設定 画面 に な り ま す 。 

人 還 刷 | 全員 数 1 責 

E 閥 綱 [ 1] 時 除 了 7 須 [ 1] 還 識 [1 

Ac9 する LAU 
書 体 B 提 体 第 小 
印刷 訪 向 構 き 線 諸 き 
MM77-9》 使わ な い 使う 


印刷 方 法 や 各 頂 目 の 内 容 な ど は 「 全 文 印刷 」 と 変わ り ま せん が 、「 ハ ガキ 」 の 場合 、 は が き 
フィ ー ダ を 使っ て は が き の 連 続 印 刷 を 行う こと が で きま す 。 
※ 別 売 の は が き フ ィ ー ダ FW-HFU1 と プリ ンタ に FS-PC1 (共に 当社 製 ) が 必要 で す 。 


ハガキ と セッ ター の 違い 
は が き を 直接 プリ ンタ に セッ ト し た と き と 、 は が き セ ッ タ ー を 使っ た と き と で は 、 次 の よう な 違 
い が あ り ま す 。 


の SS | 


印刷 可能 行 数 縦 : 9 一 24 行 (初期 値 17) 縦 : 11 一 27 行 (初期 値 19) 


横 : 3 一 13 行 (初期 値 9 ) 横 : 5 一 17 行 (初期 値 12) 
印刷 可能 桁 数 和文 縦 : 7 一 23 (初期 値 19) 和文 縦 : 7 一 23 (初期 値 19) 

英文 縦 : 7 29 (初期 値 23) 英文 縦 : 7 一 29 (初期 値 23) 

和文 横 : 20 一 37 (初期 値 31) 和文 横 : 19 一 36 (初期 値 31) 


※ プ リン タ に FS-PC1 が 必要 
は が き フ ィ ー ダ 使用 で きる 使用 で き な い 
※ は が き フ ィ ー ダ FW-HFU1 と プリ 
ンタ に FS-PC1 が 必要 


セッ ター を 使う と は が き の 端 まで 印刷 で きる の で 、 バ ラン ス 良 く 多 く の 文字 を 印刷 で きま す が 、 
カラ ー 印 刷 や は が き フ ィ ー ダ の 使用 は で きま せん 。 


@ は が き セ ッ ター へ の は が き の セ ッ ト 方 法 は 、 は が き セ ッ タ ー に 印刷 され て いる 説明 を 参照 し て く 
だ さい 。 
@ は が き セ ッ タ ー は 折り 曲げ な いよ う 、 大 事 に 保管 し て くだ さい 。 


はがき フィ ー タ を 使用 する に は 


は が き フ ィ ー ダ (FW-HFU1) を 使用 する と 、 
最大 30 枚 まで の は が き の 連 続 EU 刷 が で きま 

す 。 
(は が き フ ィ ー ダ の 取り 付け 方 や 用 紙 の 
セッ ト 方 法 は 、FS-PC1 と FW-HFUI の 取扱 
説明 書 を ご 覧 くだ さい 。) 


プリ ンタ の 電源 を 切り 、 は が き フ ィ ー ダ を 取り 付け ます 。 


〇 


⑤ 


は が き フ ィ ー ダ に 用 紙 を セッ ト し 、 プ リン タ の 電源 スイ ッ チ を 入れ ます 。 し ば らく する と プ 
リン タ の 印字 可 ラ ンプ が 点灯 し ます 。 


④ [F 4] (Bh 刷 ) を 押し た 後 、271 ペ ー ジ の 手順 に 従っ て 操作 し ます 。 
- 印刷 は 「 全 文 印 刷 」 で お こ な っ て くだ さい 、。 
. 項目 の 設定 (284 ペ ー ジ の 画面 ) で 「 は が き フ ィ ー ダ 」 は 「 使 う 」 に 設定 し て くだ さい 。 


④ し ば らく する と 印刷 が は じ ま り ます 。 


は が き を 補給 する と き は 
セッ ト し た は が き の 印 刷 が 終わ る と 、 
右 の メッ セー ジ が 表示 され 、 プ リン 
タ の 印字 可 ラ ンプ が 消え ます 。 


』 を セッ ト し て 陸生 を 押し (て だ た で 


覆 集 印刷 7 人 ル 前 次 久 終了 


は が き フ ィ ー ダ に 用 紙 を セッ ト し 、 プ リン タ の 印字 可 ス イッ チ を 押し た 後 、 | 実行 | を 押し て 
くだ さい 。 印 刷 が 続行 され ます 。 


還 史 モミ ミ 圭  eFS-PC1 以 外 の プリ ンタ で は 、 は が き フ ィ ー ダ を 使用 で きま せん 。 
@ は が き フ ィ ー ダ は FW-HFU1 (当社 製 ) を お 使い くだ さい 。 
@「 セ ッ タ ー」 で は は が き フ ィ ー ダ を 使用 で きま せん 。 
@「 カ ラー 印刷 」 で は 、 は が き フ ィ ー ダ は 使用 で きま せん 。 
@ 印 刷 中 に は が き の 補 給 を し な いで くだ さい 。 紙 づ まり の 原因 に な り ま す 。 


@ 紙 づま り が 生じ た と き は 、361 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


simNERN] CO 央 


シス テム 手帳 の リフ ィ ル を 作る 


リフィル 書式 の 決め か た 


本 機 で は 、 別売 の リフ ィ ル 用 紙 を 使っ て 、 シ ステ ム 手 帳 用 の リフ ィ ル を 印 
刷 す る こと が で きま す 。 


リフ ィ ル 縮 リ フ 


書式 」 を 選ぶ 


5 | 00IEORSESSRS 
EE [GrR) ゅ | 宗則 カ 操 2 3 


本 ED 


B4 A4 千 7 キ ty 人 原 杖 リル 綱 リ 7 
綻 方 回 横 方 桁 数 41 桁 
F1 
革 別 吉 す る し な い (最大 牙 56 机 
文字 凍 合 4 ドル (0-63) 行 数 306 行 
(最大 行 数 50 征 


終了 


行間 隔 20 ド ル ( は 
左右 余 日 左 余 日 4 桁 (0-14 右 日 4 格 (0-14) 
遇 ( 


上 トト 余 日 上 作 昌 10) 下 全日 0 行 (0-10) 


@ 印刷 に は 別売 の 専用 リフ ィ ル 用 紙 を ご 用 意 く だ さい 。 
熱転写 用 紙 品番 CF-PP931RF 
感熱 用 紙 品番 CF-PP932RFS 


書式 の 決め か た 
E 人 上 


紙 | B4 A4 6 が キ も セ み 原稿 リル 編 7 
時 綴 訪 向 横 記 桁 数 41 格 
林 員 失 理 す る しない (最大 相 56 柚 


7 
【 メ 2 


| 用紙 」 を 選ぶ 
る * 


リフ ィ ル また は 。  ] 再 
縮 リ フ を 選ぶ 内 \4 B5 / 放 セ 先 原生 ル 綱 7 
横 方 和 桁 数 2 桁 


K@ え @ し な い 介 大 数 2 机 


登録 され て いる リフ ィ ル を 使う 


み [実行 


っ 


※[ 取消 を 押し た と き は |8| へ 


り リフィ ル デ ー タ を 使い ます か 


BEE に 。 UP5 ほ = STOP_ 
書式 登録 人 出力 操作 72t9 り - 人 了 | 
リフ ィ ル の タイ ブ を 人 主 


sssmNERI 者 は OO 由 


き 


※ リ フィ ル の タイ プ に つい て は 

次 ペー ジ を ご らん くだ さい 。 
シス テム ディ スク 1 
を セッ ト す る 。 ペン ン シス テム ディ スク 1 


実行 


※「 リ フィ ル 用 ディ スク を セッ ト し て 下さ い 」 と 表示 され ます の で 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 1 を セッ ト 
し ます 。 
各 項 目 を 確認 する 。 

こ 0 度 定 で よう し いて す が 9 


3 委 人 財力 掃 作 9 % 多 


x 
el 
MM| 
キ 


モ |  % ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
@ リフ ィ ル デー タ を 使用 し な い 場合 は リフ ィ ル サイ ズ の 用 紙 が 設定 され ます 。 用 途 に 合わ せ て 自由 
に けい 線 を ひき 、 オ リ ジ ナ ル な リフ ィ ル を 作る こと が で きま す 。 
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リフ ィ ル の タイ プ 


あら か じ め シ ステ ム デ ィ ス ク 1 に は 、 下 の よう な フォ ー ム が 登録 され て いま す 。 こ れ ら を 呼び 出し 、 
文字 を 入力 し て 作成 し ます 。 
また 「 け い 線 ] で 修正 で きま す の で 、 オ リ ジ ナ ル の フォ ー ム も 作成 で きま す 。 


@ 泊 事 録 ' @ 週 問 スケ ジュ ー ル 


MEETING_ RECORD | | MEETING RECORD| WEEKLY SCHEDULE 
省 


琴 定 事項 


縮小 リフ ィ ル 縮小 リフ ィ ル 


MONTHLY SCHEDULE 


@ 月 間 ス ケ ジ ュ ー ル ⑤ チ ェ ッ クリ スト 


縮小 リフ ィ ル ' 縮小 リフ ィ ル 


@⑱ フ リー メ 


ー mrm <> 


縮小 リフ ィ ル 


ひら いい C 柄 落 ロコ ー コ WE 


リノ フィル デ ー タ 使用 上 の 注意 


久 図 形 枠 ・ 枠 に つい て 
図形 枠 や 枠 も ワー プロ と 同じ よう に 作成 する こと が で きま す 。 た だ し 、 そ の まま で は けい 線 と 重 
な っ て し まい ます の で 、 枠 作成 後 重なっ て いる けい 線 を 削除 し て くだ さい 。 ( 心 184 ペ ー ジ ) 


@ 2 ペー ジ 以 上 に な る と き は 
リフ ィ ル デー タ は 1 ペー ジ 目 の み 設定 され ます 。 2 ペー ジ 目 以降 も その デー タ を 使用 する と き は 、 
ボ を スカ 6 削 司 ペー ジ 打 (52120 ペ ー ジ ) 地 仙 g で の 村 半 ペー ジ 技 記 けり フィ ル テ デー みや 
て くだ さい 。 


供 英 文 ワ ー プ ロ に つい て 
英文 ワー プロ で 印刷 する と 、 け い 線 が 横 方 向 に ずれ て し まい きれ い に 印 刷 す る こと が で きま せん 。 


借用 紙 に つい て 
の の サイ ル 用 近 衝 全 有 し る る 人 な 0。 
品番 CF 一 PP931RF (熱転写 用 紙 ) 
CF 一 PP932RFS (感熱 紙 ) 
介 行 E 刷 に つい て 


操作 手順 は 「 行 単位 で 印刷 する ] と 同じ で す 。 
た だ し 、 横 に 拡大 する と 印刷 の 幅 が 大 きく な る た め 、 用 紙 か ら は み だ す こと が あり ます (は み だ 
し た 文字 は 印刷 され ませ ん ) 。 


@@ 行 を 変え る と き 
行 を 変え る と き は [| で は な く [V] で カー ソル を 移動 させ て くだ さい 。[| を 押す と 行 が 増え 、 
あら か じ め 入 力 さ れ て いる 文字 (議事 内 容 な ど ) が 下 の 行 に 送ら れ ます 。 


念 図形 桁 に つい て 


図形 を 取り 込む と き 「 All 」 を 設定 する と | 拡大] は で きま せん 。 「 拡 大 ] を 設定 する と き は 、 
[| Prt 」 で 約 3 . 5cm 以 下 の 図形 を 取り 込ん で くだ さい 。 

図形 を 取り 込む 位置 に 文字 が ある と 、 後 に 送ら れ て 、 も と の フォ ー ム が くず れる こと が あり ま 
す 。 (月 間 ス ケ ジ ュ ー ル 等 ) 


@ 文 字 の 入力 に つい て 
文字 の 入力 方 法 は 、 通 常 の 日 本 語 ワ ー プ ロ と 変わ りあ り ま せん 。 各 項 目 名 を 書き 替え た り 、 け い 


線 を 消し た りす る こと も で きま す 。 


LECTURE RECORD 
演 症 


stemNERNI 者 は OO 


議事 録 の リフ ィ ル デー タ 講演 会 の 記録 リフ ィ ル に 


@ 4 倍角 、 縦 倍角 を 使う とこ ペー ジ 内 に 収まら な く な り ま す 。 不要 な 行 を 削除 し て くだ さい 。 


ご 注意 


リフ ィ ル 用 紙 に 印刷 する 


Li】 
13 00 8 1 出迎え ( 赤 本 
] 含 


17 00 内 
) 才 経営 会 議 ( 大 会 語 室 ) 


srm 


1) 区 随 [ 1〕) 固 前 数 [ 1] た 
販 和 8 ee 
する し な 4Uu 4 rm 
書 体 明 朝 体 縮 小 MT 
印刷 方 和 横書き 紙 書 き 


33 
5 45 成田 本 着 


[印刷 | を 選ぶ 


時 


ゝ 


(印刷 ) 


@ 印 刷 に は 別売 の リフ ィ ル 用 紙 を ご 使用 くだ さい 。 
熱転写 用 紙 品番 CF-PP931RF 


感熱 用 紙 品番 CF-PP932RFS 


印刷 の 手順 


全文 印刷 を 選ぶ | 印 肌 | 計 
カラ フラー 印 内 ※ 行 印刷 を 選ん だ と き は 2 7 8 ペー ジ の 
只 | 全文 色 骨 | 「 行 h 刷 の し か た 」 を ご 覧 くだ さい 。 
' 生 印 刷 ※ カ ラー 印刷 を 選ん だ と き は 5 以降 は 


「 カ ラー で 印刷 する 」 ( 必 2 6 8 ペー 
ジ ) を ご 覧 くだ さい 。 
用 紙 の セッ ト プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト し ます 。 


(セッ ト 方 法 は プリ ンタ の 取扱 
説明 書 を ご らん くだ さい 。) 


プリ ンタ の 電源 ラン プ : 点 和 
印字 可 (オン ライ ン ) : 点灯 
を 確認 し ます 。 


各 項 目 を 設定 する 


※ 印 刷 面 次 ペー ジ ) 以外 の 頂 目 に つい て は 、 ッ ニ 
[全文 印刷 」(2 7 02 7 7 ペー ジジ) を 。 ” 


2 誠二 


いら いと 柄 華 ロッ ー コ 0 よ 員 


印刷 用 区 を セッ ト し て 
編集 他 信 人 印 刷 


[実行 | を 押し て くだ さい 。 新しい 用 紙 を 
mm soamnowesmssEem セッ ト し ます 。 時 
記 与 /3 終了 メニ ュー H か 』 


| メ モ % 〇 ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 
1 メ モ @ 印刷 を 中 断 す る と き は 、 プ リン タ が 止ま る まで |[ SPACE ] を 押し て くだ さい 。 ぞ の 後 [ 取消 を 


< 「 書 体 」 の 縮小 は 書式 設定 で 「 縮 リフ 」 に 設定 し た と きのみ で す 。 


押す と 、 頂 目 設定 画面 に も どり 、 [ 実行 を 押す と 印刷 が 再開 され ます 。 
993 


見 開き で 印刷 する (印刷 面 


で 青い を 「 印 刷 面 」 に あわ せ 、 
で 「 見 開き 」 か 「 左 」 を 選び ます 。 


内 層 
MI 半 


印 選 開 始 買 | 1] E 呈 終 了 員 [ 2] 中 龍 数 | 1) 
印刷 面 見 開き を 
スム ーー シグ = 交 し な い 

に HH 体 ピー 


見 開き で 印刷 する か 、 左 ペー ジ だ け に 印刷 する か を 設定 し ます 。 


@ 1 ペー ジ 分 し か デー タ が な いと き は 「 見 開き 」 に 設定 で きま せん 。 


久石 ペー ジ だ け に 印刷 し た いと き は 
印刷 する ペー ジ の 前 に 空白 ( 何 も 入 力 さ れ て いな い ) ペー ジ を 設定 し て くだ さい 。 
[印刷 面 ] を 「 見 開き ] に 設定 する と 、 左 は 空白 ペー ジ と な っ て 何 も 印 刷 さ れず 、 右 ペー ジ の み 


印刷 する こと が で きま す 。 


印刷 し た い ペ ー ジ 
( 2 ペー ジ ) 


II[ 


1 
空白 ペ ー ジ を 作る 見 開き 
(1 ページ) 


esmNERNI 川 は CO 


英文 ワー プロ 


英文 ワー プロ の 始め か た 


Dear Keiko, 

How havye you been モ these dayS?2 T hoOpe you 
&nd Ou エ て Eam1i1ly a エ 巳 Ein 己 . エ mu8 モ 上 say モ hank 
OU FoOr Send1ing  。Dp1C モ urG. エ 'm 1ooking 


FOrward モ 上 〇 O SGG1m9 yOuU a981n. 


「 英 文 」 を 選ぶ 


ML + | サ ズ 線画 


数 36 行 害 数 4 格 


上 obiaeeWoedfahdiee 


(英文) 析 50803NEEB8eB 


時 


| 貫 科 / 引 7 た R か な 提 人 削除 


英文 行 に つい て 


英文 ワー プロ に し て 文字 を 入力 する と 、 そ の 行 が 自動 的 に 英文 行 に な り ま す 。 


人 @ な に も 入力 され て いな いと き 


ーー 
PP 


uu この ff に カ ず る 


この 行 に 入力 する 


英文 ワー プロ に し 、 英 文 を 入力 


英文 行 


英文 ワー プロ に し 、 英文 を 和 A 力 。 ゞ 


La 


ヾ 


@ 英文 行 に 日 本 語 を 入力 し た と きも 、 自 動 的 に 同じ よう に な り ま す 。 


KeisiimNERI 穫 は OO 粘 


英文 ワー ブロ の 特徴 


@ 英 文 専 用 の 書体 で Eh 刷 し ます 
英文 ワー プロ 日 本 語 ワ ー プ ロ 
A happy new yearll [A happy new yearll 


@ 和 和文 、 英文 混合 の 文書 が で きる 
英文 ワー プロ に し て 英文 を 入力 し た 行 だ けが 英文 行 と な た り ま す 。 そ れ 以 外 の 行 は 日 本 語 行 の まま 
な の で 、 下 の よう な 和文 、 英 文 の 入り 混じっ た 文章 が 書け ます 。 

( 1 行 に 和文 と 英文 を いっ し ょ に 入力 する こと は で きま せん 。) 
次 の 文章 を 和訳 し な さい 


Have you been these days?2 T エ hope 


@ 単 語 の 途中 で 改行 し ませ ん (オー トワ ー ド ラッ プア ラウ ント 機能 ) 
ひと つの 単語 が 2 行 に また が っ て し まう と き は 、 自 動 的 に 次 の 行 の 先頭 へ 先送り し ます 。 
日 本 語 ワ ー プ ロ 英文 ワー プロ 


ee 語 EKOSOI 細 ORGaiGSU Have you been 
hese days? these dayS? 


久 各 行 の 長 さ を 揃え ます (均等 割付 機能 必 304 ペ ー ジ ) 
オー トワ ー ド ラッ プア ラウ ンド 機能 に より 不揃い に な っ た 行 の 終わ り を 、 単 語 を 均等 に 配置 する 
ご と に よっ て 揃え ます 。 
均等 割り 付け 前 


Have you been these days?2 1 hope you and 


OUuF fam1ily are Fine. T must say thank you 
EGOr Sending D1C も urG. エ '"m 1ooking Forward 


も O SeGe1ng yOu a9Ja1n. 


2 
均等 割り 付け 後 


Have you been these days?2 1 hope you and 


YOuF Fam1ly are Fine. T エ must say モ 上 hank you 
FoOr SeGnding pctureG. エ T'm 1ooking fFEorward 
も oO SeGeG1ing yoOu aga1n. | 
@⑱ ド イツ 語 や フラ ンス 語 も 入力 で きま す (記号 入力 3 0 2 ペー ジ ) 
欧文 (記号 ) 入力 に より 、&a や と いっ た 文字 が 入力 で きま す 。 


C doOcCumGn 七 己 S も て エ Gm1S ぬ モ ュ モ tre d"infFormation 


SOn と On も Gnu G モ 1G DFOdu ユ エモ 上 dd@ と エエ ユ モ DGuVGn @ ら て trG 


mod1iF1 ら GS SanS preGavV1S. 


英文 ワー ブロ 使用 上 の 注意 


英文 行 の 桁 数 に つい て 
英文 ワー プロ に する と 、 画 面 上 の 桁 の 長 さ が 日 本 語 ワ ー プ ロ の 2/3 程 度 に な り ま す が 、 印 刷 す る と 
日 本 語 ワ ー プ ロ と 同じ 長 さ に な り ま す 。 
画面 例 


Have you been 【hese days? | hope yOu and 


yOuT family are fine. | must say thank you 
for sending picture. | m looking forward 


to seeing 70U agaln. 


印刷 例 


Have you been these days? T hope you and 第 

your Fami1ly are Eine. 1 mu ら St Sa も hank oOu づ 

For sending picture. ["m 1ooking forward トー コ 

も O SeGeGing yoOu a9a1n. り 

| 

念 機能 の 制約 に つい て 
英文 ワー プロ で は 、 次 の よう に 機能 が 制約 され ます 。 機 
・ 文 字 修飾 機能 :・ 下線 、 文 字 色 以外 使用 で きま せん 。 能 
・ 文 字 サ イズ ・ 使 用 で きま せん 。 い 

・ 記 号 、 外 字 入 力 : 欧文 記号 の 一 部 (302 ペ ー ジ ) 以外 は 使用 で きま せん 。 ろ 

・ 文字 登録 ・ 英文 文字 は 使用 で きま せん 。 


@ フ ァ ン クシ ョ ン 表 示 に つい て 
英文 ワー プロ で は 次 の よう に な り ま す 。 


人 坦 ア 居 記 号 4 終了 た R か な 搬 人 凍 


上 ee 者 ーー 


レー INS_ per | 


午 江 人 録 人 出力 提 依 9 5 余 了 た ュー R が な 拓 時 


文字 入力 の し か た 


英文 ワー プロ で は 、 英 大 文字 モー ド お よび 英 小文字 モー ド で の み 入 力 で きま す 。 
この モー ド で 入力 で きる 文字 は 次 の 通り で す 。 
念 英 小文字 モー ド (CAP S ラ ンプ が 消え て いる 状態 ) 
1234567890-^Nqwertyuhop@[asdfghjk1 : : ]zxCVbnm,./ 
キー 上 面 の 左下 に 書か れ て いる 英 小 文字 、 数 字 、 英 記号 ( イ の 位置 の 文字 ) が 入力 され ます 。 


を 押し な が ら 入 力 す る と き 
1 "# 員 % 和 7/() ニ て |1OWERTYUTOP' (ASDEFGHJKL 二 * ま )ZXCVBNM く >?ー 


キー 上 面 の 左上 に 書か れ て いる 英 記 号 と 英 大 文字 ( 口 の 位置 の 文字 ) が 入力 され ます 。 


人 @ 英 大 文字 モー ド (CAP S ラ ンプ が 点灯 し て いる 状態 ) 
1234567899-^NOWERTYUTOP@[ ASDEGHJKL : : ] 2XCVBNM, . / 


LSHIFT ) を 押し な が ら 入 力 す る と き 
1 7 # 員 % 六 "( ) ニ "|1qweF モ yu1loOp`{asdfdgh]Jk ユ 十 ※})Z メ CVbnm く >2 


英 小文字 モー ド の 場合 と 英字 の 大 文字 、 小 文字 が 反対 に な っ て いま す 。 


@ 英 小文字 モー ド と 英 大 文字 モー ド の 切り 替え 
英 小文字 モー ド *ーーーーーーーーー* 英 大 文字 モー ド 
し CAPS ) 
※ そ の 他 に 、 欧 文 (記号 ) 文字 の 入力 が 可能 で す 。 (や 302 ペ ー ジ ) 
@ 入 力 し た 文字 を 確定 させ る に は 


し, , に 〕 , (実行 ) , いずれ か の キー を 押す と 確定 され ます 。 


[SPACE ) で 確定 する と 、 確 定 し た 文字 の 後に スペ ー ス (空白 ) が 1 桁 分 入力 され ます 。 
| (部 分 確定 ) は 使え ませ ん 。 


smNRI CO 直 


欧文 双 字 を 入力 する (記号 ) 


ドイ ツ 語 や イタ リア 語 な ど で 使わ れ て いる 、 キ ー ボ ー ド に な い 文 字 


を 入力 する こと が で きま す 。 
Ce ddOCumGn も 己 S も 上 エエ m1S & ぬ モ ュ エモ セト エ G 
dd "inEoma モ ion. SoOn COn も nu et 1e 


ProOdu1 モ 上 d 〇 G ら C エ ユエ ユ モ 上 DGuVGn モ 台 モ エエ G mod1if ュ 1i@s 


SA&mnS DrFGaY18. 


※ あ ら か じ め 入 力 す る 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 


「 記 号 」 を 選ぶ 


@ 前 ペー ジ を 参照 し 、 英文 ワー プロ モー ド に し て か ら 操 作 を お こ な っ て くだ さい 。 


欧文 文字 を 入力 する 


候補 群 を 選ぶ 
入間 6 所 | 品 は 648 あら ほら で @ さ ST11A 
相生 吉 ) 人 合 ア 0 有 則 記 4 半 7 た 
1 5 文字 ずつ 候補 文字 が 表示 され ます 。 
文字 を 選び 入力 する 


間 昌 ly いら らら 休 て SS 


| 修 師 化 印 刷 記 呈 4 挫 了 7 た エ 
水色 の カー ソル を 入力 する 文字 に 合わ せる 


KO ゅ っ 


[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


いら ひ ン 配 華 ロー コト 


多 等 単語 を 剖 り 付け る ( 織 六 


行 単位 で 単語 を 均等 に 割り 付け る こと が で きま す 。 


Dear Keniko, 

How have you been these days?2 工 hope you 
and your Fami]ly are Fine. エ must say thank 
you fFor sending picture. エ T"m looking 


Forward モ o See1ng you again. 


キ 


Dear Kenko, 

HoOw have you been モ these days?2 工 hope you 
and your Fam1ily are Fine. T must say thank 
OUu 下 G SeGnd1ing  。 picture. エ 'm 1ooking 
FoOrward モ て oO Seeing you again. 


「 均 等 」 を 選ぶ 


較 是 


どこ から ? 閉 始 行 に カー ソル を 移動 し 


1 株 画面 分割 日 本 


@ 英文 ワー プロ モー ド に し て か ら 操 作 を お こ な っ て くだ さい 、。 


均等 割付 の 手順 


行 を 指定 する Dear Ke1iko, 
(どこ か ら ? ) How have you been モ thes 
っ your Family are FE に 実行 
yoOu for Send1ind D1C モ u エ 
2 Forward モ 〇 SGe1nmg OU 8 
行 を 指定 する Dear Keiko, 
(どこ まで ?) How have you been モ th 
m 天 and your Fami1ly are E+ に 2 実行 
OU Fo エ Snd1ing PDp1C 
1 Foresrd も O 〇 SGG1n9 YOuU a 
陶 等 割付 使用 時 の 注意 財 


・ 還 (改行) を お こ な っ て いる 行 は 、 均 等 割付 で きま せん 。 
・ 均等 割付 は 、 そ の 行 の 最初 の 文字 か ら 行 未 の 間 で お こ な わ れ ま す 。 
・ 途中 に 日 本 語 行 が ある 場合 は 、 そ の 行 を 無視 し て 均等 割付 を お こない ます 。 


ご ひと 穂 藤 ロ ルー コル ei 


Dear Keiko, 還 
How have you been these dayS? エエ hoODGeG OUu 


途中 に 日 本 語 が 入力 され て いる と 、 そ の 行 は 無視 され ます 。 実際 に 均等 割付 
均等 割付 指定 行 ^ |and your family are fFine. 1 must say て han の お こ な わ れる 
you for sendinq picture. LT'm 1ooking 行 


FoOrward モ 〇 SGe1nd づ u again. 加 
注 ) 画面 上 で は 日 本 語 も 均等 割付 され て いる よう に 見 えま す 。 


す 


Dear ED 有 
How hav@e you been these dayS? エエ hope you 
途中 に 日 本 語 が いる と 、 そ の 行 は 無 
and your family are Fine. + mus Sa モ た hank 
OO い u Fo エ SeGnding p1c モ た ure・. エ *m ookin 
FOrward モ 〇 SG 忌 G1nm9 YOu again. 加 
均等 割付 され な い 


e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は | 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


アン ダー フイ ン を 引く (下線 ) 


人 入力 し た 文字 に 実線 、 太 線 、 波 線 の アン ダー ライ ン を ひき ます 。 


次 の 文章 の 波線 部 を 和訳 し な さい 。 
Dear Keiko, 
How have you been these dayS? T エ hope you 


and OU Fam1i]ly are Fine. 帆 muS モ に Say 
も thank OU For SeGnd1ing pcure. エ *m 


1OOK1ng FOrward モ 上 O SeGG1ng yoOu a9a1n. 


( 例 ) 波線 を ひい た 場合 


「 修飾 」 を 選ぶ 


| 細 他 竹 侯 肥 間 記号 4% 了 ) 


@ 英文 ワー プロ モー ド に し て か ら 操 作 を お こ な っ て くだ さい 。 
@ 下線 を 消す と き は |5| で 「 解 除 」 を 選ん で 同じ 操作 を お こ な っ て くだ さい 。 
|4| で 解除 を 選ぶ と 文字 色 も 解除 され ます 。 
@ 下線 を 引く と 、 行 の 終り の 単語 が 次 の 行 に 送ら れる こと が あり ます 。 
た - 届 。 甘 文 行 し か 下線 を 引け ませ ん (日 本 語 と 同時 に 引く こと は で きま せん ) 


下線 を 引く 手順 


文字 修飾 を 選ぶ 
3 3 
て 実行 
下線 を 選ぶ 
= + [実行 
線 の 種類 を 選ぶ 
生き う [実行 
一 | :※ 下 線 を 消す と き に は 「 解 除 
2 を 選ん で くだ さい 。 
男 囲 の 指定 
KC で て Dear Keiko, 5 
こる HoOw have ら you be う 実行 
nd yOur Fam1i]y 
範囲 の 指定 (まで) 
エエ hope yoOu > ニ 
5 の る 3 days?2 Dc ) 人 実行 
了 WI r 際 て Say thank 
p1c こ モ Eure . エ *m 1ook 
[ESC 」 で 編集 画面 に も どり ます 。 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


@ 色 の つい た 下線 を ひく と き は 172 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


sssmNENI 者 (OO 由 


メチ の 色 を 指 定 する (X 務 四 


カラ ー 印 刷 を 行う と き の 文字 の 色 を 指定 し ます 。 黒 、 赤 、 青 、 
緑 の 4 色 の 指定 が で きま す 。 


Dear Keiko Dear Keiko, 
How have you been these How have you been these 
days? 1I hope you and your days? 1I hope you and your 


family are fine. family are fine・ 


「 修飾 」 を 選ぶ 


@ 英 文 ワ ー プ ロモ ー ド に し て か ら 操 作 を お こ な っ て くだ さい 、。 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC) 
@ 他 の 文字 修飾 と 組み 合わ せ て 使え ます 。 
@ 英 文 行 し か 文字 色 を 指定 で きま せん 。 


色 を 指定 する 手順 


文字 修飾 を 選ぶ 修飾 


を 
六 
d! 


文字 色 を 選ぶ 
し へ 
ゞ ン 


ae 
マン 


2 

浴 

+ 由 
Ns NE CD 由 


範囲 の 指定 
(どこ か ら ? ) 


中 Dear Keiko,」 | 只 実行 


KC て 本 
( マ 


範囲 の 指定 
(どこまで?) 


中 | 且 画 IIIeT IN0 | "っ 実行 
8 
デリ 


[ ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


ご 注意 @FS-PC1 以 外 の プリ ンタ で は 、 カ ラー 印刷 で きま せん 。 


e 文字 色 の 指定 を 解除 し た いと き は 、「 黒 」 を 指定 する か 、[| で 「 削 除 」 を 選び 範囲 を 指定 し て く 
だ さい 。 (下線 も 一 緒 に 解除 され ます 。) 

e こ こ て で 指定 する 色 は 、 実際 に 印刷 され る 色 で は あり ませ ん 。 印刷 色 は セッ ト す る リボ ンカ セッ ト 

の 色 で 決ま り ま す 。 た と えば 、 上 の 操作 で 赤 に 指定 し て も 、 青 色 の リボ ンカ セッ ト を セッ ト す る 


避 
引 
| 8 
中 
RNt 
較 
7 


と 青 で EH 刷 され ます 。 


けい 幸人 ト 紋 、 が 図形) 色 を 指定 する (E 指 下 ) 


カラ ー 印 刷 を 行う と き の け い 線 、 図 形 、 下 線 、 網 か け の 色 を 
指定 し ます 。 そ ぞ それぞれ 黒 、 赤 、 青 、 緑 の 中 か ら 指 定 し ます 。 


Dear Keiko, 皇 Dear Keiko, 

How have you been these 寿 ー 巨 
に th 

days2 T hope you and your = ) How have you been these 


family are fine. days? 1I hope you and your 


family are fine. 


修飾 」 を 選ぶ 


人 修 征 カ 印刷 記 上 


時 


則 = 中 


@ こ ご ここ で の 人 色 指 定 は 日 本 語 ワー プロ 、 英 文 ワ ー プ ロ の どちら で 指定 し て も 同じ で す 。 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC 


色 を 指定 する 手順 


色 指 定 を 選ぶ 


2 ュ 


指定 する 種類 を 選ぶ | 名 所 | Eg 
( 黒 ) に 
了 形 双 (時 ) 時 
に : 時 7 
細 色 放 、 抽 各 
機 
色 を 指定 する | 本 詩 | 了 
いり) 由 
Uuae  ( ま ) 了 脱 計 Ta 
また は 
サリ 
色 ( 黒 ) 


| 角 計 | 
けい 線 色 ( 時 ) 
9 る > ニ 画面 上 の けい 線 や 図形 な ど が 、 
色 ( ポ #) 天 提 定 し た 色 に 変わ り ま す ., 
色 {で 吉 ご 】 
(#*) 
[ ESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


bc @FS-PC1 以 外 の プリ ンタ で は 、 カ ラー 印刷 で きま せん 。 


@ 色 指 定 を 解除 し た いと き は 、 「 黒 」 を 指定 し て くだ さい 。 
@ ここ で 指定 する 色 は 、 実際 に 印刷 され る 色 で は あり ませ ん 。 印刷 色 は セッ ト す る リボ ンカ セッ ト 
の 色 で 決ま り ま す 。 た と えば 、 上 の 操作 で 赤 に 指定 し て も 、 青 色 の リボ ンカ セッ ト を セッ ト す る 


と 青 で 印刷 され ます 。 


その 他 の 機能 (アク セ サ リ ー) 


電卓 で 計算 する ( 電 


8 桁 まで の 四則 演算 を お こない 、 答え を 編集 画面 に 人 力 す る こと が で きま す 。 


「 アク セ サ リ ー」 を 選ぶ 


情 - 
ze| 


> | 
(アク セ サ リー) SH 症 2 き の 


時 刻 ・ 日 付設 定 


。】 


p 


@ 計算 結果 を 画面 に 入力 する と き は 、 あ ら か じ め 入 力 位置 に カー ソル を 移動 させ て お いて くだ さい 。 
e 計算 結果 を 表示 する 欄 の 1 桁 目 に 「E 」 が 表示 され た と き は 、 エ ラー が 生じ て いま す 。 も う 一 度 
計算 を や りな お し て くだ さい 。 


電卓 の 使い か た 
weems 。 2e-| 
| 


し へ 
時 計 ・ カ レン ダー 


か 宮 
マ ] = ル rm 
時 刻 ・ 日 付設 定 


層 実行 


計算 を お こ な う 
普通 の 電卓 と 同じ よう に 計算 し て くだ さい 。 
(入力 し た キー は 画面 上 で 反転 表示 され ます 。) 第 
※ た だ し 、 一 部 の キー で 使い か た が 異な る も の が あり ます 。 (下記 参照 ) 1 
ヒー ゴ 
果 
・ 数 字 キ ー、 テ ン キ ー、 文字 キー の [ 十 】[ -][ *](][A][C] か 使用 で きま す 。 f 
・ 文字 キー の [ 十 ] * は [SHIFT ] を 押さ な く て も 入力 で きま す 。 プ 
・ 三 の か わり に [, ] また は [ 実行 ] を 押し て も 、 答 え を だ すこ と が で きま す 。 機 
・AC は [ A] を 押し て くだ さい 。 能 
・ C は [C] を 押し て くだ さい 。 る 
い ヽ 
ろ 
編集 画面 に 入力 する 
NN 示 確 定 状態 で 
* カー ソル 位置 に 
リボン カッ 20 | 700 1 
レー 一 ーー 


※ 計 算 前 に カー ソル を 入力 位置 に 移動 し て お きま し ょ う 。 


% ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


@ ※ーX、 ブ ーー 三 と 同じ で す 。 


遇 トル ン ケ 4 見 る (時計 九 ツ 先 ) 


ワー プロ に 人 力 し て いる 館 中 で 、 現在 の 時 刻 や 1 9 0 0 年 一 2 0 9 9 年 の 
カレ ンダ ー を 見 る こと が で きま す 。 


時 諸 シ ダー 


|- 交 人 8 交 
80 8 


「 アク セ サ リ ー」 を 選ぶ 


EN EDSSSre0RGEYSDWB4 
MM > 書式 登録 人 出力 操 
(アク セ サ リ ー) 


@ カレ ンダ ー に お いて 、 当 日 は 緑 、 日 曜 祝日 は 赤 で 表示 され ます 。 
@ カ レン ダー の 祝日 は 、1 9 9 0 年 8 月 現在 の も の で す 。 
@ カレ ンダ ー の 表示 期間 は 、 1 9 0 0 年 1 月 一 2 0 99 年 1 2 月 で す 。 
@ 時 計 の 誤差 は 日 +10 秒 以内 で す 。 


時 計 、 カ レン ダー の 出し か た 


時 計 ・ カ レン ダー を 選ぶ 


ze 


っ [寄生 
マ ] 
時 刻 ・ 日 付設 定 
次 (前 ) の 月 の カレ ンダ ー を 見 る 
の 上 認 蛇 財 ] 此 康 週 | 
了 M 2:51:34 了 M 2:51:34 - 
次 の 月 | 1999 年 4 月 | Wo 1999 年 2 月 机 
日 月 火 水木 金 土 | 日 月 火 水 木 人 る 土 | 葬っ 
1 2 3 1 2 3 4 5 56 旦 
次 (前 ) の 年 の カレ ンダ ー を 見 る 『 
し SHIFT を [時 を LSHIFT を | 時 妙 先 | 
し oc が | Pl 議 | し 7 | 本 2:51:34 
xoso | 2000 年 3 | Wo | 108 : 
その 月 | 生計 記 | そ の 月 PR は 
ろ 
[ ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ 日 付 ・ 時 刻 が 実際 の も の と 違う と き は 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途中 で 操作 を や め る と き は 


を 押し た あと 「 時 刻 ・ 日 付設 定 」 (> 次 ペー ジ ) へ 進ん で 設定 し な お し て くだ さい 。 


時 て 日 付 の 合わ せ が か た ( 財 刻 、 日 付設 定 


時 計 と 日 付 を 正しく 設定 し な お し ます 。 


時 刻 ・ 日 付設 定 


(アク セ サ リ ー) 


四 
4 アタ t サ リー | 隔 計 還 


@ 時 計 と 時 刻 の 設定 は 、 メ イン メニ ュー の 「A 1 コッ ク ピ ッ ト 」 の ほか 、BAS1C や 
MSXーーDOS 2 で も お こ な え ます 。 


時 刻 、 日 付設 定 の し か た 


時 刻 ・ 日 付設 定 を 選ぶ 
マン 
に 2 
合わ せ た い と ころ に カー ソル を 動か す 


KO ゅ 


ミル ロロ 


| 
[MD 共 『 刺 
19 99 疫 机 肌 gl 


正しい 値 を 入力 する 


ピリ ーー 
| 謎 


IPM M 民 呈 
| 9 99 和 03 用 間 


※AM, PM は それ ぞ れ [ A」、 [ P を 人力 し て くだ さい 。 


[ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


@ 日 付 の 設定 範囲 は 1980 年 1 月 一 2079 年 1 月 で す 。 
@ 「13 月 」 の よう に あり えな い 数 字 は 設定 で きま せん 。 


RsssimNeRI 上 OO 直 


Address,NameCard Functions 


第 4 章 / ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 機 能 い ろ い ろ 


機能 いろ いろ | 


名 環 ら 結 | 


アド レス 、 ネ ー ム カー ド ど は 


/ ド レス 、 ネ ー ム カー ド の 仙 か た 


個人 は アド レス 、 会社 は ネー ムカ ー ド 


引っ 越し や 転勤 で 雑然 と な っ た アド レス 帳 や 名 刺 ホ ル ダ ー を 一 括 管理 で きま す 。 

アド レス と ネー ムカ ー ド の 機能 は 同じ 。 ア ドレ ス に は 個人 の デー タ を ネー ムカ ー ド に は 会 社 関係 を 
入力 し や すい よう に 項目 が つく られ て いま すか ら 、 う まく 使い わけ て くだ さい 。 こ の 後 の 説明 で は 
アド レス だ け を 説明 し ます が 、 ネ ー ム カー ド に も 同じ よう に あて は まり ます 。 


操作 の 流れ 


膨 埋 填 財 
ます 入力 が 必要 で す 。 ア ドレ ス で は 名 前 、 住 所 、 電 話 番号 等 、 一 人 分 の デー タ を カー ド と 呼び 
ます 。 こ の カー ド を 何 枚 か 入力 し (最高 276 枚 ) 、 こ の カー ド の 集まり を ファ イル と 呼び ます 。 
フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する と き は ファ イル 単位 で 保存 し 、 ひ と つ ひ と つの ファ イル に は 名 
前 (ファ イル 名 ) を つけ ます 。 
文字 の 入力 、 修 正 の し か た は ワー プロ と 同じ で す の で 第 1 章 を ご 覧 くだ さい 。 


| 登録 と 保存 | 
説明 の 中 で 「 登 録 」 と 「 保 存 」 が で て きま す が 、 登 録 は パソ コン 内 の メモ リ と いう 記憶 場所 に 
登録 する こと で 、「 保 存 」 は その 内 容 を フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する 意味 で す 。 
で すか ら 、 入 力 し て 登録 し た カー ド は アド レス を 終了 し た り 、 電 源 ス イッ チ を 切る と 消え て し 
まい ます 。 入力 、 修正 し た カー ド (ファ イル ) は 必ず フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し て お きま 
し ょ う 。 


[ 修 _ 正 | 
引っ 越し や 転勤 で 住所 が 変わ っ た 場合 な ど に 修正 する 必要 が あり ます 。 ぞ の 場合 に は 修正 する 
カー ド の 入っ て いる ファ イル を 呼び 出し て 住所 等 を 修正 し た 後 同じ ファ イル 名 で 保存 し ます 。 
この 操作 を 難し く 言 えば ファ イル の 更新 と いい ます 。 別 の ファ イル 名 を つけ て 保存 する と 修正 
し た カー ド 以 外 に 同じ カー ド の 入っ て いる ファ イル が も う ひ と つ 作 られ 、 ど ちら が 新しい ファ 
イル か が わか り に くく な り ま すか ら 、 必 要 な と き 以 外 は 同じ ファ イル 名 で 保存 し て くだ さい 。 


この 三 つ の 操作 の 繰り 返し で カー ド を 管理 し 、 必 要 な と き に 印刷 し ます 。 


[ 印 内 | 
一 覧 表 (A 4 サイ ズ ) 、 は が き (官製 は が き ) 、 タ ッ ク シ ー ル (CF-PP982T 別売 ) 、 シ ステ ム 
手帳 の 専用 リフ ィ ル 用 紙 (CF-PP931RF/CF-PP932RFS 別売 ) に 印刷 で きま すか ら 用 人 須 に よっ て 
お 選び くだ さい 。 


[タッ クシ ー ル ]」 


「 ハ ガキ 縦 書 」 


エリ 大 放 和 門 内 門 座 10Uo 


佐々 木 小次郎 様 || 織 田 信 長 様 


le 市 半 5 も 3 
バイツ 本 穫 ス ラス 


イリ 全休 軍 区 村 6ー コ 6 


豊臣 秀吉 様 


04 0 生 京 中 央 区 1 一) 1 


徳 川 家康 様 


| 
| 
| 
| 
| 
| 
[ 


エリ 表 際 本 誠 昌 092ー コ 
川島 ンション 910 


| 武 田 信玄 様 


ササ キ コジ ロウ 
2 守 T1 
08 WII5I 


ォ ネイ ファ ナガ 
全国 全長 


0 


トヨ トミ 上 デ ョ シ 
[人 で 1 
499 6 000 


トク ガワ イエ ヤス 
JI 際 T1 
タケ ダニー シ ンダ ン 
大 田 は 

FI 


ムラ 9 シキ プ 
し 生 1】 


人 


カモ ノ チョ ウメ イ 
に て 


ヤ !OO-06 事 間 人 生島 町 66 も 


柴 。 式 部 様 


[一覧 表 」 


て 9 大 馬身 1006 
(も ) 押 送 4 設 
放 を :W205 有 5H 1 2 3 
IO Il 大 出湯 滞 5-6ー3 ハイ 本 入 生 222 

(ば も 】 補 : 放 務 全 3 

衝 和 の 4 征 10 月 29 晶 RIEIO 2-22 区 30 
広吉 名 織 6 3ー 

【 モ ) 大 購 ホ ー ル に て 知り 合う 

誕生 22 和 1 月 23 日 
6 00 東和 区 1 -1 1 
(ば を 】 性 

明和 大 2 月 28 昌 
〒TIT 、 馬原 和 机 漠 は 92ー3 川島 マ ンション 910 
1 人 

條 生還 39 征 12 月 25H RI LV 2 3 


0000 表 上 大 和 市 島町 66 
【 メ モ 】 綴 。 出 一 切 不 本 


町 | 2 


〒2 5 
(7 モ ] 半生 全 究 本 環 な イ ンド 出生 中 


区 1: 2。 3 


1 AI 2-W0 3 


し ッ 1 2: 区 3 
1 
モ 


園 PH 


ェ 
まき 佐 江 用 
ミネ 洲 用 
牙 。 木 人 貞 
北 マ 市 
義 。 小 > 半 
= 次 > 催し 
き 。 郎 ョ ーー 
た > 0 
電 様 ー 人 九 


蔵 の 
ソ 


「 ハ ガキ 横 書 」 


| | 還 則 HH 


大 阪 府 門真 市 門真 1006 
上 流 島 マ ンション 110 


欄 


佐々 木 


小次郎 


〒559-01 
大 阪 市 北 区 城 見 2-1-61 


宮 本 武蔵 
富 06-672-1141 


[リフ ィ ル 」 


前 - 佐 々 木 小 次 

カナ : サ サキ コジ ロウ 

住所 :〒571 大 孤 府 門真 市 1006 上 流 
マン ショ ン 110 

な 06-9081151 区 1 区 2 区 3 

誕生 : 昭 和 20 年 5 月 5 日 

創 道 4 段 


名 前 織田 信長 
カナ : オ ダ ノブ ナガ 
作 所 -〒110 1 東北 市 北上 首 5 6 3 ハ 


イッ 本 能生 2.22 
吾 023 555 5555 区 110 区 222 区 300 
還 生 明治 4 年 10 月 29 昌 
家族 大 、 子 供 3 人 


LEJU 旨 に 
カナ : ト ヨ ト デ ョ シン 
作 所 :〒119 京都 名 重 屋 区 域 6 3 6 


07899 6 0000 区 122 区 291 333 
半生 明和 22 年 1 中 23 昌 
大 孤 城 キー ル に て 知り 合う 


( 縮 リ フ ) 


いら O ン 酷 生 テ ー キ テー で に 寺 中 


カー ド を 入力 する 


項目 に 入力 する 


FT る : | 有 Hd0/f 和 0 
克 27 789 | 


サ ジ 
希 || を? 本 省 請 ん 
国 7| 関 還 [6-%8-Ii51 | 
所 [中 貞 OO 農 泊 マン ショ ンーーO 


ml gg 


| 線 | "~"~- 還 罰 2 
し 盾 1 f 3 Ff4 5 STOP HOME_ 更に に 一路 5 和 
| 給 還 刷 7 條 前 移 : 際 7 BR が な 畠 人 前 


(ネー ムカ ー ド の 場合 は [5 ) 


e 音声 ガイ ド の メッ セー ジ が 表示 され た 場合 
音声 ガイ ド を 行う と き は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を セッ ト し て を 押し ます 。 
音声 ガイ ド を 行わ か いと き は 、 ぞ の まま を 押し ます 。 


項目 に つい て 


(アド レス の 編集 画面 ) 
名 前 の 読み (全角 : 1 6 文字 ) 臣 ドレ え |2z イ 7 カ - RW:0O/ カト 表 :00 


7 が [ササキ コロ 9 
名 前 (全角 : 9 文字 ) 


『 鐘 [本 が 5 
郵便 番号 ( ら [ メ モ )) 


(半角 : 英 数 カナ : 6 文字 ) 
住所 (全角 : 2 6 文字 ) 
誕生 日 (全角: 1 1 文字 )。 
メモ (全角 : 7 8 文字) 


電話 番号 
(半角 : 英 数 カナ : 1 3 文字 ) 


区 分 
(半角 : 英 数 カナ : 各 2 文字 ) 


STOP 
1 


3! f2 F3 F4 F5 
編集 印刷 人 前 次 。 終 了 


(ネー ムカ ー ド の 編集 画面 ) 
名 前 の 読み (全角 : 1 6 文字 ) 屋 = 幻 = 加 2z イ 必 : | た RM か - ト 表 :00 6 人 
9 還っ ロ 7 TA | 個人 名 (全角 : 9 文字) 

会 社名 (全角 : 1 5 文字 S 


住 | 松下 電器 族 業 (株 ) 人 で |(06)672-1131 会 社 電話 番号 
[ 加 =。。 。 | me lee 
所 属 部 署名 (全角 : 1.5 文 字 ) | 筐 | ーー | (半角 : 英 数 カナ : 1 3 文字 ) 
| 仁 大 | 生生 門 貞 市 門真 1 0 06 
役職 名 (全角 : 5 文字 ) 


が “ 
引 。。。 丘 議 信 社 AX 番号 内 
記 [ 還 557272 下 。。、 半 ( 半 角 : 美 数 カナ :13 文 ) 
会 社 住所 (全般: 26 文 チン 半田 Hz 
メモ (全角 : 7 8 文字 ) 


「 ーー | 請 | 、 郵 便 番 号 ( ら ズ 王 )) 
に 英 数 カナ : 6 文字 ) 
| 二 昌 7 前 4 8 な | 


(カー ソル の 移動 ) 

次 (前) の 項目 に 移動 させ る :[JJ ま た は [MI 

項目 の 中 で の 横 の 移動 : 

(文字 の 入力 ) 

文字 の 入力 方 法 は ワー プロ と 同じ で す 。 第 1 章 と 第 2 章 を 参照 し て くだ さい 。 
すべ て の 項目 の 入力 が 終わ れ ば 、 (次 ) で 登録 し ます 。 


いひ どい ン 柄 藻 テー キテ ーー マー に も 


@ は が き に 印刷 する 場合 、 郵 便 番 号 の 項目 内 の 英字 、 カ タカ ナ は 印刷 され ませ ん 。 ま た 、 4 文字 目 
も 印刷 され ませ ん 。 5 桁 の 場合 「 1 0 3 一 9 1 」 の よう に 4 文字 目 は ハイ フン を 入力 し て お きま 


す 。 
@ 全角 の 頂 目 に 半角 文字 、 半 角 の 頂 目 に 全角 文字 は 入力 で きま せん 。 


カー ド を 修正 する 


修正 の し か た 


[ix 15 ] 


包 箇 。 CE 馬 7 人 和 6 0 
大 阪和 門真 市 門真 1 0 0 6 ン 110 | 1 阪 府 守 市 和歌 山 5 36 つ は め 


本 ー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー 一 ー 
| | 


印刷 人 前 次 誠 R カ な 人 前 


| アド レス |72z イ 履 : | ヵ -R:WI/ カ ー 隊 05 
カー ド を めく つて 修正 し た い カ ー ド 革 け キ コジ ロ 2 = | 
を 表示 する 場合 上 補 [ 々 本 | CM や 
(前 ) | 還 軒 昌 軒 96. 開 
また は 呈 | 果 20585H | 請 図 | 詞 蔽 | 開 記 | 
(次 ) FT 


カー ド N o. を 入力 し て 修正 する カー ド 
を 表示 する 場合 


CTRL | で ファ ンク ショ ン 
表示 を 2 2 に し て 


[Fl] (No. ) 


( 例 : カー ド NO. 3 8 の 場合 [0] [ 3 ] [8 ] と 押す ) 


@ フロ ッ ピー ディス ク に 保存 し て ある カー ド は 3 4 2 ペー ジ を 参照 し て 先 に 呼び 出し て お きま す 。 


修正 の 手順 


修正 項目 に カー ソル を 移動 


2 (また は 避 ) に く 還 大 阪 府 門 邊 市 門 貞 | 0 06 厳 流 島 マン シ 
ロ カ En の On 午 に 日 ヒロ 


修正 する 文字 に カー ソル を 移動 


k つ < 上 門真 1006 農 注 島 マ ン シ 


Hh2n 年 日 EK 日 


文字 を 入力 する ※ 挿 和信 モー ド の と き は [ SHIFT ] を 押し な が ら [ INS ] で 上 書 モ ー ド に し ます 。 


文字 キー 還 還 大 阪 府 昌 市 和歌 山 5 3 6 つば は め 9 マン 
昭和 20 年 5 日 5 日 


他 に も 修正 する 項目 が あれ ば 同様 に 修正 し ます 。 
カー ド を 登録 する 
ファ ンク ショ ン 表 示 1 ン 2 で 


) 修正 し た カー ド が 登録 され 

AR 只 次 の カー ド が 表示 され ます 。 

カー ド が すべ て 修正 で きれ ば 、 3 4 0 ペー ジ を 参照 し て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し ます 。 
ディ スク か ら 呼 び 出 し て 修正 し た 場合 は 

・ 同 じ フ ァイル 名 で 保存 する と ファ イル の 中 が 書き 替え られ (更新 ) 、 別 の ファ イル 名 で 
保存 する と 、 も と の ファ イル は 修正 され ず 、 修正 され た 内 容 の 別 の フカ イル が つく られ ます 。 


ひら いら 柄 和 テ ー キ テー 入 ・ で | 旧 に も 遇 


| ** に Ei | に 2 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
@ ファ ンク ショ ン 表 示 は [ CTRL ] で 切り 替え ます 。 


925 


差出 人 カー ド を 入力 する 


人 力 の し か た 


喘 


た 

莉 放 

ii 

| マ 市 
は が き に 

| 印刷 する と っ 


1 本 11 時 半 ーッ 10 き 
1 | 日 潤 其 図 証 ヨ 暫 小 10 は HIH 


束 更 


(上 の 例 は 、 は が き セ ッ タ ー を 使用 し た と き 
の も の で す 。) 


差出 人 」 を 選ぶ 


| 送 人 | ( ー2 の 和信 に 記 り ます 


号 終了 。 H か 4 凶 人 前 


@ 差出 人 が すでに 入力 され て いる 場合 は [ F2 ] で その カー ド が 表示 され ます 。 


計 了 = き き 斑 差出 人 画面 で [ STOP] (終了 ) を 押し て も 終了 で きま せん 。 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド を 終わ り 
た いと き は [ F1 ] (カー ド ) を 押し て 、 カ ー ド の 入力 画面 に も どっ て か ら [ STOP] (終了 ) を 押 


し て くだ さい 。 


(全角 2 6 文字 以内 ) 


編集 画面 へ も どす 


ひど いら ン 柄 和 テ ー サ テー・ マ で に 寺 


[ F1 ] の ゆー ド ) 只 編 集 画 面 ヘ 


入力 の 手順 

名 前 の 入力 
文字 入力 名 前 | 宮本 武 基 _ | っ 時 8 
(全角 9 文字 以内 ) 

郵便 番号 の 入力 _ 
数 字 (文字 ) 入力 T |559-0] 訪 また は 
(半角 6 文字 以内 ) ] 
電話 番号 の 入力 

rm rm 
字 (文字 ) 入力 a [06-672-114L っ また 
(半角 1 3 文字 以内 ) < 
※ 差 出 人 の 電話 番号 は 、 は が き セ ッ ター を 使用 し た と きのみ 印刷 され ます 。 
住所 の 入力 

文字 入力 住所 | 大 阪 市 北 区 城 見 2-1 6 1_ 


メ モモ @ 差出 人 カー ド で は 「 カ ナ 」、「 誕 生 」、「 区 1」 一 「 区 3 」、「 メ モ 」 に は 入力 で きま せん 。 

@ 一 覧 表 、 タ ッ ク シ ー ル 、 リ フィ ル で は 差出 人 カー ド は 印刷 で きま せん 。 

@ 差出 人 カー ド は ひと つの ファ イル に 一 枚 し か 入力 で きま せん 。 

@ 差出 人 カー ド だ け を 入力 する こと は で きま せん 。 あ ら か じ め 苑 名 の カー ド を 登録 (3 2 3 ペー 
ジ ) し て お く 必 要 が あり ます 。 
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記号 を 入力 する (記号 ) 


記紀 や 放 子 を 人 有力 する ( 記 ち 、 対 


あら か じ め 登 録 され て いる 特 伯 文 な どの 記号 や 、 ワー プロ で 作っ た 外字 を 人 力 す る こと が 
で きま す 。 


吾 - 


考 | | 
回 還 還 昌 昌 昌 2 を [OUUS5S5W WU 


記号 」 を 選ぶ 


の 


っ | 直人 人 出力 覧 記 
っ 
(記号 ) 


@ 操 作 の 前 に 、 入 力 する 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 
@ 千 便 番号 、 電 話 番号 、 区 1 一 区 3 、FAX の 項目 に は 記号 、 外 字 は 入力 で きま せん 。 


328 四 


記号 入力 の 手順 


記号 、 外 字 の 
種類 を 選ぶ 


ai | ガ 
2 どこ 
KW 叶 
入力 する 文字 を 選ぶ 


(前 候補 群 ) 


(前 候補 ) C@ る 5 (次 候補 ) 叶 
(次 候補 群 ) 
確定 され ます 


回 ーー 
re 


[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


実行 


> 例 男 AA マ マヤ ※ エ ーー ーー 
MD 差出 人 人 出力 一 覧 記号 2% 終了 1 " 


@ で 人 どー ソル を 衝動 する ー ド に 切り 替わり ます 。 も と に も ど す 
LSHIFT 


と き は 、 も う 一 度 [ SHIFT ] 十 [SELECT] を 押し ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 】 
e 外字 は ワー プロ で 作成 し ます 。(G 1 9 0 ペー ジ ) 
e 入力 で きる 記号 は 、458 ペ ー ジ 「 記 号 一 覧 表 」 を ご らん くだ さい 。 


@ 外字 を カー ド の 中 に 入力 し た 場合 、 ワ ー プ ロ で 外字 を 修正 する と 、 カ ー ド の 中 の 外字 も 修正 され 


ます 。 


いら いら 穂 七 テー キテ ー 六 デマ 旧 に 生 


六 が の わが から な し 淫 子 を 人 力 9 る 


読 
す 。 


み の わ か ら な い 漢 字 を 区 点 コ ー ド や 部 首 、 画 数 を 使っ て 入力 し ま 


@ 区 点 コ ー ド 入力 
「26 区 87 点 」 ゅ | 硝 英 作 削 昨 搾 昨 期 村 策 素 錯 桜 能 
e 部 首 入 力 「 

「 糸 」 っ 未 夫 条 柴 累 案 皿 机 繋 摩 | ゅ 索 
e 画数 入力 

「1.0」 っ | 錠 記 仁和 粋 粉 米 索 紙 紗 純 素 | ゅ 索 
@ 部 首 画数 入力 

「 糸 J「10」 mp | 索 素 素 緒 紗 紙 純 紺 納 紐 紛 紡 紋 


※ 操 作 の 前 に 入力 する 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 


「 記 号 」 を 選ぶ 


@ 文字 の 区 点 コ ー ド は 465 ペ ー ジ ー477 ペ ー ジ の 漢字 コー ド 表 を ご 覧 くだ さい 。 


入力 の 手順 


※ そ れ ぞ れ の 入力 方 法 は 、92 ペ パー ジー99 ペ ー ジ で 詳し く 説 明 し て いま す 。 


で 「 区 点 」 に カー ソル を 合わ せ 、[ 実行 を 押す 。 


区 コー ド を 入力 する 。 
を 押し 、 点 コー ド を 入力 し て [ 実行) を 押す 。 
区 で 目的 の 文字 を 選び 、[ 実行 を 押す 。 


で 部 首 」 に カー ソル を 合わ せ 、[ 実行 ] を 押す 。 
で 目的 の 部 首 に カー ソル を 合わ せ 、[ 実行 ] を 押す 。 
で 目的 の 漢字 を 選び 、[ 実行 ] を 押す 。 


図 回 回 
加 回 回 
囚 囚 囚 
M MK 


で 「 画 数 」 に カー ソル を 合わ せ 、[ 実行 ] を 押す 。 


画数 を 入力 し 、[ 実行 ] を 押す 。 
で 目的 の 漢字 を 選び 、[ 実行 ] を 押す 。 


で "部 首 画数 」 に カー ソル を 合わ せ 、[ 実行 を 押す 。 
で 目的 の 部 首 に カー ソル を 合わ せる 。 

画数 を 入力 し 、[ 実行 ] を 押す 。 

で 目的 の 漢字 を 選び 、[ 実行 ] を 押す 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 
@ 区 点 コ ー ド を 使っ た 入力 で は 、 記号 や ギリ シャ 文字 な ども 入力 で きま す 。 


ひご いい ン 穂 藻 テ ー キ テー・ テー 


カー ド を 編集 する (編集 ) 


カー ド を さがす (検索 ) 


指定 し た 文字 を 含む カー ド を さがし 、 画 面 に 表示 する こと を 「 検 索 
する 」 と いい ます 。 修正 し た い カ ー ド を さがす と き な ど に 便利 で す 。 


帳 講 っ 


※ 表 示さ れ て いる 次 (また は 前 ) の カー ド か ら 検 索 が 始ま り ま す 。 す べ て の カー ド を 対象 に 検索 す 
る と き は あら か じ め 1 枚 目 の カ ー ド を 表示 し て くだ さい 。 


編集 」 を 選ぶ 


四 還 較 


| 線 明 カル 前 次 っ 7 RG 提 人 


編集 印刷 カ 公 前 次 2 


> 


(編集 ) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 〕 
@ 表示 され て いる 次 の カー ド か ら 検索 が 始ま り ま す 。 す べ て の カー ド を 対象 に 検索 する と き は 、 
あら か じ め 一 枚 目 の カー ド を 表示 させ て か ら お こ な っ て くだ さい 。 
e 検索 条件 を 何 も 入 力 し な いで 操作 する と 、 表 示さ れ て いる カー ド の 次 また は 前 の カー ド が 表示 
され ます 。 


検索 の 手順 


| 検索 ] を 選ぶ 
っ っ [寄生 
検索 条件 の 入力 
に カナ |_ _- | 
2 ゃ 
の 縛 屋 H  | 清和 
条件 に な る 頂 目 へ カー ソル を 
移動 させ て 文字 入力 
検索 方 向 の 指定 第 
60 条件 に あう カー ド が 
(06)383-3333 表示 され ます 。 4 
また は 童 
昭 和 4 3 年 7 月 15 晶 X] | | 
[F4 )⑱ 胃 和 43 和 7B15H | 図 | 靖 | 目 | | ア 
レ 
検索 方 向 の 指定 し 
ー (次) 目的 の カー ド が 表示 され る まで 続け ます 。 ネ 
左 | 
を また は ム 
け ※ 条 件 に 一 致す る カー ド が な いと き に 「 一 致す る カー ド が あり ませ | 力 
る (前 ) ん 」 と 表示 され ます 。 条 件 を 変え て 検索 する と き は (条件 ) に 
で 条件 を 入力 し な お し ます .。 機 
能 
い 
ろ 
(しき 
ろ 


表 目 
示 的 
さ の 
れ カ 
ss 
だ 
さき が 


| メ モ ] "探し だ し た カー ド を 印刷 する 場合 の た め に 、 目 的 の カー ド N 0. は 〇 か えて お いて くだ さい 。 
ゃ (次 ) は 表示 され て いる カー ド か ら カ ー ド NO. の 大 きい ほう に 、 (前 ) は 表示 
され て いる カー ド か ら カ ー ド NO. の 小さ い ほ うに 検索 し ます 。 
e 検索 条件 で 複数 の 頂 目 を 入力 し た と き に は 、 す べ て 一 致し た カー ド が 表示 され ます .。 
@ スペ ー ス (空白 ) も 有効 で す 。「A B」 と 入力 し て も 、「ABC」 は 検索 で きま せん 。 
(「AB」 と 入力 し ます 。) 


カー ド を 複写 する (複写 / 


指定 し た カー ド と 同じ カー ド を 、 い ちば ん 後に 追加 し ます 。 
よく 似 た 内 容 の カー ド を 入力 する の に 便利 で す 。 


炊 2 


還 計 憶  @ 差 出入 カ ー ド の 内 容 は 複写 で きま せん 。 


334 略 


複写 の 手順 


| 複写] を 選ぶ 
四 

複写 する カー ド を 記 訓 76: 自 

表示 する 。 生計 組 ーー 
(Fwe) 較 

また は し 2 [aztesBs ] 計 硬 立 | 

還 as = > や > や = や や 

| F4 |⑧) es 昌 1 

また は 
| F5 |]%) 

複写 終了 


[ei] 


この あと 、 項 目 を 修正 し て 新しい カー ド と し て 登録 し ます 。 


※ 困 で LF1) No.) で カー ド を 表示 させ る に は 
① (CN o.) を 押す 
② 数 字 キ ー で カー ド N oO. を 入力 する 


3 (実行 を 押す 


@ ひとつ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や ゆめ る と き は [ ESC 」 


う [実行 


字 実行 


カー ド N0. : 012 ブ 
カー トド 数 : 011 


最後 に 追加 され ます 。 


どい ら 穂 藻 テ ー キ テー 久 ・ で で に 生 


カー ド を 消す ( 削 際 ) 


旨 定 し た カー ド を 消し ます 。 
ー 覆 消す と その カー ド 以 降り の カード NO、 が くり 上 が り ま す 。 


削除 の 手順 


「 削 除 ] を 選ぶ 


> 
[zg: | 
(06)333-3333 レ 2 実行 


昭和 4 3 年 7 月 1 5 日 


と 2 
削除 し て よろ し いで すか ? 


削除 後 [4| に も どり ます 。 


[ ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


包 で [ F1 ] (N o.) で カー ド を 表示 する 場合 


1 (No.) を 押す 
2) 数 字 キ ー で カー ド NO. を 入力 する 


3 を 押す 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
@ この 操作 で は 差出 人 カー ド は 削除 で きま せん 。 


計 *= ミ 形 [5 で 最後 の カー ド (最終 No. の カー ド ) を 削除 する と 、「 こ れ 以上 削除 で きま せん 」 と 表示 され 
ます 。 他 に 削除 し た い カ ー ド が ある と き は 、 何 か キー を 押し て この 表示 を 消し た 後 、 最 初 か ら 操 


作 を 行っ て くだ さい 。 


いひ ご いら 本 華 テー キテ ー・ で で 前 に 中 


99( 


全部 0 カー ド を 消す ( 全 テ ー タ 消 方 


人 陣 記 胃 結 
ゆ | 3 
(3 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
e 文書 ディ スク に 保存 し た ファ イル の 削除 は 3 4 4 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


np 


登録 され て いる カー ド を 差出 和信 カー ド と と も に すべ て 消し ます 。 


編集 」 を 選ぶ 


1 E 放 


2 


全 デ ー タ 消去 の 手順 


「 全 デー タ 消 去 」 を 選ぶ 


> く ゅ 


に 2 実行 

全 デー タ を 消去 し ます 。 3 実行 
[実行 [はい [ 取 測 : い いえ 

叶 実行 


回 - 


| 線 印 刷 人 前 次 。 共 7 了 。 HB か 6 反 人 削 際 


いひ らい の 配 華 テー サテ ー・ で デマ に 生 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う (ファ イル ) 


カー ド を 保存 する (保存 


登録 され て いる カー ド を ひと つの ファ イル と し て 文書 ディ スク に 保 
存 し ます 。 


文書 ディ スク 


「 フ ァイル 」 を 選ぶ 


給 旭 前 多 


[ CTRL ) 字 


+ 
{ファ ザ 
| ご 注意 ] 


Eo 


: ィ ス 2 | ーー 


ル ) 


@ 保存 する と き に は 必ず 初期 化し た フロ ッ ピー ディ スク (文書 ディ スク ) を ご 用 意 く だ さい 。(⑤ 
3 4 6 ペー ジ ) 

@ 保存 する と き は 文書 ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ プ は 解除 し て お いて くだ さい 、。 保 存 の 作業 が 
終わ れ ば 再び サラ イト プ ロ テ ク ト を か け て お く こ と を お すす めし ます 。 


[ メ モ ) @ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
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保存 処理 を 選ぶ 

2 ゅ > [本 
ファ イル 名 の 入力 
| 遇 ky2) | 文書 ディ スク を セッ トレ | 時 (7K し 2 


se 文字 (数 字 ) キー で 議 


Na| = 上 "ぞい う ずり c ・ 較 計 


保存 開始 し ば らく し て 


[実行 ゅ 


叶 。 編集 画面 へ 


編集 印刷 カ 伯 前 次 


※ こ の 操作 で 保存 し た ファ イル に は 、 自 動 的 に 次 の よう な 拡張 子 (ファ イル 名 の あと に つけ られ た 
3 文字 。 フ ァイル の 区 別 な ど に 使う 。) が つけ られ ます 。 


・ ア ドレ ス : X ベ メメ メメ XX. ADR 
ep 


ファ イル 名 
・ ネ ー ム カー ド : ※ メ メメ メメ メメ . NAM 
ーーーーー ニ ーー 


ファ イル 名 


拡張 子 は 付属 の B A S 1 C の ”F | L E S 命 令 ? で 見 る こと が で きま す 。 


いら ひら 穂 区 テー キテ ー・ で デマ に も 


カー ド を 呼び 出す (呼出 ) 


ファ イル 名 を 指定 し て 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら カ ー ド を 呼び 出し ます 。 


ー 3 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


y 回 は 本 3 の まい っ ES へ の E pr 5 STOP 


+ 


(ファ イル ) 


し = コ 出処 理 


削 除 処 


ディ スク こ 


ご 注意 @ 呼出 は すべ て 「 新 規 呼出 」 で す 。「 追 加 呼出 ] は で きま せん 。 呼 出 を お こ な う と 画面 に 表示 され 
て いる カー ド (登録 され て いる カー ド ) は 消え 、 新 し く 呼び 出し た カー ド が 表示 され ます 。 必要 

な カー ド は 必ず 保存 し て お いて くだ さい 。 

@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


呼出 の 手順 


呼出 処理 を 選ぶ 


マリ 
玉 
削 除 処 理 


ファ イル 一 覧 を 表示 させ る 


呼出 (アド レス ) | | 


文書 ディ スク を 行 
フ 7 ル 名 : | | 000/7000 も セット する 字 


ファ イル を 指定 する 

[ 降 遇 (アド レス ) | | | 時 中 (アド レス ) | 隊 第 
27 天 :| |] 007005| 中 マッ 中 | 隔 還 MI 。 | 販 較 00900 則 
JUSHO1-7 (  ) 1988.07.28 JUSHO1-7 (  ) 1988.07.28 
MUSASHI (  ) 1988.07.25 MUSASHI (  ) 1988.07.25 

呼出 開始 


実行 編集 画面 へ 
了 呼び 出さ れ た ファ イル の NO. 0 0 1 の カー ド が 表示 され ます 。 


ファ イル 一 覧 の みか た 
JUSHO1 ( ) 1988.12.25 
l ] | ーー 1 


い ど いら 柄 藻 テー サテ ーー ・ マデ 入出 


| 

ファ イル 名 アド レス ・ ネ ー ム カー ド 保存 また は 
で は 分 類 名 は 表示 され ま 更新 し た 日 付 
せん 。 


@ アド レス で ネー ムカ ー ド の ファ イル を 、 ネ ー ム カー ド で アド レス の ファ イル を 呼び 出す こと は で 


きま せん 。 
@ [ 刈 で ファ イル 名 の すべ て 、 また は 初め の 何 文字 か を 入力 し [実行 ] を 押す と その 文字 で 始ま る ファ 
イル 名 が 表示 され ます 。 


る を 押し な が ら [V| また は [ 入 | で 5 つ ず つ フ ァイル 表示 を 切り 替え る こと が で きま す 。 


テイ 人 ク 内 の り ノ ァイル を 消す 削 隊 


文書 ディ スク に 保存 され て いる 不要 な ファ イル を 削除 し ます 。 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


1 


次 


IgZ73 


(ファ イル ) 
削 除 処 理 


ディ スク 初期 化 名 


@ 文書 ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ は 解除 し て お いて くだ さい 。 


944 還 


ファ イル 削除 の 手順 


uecoo 肖 症 IE272 
上 保 存 処 理 ンー 
し 2 倒 遇 時 実行 
ファ イル 一 覧 の 表示 
削 (アド レス ) 文書 ディ スク を ラー 
” Mo う 実行 


27f 事 : に  ] 0007000 


遇 


龍 # (アド レス ) 
2 っ ゆ 2 天 : に っ っ ] 002002| 叶 実行 


JUSHO1- ア 7 (  ) 1988.07.28 
MUSASHI (  ) 1988.07.25 


昌夫 削除 完了 


ファ イル の 指定 


和 [ 務 fr2 | {ん | 


ファ イル 名 : MUSASHI 鞭 [ 実 行 ] 呈 | zo ピー 


CE (  ) 1988.07.28 


[実行 : は い [ 了 削 : い ぃ 


で 編集 画面 に も どり ます 。 


いら ひら 豆 テ ー は テー 久 ・N で に 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や ゆる と き は [ ESC ] 
@[ ESC を 押す まで 、 同 、[] が 繰り 返さ れ ま す の で 、 複 数 の ファ イル を 連続 し て 削除 で きま す 。 


始ま る ファ イル 名 が 表示 され ます 。 


@ [4] で ファ イル 名 の すべ て 、 ま た は 初め の 何 文字 か を 入力 し [ 実行 ] を 押す と 、 そ の 文字 で 


新しい 7 ロッ ピー ディ スグ を 使う と き は ( 初 介 化 


市 販 さ れ て いる 何 も 保存 され て いな い デ ィ ス ク を は じ め て 使う と き 
は 、 必 ず 初 期 化 (フォ ー マ ッ ト ) が 必要 で す 。 一 度 初期 化す る と 以 


後 は 文書 ディ スク と し て 使え ます 。 
Ll 日 
6 回 


新しい ディ スク 文書 ディ スク 


付属 の シス テム ディ スク 1 、2 は 絶対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 
初期 化す る と 保存 され て いる プロ グラ ム や デー タ が すべ て 消え て し まい ます 。 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


| 纏 


ュ の 7 前 
き 引 
(ファ イル ) 


削 除 処 5 
ディ スク 初期 人 


@$3. 5 イン チ 2DD の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を お 使い くだ さい 。 
@ 初期 化す る フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ は 解除 し て お いて くだ さい 。 


初期 化 の 手順 


ディ スク 初 期 人 | ファ イル | 
1 保 存 処 理 
* 畔 出 処 実行 


ーー を ーーー 
wー/ 
ONE 


ディ スク を セッ ト 

する 
7 ー 
実 術 キー を 押し て くだ さい と 


(2 DD フォ ー マ ッ ト ) 


半 ンス F3ーーー ーー ea STOP~ に 2 由 ーー 
人 胃 7 前 次 中 6 約 2 分 軸 人 削 


[ ESC ] で 編集 画面 に も ちどり ます 。 


@ 作 業 終了 後 も 、 [4| の ディ スク 初期 化 の メッ セー ジ は 残り ます 。 
「 処 理 終 了 ] が 消え て いれ ば 、 初 期 化 で き て いま す 。 


島 初 期 化 は 買 つ た ば か り の 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 一 度 だ け お こない ます 。 
シス テム ディ スク お よび 文書 ディ スク な ど は 、 内 容 が 消え て し まい ます の で 
絶対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 


@ [処理 終 了 ] の メッ セー ジ は 3 秒 ほ ど で 消 えま す 。 
@ [で 実行 し た あと は 、 処 理 が 終了 する まで 中 断 で きま せん 。 


いら ひと 避 七 テー サテ ー・ で に 生 


カー ド の 一 覧 表 を 見 る (一 覧 表 ) 


一 覧 表 の 出し か た 


登録 され て いる カー ド を 一 覧 表 に し て 画面 に 表示 し ます 。 


大 阪和 1 貞 市 門真 1 0 0 6 厳 流 島 マン ショ ン 1 


固 06834599 国 10 
避 田 市 津 寺 人 7ー2 0-7 3 


浮 玩 固 0635-2| 団 557 


100-11 


「 一覧 」 を 選ぶ 


用 =・ 


0 e 一 覧 表 か ら 振 集 画面 に も どっ た と き 、 一 覧 表 の 一 番 上 に 表示 され て いた カー ド が 表示 され ます 。 


画面 切り 替え の 手順 


一 覧 表 の 表示 カー NRN:00 カ ー ト 数:009 
固 (098-115| 国 5 


大 阪和 門 貞 市 門真 1 0 0 6 厳 消 委 マ ンション 1 10 


00| 御 了 廉 固 (00834-599 団 10 
= 了 田 市 津 寺 人 7ー2 0 一 7 3 


0⑳| 骨 茜 賠 (0⑳35-702| 国 57 
(一 覧 ) 太 阪 市 海田 1 1313 


| 名 人 租 回 (0773-3441 上 団 100-1 


) : 1 枚 分 次 に ずら し ます 。 
次 画面 ) ・ 4 枚 分 次 に ずら し ます 。 


(ESC ) で 編集 画面 に ちどり ます 。 


|2 で [ F1 ] で カー ド を 表示 させ る に は 


① [し F1 J(N o. ) を 押す 


② 数 字 キ ー で カー ド N o. を 入力 する 


③ [ 実行 ] を 押す 


いら OC 柄 牙 テ ー キ テー 多 ・ 和 で に 寺 由 


@ 一 覧 表 は 必ず NO. 0 0 1 か ら 表 示さ れ ま す 。 


@ [F3] (1) 、 (!) は 内 団 で も 同様 で す 。 

@ [F2 ] (前 画面 ) 、[F5 (次 画面 ) は を 押し な が ら 作 | また は で も 同様 で す 。 

e en てい 最終 カー ド は 最 下段 に 表示 され る の で 、 4 枚 分 ずれ な い 場合 が 
あり ます 。 


印刷 する (印刷 ) 


印刷 の し か た 


登録 し た カー ド を 印刷 し ます 。 一 覧 表 の 型式 や 、 は が き の 多 名 の EH 
刷 、 タ ッ ク シ ー ル 、 リ フィ ル の 型式 で 印刷 する こと が で きま す 。 


| ハル キ 偽 | 」 
書体 果 人 番 只 新 旧 8 

散 称 欄 令 調 区 垂 自 庁 0 大 上 1 

検索 し な か いす る 浩 誠 0 5 

カー ド 開 b.0| 滞 叶 本 する し 本 り 

終 7ND.00| 7? 働い 使う 計 6 


(ハガキ 縦 書 、 横 書 、 セ ッ タ ー 縦 書 の 場合 ) 


「 印刷 コ を 選ぶ 


5 - 
| 所 
本 旨 症 | - 臣 表 
y ルキ リフ ィ ル ( 朋 
も (印刷 ) セッ ター 級 書 リフ ィ ル ( 出 
2902 | 


印刷 の 手順 


使用 紙 を 決め る | 印刷 


| 


CS 原 是 本 -』* 
人 ゅ | ハバ リフ ィ ル ( 豚 ) * [実行 
| セツ ター 級 午 リリィ イル ( 両 

詳細 は 次 ペー ジ ) | ro 

(詳細 は 次 ペー ジ | タッ クシ ー ル 
項目 を 設定 する 

KO て (設定 内 容 は 352 ペ ー ジ 以降 を ご 覧 くだ さい 。) 


用 紙 の セッ ト (セッ ト の 方 法 は プリ ンタ の 取扱 説明 書 を ご らん くだ さい 。) 
プリ ンタ の 電源 ラン プ : 点灯 


Se * 還 字 可 ラ ンプ : 点灯 
を 確認 し ます 。 


シス テム ディ スク 1 ツ ス テディ スク 1 
を セッ ト す る 


印刷 開始 


い ど ひら 本 苑 テー サテ ー・ で で に も 


較 | 朋 紙 を セッ ト し て [人 
識 化 前 次 ら 絡 7 


を 押し て (だ さい 。 
R か な 


新しい 用 紙 を 行 
セッ ト す る 形 


[ ESC ) で 編集 画面 に もち どり ます 。 


証 "ちら か じ め 人 出力 セレ クト (や 362 ページ) で 使用 する プリ ンタ を 設定 し て お いて くだ さい 。 
2 、・FS-PC1 を お 使い の 場合 、 縮 小 印刷 な ど 一 部 の 印刷 を 除い て 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 1 は 不要 で す 。 用 
紙 セ ッ ト 後 、 そ の まま ([ 実行 ] を 押し て くだ さい 。 


e 印刷 を 一 時 停止 する と き は 、[ SPACE 」 を 処理 確認 の メッ セー ジ が 表示 され る まで 押し て くだ さ 
い 。 そ の 後 、[ 取消 ) を 押す と 項目 設定 の 画面 に も どり 、[ 実行 】 を 押す と 印刷 が 続行 され ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる 時 は [ 取消 ]、 操 作 を 途中 で 中 止 す る と き は [ ESC ] 


印刷 する 型式 を 決め る (型式 ) 


で 印刷 する 型式 を 設定 し ます 。 
印刷 提 式 | 
ハガキ 紹 一 覧 表 | 
ハガキ 横 リフ ィ ル ( 崩 ) 
セツ ター 終 書 リフ ィ ル ( 両 ) 
タッ クシ ー ル | 
印刷 する 型式 に より 設定 する 項目 が 異な り ま す 。 
@「 ハ ガキ 縦 書 」、「 ハ ガキ 横 書 」、「 セ ッ タ ー 縦 書 」 
| 7 キ 
書体 明 彰 体 郵便 番号 梓 。 新 旧 %※「 セッ ター 終 書 」 で は 、 は が き 
才 各 欄 微 調整 和志 方向 0 大 TH 質 洲 寅 で 
検索 UL な いす る 平和 0 和 Ri 
カー ド 開 40.00| 江 導 換 する し な い 
終 7N0.000 は 大 7-2 使 D な が い 使う 
@「 タ ッ ク シ ー ル 」 @「 一 覧 表 」、「 リ フィ ル ( 片 )」、、「 リ フィ ル ( 両 )」 
タック ツール | リフ イル 用 | 
敬 。 衝 様 書 。 体 明 彰 体 縮小 
生還 上 R し な し 敵 褒 RI し ひい 還 回 還 放 
カー ド 開 SMb. (WM カー ド 肢 N0. MM 
終 7 0 級 7ND. WM 
設定 する 項目 の 詳細 に つい て は 、354 ペ ー ジ 以降 を ご 覧 くだ さい 。 
・ ブ リン な へ の も セット の し か たり G 央 ちわわ に つい て は お ちり フリ ンタ の 取 拉 明 書 を ご 


使用 する 用 紙 と セッ ト の し か た 
(用 紙 の セッ ト 方 法 に つい て は 、 プ リン タ の 取扱 説明 書 も 参照 し て くだ さい 。) 


使用 する 用 紙 プリ ンタ へ の セッ ト の し か た 
ハガキ 縦 書 官製 は が き は が き を 横 に し て (左側 に 郵便 番号 要 が くる よう に ) 


入れ 、 は が き 左 端 を プリ ンタ の 「 は が き を を 端 」 の 位置 
ハガキ 横 書 官製 は が き 


に 、 は が き 上 端 を ペー パー カッ ター の 先端 に 合わ せる 。 
は が き を 縦 に し て (郵便 番号 枠 の 方 か ら ) 入れ 、 は が 
き 左 端 を プリ ンタ の 「 は が き 左 端 」 の 位置 に 、 は が き 
上 端 を ペー パー カッ ター の 先端 に 合わ せる 。 

セッ ター 十 官製 は が き | は が き を セッ ター に 横向 き に セッ ト し 、 プ リン タ に 人 

タッ クシ ー ル | タック シー ル 

(CF-PP962T : 別売 ) 

A 4 感熱 ロー ル 紙 

(CF-PP901SR : 別売 ) 

A 4 用 紙 (メモ 参照 ) 


れる 。 セッタ ー 左 端 を プリ ンタ の 一 番 左 端 の マー ク に 、 
「 住 所 、 宛 名 を …」 と 書か れ た 線 を ペー パー カッ ター 
リフ ィ ル ( 片 ) | リフ ィ ル 用 紙 
( 両 ) | (CF-PP931RF : 別売) 
(CF-PP932RFS : 別売 
印刷 例 


の 先端 に 合わ せる 。 
タッ クシ ー ル 左端 を プリ ンタ の 一 番 左端 の マー ク に 、 
タッ クシ ー ル 上 端 を ペー パー カッ ター の 先端 に 合わ せ 


る 。 
用 紙 の 左端 を プリ ンタ の 一 番 左端 の マー ク に 、 用 紙 の 


上 端 を ペー パー カッ ター の 先端 に 合わ せる 。 


用 紙 左端 を プリ ンタ の 一 番 左端 の マー ク に 、 用 紙上 端 
を ペー パー カッ ター の 先端 に 合わ せる 。 


「 ハ ガキ 縦 書 」 「 ハ ガキ 横 書 」 「 セ ッ タ ー 縦 書 」 
| | 還 四 HH 


L 1 
( 
画 
| 
L」 
に 
1 
力 ] 
は に] 
5 
し 」 
に 


当 誠 オ 10 6G6 イ 
半 そ 杜 


に 3 


佐々 木 小次郎 様 


守 
加 き ーー- 
忌 イ ー 


遇 
1> ト 1 日 環 碁 図 
の 
3 


3 
* 


6 
3 
8 


半 


上 て う て う | mt ご 呈 Hmt こ 王寺 パント 


〒559.01 
大 阪 市 北 区 域 見 2-1- 61 


GS も # 
ニ ト て う て う | mt ご 再 ヨ tm ご 旦 う 本 球 パント 
1 因 11 TIO き 
明 半 町 
1 | 中 画 甚 図 評 筆 思 半 10- は 団 団 1 
に 3 浴 写 斗 そ 本 
て う 1 | ヽ ヾ wu で ペー スパ Tr 玩 E 


宮 本 武 歳 
き 06-672-1141 


ひい ら ン 穂 華 テ ー サ テー 入 で テ に 生 


書体 を 妥 える (書体 


で 青い 呈 ー コ を 「 書 体 」 こ あわ せ 、 で 書体 を 選び ます 。 


「 縮 小 」 を 選ぶ と 明 朝 体 の 約 1/4 の 大 き さ で 印刷 され 、 1 ペー ジ に た くさ ん の カー ド が 印刷 
で きま す ( 下 表 参 照 )。 


(一 覧 表 、 リ フィ ル ( 片 )、 リ フィ ル ( 両 )) 


書体 昌 体 術 小 

検 索 し な い する 

カー ド 開 0b. 0 
終 7ID. 0 


@「 ハ ガキ 縦 書 」、「 ハ ガキ 横 書 」、「 セ ッ タ ー 縦 書 」 で は 、48 ド ッ ト モ 人 筆 書 体 カ ー ト リッ ジ 
FS-SR023( 当 社 製 ) を 接続 する と 「 毛筆 体 」. を 選ぶ こと が で きま す 。 
@「 タ ッ ク シ ー ル 」 で は 書体 を 変え る こと は で きま せん 。 


明 朝 体 縮 小 


EOID CLOCKPZ 2 0 
了 抽 放 A 4 用 紙 1 枚 に 10 枚 の カー ド を 印刷 | A 4 用紙 1 枚 に アド レス 31 枚 、 ネ ー ム 
カー ド 24 枚 の カー ド を 印刷 
リフ ィ ル ( 両 ) | 1 ペー ジ に 3 枚 の カー ド を 印刷 1 ペー ジ に 9 枚 の カー ド を 印刷 
( 片 ) 


毛筆 書体 カー トリ ッ ジ FS-SR023( 当 社 製 ) を 使う と 、 は が き 印 刷 時 に 毛筆 書体 が 使え ます 。 
(書体 の 選び 方 は 「 一 覧 表 」 な ど と 同じ で す 。) 


(ハガキ 縦 書 、 ハガキ 横 書 、 セ ッ タ ー 縦 書 ) 


| 7 キ 繕 | 
生 話 晒 和 体 9 覆 新旧 | omoomaan ま 
散 称 欄 微 調整 重 自 語 0 克 す 。 
検索 し な いす る ル 平 カ条 0 師 
カド 開 .| 清 時 本 する L&U 
7l.0| は 次 70-? 側 O な い 使う 


記 記 証  * 筆 カ ー ト リッ ジ を 抜き 差し する と き は 、「 ア ドレ ス 」、「 ネ ー ム カー ド 」 を 一 度 終了 し 、 本 機 の 電源 
を 切っ て か ら 行っ て くだ さい 。 電源 を 入れ た まま 抜き 差し する と 故障 の 原因 と な り ま す 。 
eFS-PC1 以 外 の プリ ンタ を お 使い の 場合 、「 毛 筆 体 」 に 設定 し て も 半角 文字 と 上 浅 字 、 下 添字 は 毛 婁 
書体 に な り ま せん 。 


敬称 を 付け る (敬称 ) 


で 青い | を 敬称 に 合わ せ 、[TAB) で 敬称 を 選び ま 
の 
オリ ジ ナ ル の 敬称 (全角 2 文字 ) を 付け る こと も で きま す 。 


(ハガキ 縦 書 、 ハガキ 横 書 、 セ ッ タ ー 縦 書 ) (タッ クシ ー ル ) 

ハガキ 編 書 | | ッッ ー ル 

書体 昌 体 和 人 番 紀 桁 新 旧 前 計 季 株 

角 称 欄 微 調整 生 直 0 検 東 L な い する 

検索 L な いす る 料 誠 0 カー ド 開 人 W. 

カー ド 開 0.01 満 等 す る し ぬ 終 7ND. 0 
終 7D.001 は B 座 71-2 使わ か い 使う 


@「 一 覧 表 」、「 リ フィ ル ( 片 ) 」、「 リ フィ ル ( 両 )」 で は 敬称 は 付け られ ませ ん 。 


名 前 の 後 の 敬 称 は [ TAB」 を 押す た びに 次 の よう に 切り 替わり ます 。 
「 様 必 「 殿 」j 必 「 御 中 」 必 「 先 生 」 選 「 行 」 必 「 宛 」 呈 中 |」( 好 き な 敬 称 が 入力 で き 
ます ) 必 「 な し 」( 敬 称 を 印刷 し ませ ん ) 選 「 様 」 


※「| |」 は 全角 2 文字 まで 入力 で きま す 。 入力 方 法 は ワー プロ で の 文字 入力 と 同じ で す 。 


ひご ひら ン 穂 華 テ ー サ テー 半 ・ ツ で で 目 上 に 生 中 


* ネー ムカ ー ド で も 、「 会 社名 」 で は な く 「 名 前 」 の 後に 敬称 が 印刷 され ます 。 「 御 中 」、「 行 」、「 宛 」 な ど 
を 選ぶ 場合 は 注意 し て くだ さい 。 
宛先 を 会 社名 に し た いと き は 、 「 会 社名 」 の 項目 を 空白 に し 、「 名 前 」 の 項目 に 会 社名 を 入力 し て くだ 


さき 0。 


還 刷 する カー ド を 指定 する カード) 


MM で 青い L__ を 「 カ ー ド 」 に 合わ せ 、 で 「 開始 N o .」 ま た 
は 「 終 了 N 0 .」 を 選び 、 数 字 キ ー で カー ド N oO. を 入力 し ます 。 
(ハガキ 縦 書 、 ハ ガキ 横 書 、 セ ッ タ ー 縦 書 ) 


「 ハル キ 編 」 


書体 拉 体 
検索 LA いす る 
が ド 開 0.00 


重 便 番号 梓 。 新 旧 
令 調 整 重 自 廊 同 0 師 


数 字 和 所 9 る 
大 7-2 使わ ない 使 う 


水平 方 生 0 帆 
し な い 


終 7lo. 0 
(タッ クシ ー ル ) 
|292 ツ ー ル | 5 
散 称 繁 
検 東 LAu 9 
力 ド 有 交 . 0 
終 7Np. 00 


(②332 ペ ー ジ ) を 使う と 便利 で す 。 


開始 N o. 


終了 No. 


: この カー ド か ら 印 刷 が 始ま り ま す 。 
: この カー ド で 印刷 が 終わ り ま す 。 


(一 覧 表 、 リ フィ ル ( 片 )、 リ フィ ル ( 両 )) 


リ 7 用 | | 
書 体 接 栖 乏 小 
検 東 L し ない する 
カ 二 有馬 朋 lD. 0 
終 7ID. 0 


あら か じ め カ ー ド N o . を 確か め て お いて くだ さい 。 印 刷 し た い カ ー ド を 探す と き は 「 検索 」 


開始 N o . と 終了 No. を 同じ に する と 、 そ の カー ド だ け 印 刷 で きま す 。 


ド の み 印 刷 さ れ ま す 。 
例 : 1 一 10 ま で の カー ド の うち 、 

「 カ ー ド 」 で 指定 し た カー ド N oO. が 1 一 6 
検索 条件 に 合う カー ド が 2、4、5、8、9 
だ と する と 、 


印刷 され る の は 2 、4 、5 の カー ド に な り ま す 。 


定 し て くだ さい 。 


印刷 する カー ド を 選ぶ に は 「 カ ー ド 」 の 他 に 「 検 索 」(②357 ペ ー ジ ) が あり ます 。 こ ご の 2 つ を 
組み 合わ せる と 、「 カー ド 」 で 指定 し た カー ド の うち 、 検 索 条 件 ( 〇 333 ペ ー ジ ) に 合っ た カー 


指定 し た カー ド 検索 条件 に 合う カー ド 


印刷 され る カー ド 


@ カード を 削除 し た 場合 、 カー ド N Oo. が 変わ り ま すか ら 、 検 索 等 で カー ド N O. を 確か め て か ら 指 


ar 


さがし た カー ド を 印刷 する (検索 


で 表 い 古き を 「 検 索 」 に あわ せ 、 で 選び ます 。 


| ハガキ 辺 
書 体 明 彰 体 和 便 番号 桁 。 新 旧 


散 称 欄 微 調整 重 自 語 0 
検 索 L な いす る 水平 語 0 人 
カー 開 S.00| 泊 半 肛 す る し AU 

終 7o.001 は 誠 77-2 値 な が い 使 う 


| 


検索 を 「 する 」 に 指定 する 場合 、 あらかじめ 3 3 2 ペー ジ を 参照 し て 「 検 索 」 


を 行っ て お いて くだ さい 。 印刷 の 対象 に な る の は 「 検索] で 設定 し た 検索 条件 

と 一 致す る カー ド の み で す 。 4 

上 - ゴ 

宣 

ア 

ド 

[検索] を 「 する] に する と レ 
3 3 2 ペー ジ の 「 検 索 ] で 条件 に あう カー ド を すべ て N 0. の 若い カー ド か ら 印刷 し ます 。 
条件 に あう カー ド が 複数 あり 、 そ の うち の 一 枚 だ け を 印刷 し た い 場 合 に は 、「 カ ー ド 」 の 項 + 
カ 

目 で その カー ド の NO. を 指定 し ます 。 M 
機 

に | コ 

い ) 

ろ 

い 

ろ 


e 検索 条件 を 何 も 設定 せ ず に 「 検 索 」 を 「 す る 」 に する と 、「 カ ー ド 」 の 項目 の 「 開 始 NO. 」 で 
指定 され た カー ド か ら 印 刷 さ れ ま す 。 


057 


各 必 短 王 件 を 指定 9 る (部 作 秋 号 補 


で |_ を 「 郵 便 番号 枠 」 に 合わ せ 、 で 選び ます 。 


(ハガキ 縦 書 、 ハガキ 横 書 、 セ ッ タ ー 縦 書 ) 


| 7 婦 | 癌 

書体 明 拉 価 和 便 番号 梓 。 新 旧 

散 称 様 信 調 整 吾 赴 方 0 克 

検索 し な いす る 水平 方 同 0 大 

カー ド 開 0.00| 泊 間 家用 する し な い 
終了 Nb. 00| は 誰 7-2 使わ なかい 使う 


郵便 番号 枠 ' 新 」 郵便 番号 枠 「 旧 」 


| | HHHHHH | | HHHHU 


印刷 が すれ た と き は (人 滑 


で 上 _ を 「 微 調整 」 に 合わ せ た 後 、 に | 区 で 「 垂 直方 向 」 か 「 水 
平方 向 」 を 選び 、 [増加 ] [減少 ] で 調整 し ます 。 
ー 3 mm 一 十 3 mm の 間 で 調整 で きま す 。 
(ハガキ 縦 書 、 ハ ガキ 横 書 、 セ ッ ター 縦 書 ) 
/ ガ カキ 結 | 
書 体 8 提 体 和 便 番号 枠 。 新 旧 


散 称 機 微 調整 吾 旧 廊 同 0 大 

検索 し な いす る 水平 廊 同 0 師 

カー ド 開 0.00 清 生 醸 す る し ぬ 
終 TN0.00| は 誰 イータ 使わ な い 使 う 


郵便 番号 が 枠 か ら は みだし た と き な ど に 使い ます 。 
は が き の 宛 名 全体 の 印刷 位置 が 調整 し た 分 移動 し ます 。 
「 ハ ガキ 縦 書 」、「 ハ ガキ 横 書 」、「 セ ッ タ ー 縦 書 」 以 外 は 微 調整 で きま せん 。 


は が き の セ ッ ト 方 向 と 調整 方 向 
「 ハ ガキ 縦 書 ] 、「 セ ッ タ ー 縦 書 」 


1 
上 - ゴ 
時 
る 
水平 方 向 郵便 番号 が ずれ た と き の 調 整 例 
(-) () 
(-)| ロ 1 7 癌 門 本 ③ 「 水 平方 向 」 ( 十 ) 側 に 調整 二 
に 〔 ム 
直 ロ | ゆ 「 水 平方 向 」 (一) 側 に 調 呈 タカ 
方 | 
向 | 8 7 0| 01 必 「 垂 直方 向 」 ( 十 ) 側 に 調整 和 
GL」 
570OIO1| 必 「 垂 直方 向 」 (一 ) 側 に 調整 ろ 
「 ハ ガキ 横 書 」 い 
水平 方 向 郵便 番号 が ずれ た と き の 調 整 例 つ 
(一 ) () 
ーー 方 哲 | に 
Pb 園 HHHHH 570O|IDI| 必 「 水 平方 向 」 ( 十 ) 側 に 調整 
垂 | 8 7 0| 0 1 〇 「 水 平方 向 」 (一 ) 側 に 調整 
直 
方 1979 門 ] ゆ 「 重 直方 向 」 ( 十 ) 側 に 調整 
向 
|。|| | |」| ゆ ⑦ 「 垂 直方 向 」 (一 ) 側 に 調整 
ャ 
(+) 
二 ミ “当社 製 FS-PW1 を 使っ て 新 郵便 番号 枠 の は が き に ネー ムカ ー ド を 印刷 する と き は 、「 垂 直方 向 」 を 
Po ー 1 mm に 設定 し て くだ さい (これ が 基準 値 に な り ま す 。 う まく は いら な いと き は 調整 し て くだ さい 。) 


者 深雪 了 〒 に 攻 ん 6| 北 者 子 層 


で | を 「 漢 数 字 変 換 」 に 合わ せ 、 で 選び ます 。 
「 漢 数 字 変換 」 を 「 す る 」 に 設定 する と 、 入 力 画 面 で 住所 の 番地 等 を 数 字 で 入力 し て いて も 印 
刷 時 ( 縦 書 の み ) に 自動 的 に 漢 数 字 に 変わ り ま す 。 


(ハガキ 縦 書 、 セッター 縦 書 ) 


| ハガキ 繕 | 
書 体 昌 体 郵便 番号 桁 。 新 旧 
散 称 欄 微 調整 重 赴 廊 0 大 
検 素 水平 方 0m 
カー ド 漢 数 字 且 換 す 9 る し ね ぬい 
藤 7ID (0] 7 イー 2 使わ な い 使 う 


「 ハ ガキ 縦 書 」、「 セッター 縦 書 」 以 外 は 設定 で きま せん 。 


印刷 例 ( ハ ガキ 縦 書 の 場合 ) 入力 画面 


カー ド No:001/ カ ー ド 数 :005 
が 
人 | な 々 林 小計 | 

証 る [06-908-115| 
所 [ 和 呈 上 1006 江 誠 マン ショ ン 110 | 
杏 [20 和 55B | 図 [| [| 


漢 数 字 変換 し な い 」 


回 ltHHH 


漢 数 字 変換 「 す る 」 


オオ さ 杜 


装 テ 


M 
大 
阪 
市 
北 
区 
城 
中 

1 

1 

太 


ビ の ー ビ ー ベ 画 湊 較 評 委 記 党 10 6G6 ゴ 


宮 
本 


ント つの 1 aa に 二 ヨ Hm 時 ント 
つっ < つつ テー ご 吾 ヨ tmt ご 吾 計 計上 


に 3 


〈 〇 ① 1 1 ヾ mi < ペー スパ 還 m 宇 守 玩 竹 


< ラー デー ェ ーー で 7 ペー スパ IT 主 玩 竹 


別 郭 の は が さ ノ イー タ を 使う (上 刷 する 


で 青い |ー 


= を 「 は が き フ ィ ー ダ 」 に あわ せ 、 で 選び ま 


が 。 
(ハガキ 縦 書 、 ハガキ 横 書 ) 
7 キ 結 FW-HFU1 
書 体 明 彰 体 邊 便益 号 桁 。 新 旧 
散 称 様 信 調整 重 自 語 0 克 
検索 し な いす る 水平 方 回 0 人 
カー ド 開 0. 0 0 する し L し 奴 
終 7lp.00| 助 六 人 頒 0 な い 合う 


@「 ハ ガキ 縦 書 」、「 ハ ガキ 横 書 」 の と きのみ は が き フ ィ ー ダ を 使用 で きま す 。 

@ FS-PC1 以 外 の プリ ンタ で は 、 は が き フ ィ ー ダ を 使用 で きま せん 。 

@ は が き フ ィ ー ダ は FW-HFU1( 当 社 製 ) を お 使い くだ さい 。 

@ 用 紙 の セッ ト 方 法 や 接続 方 法 に つい て は 、FS-PC1 お よび FW-HFU1 の 取扱 説明 書 を ご 
覧 くだ さい 。 


は が き フ ィ ー タ を 使用 する と 
最高 30 枚 まで の は が き の 連 続 印 刷 が で き 、 は が き を セッ ト す る 手間 が 省け ます 。 


途中 で は が き が つま っ た と き は 

ツ | % 押 左 の メッ セー ジ が 表示 され ます の で 、[ 取消 ] を 押 
プリ ンタ を 確か め 、 有 誘 を セッ ト し て し て 印刷 を 中 止 し ます 。 
[実生 を 押し て くだ さい 


② プリ ンタ の 電源 を 切り 、 は が き フ ィ ー ダ を 取り 外し ます 。 

⑬③ つま っ た ば が き を 取り 除き ます 。 ま の 届か な いと ころ に つま っ た と き は ピン セッ ト 等 を 使っ 
て 取り 除き ます 。 

(〈④ は が き フ ィ ー ダ を プリ ンタ に 取り 付け 、 は が き を セッ ト し な お し ます 。 

⑤ プリ ンタ の 電源 を 人 れ ま す 。 
⑥ 
⑨ 


「 カ ー ド 」 の 開始 N oO. を 印刷 が 中 止 さ れ た カー ド N 0. に 設定 し ます 。 
[実行 ) を 押し て 印刷 を 再開 し ます 。 


@ は が き フ ィ ー ダ を セッ ト す る と き は 、 プ リン タ の 電源 スイ ッ チ を 切っ て か ら 行 っ て くだ さい 、。 


@ は じ め て お 使い に な る 場合 は 、、 い ら な く な っ た は が き や は が き と 同 じ 大 き さ に 切っ た 用 紙 ( 官 製 は 
が き と 同じ くら い の 厚 さ の 紙 ) を 使用 し て 一 度 テ スト し て みる こと を お 勧め し ます 。 


ひご いら 本 藻 テー キテ ーー 誠に も 店 


題 51 


入出 力 セ レク ト と 画面 調整 


人 HH7 愉 や 首 肪 トド を 設 E96 


0 し て いる マウ ス や プリ ンタ の 種類 を 決め た り 、 
声 ガ イド や 自動 再生 の 設定 を し ます 。 


Ms 」 人 カセ し ク ト | 
入 カ アル キー ボー ド マリウス パッ ド 
プリン PC1 PA1 PK1 PW1 7 多 
音声 ガイ ド する し 
目 動 用 する し 
[SHIFT]+ カ ー ソ ル | で 画 公 講座 


を 押し な が ら を 押す と 、 画 面 の 位置 が 調整 で きま す 。 画 面 の 一 部 
が 切れ て いる と き に お 使い くだ さい 。 


人 入出 力 を 選ぶ 


2 国 主 較 還 キ - ボ ー ド マ て 92 パッ ド 
6 (入出 力 ) プリ ン % 棚 所 "PC1 PA1 PK1 PW1 7 多 


音声 ガ ド 。 する し 九 
目 動 朋 生 する し ねい 
| [SHIFT]+ [カーソル] で 画 佐 計 | 


@ こ の 操作 は メイ ン メ ニュ ー、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、A V ラ ベル の 、 各 ソ フト の 
すべ て に あり ます 。 ど こ か で 一 度 設 定 する と 、 記憶 され て いま す 。 
だ だ し 本 体 に 乾電池 が セッ ト さ れ て いな か っ た り 、「 終 了 」 の 操作 を せ ず に メイ ン メ ニュ ー 画 
面 以 外 で 電源 スイ ッ チ を 切る と 最後 の 設定 内 容 は 記憶 され て いま せん 。 


項目 を 設定 する 


設定 し た い 項 目 を 選ぶ 入出 カセ ルク ト 
( 例 : プリ ンタ 選択 ) 入 ア バイ ス 。 キー ボー ド マウ ス パッ ド 
尻 2 吾 Pc1 PA1 PkK1 PW1 7 
ドス 味 音声 ガイ ドド する し AA 
マ J 和 目 動 用 する し AA 
[SHIFT]+[ カ ー ソ で 位置 
設定 し た い 種 類 を 選ぶ | 出 カセ レク ト 
( 例 : PA1) 入力 キー ボー ド 。 マサ 。 パッ ド 
悦 2 台 Pc1 PA1 Pk1 Pw1 7 
音声 ガイ ド する し 
KO 2 字 自動 再生 する し 
[SHIFT]+[ カ ー ソ ル | で 位置 半球 | 
この 設定 で て よろ し いで すか 7 
想 : ー ニ ューーー ーー - ーー 只 ッ ー 
[実行] っ 。 | だ 。 [実生 
編集 画面 へ 


@ 設定 内 容 
入力 デバ イス 
"あー 5 ボー ド を 使う と き 
(当社 製 FS-JM1-H 等 ) 
ジョ イ パ ッ ド と キー ボー ド を 使う と き 
(当社 製 FS-JS220,FS-JS222 等 ) 
プリ 二 還 | FS-PC1( 当 社 製 , 推 奨 品 ) 
FS-PA1( 当 社 製 ) 
PK1 FS-PK1( 当 社 製 ) 


FS-PW1( 当 社 製 ) 
HBP-F1/F1C(SONY 製 ) 


パッ p ャ ー 


に ンジ は 芝 還 ガイ ド メ ッ セー ジ 、 エ ラー メッ セー ジ 等 を 簡単 
| 。 | Oc さる き と 8 
メッ セー ジ を 音声 で 再生 させ な いと き 
メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 、 フ ロッ ピー ディ スク に 
保存 され た 音声 を 再生 させ る と き 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 音声 を 再生 させ な いと き 


に する 
し な い 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 、 操 作 を 中 止 す る と き は 
@ |5| で 音声 ガイ ド の メッ セー ジ が 表示 され た 場合 
音声 ガイ ド を 行う と き は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を セッ ト し て [実行 ] を 押し ます 。 
音声 ガイ ド を 行わ な か いと き は 、 そ の まま [ 取消 を 押し ます 。 


いと いと 嘉 蘭 テー サー 装 ・ 和 で 


Co77ee が 7e ん た 


[区 1| 「 区 2 | [区 3 ] の 使い か た 


区 分 に は 半角 の 英 数 字 、 カ タカ ナ が 入力 で きま す が 、 こ こ で は 数 字 だ け を 使っ た コー ド 付 け の 一 例 
を あげ ます 。 


念 性 別 コ ー ド 男 : 01 女 ? 02 
念 職 業 コ ー ド 製造 業 : 01 販売 業 : 00 サー ビス 業 :03 学生 :04 
全 お 中 元 、 お 歳 農 送る :01 送ら な い : 02 


も ら っ た :10 も ら っ て いな い : 20 
念 年 賀 状 、 財 中 見 舞い 年 賀 状 を 送る : 10 時 中 見 舞い を 送る : 02 
今 既 婚 者 コー ド 未婚 :01 既婚 :02 


年 末 や 夏 に は お 歳暮 、 お 中 元 と 年 賀 状 、 財 中 見 舞い が 重なっ た り し て 誰 に 何 を 送っ た ら ・‥…・ と いう 
と き に 大 い に 力 を 発揮 し ます 。 


(暑中 見 舞い ) 


上 記 の コー ド で は 年 賀 状 も 署 中 見 舞い も 両方 送る 人 は 12 と な り ま す 。 圭 中 見 狂 を 送る 人 は 
02 と 12 の 人 で す 。 


332 ペ ー ジ を 参考 に し て 、「 検 索 ] し ます 。 こ の と き の 条 件 は 区 分 に 「2」 を 入力 し 
ます 。 


次 に 350 ペ ー ジ を 参考 に し て 印刷 し ます 。 こ の と き 「 検 索 」 の 項目 を 「 す る 」 に 合 
わせ る と 、 区 分 が 02 の 人 と 12 の 人 が 順に 印刷 され ます 。 用 紙 を 「 ハ ガキ 」 また は 
「 セ ッ タ ー」 に する と 暑中 見 舞い の 多 名 が 印刷 で きま す 。 


(お 中 元 リ スト ) 


お 中 元 リ スト に は 「 送 る 」 と いう 人 と 、「 も ら っ た 」 と いう 人 を リス ト ア ッ プ し ます 。 こ 
の 中 に は 、「 も ら っ て いな いけ れ ど も 送る (21) 」 や 「 送 る か どう か は 決め て いな い が も 
ら っ た (10) 」 と いう 人 も 含ま れ ま す 。 つ まり コー ド に 「 1 」 が 含ま れる 人 を リス ト ア ッ 
プ し ます 。 


賭 中 見 舞い と 同じ よう に 332 ペ ー ジ を 参考 に 「 検 索 ] し ます 。 条 件 は 区 分 に 「1」 を 
人 力 し ます 。 


印刷 の と ころ で 「 検 索 」 の 項目 を 「 す る 」 に し て 、「 一 覧 表 」 に 印刷 し ます 。 こ れ 
で リス ト が で きま し た 。 ご これ を 見 て 予算 を 考え た り 、 地 域 別 に 作り 変え た り し て 人 役 
立て て くだ さい 。 


ここ に 示し た の は ほん の 一 例 に すぎ ませ ん 。 他 に も いろ いろ と 工夫 し て うま ぐ く 使 いこ な し て くだ さ 
い 。 


持ち 歩く に は リフ ィ ル を 


以上 の 例 の よう に 区 分 に は いろ いろ な 使い か た が あり ます 。 ビ ジネス マン に と っ て 人 と の つき あい 
は 大 切な も の 。 ぞ そこ で 自分 な り に コー ド 付 けし た カー ド を 分 類 し て 、 流 行 の シス テム 手帳 に 閉じ て 
お け は 仕事 の 上 で も 一 段 と 有利 。 以 外 に 役 に た つの が 「 メ モ 」 の 項目 。 そ の 人 の 趣味 や 好き な も の 
な ど を 書い て お く と 、 商 談 事 も スム ー ズ に 。 
リフ ィ ル に は 専用 の 用 紙 を お 使い くだ さい 。 


熱転写 式 CFPP931RF 
感熱 式 CFPP932RFS 


び ご いら 配 牙 テー キテ ー 状 ・A で も 


AV Label Functions 


第 5 章 /AV ラ ベル 機能 いろ いろ 


AV ラベ バル 機能 いろ いろ 邊 


AV ラベ ル と は 


こん な こと が で きま す 


@ フ ロッ ピー ディ スク に 保存 し た ファ イル の 管理 
の / ル G ん 目 究 で くる 刀 デ オデ テー ツ カセ ッ ド トド チャラ クト 5 2 に 2 
ディ イ スク 。 
いっ た い 今 、 ど うい う 内 容 の も の が どれ だ け あ る か 、 す ぐに 
わか っ て し まう の が この AV ラベ ル で す 。 
(も ちろ ん 、 そ の 前 に カー ド を 人 入力 し て くだ さい ね 。) 
AV ラル MC で ほ ビデ ホネ オラ ペル 、 有 セッ トラベル ララ 昌三 
ラベ ル の 管理 が で きま す 。 編集 画面 は 下 の と お り で す 。 


(ビデ オ ) (カセ ッ ト ) 
| :01 | 国 | フ ァイル 名 : カー ド RN0: 


DE 史 唐 MY FAVORITE SONGS 
H 信 989/4720 | ゃ ませ | 
本 昌 。 四 是 
に は 向 か な い 職 業 
ー 劇 の あの | 


VHS IT60 | | | 


gd 
アパ ー ト の 鍵 代 し ます フラ ンク リン の 果実 


| 縛 | 。。。。 回 還 2 
編集 印刷 カ 介 前 次 2 終了 R か な 挿 人 削除 


| ベル リン 。 基 旭 エリ ス の 残 人 を 追っ て 
| 和 腔 まり 0 く ベ ルリ ン を 訪ね る 


ド 


上 | 者 き 医学 まで あっ た 攻 剛 外 が 草 ら し た 御 


編集 印刷 カ 化 前 炊 5 終了 R か な 挿 人 削除 
(フロ ッ ピー) 

[ 寺 フ ロッ ピー| 。 | 

3』 クラ | 

6 珠 補 | 


7 月 NICS・NIES 調 


0 月 = ュー ヨー ク ・ 東 | 
[ii az0 | 
aa 


| 印刷 カ 人 前 次! 終了 。 BR か な 銀 人 本 


@ フ リー カー ド に つい て は 第 6 章 を ご 覧 くだ さい 。 


@ 入力 


ます 入力 が 必要 で す 。 A V ラ ベル で は 一 画 面 に つき 1 カー ド で 対応 し て いま す 。 (カセ ッ ト ラ ベル 
の み 、A 面 ・B 面 各 一 画面 で 対応 ) 文字 の 入力 の し か た は ワー プロ と 同じ で す の で 、 第 1 章 を 参照 
の うえ 、 入 力 し て くだ さい 。 ラ ベル の 名 項目 の 制限 事項 は 3 72 ペー ジ 「 項 目 に 入力 する 」 を ご ら 
ん くだ さい 。「 メ モ 」 欄 な ど コ ピー ライ ター に な っ た つも り で 、 ち ょ っ と 気 の き いた コト バ を 入れ 
て みて は いか が で すか 。 い ろ い ろ 楽 し い 使い か た を 考え て お お い に 活 用 し て くだ さい 。 


@ 登録 と 保存 


カー ド の 集まり を 「 フ ァイル 」 と いい ます 。 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 する と き は ファ イル 単位 で 

保存 し 、 ひ と つ ひ と つの ファ イル に は 名 前 (ファ イル 名 ) を つけ ます 。 

説明 の 中 で 「 登 録 」 と 「 保 存 」 が で て きま す が 、「 登 録 」 は パソ コン 内 の メモ リ と いう 記憶 場所 に 

登録 する こと で 、「 保 存 」 は その 内 容 を フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する こと で す 。 入 力 し て 登録 し た 
カー ド は AV ラベ ル を 終了 し た り 、 電 源 ス イッ チ を 切る と 消え て し まい ます 。 入力 ・ 修 正 し た カー ド 
(ファ イル ) は 必ず フロ ッ ピー ディ スク に 保存 し て お きま し ょ う 。 


@ 修正 


入力 し た 文章 を まち が っ た り 、 い ら な い 文 章 を 消し た り 、 新 し く 加え る 部 分 が ある 場合 な ど 、 修 正 
する 必要 が あり ます 。 そ の 場合 に は 修正 する カー ド の 入っ て いる ファ イル を 呼び 出し て 、 修 正 後に 
同じ ファ イル 名 で 保存 し ます 。 こ の 操作 を 「 フ ァイル の 更新 」 と いい ます 。 別 の ファ イル 名 を つけ 
て 保存 する と ファ イル が も う ひ と つ 作 られ 、 ど ちら が 新しい カー ド か わか り に くく な り ま す 。 で す 
か ら 、 必 要 な と き 以 外 は 同じ ファ イル 名 で 保存 し て くだ さい 。 


この 3 つの 操作 の 繰り 返し で カー ド を 管理 し 、 必 要 な と き に 印刷 し ます 。 
@ 印刷 
AV ラベ ル で は 自分 だ け の オリ ジ ナ ル ・ ラ ベル が 印刷 で きま す 。 
一 覧 表 (A 4 サイ ズ ) と ビデ オ テ ー プ 用 イン デック ス (品番 : CF-PP987T) 、 オ ー デ ィ オ カセ ッ ト 用 


イン デック ス (品番 : CF-PP992C) 、 3 .5 イ ンチ フロ ッ ピー ディ スク 用 ラベ ル (品番 : CF-PP966T) 
の 別売 の 3 種類 の ラベ ル に 印刷 で きま す の で 、 用 途 に 合わ せ て お 選び くだ さい 。 


RE や で PS コ 上 ( 違 


AV フ ベ ル の 始め か た 


(メイ ン メ ニュ ー 画 面 ) 


スタ ー ト の し か た 


(AV ラベ ル ) 


ラベ ル の 種類 を 選ぶ 


リ - カ ー ド 


ラベ ル の 種類 を 選ぶ 


@| 1| で 音声 ガイ ド の メッ セー ジ が 表示 され た 場合 
音声 ガイ ド を 行う と き は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を セッ ト し て [ 実行 ] を 押し ます 。 


音声 ガイ ド を 行わ な か いと き は 、 そ の まま [ 取消 を 押し ます 。 


AV フ ベ ル の 終わ りか た 


ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 


:00I/ カ ー ド 数 00 


すでに 保存 し て ある と き は 
っ 
| 名 
AV ラベ ル を 終了 し ます ンー 
っ 実行 


よろ し いで すか ? 
[実行 ] : は い [有馬 肖 : い いえ 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 に も どり ます 。 


EE まで 光 NES コ 才 O1 違 


い ビ い 


e [て (実行 」 の と き は 、 保存 処理 (④ 3 8 8 ペー ジ ) を 行っ て くだ さい 。 
e 同 で [ 取消 ) を 押す と 編集 画面 に も どり ます 。 


@ [ STOP ]( 終 了 ) は 必ず 行っ て くだ さい 。 終了 を せ ず に 電源 スイ ッ チ を 切る と 学習 辞書 や ユー ザ 
一 辞書 な ど が 消え て し まい ます 。 


カー ド を 入力 する 


項目 に 入力 する 


上 Zi 還 還 


デン ・ リ ン 


2 | き 医学 まで あっ た 層 外 が 暮らし た 御 | 


| ベル リン 。 龍 尋 エ リス の 残 人 を 追っ て 


| 秋 際 ま り ⑳ く ベル リン を 訪ね る 。 


| 狼 | 0 | 維 | - 〇 | 


』 同局 


紅 印刷 人 前 次 : 共 7 。 か 4 搬 人 削 細 印刷 人 前 次 。 座 7 。 R が な 反 人 前 


(ビデ オ の 編集 画面 ) 


タイ トル (全角 、1 2 文字 ) 12z イ 1 る: |Re:OO/ が mt ジャ ン ル (全角 、4 文字 ) 
日 付 (半角 、 英 数 カナ 、 サウ ンド (全角 、 6 文字 ) 
1 0 文字 ) ーー 


SVHS 靖 生生 柚 [r60 ー 鏡 字 
民 学 まで あっ た 林 昌 7 革 ら し た 征 | JR で 


ソー ス (全角 、4 文字 ) 陣 
種類 (全角 、4 文字 ) [5 リン 65。 | 


| 弟 | - = 〇 旧 


細 印刷 ア 人 前 談 終了 。 有 か な 反 人 削除 


メモ (全角 、 5 4 文字 ) 


※ 文 字 の 入力 方 法 は 、 ワ ー プ ロ と 同じ で す 。 第 1 章 と 第 2 章 を 参照 し て くだ さい 。 
(カナ テカ ナ 人 入力 ) 


(カセ ッ ト の 編集 画面 ) 


[MY FAVORITE SONGS | タイ トル (全角 、1 8 文字 ) 


日 付 (半角 、 英 数 カナ 、 に に に まう 
0 ジャ ン ル (全角 、5 文字 ) 
ノイ ズリ ダク ショ ン Si 
| オレ ンジ ツ 環 で 待っ て 3 | 、 em 
(半角 、8 文字 ) アト の し ET 中 7 ラ ンク リン 0 上 ソー ス (全角 、 3 文字) 


曲名 (1 行 に つき 、 
ー ei 
全角 、1 0 文字 ) ee 


編集 印刷 77 人 前 次 2 銘 了 R か な 挿 人 削 際 


(フロ ッ ピ ー の 編集 画面 ) 


イン デック ス (全角 、 1 2 文字 ) 
タイ トル (全角 、 1 0 文字 ) 
内 容 (全角 、 8 4 文字 ) 


日 付 
(半角 、 英 数 カナ 、1 0 文字 ) 


- 


編集 印刷 ファ イル 前 次 2 終了 R か な 挿 人 削 際 


項目 の 入力 が 終わ れ ば 、 必 ず [ F5 ] (次 ) を 押し て 登録 し ます 。 
(カー ソル の 移動 ) 

次 (前 ) の 項目 に 移動 させ る :[I ま た は [MI (|A]) 

項目 の 中 で の 横 の 移動 5 


※ カ セッ ト で A 面 …B 面 に 移る に は 、 最後 の 項目 で [| か カー ソル [VIA| を 使い ます 。 
マウ ス 、 ジ ョ イ パ ッ ド を 使っ て いる と き は 、 |SIDE AlSIDE B の と ころ に 矢印 の カー ソル を 合せ て 
トリ ガー ボタ ン A (1 ) を 押し ます 。 


や 1 


e 全角 の 項目 に 半角 文字 、 半 角 の 項目 に 全角 文字 は どちら も 入力 で きま せん 。 
@ カセ ッ ト の 曲名 の と ころ は 、 1 曲 で 2 行 以上 使っ て も 、 左側 の 曲 番 号 は 消え ませ ん 。 


@ カセ ッ ト の タイ トル は 、 イ ン デ ックス に する と 9 文字 ずつ 2 行 に わか れ ま す 。 


らい の 配 藻 ミス < アァ 


カー ド を 編集 する (編集 ) 


カー ド を さがす (検索 ) 


し 間 認 HU 還 = 
EEEiTD92 255 
[リン 馬 エ リ 0 を っ て 、 | 
[りく ペル リン 6 記 68。 | 


に 5 


攻 F3 F4 9 隊 請 200 


+ ア 伯 前 炊 % 義 了 
= 


@ 表示 され て いる 次 (また は 前 ) の カー ド か ら 検 索 が 始ま り ま す 。 す べ て の カー ド を 対象 に 検索 す 
る と き は 、 あ ら か じ め 1 枚 目 の カー ド を 表示 させ て か ら 行 っ て くだ さい 、。 


@ 検索 条件 を 何 も 入 力 し な いで 操作 する と 表示 され て いる カー ド の 次 また は 前 の カー ド が 検索 され 
ます 。 


検索 の 手順 


ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。 
検索 を 選ぶ 
に 門 2 


検索 条件 の 入力 ※ 入 力 し た 語 


( マ ) 
条件 に な る 項目 へ 


ー ソ ル を 移動 させ る 
検索 方 向 の 指定 


F4 | ⑧) 
また は 


C%) 


検索 方 向 の 指定 


(前 ) 


また は で 目的 の カー ド が 表示 され る まで 続け ます 。 
() 


条件 に 一 致す る カー ド が な いと き 「 一 致す る カー ド が あり ませ ん 」 と 表示 され ます 。 
- 条 人 を 店 えて 検索 する と き は 、 [F1 (条件 ) で 条件 を 入力 し な お し ます 。 


只 編集 画面 へ 


時 上 EN 
に (前 ) は 表示 され て いる カー ド か ら カ ー ド NO. の 小さ い ほ うに 、 

(次 ) は 表示 され て いる カー ド か ら カ ー ド NO. の 大 きい ほう に 検索 し ます 。 
。 ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


e 検索 条件 で 複数 の 頂 目 を 入力 し た と き に は 、 す べ て の 検索 条件 を みた す カ ー ド が 表示 され ます 。 


@ スペ ー ス (空白 ) も 有効 で す 。「A B」 を 入力 し て も 「ABC」 は 検索 で きま せん 。 
「AB」 と 入力 し ます 。 


ゆい どい と ン 喜 茹 ミ ス 


カー ド を 複写 する (複写 


指定 し た カー ド を 複写 し て 、 作 成 済 みあ の カー ド の 最後 に 追加 し ます 。 


還 | 三 
叶 倒 


よく 似 た 内 容 の カー ド を 入力 する と き 便 利 で す 。 


編集 」 を 選ぶ 


NNEB き 
2 終了 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ) 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 
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ー 
複写 の 手順 


(ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。) 
複写 を 選ぶ 


2 ゆ 


複写 する カー ド を 表示 する 
(No.) B ルル 
2 ITV 9 の HiFi 実行 
ュー 上 長 に 
Fe いい 


| ペル リン 。 差 姫 エリ ス の 乱 像 を 追っ て 、 
| 秋 溢 まり ゆく ペル リン を 訪ね る 。 


た wm 埋 一 カー ド No.001 プ カード 数 009 


また は 


He0i2-+ 吉 0 カー ド No.010 ン カー ド 数 009 


ウン テル ・ デ ン ・ リ ン テ デン 
け 9891/| ツル 
TV [HiFi | 

SVHS 長 [T60 も ド [ ] 
震 き 医学 生 で あっ た 森 隊 外 が 暮らし た 街 21 
ベル リン 。 攻 エ リ 0 衣 條 追って 、 最後 に 追加 され ます 。 


秋 深 まり ゆく ペル リン を 訪ね る 。 


ピロ 


※ こ の あと 、 項 目 を 修正 し て 新しい カー ド と し て 登録 し ます 。 


※[4l で し F1 ] (No.) で カー ド を 表示 する 場合 
〇 ① (No .) を 押す 

② 数 字 キ ー で カー ド N O. を 入力 する 

③ [実行 ] を 押す 


ES で 33 川 其 


@ カセ ッ ト ラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 
e 複写 先 の カー ド NO. を 指定 し て カー ド の 間 に 割 り 込 むこ と は で きま せん 。 


カー ド を 消す (削除 ) 


指定 し た カー ド を 消し ます 。 


※ 一 枚 消す と 次 以降 の カー ド N O0. が くり あがり ます 。 


「 編集 」 を 選ぶ 


F2 F3 F4 


っ | 絆 昌 ア カル 前 2 雪 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


378 軒 還 


削除 の 手順 


ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。 
削除 を 選ぶ 


2 ゅ 


削除 する カー ド の 表示 | E デメ ファイル:MKOH | か -RWw:00/ カ - ド 数 09 
| 
ma 呈 記 ZI 還 証 還 
le SVHS| 昧 [IT60 EN[ | 


ーー 
実行 
ーー 

っ 実行 


LESC で 編集 画面 に も どり ます 。 


es カセ ッ ト ラベ ル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 


e で [F1 ) (N o .) を 押し た と き は カー ド N O . を 入力 し 、[ 実行 ) を 押す と 表示 され ます 。 


es で = あ NES コ 電電 


全部 ) カ ー ド を 消す ( 全 ナ ー タ 少 友 


作成 中 の カー ド や 呼び 出し た すべ て の カー ド を 消し ます 。 


ai ) 


集 
ょ っ 
(編集 ) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。 
全 デ ー タ 消去 を 選ぶ 


全 デ ー タ を 消去 し ます 
[実行 ] : は い 


肖 去 | 消 大 し て よう 


[取消 : い いえ 


し いで すか 7 


必 二 計 じ z イ 路 : | か Rem み -+ 和 0 


タル 
時 シル 
ッ ス 9 の ] 
和 [| も F[ ] 
| _ 
人 全 計 還 
に ニー ニー | 
編集 印刷 アカ 伯 前 次 終了 R か な 挿 人 削 際 


全 デ ー タ 消去 の 手順 


只 。 [実行 
きみ [実行 
中 [実行 


カー ド が すべ て 消去 され 、 何 も 入力 され て 
いな い NO. 0 0 1 の カー ド が 表示 され ます 。 


et まで PS3 人 1 層 


@ カセ ッ ト ラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 
@ この 操作 で は 文書 ディ スク 内 の デー タ (カー ド ) は 消去 で きま せん 。 


カー ド を 修正 する 


修正 の し か た 


ファ イル 名 : KIKOH 
2500 ベル リン の | 
昌 付 |1988/11/5 ジ ツヤ ル | 紀行 

了 99 ポ iFi | 

台 um 還 認 3 画 
メモ 


カー ド N:00 カ ー ド 数 少 0 カー ド M:001/ カ ー ド 数 :010 


ウン テル テン リ ン テン 
人 2 ル [e 行 | 

7 9 

本 IT60| 年 SRI 
メモ 


ペル リン 。 募 姫 エ リス の 大 像 追っ て 、 | ベル リン 。 基 介 エリ ス 0 残 人 追っ て 、| 
秋 深 まり めく ペル リン を 訪ね る 。 | 和 炎 まり 0 く ベル リン を 訪ね る 。 | 


2 以 
= =] し = 本 | Se 1 KU | 本  25 ま | 條 FT 3  Ff4 5 gOP HOwE_ 3 和幸 放 | 
編集 印刷 人 前 次 : 交 了 R か な 挿入 前 編集 印刷 カ 伯 前 次 終了 R か な 挿 人 前 


※ フ ロッ ピー ディ スク に 保存 し て ある カー ド は 3 9 0 ペー ジ を 参照 し て 先 に 呼び 出し て お きま す 。 


修正 する カー ド を 表示 させ る 


コン 束 示 必 計 明 z 只 :Wn | 
ファ ンク ショ ン 表 示 1/2 で EE 


カー ド N:00!/ カ ー ド 数 :010 


(前 ) B [| 2%M[gh 1 
2 が [mV 本 が mrFi 
に 修正 し た い カ ー ド を 棚 EVHS] 時 [r61 恒 ERL] 
ー 2 [8 寺 で 8 っ た 275 し た 
表示 させ る 
(次 ) 


| 他 E| = Co〔〈〔〈60( や (6 や 〈 や (| 時 


ファ ンク ショ ン 表 示 2/ と で 本 8 っ 時 82 如 前 


修正 する カー ド NO. を 入力 する 


(No.) 2 う 


例 ) カー ド NO. 0 0 1 の と き は 


[0] 0]( 1 ]E 和 カ す る 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ) 


修正 の 手順 


居 


3 m・ 


修正 する 文字 に 
カー ソル を 移動 する 


| [Wi 史 


|  %[g | 
が 
カー ド を 登録 する 
ファ ンク ショ ン 表 示 1/2 で 
(次) 。 只 修正 し た カー ド が 登録 され 


次 の カー ド が 表示 され ます 。 


カー ド が すべ て 修正 で きれ ば 、3 8 8 ペー ジ を 参照 し て 、 フ ロッ ピー ディ スク に 
保存 し ます 。 ディ スク か ら 呼 び 出し て 修正 し た 場合 は 、 
・ 同 じ フ ァイル 名 で 保存 一 修正 し て 保存 し た 内 容 に 書き 替え られ ます 。 
(更新 登録 ) 
・ 別 の 名 前 で 保存 一 内 容 が 修正 され た 別 の ファ イル 。 


ご いら 酸 華 ミス < ア 9 


@ 力 セ ッ ト ラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 
@ 六 字 の 修正 の し か た は ワー プロ と 同じ で す 。 第 1 章 を 参照 し て くだ さい 。 


記号 を 入力 する (記号 


記紀 や 外字 を 人 力 す る ( 記 、 放 


あら か じ め 登 録 さ れ て いる 特殊 外字 な どの 記号 や 、 ワ ー プ ロ で 作っ 
た 外字 を 入力 する こと が で きま す 。 


参 [ 格 [  ] 
才 に = 〇 = 還 2I6_ 


※ 操 作 の 前 に 入力 する 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 


「 記号 」 を 選ぶ 


On 語ら 
一 覧 詞 


ら 終 7 


記号 


学 術 | 部 き 
| デザ イン | 画 数 | 


@ ひと っ つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


記号 入力 の 手順 


記号 ・ 外 字 の 種類 を 選ぶ 


ro 


上 吾 5 
<@ る 5 っ っ [実行 


入力 する 文字 を 選ぶ 
(前 候補 群 〉 


新規 | 借 @ 
(前 候補 ) KO (次 候補 ) 味 攻 


(次 候補 群 ) 


確定 され ます 


和 類 | | 
x モ [@_ 


[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


@ 外字 は ワー プロ で 作成 し ます 。 ( 層 1 9 0 ペー ジ ) 

@ 外字 を カー ド の 中 に 入力 し て も 、 ワ ー プ ロ で 外字 を 修正 する と 、 カ ー ド の 中 の 外字 も 
修正 され ます 。 

@ 入 力 で きる 記号 は 、 4 5 8 ペー ジ 「 記 号 一 覧 表 」 を ご 覧 くだ さい 。 


@ [| で [ SHIFT ] を 押し な が ら [SELECT] で 編集 画面 の カー ソル を 移動 する モー ド に 切り 替わり ます 。 


た だ し 別 の 項目 へ カー ソル を 動か すこ と は で きま せん 。 
も う 一 度 [ SHIFT ] 十 [SELECT] で も と に も どす こと が で きま す 。 


いと の ン 避 難 ご JI ご 岬 音 


読 が わからない 沸 子 ん 人力 9 る 


読み の わか ら な い 漢 字 を 区 点 コ ー ド や 部 首 、 画 数 を 使っ て 入力 し ます 。 


e 区 点 コ ー ド 入力 N 
「26 区 87 点 」 | 硝 鷺 作 削 昨 搾 昨 期 柚 容 策 索 錯 桜 | ゅ 索 
@ 部 首 入力 
| 「 系 」 う | 和 ホネ 線 系 索 素 素 紫 累 各 緊 繁 繋 摩 | 只 
@ 画数 入力 
「10」 っ | 錠 作 穫 深 粋 粉 和 板 絞 索 紙 紗 純 素 | ゅ 索 
@ 部 首 画数 入力 
「 泉 10 っ | 案 素 素 衝 紋 紗 紙 純 紐 納 紀 紛 紡 紋 | 只 索 
※ 操 作 の 前 に 入力 する 位置 に カー ソル を 移動 し て お いて くだ さい 。 
愛 | 一 | る ん 
「 記号 」 を 選ぶ 
F1 F2 F3 F4 F5 を 
ie +| NM 人 出力 一 覧 記号 2 終了 


@ 文字 の 区 点 コ ー ド は 465 ペ ー ジ ー477 ペ ー ジ の 区 点 コ ー ド 表 を ご 覧 くだ さい 。 


_380 


入力 の 手順 


※ そ れ ぞ れ の 入力 方 法 は 、 92 ペ ー ジ ー99 ペ ー ジ で 詳し く 説 明 し て いま す 。 


① 
② 
③ 


④ 


① 
② 
(3③) 


① 
② 
⑬③ 


(① 
② ず 
③ 
(④ 


部 
首 
画 
4 
で 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 


で 「 区 点 」 に カー ソル を 合わ せ 、[ 実行 ] を 押す 。 
区 コー ド を 入力 する 。 

を 押し 、 点 コー ド を 入力 し て [ 実行 ] を 押す 。 

で 目的 の 文字 を 選び 、[ 実行 ) を 押す 。 


で 「 画 数 」j に カー ソル を 合わ せ 、[ 実行 ) を 押す 。 
画数 を 入力 し 、[ 実行 ) を 押す 。 
で 目的 の 漢字 を 選び 、[ 実行 ] を 押す 。 


し 、[ 実行 ) を 押す 。 
還 で 目的 の 漢字 を 選び 、 [ 実行 」 を 押す 。 


M 回 

[V| | 避 で 目的 の 部 首 に カー ソル を 合わ せる 。 
を 入力 

M 回 


コ コ コ 


@ 区 点 コ ー ド を 使っ た 人 入力 で は 、 記号 や ギリ シャ 文字 な ども 入力 で きま す 。 


で 部 首 」 に カー ソル を 合わ せ 、[ 実行 ] を 押す 。 
で 目的 の 部 首 に カー ソル を 合わ せ 、[ 実行 を 押す 。 
で 目的 の 漢字 を 選び 、[ 実行 ) を 押す 。 


で 「 部 首 画数 ) に カー ソル を 合わ せ 、[ 実行 ] を 押す 。 


ee で NE 中 


2 キス ハタ を 全 の (2 アテ イル 


カー ド を 保存 する (保存 


登録 され て いる カー ド を ひと つの ファ イル と し て 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し ます 。 


「 フ ァイル 」 を 選ぶ 


は LcTRL] | 評 昌 ア 前 %% 編集 印刷 アカ 化 前 次 明 S 終了 


時 出処 


字 


ディ スク 初期 化 娠 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 

@ 文書 ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト タ ブ は 解除 し て お いて くだ さい 。 

@ カセ ッ ト ラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 

@ ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー カー ド を 同じ ファ イル 名 で 保存 し て も 
拡張 子 が 違う の で 別々 に 保存 され ます 。 


保存 の 手順 

ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。 

保存 処理 を 選ぶ 

KO っ っ [実生 
ファ イル 名 の 入力 

:ー 文書 ディ スク を og 
| 保 存 (ビデ オ 人 保 存 (ビデ カ 
m (数 字 ) キー で 
| ファ イル 名 : 一 ファ イル 名 を 還 | ファ イル 名 :KIKOH 
入力 する 
保存 開始 
し ば らく し て 
夷 行 」 ーー 編集 画面 


前 


※ こ の 操作 で 保存 し た ファ イル に は 、 自 動 的 に 次 の よう な 拡張 子 (ファ イル 名 の あと に つけ られ た 
3 文字 ファ イル の 区 別 な ど に 使う 。) が つけ られ ます 。 


* 避 デ : X メ メメ メメ XX. PC 1 
ファ イル 名 

・ カ セッ ト  : XX メメ メメ メメ. PC 2 
ファ イル 名 


ee さこ NE つの 3 者: 違 


・ フ ロッ ピー : ペペ メメ メメ XX.。 PC3 
ューーーーーーーーー デ ご 


ファ イル 名 
拡張 子 は 付属 の B A S 1C の ^F | L ES 命令 で 見 る こと が で きま す 。 


@ ディ スク 内 に 同じ 名 前 の ファ イル が 保存 され て いる 場合 、「 同 じ フ ァイル 名 が 存在 し て いま す 」 
と 表示 され ます 。 [実行 ] を 押す と 新しい 内 容 に 書き 替え られ 、 [ 取消 」 で ファ イル 名 の 入力 
に も どり ます 。 


@ フ ァイル 名 は 4 文字 以下 の 全角 文字 また は 8 文字 以下 の 半角 文字 (カタ カナ 、 英 数 字 の み ) で 
入力 し ます 。( フ ァイル 名 入力 画面 に な か る と 、 入 力 モ ー ド 表示 は 自動 的 に 半角 に な り ま す 。) 


カー ド を 呼び 出す (呼出 


ファ イル 名 を 指定 し て フロ ッ ピー ディ スク か ら カ ー ド を 呼び 出し ます 。 


Nr カド 雪 00 
列 M ウ シテル, テン, リン テン 
時 ツル [K 生 | 

1 99 ポ [HiFi | 

本 IT60] も N[ 
メモ 
ベル リン 。 龍 尋 エ リス の 残 像 を 追っ て 、 


5 。 人 
火 終了 HR か な 搬 人 削除 


ーー プー ミミ 
編集 印刷 人 前 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


F1 F2 F3 F4 F5 馬 a 
AE ュ 編集 印刷 ア 伯 前 次 2 終了 


zz] | 
理 
放 


は 


(ファ イル ) 


削 除 処 
ティ スク 初 基 人 


選 記 計 識 “呼出 は すべ て 「 新 規 呼出 」 で す 。 「 追 加 呼出 」 は で きま せん 。 


@ 呼出 を お こ な う と 、 画 面 上 の カー ド は 消え 、 呼 び 出 し た カー ド が 表示 され ます 。 必 要 な カー ド は 
必ず 保存 し て お いて くだ さい 、。 


呼出 の 手順 


ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。 
呼出 処理 を 選ぶ 


は 


ファ イル の 一 覧 ※ 文 書 デ ィ ス ク を セッ ト す る 
(3) | | 明 (E 計 ) | | 


ファ イル 名 : 000/000 束 [ 実行 ] 只 ファ イル 名 : [|  。 |] 0017010 


zzl 


ACTIONN  ( ) 1989.02.18 
KIKOH ( 。) 1988.11.25 
KYOUIKU (  ) 1988.12.03 
ビビ コ 
ファ イル の 指定 昌 (E テ 4) | | 
ファ イル 名 :| | 002/010 ーー 
ラプ ACTIONI (  ) 1989.02.18 実生 
KIKOH ( 。 ) 19W TI。 95 
KYOUIKU ( ) 1988.12.03 
呼び 出さ れ た ファ イル の 


回 加 NO. 0 0 1 の カー ド を 表示 
[PTirrr 
和議 


エー と Pr om 中 5hー] 
欄 印刷 7 人 前 次 : 才 7  R が な 挿 人 前 際 


(ファ イル 一 覧 の みか た ) 


いら ひら 配 華 ミト 


SMP EBI ( ) 1989. 04. 20 
] | | 
ァイル 名 分 類 名 保存 また は 更新 し た 日 で す 。 
AV ラベ ル で は 
何 も 表示 され ませ ん 。 


e [で ファ イル 名 の すべ て 、 ま た は 初め の 何 文字 か を 入力 し [ 実行 ] を 押す と その 文字 で 
始ま る ファ イル 名 が 表示 され ます 。 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 )、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 
e カセ ッ ト ラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 


ティ 22A0 フ ァイル を (内 


文書 ディ スク に 保存 され て いる 不要 な ファ イル を 削除 し ます 。 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


旧 王 ・ 


ゆ 時 出 多 表 | 出 処理 
( ファ イル ) 


削 除 処 理 
ディ スク 初期 化 如 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 途中 で 操作 を や め る と き は [ESC ] 


@ フ ロッ ピー ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト は 解除 し て お いて くだ さい 。 


ファ イル 削除 の 手順 
ビデ オラ ベル を 例 に あげ ます 。 
zzl 


削除 処理 を 選ぶ 
休 存 処 理 


| 保 存 如 理 | 
3 ? 時 出 処 理 


ファ イル の 一 覧 ※ 文 書 デ ィ ス ク を セッ ト す る 


削除 (ビデオ = [ 実行 ]" 


ACTIONI 
KIKOH 
KYOUIKU 


員 際 する ファ イル gr 還 還 還 


う ACTIONI 1989.02.18 
KIKOH ( 証 1595908 語 周 語 285 
KYOUIKU 1988.12. 03 


に 本 


1989.02.18 
1988.11. 25 
1988.12.03 


ファ イル 確認 、 削 除 す る 


削 際 し て も よろ し いで すか 】 

! 実行 
印刷 カ 伯 前 次 終了 + [実行 ) ュ ACTIONI 
本 還 証 証 肖 記 旧 旧記 上 記 詞 詞 計 文 詞 詞 湯 KYOUIKU 
[ ESC ) で 編集 画面 に も ちどり ます 。 


@ カセ ッ ト ラ ベル 、 フ ロッ ピー ラベ ル も 操作 は 同じ で す 。 
@ [4| で ファ イル 名 が わか っ て いる 場合 は 、 そ の 名 前 (初め の 何 文 字 か で も 可 ) を 人 入力 する と 、 そ の 


文字 で 始ま る ファ イル 名 が 表示 され ます 。 


( 


) 


1989.02.18 
1988.12.03 


es さあ NES3 TI 違 


新しい ブロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う と き は (初期 化 


市 販 さ れ て いる 何 も 保 存 さ れ て いな い デ ィ ス ク を は じ め て 使う と き 
は 、 必 ず 初 期 化 (フォ ー マ ッ ト ) が 心 要 で す 。 一 度 初期 化す る と 以 
後 は 文書 ディ スク と し て 使え ます 。 


新しい ディ スク 文書 ディ スク 


付属 の シス テム ディ スク 1 、 2 は 絶対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 
初期 化す る と 保存 され て いる プロ グラ ム や デー タ が すべ て 消え て し まい ます 。 


「 ファ イル 」 を 選ぶ 


了 - 代 


次 


aw 
(ファ イル ) 


前 除 
2 3 


ディ スク 初期 化 召 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC ] 


0 SS SSR 


ディ スク 初期 化 | フル | 


処理 を 選ぶ 保 存 処 理 
2 畔 出 処 理 し 2 実行 


前 除 処 理 


| ア ィ スク 人 半 議 | 


初期 化す る ディ スク を ドラ イブ に 挿し て 


ディ スク を セッ ト 
する 


( 実 術 キー を 押し て くだ さい \ 
(2 DD フォ ー マ ッ ト ) 
| ア 人 | し ば らく お 待ち くだ さい フカ | 和 明 了 


ーー っ 
編集 印刷 カ 化 前 次 % 終 了 約 2 分 | 細 葉 朋 吊 ア 伯 前 次 2 絡 ] 


[ ESC ] で 編集 画面 に ちどり ます 。 


人 @ 作 業 終了 後 も 、 [4| の ディ スク 初期 化 の メッ セー ジ は 残り ます 。 
「 処 理 終 了 ] が 消え て いれ ば 、 初 期 化 で き て いま す 。 


人 で 初期 化 は 買っ た ば か り の 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 一 度 だ け お こない ます 。 
シス テム ディ スク お よび 大 切な 文書 ディ スク な ど は 、 内 容 な ど が 失わ れ ま す 


の で 初期 化し な いで くだ さい 。 


@ 「 処 理 終了 ] の メッ セー ジ は 3 秒 ほ ど で 消 えま す 。 


@ [| で 実行 し た あと は 、 処 理 が 終了 する まで 中 断 で きま せん 。 


初期 化 の 手順 | 


ひご ひい ン 柄 藻 ミラ MIl< ア | 


カー ド の 一 覧 表 を 見 る (一 覧 表 ) 


一 覧 表 の 出 し か た 


登録 され て いる カー ド を 一 覧 表 に し て 画面 に 表示 し ます 。 


ーーーー ーー ーーーーーーーーーーー 


旨 | ファ イル 名 : KKOH |RN:0O 誠 数 003 


 j rm 
| | 00| "ウン テル ・ デ ン ・ リ ン デン 
還 凡 l 865 陸別 絡 了 昌 汰 Hifi 


002| キタ キツ ネ を さがし て 
| j993715 院 久 9 剤 テレ オ 

| 003| 牧 湯 の 旅 ・ お いし い 町 

| 878 院 測 知 ステ レオ 


画 ! 画 1 X, 7ー _R が 2 挿 人 削 人 


「 一 覧 」 を 選ぶ 


隊 | M 人 出力 - 臣 二 2 終了 


画面 の 切り 替え の 手順 


ON | 
| 9 ン テル ・ テ ン ・ リ ン テ デン 
1989/1/5 月 紀行 NHiFi 
キタ キツ ネ を さがし て 
| 1993715 MM 紀行 サト N ステ レオ 
秒 湯 の 旅 ・ お いし い 町 
197/1/23 レン 紀行 時 ステ レオ 


No 面 | | 委 7 。 HR が 殺人 有 | 


・ 指定 し た カー ド NO. か ら 表 示し ます 。 
・ 4 枚 分 前 に ずら し ます 。 
: 1 枚 分 前 に ずら し ます 。 
・ 1 枚 分 次 に ずら し ます 。 
: 4 枚 分 次 に ずら し ます 。 


国 
面 
を 
切 
り 


[ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 


※[ 外 で (N 0O .) で カー ド を 表示 する 場合 


の (N 0.) を 押す 
④@ 数 字 キ ー で カー ド NO. を 入力 する 
〇 を 押す 


@ 一 覧 表 は NO. 0 0 1 か ら 表 示さ れ ま す 。 
@ 一 覧 表 か ら 編 集 画面 に も どっ た と き 、 一 覧 表 の 一 番 上 の カー ド が 表示 され ます 。 


@ [F3] (1) [F4] (!) は [IM| で も 同様 で す 。 


@ [ F5 ] を 押し て 画面 を 切り 替え る 場合 、 最 終 カー ド は 最 下 段 に 表示 され る た め 、 4 枚 分 ずれ わな い 
場合 が あり ます 。 


ee さあ NE つ 3 コ 川相 


印刷 する (印刷 ) 


印刷 の し か た 


| 町 届 | 

串 議 一覧 ラバ ル A ラ NMB 

カド 瞬 lbWI 約 lbW| ッ 
検索 し AU する 


劉 近 し な U する 


印刷 」 を 選ぶ 


昌 っ | 馬 昌和 次 終了 


印刷 | 

十 責 - 財 バル MA ボル B 
う ナド 且 人 WO| 約 M6W 
(印刷 ) 林 生 URL 5 

色 指定 し ない する 


印刷 の 手順 


項目 を 設定 する 
き (設定 内 容 は 次 ペー ジ 以 降 を ご らん くだ さい 。 ) 
取ら 
用 紙 の セッ ト (セッ ト の 方 法 は プリ ンタ の 取扱 説明 書 を ご らん くだ さい 。 ) 
プリ ンタ の 
電源 ラン プ : 点灯 5 計 
印字 可 ラ ンプ : 点灯 e 
を 確認 し ます 。 
リボ ンカ セッ ト を セッ ト す る 
本 芝 
画面 の メッ セー ジ に あわ せ て 、 = 紋 〕 
リボ ンカ セッ ト を セッ ト ) 


印字 可 ス イッ チ を 押す 


0 ー La っ [実行 


印字 可 ラ デー 灯 (E 字 開始 ) 
※ こ の 操作 を 指定 し た 色 数 だ け 繰 り 返し ます 。 


| 了 作 を セッ トレ 【 和 生 を 押し て くだ さい 
編集 印刷 カ 伯 前 2 終了 R か な 


新しい 用 紙 を ィ 2 ニ 
上 っ し OR を (実行 
人 


[ESC ) で 編集 画面 に ちどり ます 。 


s あらかじめ 人 出力 セレ クト (⑤ 4 0 6 ページ) で 、 援 続 し て いる プリ ンタ を あわ せ て お いて 
くだ さい 。 


RE で 光 NS3 川 ( 呈 居 


@ F S 一 PC 1 以外 の プリ ンタ を 使用 し て いる 場合 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 1 が 必要 で す 。 
[l で 用 紙 と 共に セッ ト し て くだ さい 。 


@ 印刷 を 一 時 停止 する と き は 、 プ リ MES 
その 後 、[ 取 消 ] を 押す と 項目 を 設定 する 画面 に も どり 、[ 実 行 ] を 押す と 印刷 が 続行 さ 


使う 用 紙 を 決め る (型式 ) 


で 、 印 刷 す る 形 を 設定 し ます 。 


一 覧 表 ラベ ル A ラベ ル B 


開始 No.001 終了 No.001 
し な い す る 
し な い ある 


・ 一 覧 表 を 印刷 する 場合 
感 執 ロー ル 紙 (CF-PP901SR 別売 ) 、 ま た は A 4 サイ ズ の 普通 紙 、 感 熱 紙 も 使用 で きま す 。 
用 紙 左端 を プリ ンタ 左端 の 位置 マー ク に 合わ せ 、 上 端 は ペー パー カッ ター の 先端 に 合わ せま す 。 
・ ラ ベル を 印刷 する 場合 
付属 の ラベ ル 、 ま た は 別売 り の ラベ ル (ビデ オ 用 CF-PP987T、 カ セッ ト 用 CF-PP992C、 
フロ ッ ピ ー 用 CF-PP988T) を 使用 し て くだ さい 。 
用 紙 左 端 を プリ ンタ 左端 の 位置 マー ク に 合わ せ 、 ラ ベル 用 紙 の 位置 合わ せ マ ー ク (下図 ) を プリ ンタ 
の ペー パー カッ ター 先端 に 合わ せま す 。 


マダ ーー 央 表 一 
の 先端 に 合わ せる 


位置 合わ せ 


e 感熱 ロー ル 紙 を お 使い に な る と き は 、 リ ボン カセ ッ ト な し で 印刷 で きま す 。 


@ プリ ンタ へ の セッ ト の し か た (用 紙 の 位置 あわ せ ) に つい て は お 持ち の プリ ンタ の 取扱 説明 書 
を ご らん くだ さい 。 


(ラベ ル ) 


カセ ッ ト イ ン デ ックス 


プロ ッ ピ ー ラ ベル 


LA 1 | に | 
ゲ ジャル : ご ちゃ まぜ ゲ ャ ルル : ク ラシック INDEX: 文書 フロ ッ ピ ー1 
SODURCE:CD SOURCE:LP 時 SVHS 
MY FAVORI し ば 漬け 食べ た いと EE 8 
TE SONGS き 部 屋 で 聴く 曲 は 月 ダイ テマ マッ 
6 月 東京 ・ 札 幌 
7 月 NICS・NIES 語 国 ツ 
1990/4720 日 付 199071715 [] 10 月 ニュ ー ヨ ー ク ・ 東 京 8 
ON NE DON 11 月 ヨー ロッ パ 諸 国 ン 
1.BE 胡 WITH 1 . 前 奏 曲 57 人 
2. 赤 い 靴 '88 2. フ ラン チェ スカ の 筐 引 寺 8980 ル 
3. オ レン ジ 畑 で 待っ て る 3. 夏服 を 着 た 女 た ち . 
4. ア パー ト の 鍵 貸 し ます 4. 星 空 の ソナ タ ea 
5. 女 に は 向 か な い 職 業 ” 5.10 月 は た そ が れ の 国 | / 
6. 一 十 歳 の 恋 の 物語 6. ト ルコ の 軍楽 ッ / 
7 . 摩天楼 エク スプ レス 7. 新 世界 か ら 。 
8. フ ラン クリ ン の 果実 8. シ ョ パン グ 別 れ の 曲 リ 
レン 
デ 
に コ トー に w 
リッチ 7 ル ・7 ソ リッ テッ ー/ 
若き 医学 生 で あっ た 森 昌 外 が 暮らし た 街 
ベル リン 。 舞姫 エリ ス の 残像 を 追っ て 、 
秋 深 まり 必 く ベル リン を 訪ね る 。 
日 付 1990/11725 
iFi ビデ オ 標準 
SOURCE:TV SOUUND:HiF ょ ー: 
ee ae ラベ ル B ・ 側 面 用 ビデ オ Te0 
ラベ ル A・ 背 面 用 ヒビ ーーー ブ 
(一 覧 表 ) ビデ オォ ss 
2 人 トル ウン テル ・ デ ン ・ リ ン デ ン ジャル: 紀行 モー ド : 標 準 
日 付 .1990/11/25 _ 
種類 SVHS 【 スモ 】 若き 医学 生 で あっ た 森 随 外 が 暮らし た 街 
長き T60 ベル リン 。 舞姫 エ リス の 残像 を 追っ て 、 
SUUNI:Hi--Fi 


だ さい 、。 


2 人 トル : キ タキ ツネ を さがし て 
199071/15 
類 :VHS 

長 さ ST60 
STEREO 


ツ ャ ル : 紀 行 


秘 湯 の 旅 ・ おい しい 町 

1990/1/23 

』 :VHS 
T120 

SOUUNh.STEREO 


ッ ャ ツル : 紀 行 


@ ラベ ル は 一 枚 打 ち お わる と プリ ンタ が 止ま り ま す 。 用紙 を セッ ト し な お し て 


ピー は 1 1 枚 の カー ド が 印刷 で きま す 。 


秋 深 まり ゆく ベル リン を 訪ね る 。 


【 メ モ 】 自然 作家 B. V. 
キャ ンプ 生活 を し た な おり の 、 キ ツネ た ち 
と の 心 の 交流 を スケ ッ チ する 。 


【 メ モ 】 温泉 ブー ム の 昨今 、 知 る 人 ぞ 知 る 穴場 を 
リポ ー ト 。 そ の うえ 安く て か わっ て て お 
いし いも の の お 店 も 盛り 沢山 。 


モー ド : 標 準 
シャ ンプ ブル が 北海 道 に 


[実行 ] を 押し て く 
@ 一 覧 表 は 、A 4 サイ ズ の 紙 に 印刷 する と き 、 一 枚 に つき ビデ オ は 9 枚 、 カ セッ ト は 4 枚 、 フ ロッ 


ees さ =NES コ (TI 違 


還 刷 する カー ド を 措 だ する カー ド ) 


で 青い 原 軸 を 「 カ ー ド 」 に あわ せ 、 
で 開始 また は 終了 カー ド N 0. を 選び 数 字 キ ー で N0. を 人 力 し ます 。 


利 式 一 覧 表 ラベ ル A ラベ ル B 
カー ド 開始 No.001 終了 No.003 


検 束 し 4 がい す る 
色 指定 し # い す る 


あら か じ め カ ー ド N o . を 確か め て お いて くだ さい 。 印 刷 し た い カ ー ド を 探す と き は "検索 」 
(②374 ペ ー ジ ) を 使う と 便利 で す 。 


開始 N o. : この カー ド か ら 印 刷 が 始ま り ま す 。 
終了 N o. : この カー ド で 印刷 が 終わ り ま す 。 
開始 N o . と 終了 No. を 同じ に する と 、 そ の カー ド だ け 印 刷 で きま す 。 


印刷 する カー ド を 選ぶ に は 「 カー ド 」 の 他 に 「 検索 」( 〇 403 ペ ー ジ ) が あり ます 。 こ の 2 つ を 
組み 合わ せる と 、「 カ ー ド 」 で 指定 し た カー ド の うち 、 検 索 条 件 (374 ペ ー ジ ) に 合っ た カー 


ド の み 印 刷 さ れ ま す 。 

例 : 1 一 10 ま で の カー ド の うち 、 
「 カ ー ド 」 で 指定 し た カー ド NO. が 1 一 6 指定 し た カー ド 検索 条件 に 合う カー ド 
検索 条件 に 合う カー ド が 2、4、5、8、9 
だ と する と 、 


印刷 され る の は 2 、4 、5 の カー ド に な り ま す 。 


印刷 され る カー ド 


@ カード を 削除 し た 場合 、 カー ド N Oo. が 変わ り ま すか ら 、 検索 等 で カー ド N oO. を 確か め て か ら 指 
ro に 衝 (e に の 


さがし た カー ド を 印刷 する (検索 


で 青い 困 調 


を 「 検 索 ] に あわ せ 、 で 選び ます 。 


刑 式 一 覧 表 ラベ ル A ラフ ベル B 


カー ド 開始 No0O| 終了 N003 
検索 し な い す る 


検索 を 「 する | に 指定 する 場合 、 あ ら か じ め 3 7 4 ペー ジ を 参照 し 、「 検 索 」 を 行 


つて お いて くだ さい 。 印刷 の 対象 に な る の は 「 検 索 ] で 設定 し た 検索 条件 と 一 致す 
る カー ド の み で す 。 


@ | 検索 | を 「 す る 」 に する と 


3 7 4 ペー ジ の 「 検 索 ] で 条件 に あう カー ド を すべ て NO. の 若い カー ド か ら 印 刷 し ます 。 


条件 に あう カー ド が 複数 あり 、 そ の うち の 一 枚 だ け を 印刷 し た い 場合 に は 、 「 カ ー ド ] の 項 
目 で その カー ド の NO. を 指定 し ます 。 


に NE る 3 才 湊 


いとい と 鼓 藻 


e 検索 条件 を 何 も 設定 せ ず に 「 検 索 」 を 「 す る 」 に する と 、「 カ ー ド 」 の 項目 の 「 開 始 NO. 」 で 
指定 され た カー ド か ら 印 刷 さ れ ます 。 


カラ ー で 印刷 する ( 色 指 定 ) 


で 青い 四 計 境 そ 「 色 指定 」 に あわ せ 、 で 選び ます 。 


(ビデ オラ ベル の 場合 ) 


| 印刷 | KS 
刑 式 一覧 表 ラベ ル A ラ UB 
カー ド 開 lW.0| 絶 0. 
検索 しない する 
橋 是 ゆい 3 の 


形式 を 「 一 覧 表 」 に 設定 し た と き や FS-PC1 以 外 の プリ ンタ を 使用 し て いる 場合 は 、 色 指定 
で きま せん 。 “ 


色 指定 を 「 す る 」 に 設定 し た と き は 


各 項 目 を 設定 後 、[ 実行 ) を 押す と 次 の よう な 色 指 定 の 画面 に 変わ り ま す 。 

で カー ソル を 人 色 を 変え た い 頂 目 に あわ せ 、[ INS_」、[_DEL で 色 を 変え て 指定 
し て くだ さい 。 (県 、 赤 、 青 、 緑 いずれ か の 色 を 指定 し ます 。) 

すべ て の 項目 の 色 が 決ま っ た ら 、 最 後に [ 実行 を 押し て 印刷 し ます 。 


(ビデ オラ ベル : ラベ ル A の 場合 ) 


| 角 | 
タイ トル (#) 
笑 最 ( 長 ) 
EEー ド ( 青 ) 
| その 人 (時 ) 


(ビデ オラ ベル : ラベ ル B 、 フ ロッ ピー ディ スク ラベ ル の 場合 ) 


に NES コ 川 O1 


ゆい どい と 貴 藻 


入出 力 セレ クト と 画面 調整 


人 内 符 や 音声 カ イド 4 設定 す る 


接続 し て いる マウ ス や プリ ンタ の 種類 を 決め た り 、 
音声 ガイ ド や 自動 再生 の 設定 を し ます 。 


ォ ー ボ ー ド 自由 良 恨 天 | JOU ド 
プリ ンタ 選択 ~PC1 PA1 PK1 PW1 7 
音声 ガイ ド する し A 
目 動 肝 する し 故 

| [SHIFT]+ カー ソル] で 本 折 人 計 調整 | 


を 押し な が ら を 押す と 、 画 面 の 位置 が 調整 で きま す 。 画 面 の 一 部 
が 切れ て いる と き に お 使い くだ さい 。 


人 出力 を 選ぶ 


> lk 和則 力 一覧 記 上 終了 


入出 カセ レク ト | 


キー ボー ド マウ ス パッ ド 
(入出 力 ) プリ ン % 衣 択 ”PC1 PA1 PK1 PW1 別 


音声 ガ プ ド する し ぬい 
目 動 且 する し A い 
| [SHIFT]+ [カー ソル | で 本 押 位 置 


@ こ の 操作 は メイ ン メ ニュ ー、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、A V ラ ベル の 、 各 ソフ ト の 
すべ て に あり ます 。 ど こ か で 一 度 設定 する と 、 記憶 さ れ て いま す 。 
だ だ し 本 体 に 乾電池 が セッ ト さ れ て いな か っ た り 、「 終 了 」 の 操作 を せ ず に メイ ン メ ニュ ー 画 
面 以 外 で 電源 スイ ッ チ を 切る と 最後 の 設定 内 容 は 記憶 され て いま せん 。 


ーー」 
項目 を 設定 する 
設定 し た い 項目 を 選ぶ | 和 出 カセ レク ト 
( 例 : プリ ンタ 選択 ) [ 旭 妨 1 ス キオ ボード マ て 9 ス 2 9 ド | 
誠 認 天 Pc1 PA1 PK1 PW1 7 誠 
と 音声 ガオ ド する し 
自動 用 する し 
_ [ISHIFT]+[ カ ー ソ | で 本 
設定 し た い 種 類 を 選ぶ ] 尋 才 2 ト 
( 例 : PA1) WW キーボード で サコ 信光 ド | 
列 馬 Pc1 PA1 PK1 PW 別 交 「 
音声 ガイ ド する し が 
KO く 自動 用 する し 6U 
_ [SHIFT+[ カ ー ツ ソル で m 頭 信幸 
この 設定 で よろ し いで す が ? 
5 三 [ 実行 」 
っ | 試作 和信 時 力 近作 2t90- 5 終了 た っ 入信 
編集 画面 へ 


@ 設定 内 容 
入力 デバ イス 


マウ ス 


キー ボー ド の み を 使う と き 
マウ ス と キー ボー ド を 使う と き 
(当社 製 FS-JM1-H 等 ) 
ジョ イ パ ッ ド と キー ボー ド を 使う と き 
(当社 製 FS-JS220,FS-JS222 等 ) 
FS-PC1( 当 社 製 , 推 奨 品 
FS-PA1( 当 社 製 ) 
FS-PK1( 当 社 製 ) 
FS-PW1( 当 社 製 ) 
HBP-F1/F1C(SONY 製 ) 
ガイ ド メ ッ セー ジ 、 エ ラー メッ セー ジ 等 を 簡単 
な 内 容 の 音声 で 再生 させ る と き 

メッ セー ジ を 音声 で 再生 させ な いと き ' 
メイ ン メ ニュ 画面 で 、 フ ロッ ピー ディ スク に | 
MM と き 
し な い メ 


イン メニ ュ で を 生生 させ な いと き | 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 操 作 を 中 止 す る と き は 

@ [5| で 音声 ガイ ド の メッ セー ジ が 表示 され た 場合 
音声 ガイ ド を 行う と き は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を セッ ト し て を 押し ます 。 
音声 ガイ ド を 行わ な かい と き は 、 ぞ の まま を 押し ます 。 


いと ひら 本 若 ミス < アァ 証 (9 ト 


Free Card Functions 


第 C 章 / フ リー カー ド 機 能 い ろ い ろ 


フリ ー カ ー ド 機能 いろ いろ 


ンジ ツー が ドド ち 全 


こん な こと が で きま す 


何 に で も 使え る 便利 な カード で す 。AV ラ ベル な ど と は 異な り 、 自 分 で 好き な 項目 を 設定 し た り 、 
印刷 時 に レイ アウ ト を 決め た りす る こと が で きま す 。 
蔵書 の 整理 や ちょ っ と 気 の き いた お 店 の リス ト な ど 、 い ろ い ろ な 使い 道 を 考え て みて くだ さい 。 


@ 必要 な 項目 を 自分 で 設定 する こと が で きま す (⑦414 ペ ー ジ )。 


フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : | カーRNo.:O/ カ ー ド 表 :00 ・ 最 大 6 個 ま で の 頂 目 を 設定 する こと が で きま す 。 

ra ・ 頂 目 の 設定 は 項目 名 を 入力 、 確 定 す る こと に よっ て 行 
ーー いま す 。 

5 - 項目 名 は 全角 8 文字 項目 の 内 容 は 全角 20 文 字 ま で 入 
LDH 力 で きま す 。 ( 頂 目 の 内 容 は 、 項目 設定 後に 入力 し ます )。 
保証 期間 

故障 の 有無 __ 


@ E 刷 時 に レイ アウ ト す る こと が で きま す ( 必 446 ペ ー ジ )。 


[ 世 7 ツ ッ ト | 各 頂 目 ご と に 印刷 時 の レイ アウ 義 8 
| えま す 。( 印 刷 フ ォ ー マ ッ ト の 設定 )。 
EE - 印刷 位置 : A 4 用 紙 (40 桁 X36 行 ) の どの 位置 に 印刷 
0W す 6 は にし UAM 旧 する か を 行 数 と 桁 数 で 設定 で きま す 。 
0 まこ に する 6 里 ・ 文 字 サ イズ : 横 2 倍 の 大 き さ の 文字 で 印刷 で きま す 。 
0 MM し まま < ・ 印 刷 方 向 : 縦 書き 、 横 書き どちら で も 印刷 で きま す 。 
M UM よこ ・ 頂 目 の 印刷 : 頂 目 名 を 印刷 する か 、 し な いか 設定 で き 


回 ます 。 
0 LAM よ て ます 
・ 色 の 指 ・ 頂 目 ご と の カラ ー 印 刷 も で きま す 。 
融 616 0 LAM よ < 人 四 


ヽ ら ト ヽ ら ト ヽ ら PF ト ヽ ふら ト 
ey oy ey @N 
下田 外 田 半田 半田 


フリ ー カ ー ド 印刷 例 
( 左 の カー ド 内 容 を 上 の 印刷 
フォ ー マ ッ ト で 印刷 する と ) 


(グリー カーP ビ 入力) 


フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : | カー ド No.:001/ カ ー ド 数 :005 
介 名 パー シャ ル 市 場 (5 ドア 誰 ) 
メー カー バナ 電 問 ンマ ペー ジャ ラフ レ r 再 も 〈 く 5 ド 閥 蔵 慌 う 
- 馬 人 店 日 本 橋 こ コ ニ コ 電気 店 L 2 メー カー : パナ 電器 費 
障 入 年 有 1990/2/9 購入 店 : 日 本 橋 ニ コ ニ コ 電 気 店 
人 期間 3 年 間 購入 年 月 日 :1990 ノ 2 ノン 9 
民有 無 無し 保証 期間 : 3 年 間 
故障 の 有無 : 無し 
新規 | は 書か な 全 
ーー キー ドー トー 
編集 印刷 7 人 ル 前 次 終了 R か な 挿入 削除 


@ 操 作 方 法 は 上 で 説明 し た 点 を 除く と 、AV ラ ベル と ほぼ 同じ で す 。 
e@ 一 覧 表 の 印刷 も で きま す ( 必 441 ペ ー ジ )。 た だ し 、 印 刷 レ イア ウト の 設定 は で きま せん 。 


し ーー 。】 
操作 の 流れ 
項目 の 設定 
まず 、 頂 目 を 設定 し ます 。 フ リー カー ド で は 1 項目 名 8 文字 (全角 ) 以 内 で 最大 6 個 の 項目 を 設定 す 
る こと が で きま す 。 頂 目 の 設定 は 項目 名 を 入力 確定 する こと に よっ て 行い ます 。(⑦414 ペ ー ジ ) 


項目 名 は 全角 の み で 、 半 角 は 入力 で きま せん 。 


愉 _ 

項目 の 設定 が 終わ っ た ら 、 カ ー ド に 入力 し て いき ます 。(⑤ 〇 416 ペ ー ジ ) フ リー カー ド で は 1 画面 分 
の デー タ を カー ド と 呼び 、1 画面 ずつ 入力 し ます 。 文字 の 入力 方 法 は ワー プロ と 同じ で す の で 、 第 
1 章 と 第 2 章 を 参照 の うえ 、 入 力 し て くだ さい 。 


遼 録 と 保 胡 | 

説明 の 中 で "保存 」 と 「 登 録 」 が で て きま す が 、 登録 は パソ コン 内 の メモ リ と いう 記憶 場所 に 登録 する 
こと で 、「 保 存 」 は その 内 容 を フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する 意味 で す 。 

入力 し て 登録 し た カー ド は フリ ー カ ー ド を 終了 し た り 、 電 源 ス イッ チ を 切る と 消え て し まい ます 。 
入力 、 修正 し た カー ド ( フ ァイル ) は 必ず フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し て お きま し ょ う 。 


修 正 

カー ド を 修正 する 場合 は 、 そ の カー ド の 入っ て いる ファ イル を 呼び 出し 、 検 索 (②422 ペ ー ジ ) 等 で 
目的 の カー ド を 表示 させ て 行い ます 。 

カー ド の 内 容 を 修正 し た 後 は 、 同 じ フ ァイル 名 で 保存 し ます 。 こ の 操作 を ファ イル の 更新 と 呼び 
ます 。 

修正 前 の ファ イル を 残し て お きた いと き は 違う ファ イル 名 で 保存 し て くだ さい 。 


項目 を 設定 し た ら 、 他 の 3 つの 操作 を 繰り 返し て カー ド を 管理 し 、 必要 に 応じ て 印刷 フォ ー マ ッ ト 
を 設定 し て 印刷 ( ツ 440 ペ ー ジ ) を 行い ます 。 


ひら いら 豆 牙 テー キー ご 目 昨 PE 


ノリ ガー- ド 0 納 誰が が 


カー ド No. : 001/ カ ー ド 数 : 000 


| カド yye: | 


直 了 ッ ト 罰 ラバ ル | | | 項目 る を 入力 し て くだ さい 


7 日 サ た 04 本 了 人 カ 。 9 / 7 R26 多 A 


妥 一 : 


A V ラ ベル メニ ュー 
画面 で フリ ー カ ー ド 
を 選ぶ 

[へ ] ョ ノ 

N_/ 

/ ヽ 

し ン 」 
新規 か 修正 か を 選ぶ 


@|1| で 音声 ガイ ド の メッ セー ジ が 表示 され た 場合 
音声 ガイ ド を 行う と き は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を セッ ト し て [ 実行 ] を 押し ます 。 
音声 ガイ ド を 行わ な か いと き は 、 そ の まま [ 取消 ) を 押し ます 。 


@ [2] で 「 新 規 」 を 選ぶ と 、 頂 目 名 の 設定 画面 (414 ペ ー ジ ) 、 「 修 正 」 を 選ぶ と フロ ッ ピー ディ スク か ら 
ファ イル を 呼び 出す 画面 (432 ペ ー ジ ) に な り ま す 。 


終わ りか た 


フリ ー カ ー ド を 終わ る と き は 、 必 ず こ の 方 法 で 終 Y 了 し て くだ さい 。 


フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : | カー ド Ne.:001/ カ ー ド 数 :005 


パー シャ ル 市 場 ( 5 ドア 冷蔵 庫 ) 


バナ 電 問 株 
日 本 橋 ニ コ ニ コ 電気 店 に STOP 
1990/2/9 (終了 ) 


3 年 間 


凡 人 印刷 7 人 前 交 / 訟 7 。 R が 6 押 人 削除 


(フリ ー カ ー ド の 入力 画面 


保存 し な いと き は 


カー ド を 保存 し ます か ? 
う 保 行 する と き は [実行] を 押し た 


医 征 : は い 他 滑 :WZ 後 、 保 存 処理 (②430 ペ ー ジ ) を 行 
っ て くだ さい 。 
フリー カー ド を 終了 し ます 計 実生 


よろ し いで すか 7 
[ 実 行 : は い 取 測 : い いえ 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 に 戻り ます 。 


いい! ン 鼓 敬 テー ボー 


5 まき 選 “この 終了 操作 を 行わ ず に 電源 スイ ッ チ を 切る と 、 学 習 辞 書き ユー ザー 辞書 など が 消え て し まい ます 。 
e 新規 の 項目 設定 画面 また は カー ド に 何 も 入力 され て いな い 状 能 で 終了 する と 、 | 2 の 手順 は 省略 
され ます 。 設定 し た 項目 を 保存 し た いと き は 、 カ ー ド に 何 か 入力 し て か ら 終 了 し て くだ さい 。 


項目 を 設定 する (新規 ) 


項目 を 設定 する 


頂 目 名 を 入力 、 確 定 し て 、 必 要 な 項目 を 設定 し ます 。 


| リー ケド | ファ イル 名 : | 


カー ド No. : 001/ カ ー ド 数 : 000 


2 | ファ イル 名 : カー ド No:00U/ カ ー ド 数 :000 | 


新規 | 項目 名 を 入力 し て くだ さい 
BS 、F4 FE5-、 STOE HO 


剛昌 5 ME sgL Ws per | 
確定 削除 入出 カ 記号 / 終了 R か な 挿 人 削除 


項目 名 入力 欄 


「 新規 」 を 選ぶ 


AV ラル メニ ュー 
画面 で ノリ ー カ ー ド 
を 選ぶ ーー 
し 2 実行 
K_/ 
/ ヽ 
し ン 」 
新規 を 選ぶ 


ミア 


@ [1| で 音声 ガイ ド の メッ セー ジ が 表示 され た 場合 


Le ド を 行う と き は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を セッ ト し て [ 実行 ] を 押し ます 。 
声 ガ イド を 行わ か いと き は 、 そ の まま [ 取消 を 押し ます 。 


項目 の 設定 手順 


項目 名 を 入力 する (この 操作 を 繰り 返し て 必要 な 項目 数 だ け 入 力 し ます )。 
| フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : | 


っ [| っ | 加 


・ 文 字 の 入力 方 法 は ワー プロ と 同じ で す 。 第 1 章 と 第 2 章 を 参照 し て くだ さい 。 
・ 入 力 で きる 文字 は 全角 8 文字 まで で す 。( 半 有 角 文 字 は 入力 で きま せん 。) 
・6 項目 以下 な ら 何 項目 設定 し て も か まい ませ ん 。 


項目 名 を 確定 する || 名 理 | 

項目 名 を 確定 し ます 
衝 ょ 2 し LU です か? |* [実行 
(確定 ) 天 征 : は い 取 測 : い いえ 


カー ド を 入力 する 画面 に な り ま す 。 


: 唐 2 | 上 国 で 何 も 文 字 を 入力 せ ず 団 を 押し 、 こ の 項目 の デー タ 入 力 欄 を ひと つ 前 の 第 
: 考 還 =※ デー タ 入 力 欄 の 続き と し て 使っ て くだ さい 。 
定 の つ p 
す デ の 回 引 届 章 
る | 項 | 
に Ka メモ メモ リ 
こ に L 2 | 
2 カ 
欄 行 ド 
項目 ⑥ 項目) の デ ー タ 入力 棚 と し て 使用 で きま す 。 | 令 
い 
ろ 
い ヽ 
ろ 


e 2 行 以上 の デー タ 入 力 欄 を 設定 し た 場合 で も 、 デ ー タ の 入力 は 1 行 ご と に 行い ます 。 
ニー  。 テー 入力 欄 に 入力 で きる 文字 数 は 、 デ ー タ 入力 欄 1 つ に つき 20 文 字 ま で で す 。20 文 字 を 越え る 文 
字 は 入力 され ませ ん 。 


@[3I で 入力 し た 項目 名 を 削除 する と き は [ F2 ] を 押し た 後 、 で 削除 する 項目 名 に カー ソル を あ 
わせ 、[ 実行 」 を 2 回 押し ます (⑤「 削 除 し た い 項 目 が ある と き は 」419 ペ ー ジ )。 
@ [3I で 入力 し た 項目 名 を 訂正 する と き は 、 で 訂正 する 項目 名 に カー ソル を あわ せ 、 ワ ー プ ロ と 
同じ よう に 訂正 し て くだ さい 。 
e 頂 目 名 を 確定 し 、 デ ー タ の 入力 画面 に な っ た あと で 項目 を 変更 し た いと き は 、418 ペ ー ジ を 参照 し 
で 和 有 且 う で くだ さい 


デー タ を 入力 する 


デー タ を 人 入力 する 


フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : カー ド No. : 001/ カ ー ド 数:000 


フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : | カー ド No.:001/ カ ー ド 数 :005 


パー シャ ル 市 場 ( 5 ドア 冷 研 庫 ) 
庄 / サ 赤 和 

日 本 橋 こ ニコニコ 電気 店 

1990/2/9 

3 年 間 


は 者 
PT ニニ SRGP に = IE SEL_ INS _ COl 
編集 印刷 71, 前 次 / 終了 R か な 挿 人 削除 


HOME _ SEL INS DEL 」 
R か な 挿 人 削除 


[カー ソル の 移動 ] 
次 (前 ) の 項目 に 移動 させ る : また は 内 | 罰 。 項目 の 中 で の 横 の 移動 : 回 回 


[文字 の 入力 ] 
入力 で きる 文字 数 は デー タ 入 力 欄 ひ と つ に つき 、 全角 20 文 字 ま で で す ( 半 角 文 字 は 入力 で きま せん )。 
入力 方 法 は ワー プロ と 同じ で す 。 第 1 章 と 第 2 章 を 参照 し て くだ さい 。 


[カー ド の 登録 ] 
すべ て の 項目 の 入力 が 終わ っ た ら 、[ F5 (次 ) を 押し て 登録 し ます 。 
(一 度 に 登録 で きる 枚数 は 6 項目 設定 し て いる 場合 で 199 枚 まで で す 。) 


この 操作 を 繰り 返し て 、 カ ー ド を 増やし て いき ます 。 こ の 後 の お も な 操作 に つい て は 、 下 記 の ペー 


ジ を 参照 し て くだ さい 。 

"一時 楓 RyoTPTTOE 介 08 
・ カ ー ド の 検索 時 時: チ ザ サ すす すす やす キサ すす イジ イサ イヤ で ーッ レン リム プー ニッ 。 
・ カ ー ド の 印刷 ・‥ INR 2R 拉 IN 


・ フ ァイル (カー ド ) の フロ ッ ピー ディ スク へ の 保存 ………………………430 ペ ー ジ 


記紀 や 外字 読 か の わか 5 な 弟子 人力 9 る 


本 機 の 持っ て いる 記号 や 外字 を 入力 する こと が で きま す 。 

また 、 読 み の わ か ら な い 漢 字 に つい て も 、 区 点 コ ー ド 、 部 首 、 画 数 
な ど を 使っ て 入力 する こと が で きま す 。 方 法 は 日 本 語 ワ ー プ ロ や ア 
ドレ ス な ど と 同じ で す 。 


E コ 
見 


Mt - 


LF5) ュ 
(記号 ) 
B 
以後 の 操作 に つい て は 次 の ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 童 
フ 
- 特殊 一 外字 (100 ペ ー ジ ) : 本 機 の 持つ た くさ ん の 記号 や 本 機 で 作成 、 登録 し た 外字 が 入 リ 
力 で きま す 。 電 
- 区 点 。。 ( 〇 92 ペ ー ジ ) : 区 点 コ ー ド を 使っ て 入力 し ます 。 第 1 、 第 ? 水準 漢字 や ギ [ 
リ シ ャ 文 字 な ど が 入力 で きま す 。 ド 
・ 部 首 ) (94 ペ ー ジ ) : 部 首 を 指定 し 、 そ の 部 首 に 属す る 漢字 の 中 か ら 選ん で 入力 人 
し ます 。 い 
・ 画 数 (や 96 ペ ー ジ ) : 画 数 を 入力 し 、 そ の 画数 に 属す る 漢字 の 中 か ら 選 ん で 入力 る 
し ます 。 る 
・ 部 作画 数 (や 98 ペ ー ジ ) : 部 首 と 画数 を 指定 し 、 そ の 両方 に 属す る 党 字 の 中 か ら 選 ん 
で 入力 し ます 。 


@ 文字 の 区 点 コ ー ド は 465 ペ ー ジ ー477 ペ ー ジ の 漢字 コー ド 表 を ご 覧 くだ さい 。 


l41/ 


項目 名 を 変更 する (変更 ) 


項目 名 を 変 更 する 


デー タ の 入力 中 や 修正 の 途中 で も 頂 目 名 を 変更 する こと が で きま 
ポ 。 


フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : 


フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : カー ド No. : 001/ カ ー ド 数 005 


カー ド No. : 001/ カ ー ド 数 : 005 


パー シャ ル 市 場 ( 5 ドア 冷蔵 庫 ) 品名 パー シャ ル 市 場 ( 5 ドア 冷蔵 庫 ) 
バナ 電 問 抽 メー カー バナ 電 問 的 
購入 店 日 本 橋 こ ニコニコ 電気 店 購 人 店 日 本 橋 ニ コ ニ コ 電気 店 
1990/2/9 L 2 弁 人 AE 各国 ”。 1990/2/9 
メモ 3 年 間 


3 年 間 
無し 


- | 還 還 陣 較 = | 寺 か 2 
| 昌 カ 介 前 7 。 R26A 
項目 名 を 削除 する と 、 カ ー ド に 入力 され た 項目 の デー タ は 、 削 除 し た 項目 名 の デー タ で 
は な く 、 一 番 下 の デ ー タ 入力 欄 の デー タ が 削除 され ます 。 削除 の 操作 は 十分 に 注意 し て 


信 印刷 7 イル 前 次 / 夫 了 。 日 か な 押 人 削除 


行っ で くだ さい )。 
「 変 更 」 を 選ぶ 


] 


フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : カー ド No.: 001/ カ ー ド 数 : 000 


項目 を 設定 する 画面 に 
な り ま す 。 

すでに 入力 し た デー タ 
は 自動 的 に 本 体内 の メ 
モリ に 登録 され ます の 
で 、 消 え ず に 残っ て い 
ます 。 


@ デー タ の 入力 途中 で [ F2 (変更 ) を 押す と 、[ F5 (次 ) を 押さ な く て も その カー ド は 自動 的 に 登録 さ 
れ ま す 。 ま た 、 頂 目 の デ ー タ 入力 欄 の 文字 を すべ て 削除 し て か ら [ F2 (変更 ) を 押す と 「 空 白 の カー 
ド な の で 登録 で きま せん で し た 」 と メッ セー ジ が 表示 され ます 。 


避 


際 
し 
だ 


Ok 光信 皿 温 ン 


尋 


(2 や 


項目 名 変更 の 手順 


項目 名 を 変更 する 


っ 。 訪 字 和 力 ゅ [ 


変更 する 項目 名 に カー ソル を 移動 
他 に も 変更 し た い 項 目 名 が ある と き は 、 こ の 操作 を 繰り 返し ます 。 


①「 削除 」 を 選ぶ 


変更 | 削除 する 項目 に カー ソル を あわ せ [実行 か な 全 
(削除 ) 確定 削除 入出 力 記号 / 終了 R か な 挿 人 削除 


② 削 除 す る 項目 名 を 選ぶ 


③ 削 除 す る 


変更 削除 し て よろ し いで すか 1? 


ERAXP2SS CES 


削除 


デー タ を 入力 する 画面 に も どり ます 。 


指定 し た 頂 目 が 削除 され 、 後 ろ の 項目 が 詰め られ ます 。 較 
電 定 する | 箇 
[FI」 項目 名 を 確定 し ます >ー、 | ブフ 

F1 リ 

確 記 。 ょ 2Lu で 9 か? | " 実生 
[実行 : は い 販 測 : い U え l 

機 

朋 

い ヽ 

と 

い 

ろ 


ー 番 下 の デー タ が 削除 され ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC) 
@ ひ と つの 項目 の デー タ 入 力 欄 を 2 行 以上 に し た いと き は 、[DEL] で 次 の 項目 名 を 削除 し 、 に に を 押 


+ [実行 


実行] [取消 


@ 頂 目 名 を 削除 する と 、 カ ー ド に 入力 され た 項目 の デー タ は 、 削 除 さ れ た 項目 名 の デー タ で は な く 、 


し て くだ さい 。 た と えば 、 項目 5 の デー タ 入 力 欄 を 2 行 に し た いと き は 、 頂 目 6 の 項目 名 を 削除 


し 、 頂 目 6 に カー ソル を 移動 し て を 押し ます 。 


カー ド を 修正 する 


カー ド を 修正 する 


フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる カー ド を 修正 する と き は 、 ス ター ト 時 に 「 修 正 」 を 選 
ぶ か 、 フ ァ ン クシ ョ ン 表 示 1/2 で [F3]( フ ァイル ) を 押し た 後 、432 ペ ー ジ の 手順 で ファ イル 
を 呼出 し て お いて くだ さい 、。 


フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : カー ド No. : 001/ カ ー ド 数 : 005 ファ イル 名 : カー ド No.: 001/ カ ー ド 数 : 005 

パーシャル 市 場 (5 ドア 冷 ) パーシャル 市 場 (5 ドア 導 ) 

け M | の emm 

日 本 橋 こ コ ニ コ 電気 店 ? 日 本 橋 ニ コ ニ コ 電気 店 

| 騰 和 と 保証 | 1990/2/9 1990/2/9 3 年 間 

3 年 間 容量 十分 、 音 も 静か で 大 満足 ! 

修正 | 書か 4 全 上 書 。 か な 全 
|_f1_  F2 F3 F4 F5 STOP HOME SEL INS_ DEL RFZcー 王 SF4 5 TOP HOME SEL INS DEL 
編集 印刷 77 イル 前 次 / 終了 R か な 挿入 削除 編集 印刷 7 イル 前 次 / 終了 R か な 挿 人 削除 


修正 する カー ド を 表示 させ る 


ファ ンク ショ ン 表 示 1/2 で フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : カー ド No.:001/ カ ー ド 数 :005 


(前 ) っ パーシャル 市 場 (5 ドア) 
パナ 電器 柳 
(0 日 本 橋 ニ コ ニ コ 電気 店 
修正 し た い カ ー ド を 表示 させ る 1990/2/9 3 年 間 
3 年 間 


ファ ンク ショ ン 表 示 2/2 で a 
修正 する カー ド No. を 入力 する 
(No.) 法人 硬 カー ド No.001 の と き は 2 実行 


0 0 1 と 入力 する 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ESC] 


修正 の 手順 


修正 項目 に カー ソル を 移動 する 


また は =* 


修正 する 文字 に 
カー ソル を 移動 する 


KO の く < ゆ 


パー シャ ル 市 場 ( 5 ドア 冷蔵 庫 ) 
パナ 電 問 楓 

日 本 橋 こ コ ニ コ 電気 店 
1990/2/9 


[| 

ドー が ] 

[ 叶 和 上 | 

2 モ | 3 年 間 
[| 

レー カー] 

[馬上 | 

| 購入 と 保証 

医 


パー シャ ル 市 場 ( 5 ドア 冷蔵 庫 ) 
バナ 電器 柳 

日 本 橋 こ ニコニコ 電気 店 
1990/2/9 _ 

3 年 間 


展 和 パー シャ ル 市 場 (5 ドア 導 庫 ) 
文字 キー 中 | = | バナ 電導 
[購入 店 | 日 本 橋 こ ニコニコ 電気 店 
[購入 と 保証 | 1990/2/9 3 年 間 
カー ド を 登録 する し モ | 容量 十分 、 音 も 静か で 大 満足 ! 
ファ ンク ショ ン 表 示 1/2 で 


| 修正 し た カー ド が 登録 され 
(次 ) う 次 の カー ド が 表示 され ます 。 


注 
Qt 
> 
に 
II 
ぷ 
※ 
EE 
光 
中 
中 
9 
(Y 
ル し 4 
9 引 
和 
エ 
| 
Ri 
人 
に 
党 
に 4 
な 
ヒ 
遇 
H 
下 ど 
「 
ビ 
放 
GL 


カー ド が すべ て 修正 で きれ ば 、4 3 0 ペー ジ を 参照 し て 、 フ ロッ ピー ディ スク に 
(|- 請 休 存 し ます 。 ディ スク か ら 呼 び 出 し て 修正 し た 場合 は 、 

・ 同 じ フ ァイル 名 で 保存 一 修正 し て 登録 し た 内 容 に 書き 替え られ ます 。 
(更新 登録 ) 
存 ・ 別 の 名 前 で 保存 -… 内 容 が 修正 され た 別 の ファ イル が 作ら れ ます 。 


SS 冊 の 彰 


ゆい どい と 鼓 菩 テ ーー 


e 文 字 の 修正 の し か た は ワー プロ と 同じ で す 。 第 1 章 を 参照 し て くだ さい 、。 


カー ド を 編集 する (編集 ) 


カー ド を さがす 検索 ) 


カー ド No.: 001/ カ ー ド 数 005 


パー シャ ル 市 場 ( 5 ドア 冷蔵 庫 ) 
バナ 電器 抽 

日 本 橋 こ コ ニ コ 電気 店 
1990/2/9 3 年 間 
容量 十分 、 音 も 静か で 大 満足 ! 


0 を 


印刷 アル 前 次 革 了 。 R か な 揚 人 削除 


次 2 終了 


に 


@ 表示 され て いる 次 (また は 前 ) の カー ド か ら 検 索 が 始ま り ま す 。 す べ て の カー ド を 対象 に 検索 す 
る と き は 、 あ ら か じ め 1 枚 目 の カー ド を 表示 させ て か ら 行 っ て くだ さい 。 
@ 検 索 条件 を 何 も 入 力 し な いで 操作 する と 表示 され て いる カー ド の 次 また は 前 の カー ド が 表示 され 
ます 。 


(次 ) 


検索 の 手順 


検索 を 選ぶ 福 集 
3 
2 。 和 う うき [実行 
削 了 
| 全 デー タ 消 条件 を 入力 する 画面 が 表示 され る 
検索 条件 の 入力 ※ 入 力 し た 語 を 含む お カー ド を 呼び 出し ます 。 
フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : | カー ド No.:001/ 
る * 国 ・ 
ーー (検索 ) 
条件 に な る 頂 目 へ メー カー バナ 電器 析 
カー ソル を 移動 させ る ーーー 
検索 方 向 の 指定 フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : | カー ド No.:001/ カ ー ド 数 :005 
| 唱 名 パー シャ ル 市 場 ( 5 ドア 冷蔵 庫 ) 
ー メー カー バナ 電器 
の 還 計 計 こ 
購 和 店 日 本 橋 ニ コ ニ コ 電気 店 
検索 方 向 の 指定 
[F4] @ 
また は で 目的 の カー ド が 表示 され る まで 続け ます 。 


※ 指 定 し た 検索 方 向 で 条件 に 一 致す る カー ド が な いと き 「 一 致す る カー ド が あり ませ ん 」 と 表示 さ 


れ ま す 。 条 件 を 変え て 検索 する と き は 、 (条件 ) で 条件 を 入力 し な お し ます 。 


@ 探し だ し た カー ド を 印刷 する 場合 の た め に 、 目 的 の カー ド N O. は ひか えて お いて くだ さい 。 
ロ (前 ) は 表示 され て いる カー ド か ら カ ー ド NO. の 小さ い ほ うに 、 


(次 ) は 表示 され て いる カー ド か ら カ ー ド NO. の 大 きい ほう に 検索 し ます 。 
@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は 、 途 中 で 操作 を や め る と き は 
@ 検索 条件 で 複数 の 頂 目 を 入力 し た と き に は 、 す べ て の 検索 条件 を みた す カ ー ド が 表示 され ます 。 
@ スペ ー ス (空白 ) も 有効 で す 。「A B」 を 入力 し て も 「ABC」 は 検索 で きま せん 。 


ひら いら 酸 江 テー サー ニー le 


カー ド を 複写 する (複写 / 


指定 し た カー ド を 複写 し て 、 作 成 済 あ の カー ド の 最後 に 追加 し ます 。 


前 


NT 


カ 作 


に 


除 
全 デ ー タ 消去 


ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は 途中 で 操作 を や め る と き は 


複写 の 手順 


複写 を 選ぶ 
っ | 四 麗 絆 本 雇 っ 
肖 際 


アー タ 水 
複写 する カー ド を 表示 する [| 9- ヵ - ド 2 イル 外 : カー-R:/ カ ー ド 雪 :05 コー カー ド No.001 ノ 
カー ド 数 005 
また は 95 ッ 昌和 パー シャ ル 市 場 (5 ドア 冷 華 ) 
前) 味 了 / サ 4 


購入 店 日 本 橋 ニ コ ニコ 電気 店 ンー 
(次 ) | 本 和 と 條 証 1990/2/9 3 年 間 は 


間 容量 十分 、 音 も 静か で 大 満足 ! 


また は 


複写 終了 「 カーー ド アイ: Re の - 際 5 トー カー ド NO0. 0 06 ノ カー ド 数 005 


詳 宮 パー シャ ル 市 場 (5 ドア 冷蔵 
| 還 器 バナ 電 攻 
| 時 店 日 本 橋 ニ コ ニ コ 電気 店 
| 購入 と 保証 1990/2/9 3 年 間 時 (一 ヽ 
メモ 容量 二分 、 音 も 静か で 大 満 最後 に 追加 され ます 。 


この あと 、 項目 を 修正 し て 新しい カー ド と し て 登録 し ます 。 


SEI 展 の 尊 


※ [4] で (N oO .) で カー ド を 表示 する 場合 
① (No .) を 押す 
④ 数 字 キ ー で カー ド No. を 入力 する 


③ を 押す 


ゆい ど いと ン 喜 茹 テ ーー 


e 複 写 先 の カー ド NO. を 指定 し て カー ド の 間 に 割 り 込 むこ と は で きま せん 。 


カー ド を 消す (削除 ) 


指定 し た カー ド を 削 際 し ます 。 


※ 一 枚 削除 する と 次 以降 の カー ド N 0. が くり あがり ます 。 


「 編集 」 を 選ぶ 


F4 F5 OP 


+ | 編集 印刷 人 前 次 % 共 


+ 


(編集 ) 


ひとつ 前 の 操作 に も どる と き は 、 途 中 で 操作 を や め る と き は 


削除 の 手順 


削除 を 選ぶ 編集 


と | 検 
き 隊 1 二 らら 還 還 に 実行 


人 デー タ 消 ま 
削除 する カー ド の 表示 
(NO.) フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 | カード No: カー ド 数 :0 | 
また は 
唱 名 見 える ん デス ! (液晶 TV) アー 
(前 ) 本 バナ 電 匠 っ [実行 
また は 購入 店 オー クラ デン キ 
| F5 | ) 購 和 と 保証 1990/1/15 
確認 


EMI の 7 押上 半 上 39EOE 宇 
N. 前 次 4 終了 


で 編集 画面 に も どり ます 。 


SI 冊 親 


※ で (No.) で カー ド を 表示 する 場合 


① (No.) を 押す 。 
@ 数 字 キー で カー ド No. を 入力 する 。 


⑥ を 押す 。 


ゆい どい ン 鼓 テ ーー 


全部 ) カ ー ド を 消す ( 全 ー タ 月 


作成 中 の カー ド や 登録 され て いる すべ て の カー ド を 消し ます 。 


周回 


F3 F4 


っ | 拓 集 印刷 力作 前 次 終了 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消  、 途中 で 操作 を や め る と き は [ ESC | 


9 


全 デ ー タ 消去 の 手順 


全 デー タ 消 去 を 選ぶ 人 
検 素 
いい に 上 
すか 
2 統 当 旧 太 
確認 1 
沙 | 
全 デ ー タ を 消去 し ます 
[実行 : は い 取 滑 : い WW え 
確認 2 
間 還 人 い 12 い て DTI 


/ 終 
| フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : | カー ド No.:0OI/ カ ー ド 数 :000 
1 
メモ 


カー ド が すべ て 消去 され 、 何 も 入力 され て 
いな い NO. 0 0 1 の カー ド が 表示 され ます 。 


@ こ の 操作 で は 文書 ディ スク 内 の デー タ ( フ ァイル ) は 消去 で きま せん 。 
ファ イル の 削除 に つい て は 4 3 4 ペー ジ を ご 覧 くだ さい 。 


実行 


実行 


ひご いら ン 穂 華 テ ー キ オー こ ニコ 衣 ト 員 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 使う (ファ イル ) 


カー ド を 保存 する (保存 ) 


登録 され て いる カー ド を ひと つの ファ イル と し て 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 し ます 。 


文書 ディ スク 


「 フ ァイル 」 を 選ぶ 


F4 TOP 


き 人 印刷 7 7 前 次 ! 溢 了 


し 。 ぁ 略 出 処 理 


削 除 処 理 
ディ スク 初期 化 邊 理 


e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 途 中 で 操作 を や め る と き は [ ESC 
文書 デ ィ ス ク の ライ ト プ ロ テ ク ト は 解除 し て お いて くだ さい 。 
ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、A V ラ ベル 、 フ リー カー ド を 同じ ファ イル 名 で 保存 し 
て も 拡張 子 が 違う の で 別々 に 保存 され ます 。 


保存 の 手順 


保存 処理 を 選ぶ 

ッ ニ 
+ 
ファ イル 名 の 入力 
| 人 欠 フ リー) | 文書 ディ スク を | 旧 硫 フ リー) | 

* 8 ぎ ュ 
字 ) キ ー で 
| ファ イル 名 :_ ワ ア イル 折 ファ イル 名 : GOODS_ 
入力 する 
保存 開始 
し ば らく し て 


7 イル | 処遇 7S5S5s5o。 功 集 画面 
削 次 終了 


福 集 印刷 7 イル 


※ こ の 操作 で 保存 し た ファ イル に は 、 自 動 的 に 次 の よう な 拡張 子 ( フ ァイル 名 の あと に つけ られ た 
3 文字 。 フ ァイル の 区 別 な ど に 使う 。) が つけ られ ます 。 


メメ メメ メメ メメ. PC 4 


ファ イル 名 


拡張 子 は 付属 の B A S 1C の *F 1L ES 命令 ^ で 見 る こと が で きま す 。 
※ カ ー ド を 保存 し た あと は 、 編 集 画面 の 「 新規 」 の 表示 が 「 追加 に 変わ り ま す 。 


SN 貼 の 半 


いとい と ン 鼓 菩 テー ボー 


@ ディ スク 内 に 同じ 名 前 の ファ イル が 保存 され て いる 場合 、「 同 じ ファ イル 名 が 存在 し て いま す 」 
と 表示 され ます 。 を 押す と 新しい 内 容 に 書き 替え られ 、 [取消 ) で ファ イル 名 の 入力 
に も どり ます 。 
@ フ ァイル 名 は 4 文字 以下 の 全角 文字 また は 8 文字 以下 の 半角 文字 (カタ カナ 、 英 数 字 の み ) で 
入力 し ます 。 (ファ イル 名 入力 画面 に な る と 、 入 力 モー ド 表 示 は 自動 的 に 半角 に な り ま す 。) 


カー ド を 呼び 出す (時 出 ) 


ファ イル 名 を 指定 し て フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク か ら カ ー ド を 呼び 出し ます 。 


フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 :6000S| カ ー ド No.: 001/ カ ー ド 数 :005 


パー シャ ル 市 場 ( 5 ドア 冷 蔵 庫 ) 
バナ 電器 村 
日 本 橋 こ コ ニ コ 電気 店 
1990/2/9 3 年 間 
容量 十分 、 音 も 静か で 大 満足 ! 


に 


_F1 F2 F3 F4 F5 _STOP HOME 2 _DEL_ 
編集 印刷 77 イル 前 次 / 終了 R か な 挿 人 削除 


1 慌 - 


(ファ イル ) 
ご 注意 @ 呼出 は すべ て 「 新規 呼出 に な り ま す 。 


@ 呼出 を お こ な う と 、 画 面 上 の カー ド は 消え 、 呼 び 出 し た カー TS 必要 な カー 
ド は 必ず 保存 し て お いて くだ さい 。 


呼出 の 手順 
呼出 処理 を 選ぶ ファ イル 較 議 文書 ディ スク を 
セッ ト し 、 
に CR UN 
> 還 間 |) * (時 
削 除 処 理 
ディ 人 ク 初期 化 処 埋 
ファ イル の 一 覧 ー 
時 出 (ブリー) 時 出 (7 リー) | 
イル 0007000 ンー フイ ル : 001010 
っ [実行 っ ACTION1 ( ) 1969.02.18 
60005 ) 1989.11.25 
KYOUIKU ) 1990.01.03 
ファ イル の 指定 エー ュー 
イル: 0027010 の 
いい うき Friom ) 1989.02.18 5 実生 
60005  ( ) 1989.11.25 
KYOUIKU 1990.01.03 
フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 :600DS| カ ー ド No.: 01/ カ ー ド 数 :00 | 呼び 出さ れ た ファ イ 
ル の NO. 0 0 1 の 
呈 名 バー シャ ル 市 場 (5 ドア 洛 カー 第 
購入 店 日 本 橋 ニ コ ニ コ 電気 店 マ 
購入 と 保証 1990/2/9 3 年 間 呈 
メモ 容量 十分 、 音 も 静か で 大 満 中! リ 
(ファ イル 一 覧 の みか た ) | 
カ 
SAMPLE1 ( ) 1990.04。21 1 
ーー ド 
ファ イル 名 分 類 名 保存 また は 更新 し た 日 で す 。 提 
フリ ー カ ー ド で は ろ 
何 も 表 示さ れ ま せん 。 い 


始ま る ファ イル 名 が 表示 され ます 。 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は 、 途 中 で 操作 を や め る と き は 


@ [| で ファ イル 名 の すべ て 、 ま た は 初め の 何 文字 か を 入力 し を 押す と その 文字 で 


【k【 還 


アァ 2 内 の イル 4 消す 前 


文書 ディ スク に 保存 され て いる 不要 な ファ イル を 削除 し ます 。 


「 フ ァイル 」 を 選ぶ 
由 + | 編集 印刷 力作 前 次 % 欠 了 
2 
(ファ イル ) 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 ]、 操 作 を 中 止 する と き は 


@ フ ロッ ピー ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト は 解除 し て お いて くだ さい 。 


II 


ファ イル 削除 の 手順 


削除 処理 を 選ぶ 文書 ディ スク を 
穫 記 hu。 
マン ッ さ 実行 
陸 : 民 井 -。 机 理 
ディ スク 禄 人 
4 前島 フリー) | ファ イル: 0017010 
中 00000| 深 | 実行 | 只 上 |ACTION1 ( ) 1989.02.18 
0 (実行 sSHOSEKI ( ) 1990.11.25 
KYOUIKU ( ) 1990.12.03 
削除 する ファ イル 削 頒 (7 リー | 
を 選ぶ 
7 名 [| | 0027010 ンー 
4 3 ACTION1 ( ) 1989.02.18 > [実行 
SHOSEKI ( ) 1990.11.25 
KYOUIKU ( ) 1990.12.03 
ファ イル 確認 、 削 除 す る 削除 ( フ リー) | 
削 し て も ま よう し い か ? ーー アイル: 0010009 
中 に Err っ [実行 BagR9685098 
印刷 カ 伯 前 次 2 泉 「12 
2 KYOUIKU ( ) 1990.12.03 


[ESC] で 編集 画面 に も どり ます 。 


ご ひら 穂 テ ー サ ー こ Tani 


e [ で ファ イル 名 の すべ て 、 ま た は 初め の 何 文字 か を 入力 し 実行 を 押す と 、 そ の 文字 で 始ま る ファ 
イル 名 が 表示 され ます 。 


新しい リロ ルー デバ 7 を 使う 時 は 人 期 化 


市 販 さ れ て いる 何 も 保存 され て いな い デ ィ ス ク を は じ め て 使う と き 
は 、 必 ず 初 期 化 (フォ ー マ ッ ト ) が 必要 で す 。 一 度 初期 化 を する と 以 
後 は 文書 ディ スク と し て 使え ます 。 


新しい ディ スク 文書 ディ スク 


付属 の シス テム ディ スク 1 、2 は 絶対 に 初期 化し な いで くだ さい 。 
初期 化す る と 保存 され て いる プロ グラ ム や デー タ が すべ て 消え て し まい ます 。 


「 フ ァイル 」 を 選ぶ 


MM > | 柱 集 印刷 カ 伯 前 次 糸 


ファ イル | | 
保 存 処 理 
[Fs ) っ 
(ファ イル ) 間 間 生 。 導 
除 理 
理 


@ ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 、 操作 を 中 止 す る と き は 


@ フ ロッ ピー ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト は 解除 し て お いて くだ さい 。 


初期 化 の 手順 


ディ スク 初期 化 
処理 を 選ぶ 
本 > 実行 

デイ スク だ セッ トド ト テー 
する ディ スク 初期 化 

初期 化す る ディ スク を ドラ イブ に 挿入 し て -、 示 和 有 

[ 天 和 キー を 押し て くだ さい 

(2 DD フォ ー マ ッ ト ) 

7 化し 85 く $ 符 5S く た GU _ は 7 人 人 F4 F5 STOP 
編集 印刷 77 人 ルル 前 次 了 約 2 分 | 編集 印刷 刀 介 前 多 / 鋼 了 
[ ESC ] で 編集 画面 に も どり ます 。 
人 作業 終了 後 も 、 |4( の ディ スク 初期 化 の メッ セー ジ は 残り ます 。 


「 処 理 終了 | が 消え て いれ ば 、 初期 化 で き て いま す 。 


人 @ 初 期 化 は 買 つ た ば か り の 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 一 度 だ け お こない ます 。 


シス テム ディ スク お よび 大 事 な 文書 ディ スク な ど は 、 内 容 が 失わ れ ま す の で 
初期 化し な いで くだ さい 。 


e「 処 理 終 了 ] の メッ セー ジ は 3 秒 ほ ど で 消え ます 。 
@ | 4 | で 実行 し た あと は 、 処 理 が 終了 する まで 中 断 で きま せん 。 


WW 貼 の 洒 


一 三 


いい! ン 本 区 テー 


カー ド の 一 覧 表 を 見 る (一 覧 表 ) 


一 覧 表 の 出し か た 


登録 され て いる カー ド を 一 覧 表 に し て 画面 に 表示 し ます 。 
一 覧 表 に は 項目 1 と 項目 2 の 内 容 の み が 表 示さ れ ま す 。 


フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : カー ド No.: 001/ カ ー ド 数 :005 
: パー シャ ル 市 場 (5 ドア 冷蔵 庫 ) 
: パナ 電器 人 
: 焼け ちゃ いま し た (オー プン トー スタ ー) 
: 太平 洋 電気 帆 


: と ん で も な い ホ ー ン (CD ラジ カセ ) 
: P 1 C 音 響 機 器 偶 

: モー ニン グ コ ー ル (目覚 し 時 計 ) 
:RULEX 


Fi fs F5 STOP no SE 8 p 
No. 前 画 | ) 次 画 / 終了 R か な 挿 人 削除 


「 一覧 を 選ぶ 


+ ょ |b. 誠信 出力 一 覧 記 級 7 


画面 の 切り 替え の 手順 


一 覧 表 の 表示 フリ ー カ ー ド | ファ イル 名 : | カー ド No.:001/ カ ー ド 数 :005 
| 融 パーシャル 市 場 (5 ドア 冷蔵 庫 ) 
2 : バナ 電器 
F4 曲名 : 焼け ちゃ いま し た (オー プン トー スタ ー) 
ロス 3 メー カー : 太平 洋 電気 摘 
| : と ん で も な い ホ ー ン (CD ラジ カセ ) 
メー カー : P 1 音響 機 器 伯 
00| 唱 名 モー ニン グ コ ー ル (目覚 し 時 計 ) 
メー カー * 展 世 也 淡 
新規 | 二 は き か な 全 
No 前 呈 | | 箇 / 座 7 ” BR か な 提 A 削 際 
替 画 [F1 ] (N o .) : 指定 し た カー ド NO. か ら 表 示し ます 。 
え 面 (前 画面 ) : 4 枚 分 前 に ずら し ます 。 
加 人 (1 ) : 1 枚 分 前 に ずら し ます 。 
は 9 ( ! ) 、: 1 枚 分 次 に ずら し ます 。 
(次 画面 ) : 4 枚 分 次 に ずら し ます 。 
[ ESC ) で 編集 画面 に も どり ます 。 
※| 2 | で [F1 ]CN oO .) で カー ド を 表示 する 場合 


① [F1 CN o .) を 押す 
② 数 字 キー で カー ド No. を 入力 する 
⑨ (実行 ) を 押す 


5 違 の 親 


いい と 鼓 敬 テーー 


@ 一 覧 表 は 必ず NO. 0 0 1 か ら 表 示さ れ ま す 。 

@ 一 覧 表 か ら 編 集 画面 に も どっ た と き 、 一 覧 表 の 一 番 上 の カー ド が 表示 され ます 。 

< 怖 2 (} ) は 内 凶 で も 同様 で す 。 

@ [ F5 ] を 押し て 画面 を 切り 替え る 場合 、 最 終 カ ー ド は 最 下段 に 表示 され る た め 、4 枚 分 ずれ な い 
合 が あり ます 。 


印刷 する (印刷 ) 


印刷 の し か た 


登録 し た カー ド を 、 一 覧 表 (A 4 サイ ズ ) の 型式 、 ま た は A 4 
サイ ズ の 用 紙 や ラベ ル に 自分 で レイ アウ ト し て 印刷 する こと 
が で きま す 。 


印刷 | 
較 議 - 候 を ラベ 
カー ド 開 .0| 終 7N.W RS 


検索 し な い する 


印刷 」 を 選ぶ 


隊 芝 は 上 2 了 22290a59090SNEGSNEEGG:522 ui 
1 固 > | 鏡 是 77 人 0 前 交 糸 7 


意 還 証 一覧 * ま ラバ ル 
カー ド 開 昌 0.000 終 70.| 
検索 し な い する 則 


ここ か ら の 手順 は 「 型 式 」 で 「 一 覧 表 」 を 選ん だ と き と 、「 ラ ベル 」 を 選ん だ と き と で 異な り ま す 。 (一 
覧 表 と ラベ ル に つい て の 詳細 は 443 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。) 
ラバ 上 


マー シー テラ レ r 生 も て 5 ド デ 閥 蔵 中 う 
メー カー : バナ 電器 
購入 店 : 日 本 橋 ニ コ ニ コ 電気 店 
購入 と 保証 :1990/2/9 3 年 間 
メモ : 容量 十分 、 音 も 静か で 大 満足 ! 


: 容量 十分 、 音 も 静か で 大 半 足 ! 


の (オー プン トー スタ ー) 
: 太平 洋 

: 人生 電 日本 本 店 
:1989 プ 12 グ 15 1 年 間 

: オー プン レン ジ が 欲し い 

: と ん で も な い ホ ー ン (CD ラジ カセ ) 

: 音響 機器 

人 原 P 1 C 下 店 
:1990 グ 2 グ 3 1 年 間 

多 機能 CD に 感激 


一 覧 表 印刷 の 手順 
項目 を 設定 する 


に 
(設定 内 容 は 443 ペ ー ジ 以降 を ご 覧 くだ さい 。) 


用 紙 の セッ ト 


プリ ンタ の 電源 ラン プ : 点灯 
印字 可 ラ ンプ : 点灯 


を 確認 し ます 。 


セッ ト し た 用 紙 に 印刷 し きれ な い 場 合 
次 の メッ セー ジ が 出 ま す 。 
し い 用 紙 を ラニ 
| 負 二 に 2 Ne し 】 実行 
プリ ンタ を 確か め 、 用 紙 を セッ ト し て 
[実利 キー を 押し て くだ さい 。 


ひご いら ン 穂 藻 テ ー オ ー こ 四則 


田 
紙 
0 
に 
換 


@ あら か じ め 入 出力 セレ クト ( 必 448 ペ ー ジ ) で 、 接続 し て いる プリ ンタ を あわ せ て お いて くだ さい 。 
e 印刷 を 一 時 停止 する と き は 、 プ リン タ が 止ま る まで [ SPACE | を 押し て くだ さい 。 ぞ の 後 、 
[取消 ) を 押す と 項目 を 設定 する 画面 に も どり 、 [実行 を 押す と 印刷 が 続行 され ます 。 


@ 別売 り の 感熱 ロー ル 紙 を ご 使用 に な れ ば 、 長 い 一 覧 表 も 続け て 印刷 する こと が で きま す 。 


ラベ ル 印 刷 の 手順 


項目 を 設定 する 


6@ る 2 (設定 内 容 は 443 ペ ー ジ 以降 を ご 覧 くだ さい 。) っ [実行 
N ン 


印刷 レイ アウ ト ( フ ォ ー マ ッ ト ) を 設定 する 


お よび [DEL] また は 


(設定 内 容 は 446 ペ ー ジ を ご 覧 くだ さい 。) 


用 紙 の セッ ト 


プリ ンタ の 電源 ラン プ : 点灯 ーー 
印字 可 ラ ンプ : 点 灯 罰 
を 確認 し ます 。 印刷 開始 


リボ ンカ セッ ト の セッ ト 
画面 の メッ セー ジ に あわ せ て 、 只 
リボ ンカ セッ ト を セッ ト 


改行 ピッ チ 


+ 
ヽ 印刷 開始 

プリ ンタ の 印字 可 ス イッ チ を 押す 。 

指定 し た 色 数 だ け こ の 操作 を 繰り 返し ます 。( 黒 、 赤 、 青 、 緑 を 指定 し た と き は 4 回 ) 


1Z180 つ -1420 


し て [ 実 行 | を 押し て くだ さい 新しい 用 紙 を 
F4 F5 


srop nou 只 セッ ト す る L_ 2 [ 実行 ) 
編集 印刷 77 化 前 次 2 終了 


[ESC] で 編集 画面 に も どり ます 。 


@FS-PC1 以 外 の プリ ンタ を ご 使用 の 場合 、 印 刷 フ ォ ー マ ッ ト の 横 倍 を 「 す る 」 に 設定 する と シス テム 
ディ スク 1 が 必要 で す 。 [5] で 用 紙 と 共に シス テム ディ スク 1 も セッ ト し て くだ さい 。 

@ 画面 下部 の メッ セー ジ が 「 [SPACE] : 印刷 一 時 停止 」 か ら 「[INS] 、[DEL] で フォ ー マ ッ ト 指 定 」 
に 変わ れ ば 印刷 終了 で す 。 

@ あら か じ め 入 出力 セレ クト (448 ペ ー ジ ) で 、 接続 し て いる プリ ンタ を あわ せ て お いて くだ さい 。 

e 印 刷 を 一 時 停止 する と き は 、 プ リン タ が 止ま る まで [ SPACE ] を 押し て くだ さい 。 そ ぞ その後 、 
を 押す と 頂 目 を 設定 する 画面 に も どり 、 を 押す と 印刷 が 続行 され ます 。 


印刷 型式 を 決め る (型式 ) 


で 、 印刷 する 型式 を 設定 し ます 。 


天国 一 邊 ラベ バル 
カー ド 開 0.001 終 76. 
検索 し AA す る 


一 覧 表 お よび ラベ ル の 印刷 例 に つい て は 410 ペ ー ジ 、441 ペ ー ジ 、447 ペ ー ジ を 参照 し て く 
だ さい 、。 


@ 一覧 表 を Eh 刷 する 場合 

感熱 ロー ル 紙 (CF-PP901SR 別売 )、 ま た は A 4 サイ ズ の 普通 紙 、 感 熱 紙 (CF-PP945AS な ど ) が 
使用 で きま す 。 

A 4 用 紙 1 枚 に 、 9 枚 の カー ド が 印刷 で きま す 。 

用 紙 は 、 プ リン タ 左 端 の 位置 マー ク に 合わ せ 、 上 端 は ペー パー カッ ター の 先端 に 合わ せま す 。 


@ ラ ベル を 印刷 する 場合 

入力 し た 項目 を A 4 サイ ズ の 用 紙上 に 、 好 き な よ うに レイ アウ ト し て 印刷 する こと が で きま す 。 カ ー 
ド 等 に 利用 する と き は 官製 は が きよ り も 少し 薄め の 用 紙 を 使用 し 、 印 刷 後 切り 取っ て お 使い くだ さ 
い 。 また 、A 4 熱転写 シー ル (CF-PP947AT 別売 ) を 使う と 、 ラ ベル (シー ル ) と し て 利用 で きま す 。 
A 4 用 紙 1 枚 に 印刷 で きる カー ド の 枚数 は 、 項 目 数 お よび レイ アウ ト の し か た に よっ て 実 な り ます 。 
用 紙 は 、 プ リン タ 左 端 の 位置 マー ク に 合わ せ 、 上 端 は ペー パー カッ ター の 先端 に 合わ せま す 。 


印刷 の レイ アウ ト は 、 印 刷 フ ォ ー マ ッ ト を 設定 し て 行い ます 。 
ラベ ル の 印刷 で は 、 各 項目 を 設定 し た 後 で 実行 ) を 押す と 、 印 刷 フ ォ ー マ ッ ト の 設定 画面 に な り 
ます か ら 、446 ペ ー ジ を 参照 し て 印刷 の レイ アウ ト を 決め て くだ さい 。 


ひど いら 可 テ ー サ ー ご 人 昨 員 pk 


@ 感 熱 ロ ー ル 紙 を お 使い に な る と き は 、 リ ボン カセ ッ ト 無 し で 印刷 で きま す 。 
@ プ リン タ へ の セッ ト の し か た (用 紙 の 位置 合わ せ ) に つい て は 、 お 手持 ちの プリ ンタ の 取扱 説明 書 を ご 


覧 くだ さい 。 


昌 刷 す 6 カ ー ド を 指す 9 カー トド ) 


で 青い | _ | を 「 カ ー ド 」 に あわ せ 、 
で 開始 また は 終了 カー ド N0. を 選び 数 字 キ ー で N0. を 入力 し ます 。 


印刷 | 
刑 式 一 覧 表 ラバ ル 

カー ド 靖 0.00 絡 No.0W 
検索 し な い すず 。 る 


あら か じ め 印 刷 す る カー ド の NO. を 調べ て お いて くだ さい 。 


@ 開始 カー ド N O. : この カー ド か ら 印 刷 が 始ま り ま す 。 
@ 終了 カー ド NO. : この カー ド で 印刷 が 終わ り ま す 。 


開始 NO. と 終了 NO. を 同じ に する と 、 そ の カー ド だ けが 印刷 され ます 。 


e NO. を 指定 し な けれ ば 、N oO. 0 0 1 か ら 登録 され て いる すべ て の カー ド が 印刷 され ます 。 


4 OS 


で が し た カー ド を 還 刷 9 る 機 索 


で 青い |__ | を 「 検 索 ] に あわ せ 、 で 選び ます 。 


| 用 則 | 


天 式 一覧 表 ラフ W 


カー ド 開 人 0.000 終 7Mo.0 
検索 し な い する 


検索 を 「 す る 」 に 指定 する 場合 、 あ ら か じ め 4 2 2 ペー ジ を 参照 し 、 「 検 索 ] を 行っ て お い 
て くだ さい 。 印刷 の 対象 に な る の は 「 検 索 ] で 設定 し た 検索 条件 と 一 致す る カー ド の み で す 。 


@「 検 索 ] を 「 す る 」 に する と 
4 2 2 ページ の 「 検 索 ] で 条件 に あう カー ド を すべ て N o . の 若い カー ド か ら 印 刷 し ます 。 
条件 に あう カー ド が 複数 で あり 、 そ の うち の 一 枚 だ け を 印刷 し た い 場 合 に は 、「 カー ド 」 の 
項目 で その カー ド の N o . を 指定 し ます 。 


SW 冊 の 滑 


ゆい ど いと ン 喜 茹 テ ーー 


検索 条件 を 何 も 設定 せ ず に 「 検 索 ] を 「 す る 」 に する と 、「 カ ー ド 」 の 項目 の 「 開 始 No .」 で 
指定 され た カー ド か ら 印 刷 さ れ ま す 。 


445 


印刷 の / レ イア 小 を 設定 する 


で フリ ー カ ー ド の 項目 を 選び 、 で 印刷 フォ ー マ ッ ト の 頂 
目 を 選び ます 。 そ ぞ その 後 、[iNs]、(〔pEu で 印刷 フォ ー マ ッ ト を 設定 し ます 。 
(' 行 」、「 桁 」: [ひと っ つ 増加] 、 [ひと つ 減 少 ]) 

(「 横 倍 」、「 方 向 」、「 項 目印 刷 」、「 色 」 : [INS] ま た は [DEL] を 押す た びに 設定 が 切り 替わり ます 。) 


上 / ォ マト | 
謝れ 林 加 難 軸 

馬 | | 00 LA よこ 

ド 抽 MM ま 。 

仙人 : よ だ 

園 0 まで 


LM よこ 
LAM よこ 


設定 で きる 項目 に つい て 


@ 行 ・ 何 行 目 に 印刷 する か を 設定 し ます 。 印 刷 さ れる 位置 に つい て は 次 ペー ジ の よう 
に な り ま す 。 
00 一 36 の 範囲 で 設定 で きま す 。00 に 設定 する と 、 そ の 項目 は 印刷 し ませ ん 。 
@ 桁 ・ 何 桁 目 か ら 印 刷 を 開始 する か を 設定 し ます 。 印 刷 さ れる 位置 に つい て は 次 ペー 
ジ の よう に な り ま す 。 
印刷 する 文字 が 40 桁 目 を 越え た 場合 、 越 えた 分 の 文字 は 印刷 され ませ ん 。( 例 
: 35 桁 に 設定 し た 場合 、35 一 40 桁 の 6 文字 の み 印 刷 さ れ ま す 。) 
00 一 40 の 範囲 で 設定 で きま す 。00 に 設定 する と 、 そ の 項目 は 印刷 し ませ ん 。 
@ 横 倍 :「 す る 」 に 設定 する と 横 2 倍 の 大 き さ で 印刷 し ます 。 


@ 方 向 : 横書き で 印刷 する か 縦 書き で 印刷 する か を 設定 し ます 。 


e 項 目印 刷 : 項目 名 を 印刷 する か どう か を 設定 し ます 。 
頂 目 名 と 項目 内 容 の 間 に は 「 : 」 が 印刷 され ます 。 


@ 色 ・ プリ ンタ に FS-PC1 を 使用 し て いる と きのみ 設定 で きま す 。 
各 頂 目 の 色 を 「 黒 」、「 赤 」、「 青 」、「 緑 j」 の いずれ か に 設定 で きま す 。 


国生 ま 幸  * 横 僅 を 「 す る 」 に 設定 し た 場合 、 最大 (「 桁 」 を 01 に 設定 し た と き ) で 20 文 字 し か 印刷 で きま せん 。 項目 


Pa 印刷 を 「 す る 」 に 設定 する と 内 容 の 一 部 が 印刷 され ね な いこ と が あり ます の で 注意 し て くだ さい 。 


印刷 開始 位置 に つい て 

「 桁 」 と 「 行 」、 に より 設定 され る 項目 
ご と の ED 各 開 始 位置 は 、 右 図 の よ ( ( 
うに な り ま す 。 (⑳ 中 名 パーシャル 市 場 5 ドア 冷 成 庫 ) 


古布 ニラ ペー ジャ ッ レ 吊 提 て 5 ド デ / 全 大 


行 : 1、 桁 : 1 の 場合 


① 
②@ 行 : 3、 桁 : 10 の 場合 


! 
! 
1 
I 
1 
1 
! 
I 
| 
H 


③ 行 : 5、 桁 : 10、 横 倍 : あり の 場合 


印刷 例 
石 の カー ド の 内 容 を レイ アウ ト を 変え て 品名 パー シャ ル 市 場 (5 ドア 冷 成 庫 ) 
印刷 し て み ま す 。 am アデ rm 
購入 店 日 本 橋 こ ニコニコ 電気 店 
購入 と 保証 1990/2/9 3 年 間 
メモ 容量 十分 、 音 も 静か で 大 満足 ! 
設定 例 1 
1 カット 隊 還 還 還 il 
f 枚 見 加 期 肌 #| 6 
期 1|00 する 6 よこ 【 徹 し 旧 購入 店 : 日 本 橋 ニ コ ニ コ 電気 店 
其 !|020 UMM よ て する 上 "= 押 
期 3|WM UMUM よ て する 6 旧 
表 |MWLUAM よ て くす 46 ビ ヨ 
難 5|5W WU は よく する 上 里 ロ 
| 琴 |WWUM よ まこ する 上 音 
設定 例 2 ? 
| 欄 7 カ - マ |_ ーー こと だ デ テラ | ッ ペ ー シャ ラフ レ r 抽 3 て 5 ド デ 窟 惑 路 う 』 
7 棚 抑 加 頭 剛 L 
頭 |W す 3 ょ < 見 | ゅ 4 
期 /|006 UMU よ に する 6 生 人 能 
弁 |MW MM よこ C す る い 
表 ||16M UM よ て す る 6 
頭 5100 LM よこ する 里 ろ 
台 6|W0LM よ まく する 6 時 | 


e 複数 の 頂 目 で 印刷 位置 が 重なる と き は 、 後 か ら 印刷 され る 項目 が 優先 され ます 。( 例 : 項目 2 と 項 
ーー 目 5 が 重なる 場合 、 項 目 5 が 優先 され ます 。) 
e 頂 目 は 「 桁 」 の 設定 値 か ら 40 桁 目 の 間 に 印刷 され 、40 桁 目 を 越す 文字 に つい て は 印刷 され ませ ん 。「 桁 」 
の 設定 値 に よっ て 全角 、 横 倍 の 印刷 文字 数 は 変わ り ま す の で 注意 し て くだ さい 。 
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入出 力 セレ クト と 画面 調整 


人 出力 科 谷 や 音戸 力 トド を 設 た する 


接続 し て いる マウ ス や プリ ンタ の 種類 を 決め た り 、 
音声 ガイ ド や 自動 再生 の 設定 を し ます 。 


CR っ | AH セレ クト 
ーー 一 | 隊 吾 令 上 本 和 肝 て ウス パッ ド 
7 [pc1| PA1 PK1 PW1 7 多 
音声 ガイ ド し な い 
目 動 再生 し な い 
[SHIFT]+[ カ ー ソ ル | で 画 全 計 | 


を 押し な が ら を 押す と 、 画 面 の 位置 が 調整 で きま す 。 画 面 の 一 部 
が 切れ て いる と き に お 使い くだ さい 。 


人 出力 を 選ぶ 


っ | 陣 吾 食 時 本 マウ 2 バッ ド 
(入出 カ ) プリン lpPc1l PA1 Pk1 Pw1 7 吹 
音声 ガイ ドド ける | し AU 
自動 再生 し な い 
| [SHIF T]+ [カー ソル | で 本 位置 調 束 


@ こ の 操作 は メイ ン メ ニュ ー、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル の 、 各 ソフ ト の 
すべ て に あり ます 。 ど こ か で 一 度 設定 する と 、 記 憶 さ れ て いま す 。 
だ だ し 本 体 に 乾電池 が セッ ト さ れ て いな か っ た り 、「 終 了 」 の 操作 を せ ず に メイ ン メ ニュ ー 画 
面 以外 で 電源 スイ ッ チ を 切る と 最後 の 設定 内 容 は 記憶 され て いま せん 。 


設定 し た い 項 目 を 選ぶ | 但 才 ルク 2 ト | SI 
( 例 : プリ ンタ 選択 ) 妨 ( イ ス キー ボー ド マウ ス パッド | 
記 8 牟 Pc1 PA1 PK1 PW1 7 多 | 


中間 声 ガ ド する L し AU 
邊 動 用 する L&M 
_ 1ISHIFT+ け カー ソル | で 位置 


設定 し た い 種 類 を 選ぶ ] 旭 t ル クト 
( 例 :PA1) 和 巡 妨 スキ ボー ドド マウ 2 パッ ド 
履 吾 Pc1 PA1 PkK1 PW1 7 
き 声 カド する LA 
KO の < に 自動 用 する し 6 が U 


_ SHIFT+ カ ー リ | 位置 


実行 
編集 画面 へ 
@ 設定 内 容 


マウ ス と キー ボー ド を 使う と き 
(当社 製 FS-JM1-H 等 ) 

ジョ イ パ ッ ド と キー ボー ド を 使う と き 
(当社 製 FS-JS220,FS-JS222 等 ) 


項目 を 設定 する 


プリ ンタ 選択 | PC1 FS-PC1( 当 社 製 , 推奨 品 
| PA1 FS-PA1( 当 社 製 ) 
PK1 FS-PK1( 当 社 製 ) 


PW1 _ | FS-PW1( 当 社 製 ) 
プリ ンタ 1 | HBP-F1/F1C(SONY 製 ) 


音声 ガイ ト | する ガイ ド メ ッ セー ジ 、 エ ラー メッ セー ジ 等 を 簡単 
な 内 容 の 音声 で 再生 させ る と き 
し な い メッ セー ジ を 音声 で 再生 させ な いと き 
自動 再生 する メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 、 フ ロッ ピー ディ スク に 
保存 され た 音声 を 再生 させ る と き 
」 


陸 メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 音声 を 再生 させ な いと き 


e ひと つ 前 の 操作 に も どる と き は [ 取消 、 操 作 を 中 止 す る と き は 
@ |5| で 音声 ガイ ド の メッ セー ジ が 表示 され た 場合 
音声 ガイ ド を 行う と き は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を セッ ト し て を 押し ます 。 
音声 ガイ ド を 行わ か いと き は 、 そ の まま を 押し ます 。 


い ご ひい ン 可 華 テー オー こい 上 epi 
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Appendix 


付 銀 


や コー サー 話 書 を うま く 使う に は 


ワー プロ で 作成 し た 外字 や ユー ザー 辞書 は アド レス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー 
カー ド で も 入力 する こと が で きま す 。 た だ し 使う 場合 に いく つか の 注意 事項 が あり ます 。 


[外字 ] 


1 外字 は ワー プロ で 作成 し 、 本 機 に 登録 し ます 。 (②208 ペ ー ジ ) 

2 現在 本 機 に 登録 され て いる 外字 は 、 ワ ー プ ロ の 文書 ファ イル と 同時 に 保存 され ます 。 
( 別 の 文書 ファ イル を 呼び 出す と 、 登 録 さ れ て いる 外字 の 内 容 は 変わ り ま す 。) 

3 アド レス 等 で 使え る 外字 は 、 現 在 本 機 に 登録 され て いる 外字 で す 。 

4 ワー プロ で 登録 され て いる 外字 を 修正 、 削 除 す る と 、 ア ドレ ス 等 で 使っ た 外字 も 修正 、 削 除 さ 
れ ま す 。 


ワー プロ アド レス ワー プロ アド レス 
「X」 を 作成 し | 終了 | メモ |X 終了 | 「Y」 を 作成 し | 終了 | メモ |Y 
3/40 に 登録 と 入力 | 3/40 に 登録 中 | に 変更 され る 


[ユー ザー 辞書 ] 


1 ユー ザー 辞書 は ワー プロ で 登録 し ます 。 
2 ワー プロ で ユー ザー 辞書 を 初期 化 、 削 除 す る と アド レス 等 で も 使え な く な り ま す 。 
3 ユー ザー 辞書 は ワー プロ の 文書 ファ イル と 同時 に 保存 され ます 。 


アド レス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー カー ド で 外字 を 使う と き の 手順 
① アド レス や ネー ムカ ー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー カー ド 用 の 外字 文書 を 作り ます 。 中 身 や 名 前 は 


何で も か まい ませ ん か ら 、 ひ と つの 文書 を 作り ます 。 外字 を 作る 場合 は 、 必 ず こ の 文書 を 呼び 
出し て 外字 を 作り 、 デ ィ ス ク に 保存 し て お きま す 。 


ワー プロ 
5  。 相 ! 


AV ラベ ル 、 フ リー カー ド 用 の SS ーーー 
外字 を 作成 | 
文書 名 「GAIJI] 


② アド レス 等 で 外字 を 使っ て いる 場合 は 、 ワ ー プ ロ で この 文書 を 呼び 出し ます 。 

③ 1 文字 外字 を 登録 し (外字 パタ ー ン は 何で も よい ) 、 ワ ー プ ロ を 終了 し ます 。 (② と ③ の 操作 
を する こと で 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー カー ド 用 の 外字 が 本 機 に 登録 さ 
れ ま す 。) 


(〈④ アド レス 等 を 始め ます 。 


門主 現 】 LE 
EL を ETW]EE] 凡 EE 


文書 名 「GA1IJI] 


中 ーー 自 rーー アド レス 
に 終了 
| ワー プロ を 終了 し 還 = 、 
ます 。 に 外字 が 使え ます 。 


ーー 


サン フル 集 


記 呼 太字 只 156 


4 倍角 き 178 ペ 
ペー ジ 


白 抜 只 156 ペー ジ 


「 要領 が いい 」 と 言い 換え る こと も で きる 「 世 渡り 上 手 」。 下線 只 162 ペー: 
「 私 は 要領 が 悪く て ・・・」 な ん て 思っ て いる そこ の あな た 、 以 外 と 性 格 の 奥深 くに 「 世 渡 

り 上 手 」 は 潜ん で いる も の で す 。 

さあ 、 チ ェ ッ ク し て み ま し ょ う ! 鉛筆 は 用 意 し まし た か ? 


けい 線 た の が 水生 科 層 あら 衝 9 夫 ま 
計 182 話題 が 豊富 で ある 。 
が させ 「 棚 か ら ば た 餅 」 が いち ば ん 好き な こと わざ で ある 。 
人 ご み を 歩く の が 速い 。 
車 は 持っ て いる が 、 人 に 乗せ て も ら う ほう が 多い 。 
百恵 ちゃ ん より 聖子 ちゃ ん の ほう が 好き だ 。 
「 つ いで に ・・・」 と 言い な が ら 人 に も の を 頼む こと が 多い 。 
小さ い 頃 は ガキ 大 将 の 腰巾着 だ っ た 。 
も の ご と は いき お いで や る も の だ 。 
と に か くし ん どい 思い を せ ず に 一 生 を 送り た いと 思っ て いる 。 
自慢 じゃ な い が 頭 の デキ は いい は ほう だ 。 
腰 が 低い と よく 言わ れる 。 
食べ 物 の 好き 嫌い が な い 。 
今 身 に 着け て いる も の の いずれ か は バー ゲン の 戦利 品 で ある 。 
尊敬 する 人 物 の ひと り は 徳川 家康 で ある 。 


さ 


か ン 


さて 、 あ な た の 「 世 渡り 上 手 」 度 は ? (YES の 数 で 答え て くだ さい 。) 


一 】 
PS -・ 1 て 3 点 の 人 少し ば か り ガ ンコ 者 。 も っ と 人 に 頼っ て は ? 

ペー ジ ・ 4 て 6 点 の 人 イマ イチ 世渡り 上 手 。 素質 アリ で す 。 だ いじ ょ うぶ 。 
・ 7 て 9 点 の 人 ほど は ど 世 渡り 上 手 。 今 の ペー ス を くず さ な い よう に 。 
・1 0 て 1 2 点 の 人 な か な か 世渡り 上 手 。 やり手 で す 。 文句 ナシ 。 
・1 3 一 1 5 点 の 人 た だ の 自分 勝手 。 地道 な 人 生 も また 良い も の で す 。 


いか が で し た か ? これ を も と に 生き 方 を 変え て みて は ?! 


書式 : 用 底 
用 鬼 庁 
禁 朋 処理 
文字 間 馬 


行間 隔 
た 右 穴 日 
上 人 日 


縦 倍角 叶 178 4 倍角 叶 176 ペ ー ジ 半角 只 174 ペー ジ 


ペー ジ 


御 見 積 書 
(人 棚 ル 7 基 


下記 の 通り 御 見 積 り 申し 上 げ ま す 。 
納入 期日 |9 0 年 10 月 25 日 新 会 社 


90 年 8 月 30 日 


記号 叶 100 ペー ジ 


納入 場所 員 部 外商 課 〒559 市 住之江 区 浜口 東 2ー1 2 一 6 
支払 方 法 現金 一 括 傘 06(672)1141 FAX.06(672) 1131 半角 加 174 
ペー ジ 
178 ペー ジ 
E W 
けい 線 
182 
ーー sg パー 
| 27| 


27 
50 


| 
本 3 


書式 用紙 
用 紙 方 向 
禁則 処理 


書式 : 用 紙 リフ ィ ル 
(議事 録 ) 


飼い 始め た ば か り の 小犬 が いな く な り ま し た 。 
お 心当たり の か た は 、 ど ん な を 情報 で も 結構 で 
す の で 下記 の ナン バー まで お 願い 致し ます 。 


犬 の 名 前 : 「 パ ナ 」 
雑種 、 お す 、 生 後 3 ヶ 月 。 全体 的 に 茶色 。 
赤 の 首輪 を し て いる 。 顔 が か わい い 。 


谷 123(45) 6789 松下 


図形 枠 


これ ら の 記号 は ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー カー ド と も 「 記 号 」 で 呼び 出せ 


ます 。 

特殊 (1 6 6) 
ーー ル き どど ぬ ーーー デ 
NN 1 …・ ドリ クア (0) て [1] (まく 2 2 「」『』【】/ 


/ で C 平 $ec お % 井 入 * ま @8S 次 衣 〇 氏 @ へ 金品 軒 人 A ソ ヤマ ※〒 エ ーー[ 
! 三 A%% 半 bb ゆ すま WO 〇 朝 介 | IIMVWWWWKX 人 KKTHNO②③ 
②⑤@⑥ の ⑦ の ⑧⑨⑩【】 天 全 099⑳⑥⑯⑦@⑨⑩| ji 呈 后 MVwowiwm 反 
x 釧 夫 陣 同国 恒夫 多久 部 才 兄 


単位 (3 9) 
gmommkmWWmmmgkem お の 克 も 銘じ も 狼 現 補 牧人 委 キタ 


mm dl ) cc Hzmbse 


学術 (45) 
二 一 士 ペ メ エー くみ ミミ =o… の キン 上 の V ニ くる タ oe (6 
うつ こつ り n ロ AA ソー 有 ラ 飼 マ ヨ 


デザ イン (115) 
9 稚 回 栓 衣 導 る 回 ⑮ 多 箇 記 名 二 身 付 狗 ま 江 衝 伯 人 で 6 財 問 合 人 め 
茹 林 の る 守 光 人 ふ @ 記 上 % 者 銘 る か 月 ApXS ウ の 『 多 鈴 的 め 休 \ 安 
る の ⑳ 〇 Q@⑨@@ 過 凡 華 邊 や 更 や お の る きど 人 すす コジ 
グフ ヽ な ゃ oe 交 廊 $ 囚 六 の や B ら る 文 B 日 忠 あ も て も ⑩⑳3 


欧文 (1 4 3) 
ABITIAEZHOIKAMNEOIIP ダ TT イ の ①X 間 8 ヶ の と を 
ク の と し と 入 尽 し レ と の O 婦 の の と ひめ ゆめ ヶ ゆめ o の ADBBLITJAEE 沙 3 芝 牙 K 
IMAHOIPCT@ も XXLIH 由 皿 bbIb3IO 外 aa6BT 馬 ee@ 了 3 
Ii 黄 KK 旭 IMHO TPCT マ 中文 人 LU れ せ mm 皿 や brbS ら Oo 紀信 〇 りき Sri 


っ ィ ーー トー る と どく ィ > へ 


※ 上 の 記号 は 印刷 例 で 、 画 面 の 表示 と は 少し 異な り ま す 。 


以下 の 表 は 、 ワ ー プ ロ ・ ア ドレ ス ・ ネ ー ム カー ド ・AV ラ ベル ・ フ リー カー ド を ご 使用 の と きのみ 
有効 で す 。 
@50 音 


「 れ 時 ろ っ XKA ) 、XKE ( ヶ ) は カタ カナ の み 入 力 で きま 
| わ WA 上)WII う WU や )WEI を る ラ WO| 


きゃ KYA| き ぃ KYI 


く ぁ QWAI く い QWI | くう QWU| く ぇ QWE1T く ぉ QWO 
し | al は 
KWA KW KWU KWE KWO 


Y 
QA Q Il 
| 
| 
ゃ SYAT し ぃ SYIT し ゅ SYUT し ぇ SYET し ょ SYO 
SHA SH I SHU SHE SHO 
| 
JYA 
JA 
H 
H 


き ゅ KYU 
ぎ ぇ 


じゃ ZYATI じ ぃ ZY じゅ ZYUT じ ぇ ZYE| じ ょ ZYO 
JYI JYU り \ 所 JYO 

JU 只 JO 

ちゃ CHA | ちぃ ちゅ CHU| ち ぇ CHE | ちょ CHO 
CYA CYI CYU CYE CYO 
TYA TYP TYU T\ 反 W『YQ 


| t B 、 | 
す 
ワ 
< 
ア 
0 
ワ 
と ュ 
| 
2 
lg 
て 
詞 
Ot 
AM 


え DYE 
1 つ ぁ TSAI つ い TSI| | つ ぇ TSE|I っ ぉ TSOI 
に ぃ NYII に ゅ NYU 
| ふぁ あ  FAI ぶ SO FI| | ふ ぇ FEIS ぶ ぁ ぉ FOI 
| ふ ゃ や FYAI _ 5 | ぶ ゅ FYUI |] ぶ ょ FYOI 


Ns 


| 
LYA LYI L.YU L YE LYO 
が あ VA | ぶ ぃ V 1 1 ぷぅ VU | ぷ ぇ VE | ぶ お ぉ VO 
(ヴァ ) (ヴィ ) 9 と (⑦ ェ ) (ウォ ) 


こん な メッ セー ソン が 表示 され た と き は 


( 五 十 音 順 ) 


人 


一 覧 表 の 印刷 で 色 の 指定 を 行 
お うと し た 
文書 や カー ド が 全く な い 状 態 


で Eh 刷 し よう と し た 
英文 行 が あり ます の で 用 紙 横 使い で きま 


せん が ある た め 横 使い に で き な い 

英文 WP で は 用 紙 横 使い ファ イル は 読め | 英文 ワー プロ モー ド の 状態 で 

ませ ん 用 紙 横 使い の 文書 を 呼び 出 そ 
うと し た 


英文 WP で は 用 紙 横 使 いで きま せん 英文 ワー プロ モー ド で 書式 設 
定時 、 用 紙 横 使 い を 選ん だ 


同じ ファ イル 名 が 存在 し て いま す 保存 する と き に 同じ ファ イル 
名 で すでに 保存 され て いる 


一 覧 表 で は 色 設 定 で きま せん 


印刷 する デー タ が あり ませ ん 


シス テム ディ スク に 文書 を 保 
存 し よう と し た 

ディ スク に 空き 領域 が な い 、 
また は 112 個 の ファ イル が す 
で に 保存 され て いる 

ディ スク が 壊れ て いる 


書き 込み エラ ー が 発生 し まし た 


一 覧 表 の 印刷 で は 色 の 指定 は 
で きま せん 

文書 や カー ド を 入力 また は 呼 
び 出 し て か ら 印 刷 し ます 
横 使 いひ の ときには 英文 ワー プ 
品 は 使え ませ ん 

日 本 語 ワ ー プ ロ の モー ド に 切 
り 替 えて か ら 呼 び 出し ます 


英文 ワー プロ で は 用 紙 横 使 い 


新しい ファ イル に 書き 替え る 
と き は [実行 | 、 デ ィ ス ク 内 の 
ファ イル を 残し て お く 場 合 に 
[取消 ] を 押し て 中 止 し ます 
文書 ディ スク に 保存 し ます 
いら な い フ ァイル を 削除 し て 
か ら 保 存 し 直す 
ディ スク が こわ れ て いる 場合 
に は 新しい ディ スク に 保存 し 
ます 


ディ スク の ライ ト プ ロ テク ト 
タブ が 書き 込み 禁止 の 状態 に 
な っ て いる 

フリ ー カ ー ド の 印刷 フォ ー マ ッ 
ト 設定 で 、「 行 」 また は 「 桁 」 
を すべ て 「00」 に 設定 し て 印 
刷 し よう と し た 


書き 込み 禁止 を 解 際 し て くだ さい 


行 ・ 桁 の 指定 が 間違っ て いま す 


ライ ト プ ロ テク ト タ ブ を 解除 
に し て セッ ト し 、 で 負 
理 を 続け ます 
すべ て の 項目 の 「 行 」 ま た は 
「 桁 」 を 「00」 に 設定 する と 
印刷 で きま せん 
印刷 する 項目 は 「 行 」「 桁 」 
と も 「00」 に 設定 し な いで く 
だ さい 


本 機 の 持っ て いる 文字 に な い 
画数 ( 例 : 40 画 等 ) を 入力 し た 
カラ ー 印 刷 で は が き フ ィ ー ダ 
を 「 使 う 」 に 設定 し よう と し 
た 

カー ド に 何 も 入 力 さ れ て いな 
い 状 態 で カー ド を 登録 し よう 
と し た 

一 度 登録 し た カー ド を 何 も 入力 
され て いな い 状 態 に し て 印刷 
ファ イル 等 の 処理 を し よう と し 
た と き 

区 また は 点 が 入力 され て いな 
いか 、 存 在 し な い 区 点 を 入力 
し た 


画数 が 間違っ て いま す 


カラ ー 印 刷 で は が き フ ィ ー ダ は 使え ませ 


空白 の カー ド は 登録 で きま せん 


空白 の カー ド な の で 登録 で きま せん で し 
た 


区 点 が 間違っ て いま す 


正しい 画数 を 入力 し て くだ さ 
い 


カラ ー 印 刷 で は は が き フ ィ ー 
人 ダ は 使用 で きま せん 


カー ド の 内 容 を 入力 し て か ら 
登録 し て くだ さい 


何 も 入 力 さ れ て いな い カ ー ド 
は 登録 され ませ ん 


464 一 477 ペ ー ジ の コー ド 表 を 
参考 に し て 入力 し ます 


※WP ニ ワー プロ 
ワー コン = ワー プロ パソ コン 


メッ セー ジ 
けい 線 、 梓 の いずれ か が 保存 され て いま 
せん 


原 対 処 6 
本 機 で 作成 し た 文書 を ワー コ | 本 機 と ワー コン で は 文章 体系 
ン フ ァイル に 保存 する と き 、 | が 違う た め け い 線 や 枠 で 一 部 
文字 間 け い 線 な ど が 保存 で き [ 保存 で き な い も の が あり ます 
な い (けい 線 や 枠 を 省略 し て 保存 
され ます ) 


けい 線 、 枠 の いずれ か が 呼出 され て いま 
せん 


けい 線 デ ー タ が いっ ぱい で す 
けい 線 デ ー タ が あり ませ ん 


けい 線 の 一 部 が 呼出 され て いま せん 


けい 線 や 枠 の 最大 値 が ちがう 
た め 、 呼 び 出せ な い 場 合 が あ 
り ま す (呼び 出せ る と ころ ま 
で 呼び だ し ます ) 

1 ペー ジ に 113 本 以内 で けい 線 
を ひき ます 

けい 線 の ある ペー ジ を 表示 さ 
せ て 削除 し ます 

本 機 と ワー コン で は 文書 体系 
が 違う た め け い 線 や 枠 で 一 部 
呼び 出せ な いも の が あり ます 


ワー コン で 作成 し た 文書 を 本 
機 に 呼び 出す と き 、 け い 線 や 
枠 が 呼び 出せ な か っ た 


1 ペー ジ に 114 本 以上 の けい 線 
を ひこ うと し た 

けい 線 を 削除 する と き に 表示 
され た ペー ジ に けい 線 が な い 
ワー コン で 作成 し た 文書 を 本 
機 に 呼び 出す と き 、 け い 線 な 
ど が 呼び 出せ な い 


大 リフ ィ ル で は 用 紙 横 使い で きま せ 
ん 


検索 文字 が 入力 され て いま せん 


項目 1 が 空白 な の で 確定 で きま せん 


候補 が あり ませ ん 


用 紙 が 原稿 用 紙 、 リ フィ ル 、 縮 
小 リ フィ ル の と き 横 使い を 指 
定 し た 


検索 する 文字 を 入力 し な いで | 検索 する 文字 を 入力 し ます 
検索 を 行っ た 


フリ ー カ ー ド の 項目 設定 で 、 | 項目 1 は 必ず 入力 し て くだ さ 
項目 1 に 何 も 入 力 し な いで 確 | い 

定 し よう と し た 

指定 し た 部 首 画数 に 属す る 文 
字 が な い 


縦 使 い の み で 使用 し ます 


入力 し た 文字 の 部 首 画数 を 正 
し く 指 定 し て くだ さい 


この 項目 は 指定 で きま せん 


この 軸 に は 枠 が あり ませ ん 


設定 し て いな い 頂 目 の フ ォ ー 
マッ ト は 指定 で きま せん 


枠 の ある ペー ジ で 枠 削除 を 選 
び ま す 


印刷 フォ ー マ ッ ト の 設定 で 、 
設定 し て いな い 項 目 の フ ォ ー 
マッ ト を 指定 し よう と し た 
枠 の な い ペ ー ジ で 枠 削除 の 処 
理 を 選ん だ 


この 買 に は 図形 枠 が あり ませ ん 


図形 梓 の な い ペ ー ジ で 枠 削除 
の 処理 を 選ん だ 


ペー ジ で 桁 削除 る 
図形 梓 の ある ペー ジ で 枠 削除 
を 選び ます 


これ 以上 削除 で きま せん 


これ 以上 登録 で きま せん 


に スク は 初期 化 で きま せん 


指定 し た プリ ンタ で は 用 紙 横 使い 印刷 で 
きま せん 


フリ ー カ ー ド の 項目 設定 の と 
き 、 を 押し て いな い 項 目 
名 を 削除 し よう と し た 
単語 登録 個数 が いっ ぱい に な っ 
た 


を 使っ て 項目 名 を 削 
除 し て くだ さい 


単語 登録 で きる 個数 は 最大 90 
) 


個 (読み 6 文字 、 表 記 10 文 字 の 場 
合 


シス テム ディ スク は 初期 化し 
な いで くだ さい 

た だ し 、 コ ピー され た シス テ 
ム デ ィ ス ク (バッ クア ッ プ ) 
で は この メッ セー ジ は 表示 さ 
れず に 初期 化 さ れ て し まい ま 
す の で 注意 し て くだ さい 
264 ペ ー ジ を 参考 に し て 横 使い 
の 文書 が 印刷 で きる プリ ンタ 
を 使う か 縦 使い の 文書 に 作り 
直し ます 


付属 の シス テム ディ スク を 初 
期 化 し よう と し た 


「PC1」「PA1」「PK 
1 」 以外 の プリ ンタ で 横 使い 
文書 を 印刷 し よう と し た 


[ メッ セー ジ 対 _ 処 
指定 の 書体 へ の 変更 は で きま せん 使え な い 書 体 を 指定 し よう と 「 用 紙 横 使い 」「 リ フィ ル 」 
し た の と き 「 縮 小 」、「 縮 小 リ フィ 
イル 」 の と き 「 明 朝 体 」「 毛 筆 」 
は 指定 で きま せん 
書式 変更 で きま せん 書式 を 変更 で き な い 条件 の と | 大 き な 書 式 に 変更 する か 、 け 
き 変 更 し よう と し た い 線 、 枠 、 イ ン デ ント を 小さ 
けい 線 、 梓 、 イ ン デ ント が 変 | く 修正 し ます 
更 し よう と し て いる サイ ズ に 
あわ な い 
図形 梓 は これ 以上 作れ ませ ん | すでに 生生 し て いる | 図形 枠 は 1 文書 に 1 つ だ けし 
と き に 図形 枠 作成 を し よう と | か 作成 で きま せん 
し た 
セッ ター で カラ ー 印 刷 は で きま せん 書式 が 「 セ ッ タ ー」 の と き に 、 | は が き セ ッ ター 使 用 時 は カラ ー 
カラ ー 印 刷 を 行 お うと し た 印刷 で きま せん 
セッ ター 縦 で は が き フ ィ ー ダ は 使え ませ | アド レス 、 ネ ー ム カー ド で 印 届 
ん 型式 が 「 セ ッ タ ー 縦 書 」 


の と き に 、 は が き フ ィ ー ダ を | は が き セ ッ タ ー 使 用 時 は 、 は 
「 使 う 」 に 設定 し よう と し た | が き フ ィ ー ダ を 使用 で きま せ 
セッ ター で は が き フ ィ ー ダ は 使え ませ ん | 書式 び が 「 セ ッ タ ー」 の と き に 、 | ん 

は が き フ ィ ー ダ を 「 使 う 」 に 設 宮 


| 7 ト =5r 45 時 や 18 月 な ど 存在 し な い 値 | 設定 し な お し ます 
単語 が 見 つか り ま せん 単語 登録 され て いな いと き に | 単語 を 登録 し て か ら 行 いま す 
単語 表示 また は 削除 を し よう 
し 7 


ディ スク を 確か め て くだ さい ディ スク ドラ イブ に ディ スク | 初期 化 さ れ た ディ スク を セッ | 
が セッ ト さ れ て いな い 、 も し | ト し ます 
く は 初期 化 さ れ て いな い 
入力 オー パー ファ イル の 注釈 文 、 ヘ ッ ダ 名 、 | 適切 な 文字 数 で 入力 し ます 
検索 ・ 置 換 文字 の 入力 時 に 文 
字数 が 多 す ぎる 
ハガキ 横 で 漢 数 字 変 換 は で きま せん 印刷 型式 が 「 ハ ガキ 横書き 」 の | ハガキ 横 書 の と き は 漢 数 字 変 
と き に 、 漢 数 字 変換 を 「 す る 」 | 換 で きま せん 
に 設定 し よう と し た 
範囲 の 指定 が 間違っ て いま す 範囲 を 指定 する と き イ ン デ ン | 正しく 範囲 を 指定 し ます 


ト の 中 な ど ま ち が っ た 範囲 を 
指定 し た 
PC 1 以外 の プリ ンタ で カラ ー 印 刷 は で | PC 1 以外 の プリ ンタ を 使っ | PC 1 以外 の プリ ンタ で は カ 
きま せん て いる と き に 、 カ ラー 印刷 を | ラー 印刷 で きま せん 
行 お うと し た 全文 印刷 で 印刷 し て くだ さい 


| PC 1 以外 の プリ ンタ で は が き フ ィ ー ダ | PC 1 以外 の プリ ンタ を 使っ | PC 1 以外 の プリ ンタ で は 
は 使え ませ ん て いる と き に 、 は が き フ ィ ー | は が き フ ィ ー ダ は 使用 で きま 
ダ を 「 使 う 」 に 設定 し よう と | せん 


し た 
標準 以外 で は ファ イル 名 に 全角 文字 は 使 | 標準 以外 の ファ イル タイ プ を | 標準 以外 で は ファ イル 名 に 全 
えま せん 選ん だ と き に 、 フ ァイル 名 に | 角 文 字 は 使用 で きま せん 


全角 文字 を 使 お うと し た 
TE 標準 以外 で は 分 類 名 ・ 注 釈 文 | 


使え ませ ん 選ん だ と き に 、 分 類 名 ・ 注 釈 | に 半角 文字 は 使用 で きま せん 
文 に 半角 文字 を 使 お っ と し た 

ファ イル が 見 つか り ま せん 指定 され た 名 前 の ファ イル が | 正しい ディ スク に 入れ 替え る 
見 つか ら な い か 、 フ ァイル 名 を 正しく 訂正 


し ます 


メッ セー ジ 
文字 が あふ れ ま し た 


原 因 
追加 で 呼び 出す と き に メモ リ 
に 空 が な く な っ た 


別々 に 呼び 出し ます 


員数 が オー バー し まし た 文書 が 10 ペ ー ジ 以上 に な っ た | ディ スク に 保存 し 新しい 文書 
に 続き を 入力 し ます 
メモ リ 容 量 が 足り ませ ん 文字 入力 や 複写 の と き に メモ | ディ スク に 保存 し 新しい 文書 
リ の 容量 が 不定 し た に 続き を 入力 し ます 
文字 数 が 多 す ぎ ま す 文字 数 が 21 文 字 以 上 の 単語 を | ユー ザ 辞 書 に 登録 で きる 単語 
登録 し よう と し た は 20 文 字 以内 に し ます 
用 紙 横 使 いで は 禁則 で きま せん 


横 使い 書式 で は 英文 に で きま せん 


用 紙 横 使 い の と き に 禁則 処理 | 横 使 い の と き 禁 則 処 理 は で き 
を 「 す る 」 に し よう と し た ませ ん 


用 紙 横 使 い の と き に 英文 モー | 縦 使 い に す る か 、 日 本 語 ワ ー 
ド に し よう と し た プロ で 英文 を 入力 し ます 


読み 込み エラ ー が 発生 し まし た 


リフ ィ ル で は 禁則 で きま せん 


枠 が 大 きす ぎ ま す 


梓 は 各 頁 に 1 つ で す 


図形 作成 時 


指定 され た ファ イル が 呼び 出 | も う 一 度 や り 直 し て も 同じ で 
せな い あれ ば ディ スク が 壊れ て いる 
可能 性 が あり ます 


「 リ フィ ル 」「 縮 小 リ フィ ル 」 | リフィル 、 縮 小 リ フィ ル で は 
の と き 書 式 設定 で 禁則 処理 を | 禁則 処理 は で きま せん 
「 す る 」 に し よう と し た 
作成 し た 枠 が 大 きす ぎ ま す 枠 に は 
縦 に 文字 入力 行 が 2 行 以 上 
横 は 書式 の 大 き さ 
が 必要 で 、 左 枠 の と き 枠 の 右 
端 が 禁則 領域 に か か る 場合 は 、 
枠 を 作成 で きま せん 
枠 が その ペー ジ に すでに ある | 枠 を 修正 する 場合 に は 枠 修正 
の に 枠 作 成 ま た は 図形 枠 作成 | を 選ぶ 


を 選ん だ 


メッ セー ジ 
メメ メメ の ディ スク を セッ ト し て くだ さい 


原 対 処 
図形 用 の ディ スク が セッ ト さ | ベベ メメ の ファ イル 名 の 図形 が 
れ て いな い 保存 され て いる ディ スク を セッ 


ト し て [SPACE 


文書 ディ スク を セッ ト し て くだ さい 


文書 ディ スク を セッ ト し て 
し SPACE ) 


文書 ディ スク が セッ ト さ れ て 
いな い 


DISK FULL 


新しい 初期 化 さ れ た ディ スク 


ディ スク に 空き 領域 が な い 


DISK 1/O ERROR 


に 入れ 替え ます 
読み 込み 、 書 き 込 み エ ラー が | ディ スク が こわ れ て いる 可能 
発生 し た 性 が あり ます 


DISK OFF LINE 


正しい ディ スク を セッ ト し ま 
す 


ディ スク が セッ ト さ れ て いな 
いか 、 フ ォ ー マ ッ ト の ちがう 
ディ スク が セッ ト さ れ て いる 


FILE NOT FOUND 


指定 され た ファ イル が 見 つか | 正しい ディ スク に 入れ 替え ま 


ら な い 


NO FILE 


ディ スク 内 に 図形 デー タ の ファ 
イル が ひと つも な い 


を 押して 操作 を 続け 
ます 


PUSH BUTTON 


スキ ャ ナ の スタ ー ト ボタ ン を 
押し ます 


スキ ャ ナ 読 み 取 り 準 備 完 Y 


SAME FILE EXIST,OK? 


更新 する と き は SPACE 
中 止 す る と き は 


同じ 名 前 の ファ イル が ある が 、 
書き 換え て よい か 


SCANNER _I/O ERROR! 


WRITE PROTECTED 


正しく 接続 し な お し ます 
ライ ト プ ロ テク ト タ ブ を 解除 
に し ます 


スキ ャ ナ が 接続 され て いな い 
ディ スク が 書き 込み 禁止 の 状 
態 に な っ て いる 


党 字 コー ド 表 の 見 か た 


漢字 コー ド 表 は J | S (日 本 工業 規格 ) で 定め られ た 日 常 よく 使う 漢字 を 、 使 用 頻度 に より 第 1 水 
準 、 第 2 水準 に 分 け て 並べ た も の で す 。 

第 1 水準 は 漢字 の 読み の 順に 、 第 2 水準 は 部 首 ご と に まとめ て 並べ られ て いま す 。 こ れ ら の 漢 字 に 
は それ ぞ れ コー ド が つけ られ て いて 、 1 0 進数 で 表し た 区 点 コ ー ド と 1 6 進数 で 表し た J 1S コ ー 
ド が あり ます 。 


「 引 」 と いう 字 を 例 に 区 点 コ ー ド と J1S コ ー ド の 調べ か た に つい て 説明 し ます 。 


@ 区 点 コ ー ド を 調べ る と き : ワー プロ 等 で 区 点 コ ー ド 入力 を する と き に 使い ます 。 (92 ペ ー ジ ) 
例 ) 
「 引 」: 区 点 コ ー ド 1690 


区 
| 読 み 半 !8 0123456789ABCDET10H12131415161718191A1BCHD1EIf 


問 soeo 末 芝 多 引 半 各所 芳和 圧 夫 抽 完 尋 人 和 名 
|8040| 符 安 應 投 還 案 半 載 人 


L ド 


人 人 人 人 


⑯J 1S コ ー ド を 調べ る と き :BASIC 等 で 」1S コ ー ド 入力 ( 〇 BASIC 入 門 第 5 章 か ん た ん ! 
漢字 モー ド ) を し た り 、 プ ログ ラム で コン トロ ー ル コー ド を 使っ て 
漢字 を 印刷 する と き (⑦② プ リン タ の 取扱 説明 書 ) 等 に 使い ます 。 


例 ) 
「 引 ll :JIS コ ー ド 307A(3060 十 1A 三 307A) 


読み 半 01234 5678948 (DE F101112131415161718191 Witptt 


193o2o 6 
3040| 栗 裕 安 庵 投 暗 案 間 圭 
45 
革 天 半 直 前 医 革 去 感 癌 5 


記 議 “四則 時 に は 、 プ リン タ が 持っ て いる 字体 (文字 の 形 ) で 印刷 され ます の で 漢字 コー ド 表 に 載っ て 
一 いる 文字 と は 字体 が 異な る こと が あり ます 。 
画面 に 表示 され る 文字 は 、 印 刷 時 より 少 い ドッ ト で 表示 され る た め 、 画数 の 多い 文字 は 一 部 


の 字画 を 省略 し て 表示 され ます 。 


JIS 第 1 水準 漢字 コー ド 表 


sr し 9 ~ ーー ッ 全 々 〆 〇 ーー- ノ ヘ 
ww 7) 上][] f) 《》 4⑳『」 Fn 【】 エー 放 :※ 圭 
Nd ie 


35 


M 70 
三 計 る タ ア の ec 
" "0123456789 
ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZ 


B 記 捉 De 天 要旨 生還 9 h 半 理加 仙 加 0 攻 

ああ いい うう ぇ え ぉ お か が き ぎ ざく ぐ け げ こ ご さ ざ し じす ず せ ぜ そ ぞ た だ 
ち ぢ っ つづ て で と ど な に め ぬ ね の は ば ば ひび び ふ ホ へ べ ペ は ほぼ まみ 
めも ゃ や ゅ ゆめ ょ よら り る れろ ゎ わ ゐる を ん 

テア ィ イ ッ ウ ェ エ ォ オ カ ガ キ ギク グ ケ ゲ コ ゴ サ ザ シ ジス ズ セ ゼ ソ ツタ ダ 
チチ ッ ツ ツテ デ ト ド ナニ メ ネ ノ ハバ パ ヒ ビビ フ プ ナ へ ペペ ホ ボ ポポ マ ミ ム 
メモ ャ ヤ ュ ユ ョ ヨ ラ リル レロ ッ ツ 革 エ ランゲ タッ ー 
ABTAEZHOIKAMNS EOTPzTToXwo 


55 


ざま きぬ あまの も が 拓 党 少 球 問 村 故 誠 要 き 沙 誠 O 


ABBF 旭 EE ポ 3M 商 KIMHOTPCTY@XLLUmbblb SO 
| 較 GrmG き rg 本 表 人 天 時 号 の 
65 70 75 80 85 90 
TPDCTY 中 文 t せ mm 皿 bIbS う 1O 名 


け い 綿 | 」-」 了 レト エコ エキ オー| F コ コト ト エ イー エキ 上 エイ ゴー キ 上 エ ゴー 


@「 記 号 」「 英 数 字 」「 ひ ら が な 」「 カ タカ ナ 」「 ギ リ シ ャ 文 字 」「 ロ シア 文字 」「 け い 線 」 を JIS コー ド で 使う 
場合 は 、「 BASIC 入門 」 (漢字 コー ド 表 の 補足 説明 」) を 参照 し て くだ さい 。 


還 465 


区 
み 園 J| 0 人 2 3 4 6789 5(D【 SE 


hi/IW 
20 25 30 
一 導 引 愛 挨 科 半 黄 生 所 澤 加 信夫 ま 梓 圧 幹 扱 究 尋 時 鮎 交 綾 鮎 或 
3040| 栗 容 安 庵 投 暗 案 間 圭 


以 伊佐 信 囲 委 奈 必 意 時 枯 長 異物 礁 
300] 藤間 者 者 溢 間 稲 茨 幸 端 印刷 員 因 若 引 飲 淫 用 共 


140| 雲 


人 秋 時 果 映 曳 案 未 流 江 句 英 伺 恋 交 僧 訓 本 由 
3160| 玩 宴 延 有 控 援 沿 演 導 箇 煙 燕 療 経 相 苑 半 遠 鉛 押 考 


17|s120| 陸 陰 奄 彰 叶 
10 15 20 25 30 
右 宇 鳥羽 正 雨 卵 鵜 類 著 確 日 渦 嘘 唄 区 条 急 巡 友 浦 瓜 閉 噂 云 運 
3 


於 治夫 凹 央 奥 往 応 


3220| 押 時 横 欧 殴 王 全 複 党 明 黄 岡 沖 菊 倍 屋 憶 腔 桶 牡 俺 外 思 温 竹 音 
3 下 化 作 人 
3240| 伯 価 佳 加 可 記 和 巡 家 科 了 果 操 灯 拉 示 稼 花 間 導 条 東 明 課 人 
3250| 着 人吉 人 人 か 本 
上 入梅 下絵 名 陸上 呈 外 玉吉 岸 優太 
33 


10 末吉 記 拡 格 机 確 衝角 細部 病 間 学 策 半 理生 
3360| 橿 梶 獣 湯 割 喝 愉 括 活 意 滑 葛 褐 轄 是 映 叶 和 樺 輸 株 昌 憲 浦 釜 録 噛 共 柏 茅 管 


zo 世間 人 9 名 大 喚 夫 完 生 富 電 悪 民 惨 挨 和 柱 夫 

3440| 汗 漢 溢 現 甘 監 者 竿 管 簡 緩 告 輸 肝 艦 沈 鈴 一 貴 鑑 問 困 関 隔 和 館 仙 丸 含 岸 
3460| 族 玩 次 眼 岩 二 頑 顔 願 

き 企 供 危 商人 放電 


01 
E 僧 和 泊 入 字 衝 紀 優 記 黄 忠和 郊 鐘 旧 旬 人 人 宮野 艇 
し 


540| 抵 天 謀 提 吉 只 橋 語 人 桁 委 却 客 用 正久 仙 体 太 昌 宮 王 急 才 
3560| 朽 求 肖 潤 欠 球 究 筑 秋 級 赴 給 旧 邊 去 居 巨 拒 抽 挙 栗 虚 許 距 負 漁 押 魚 台 部 京 


2620 供 人 信 旧 吉 共 外 協 眉 較 叫 音 央 細 居 数 格 江 疾 者 償 興 攻 
3640| 和 半生 大 遇 業 局 昌 季 人 生生 栖 高 筋 此 赤 指 
3660| 諫 近 金 吟 銀 


70 75 80 85 90 
九 倶 句 区 狗 玖 知 苦 駆 駆 駒 具 加 度 喰 空 偶 高 遇 隔 串 梅 釧 層 屈 


01 05 10 15 20 
撮 窟 青 靴 書 塗 熊 隈 条 栗 繰 桑 欠 勲 君 章 訓 群 軍 郡 


8720 

製作 人 兄 土 
3740| 契 形 穫 意 計 了 提携 贅 星 肖 只 系 経時 芋 芝 計 語 箇 更 夫 凶 邊 
3760| 上 戦 撃 激 際 桁 低 欠 決 涯 穴 結 血 訣 月 件 傘 備 鍵 兼 券 剣 連 周 堅 建 宮 懸 拳 


還 」15 0 2 3 4 に 6789 も B( DL 0 
多 検 権 率 大 責 研 古 組 県 肩 見 謙 臣 軒 遺 鍵 険 題 験 二 元 原 茂 幻 弦 滋 源 玄 現 繧 ぐ 


個 古 呼 四季 己 庫 所 放 湖 松 胡 席 計 氏 必 碑 互 
作 午 内 香 娯 後 御 司 醒 格 其 碁 語 誤 護 本 を 交 佐 侯 候 倖 光 公 功 効 勾 厚 口 向 


25 


3920 盾 忠 才 衝 孝宏 工 娠 広 弘人 民 拘 挫 攻 更 杭 本村 江 湊 
3940| 洛 本 生 林 絶 絹 考 衣 有 月 久 生生 存 了 太 負 間際 
者 育 EE も も 41ELILLLLLL1L11t414H 


比 頃 今 困 二 還 婚 恨 寄 紫根 相 混 搬 胡 民 現 


和信 到 交 左 水 査 ゆ 砂 放 希 
340| 和 和信 傘 再 最 案内 才 採 六 来 昨 符 祭 斉 細 天 散 載 際 衣 在 
3460| 別人 帝人 患 冊 刷 


20 30 


2 傘 参 山 稀 地 散 杏 下 産 算 集 表 計 人 


泊 拓 本 思 
3F60| 喜 史生 師 推 水 炊 睡 粋 衰 迷 酔 釧 鍵 障 瑞 骨 崇 高 数 枢 直 名 据 杉 想 原 衝 福 
3294020| 澄 摺 サ 


世 潜 竹 成 政 革 星 呈 正 清和 生 間 精 声 抽 西 
4040) 衝 語音 欧 衣 税 用 信 席 情 成 民間 石積 重責 赤 蜂 切 折 反 押 折 設 
4060| 才 節 説 雪 絶 舌 鮭 仙 先 千 占 宣 『 専 失 川 戦記 衣 柱 格 泉 浅 洗 染 潜 隠 旋 守 征 線 


読 X 
2 01234567894B(DEF101112131415161718191A1B1C1D1E1F 


Q1 05 10 15 20 
繊 美 腺 狂 船 薦 診 賊 践 選 居 銭 銃 肉 鮮 前 善 洛 然 全 禅 周 痢 


234120 

25 30 
4140 区 導 福 相 租 素 組 休 放 陸上 創 反 生 信奉 層 臣 有 皿 提 掃 振 
4160 消音 大半 下 送 閣 人 


0 75 80 85 90 
作 人 上 時 提 定 宙 放 許 人 反 失 洒 太 程 展 計 誠 記 


)5 10 15 20 25 30 
7M520 攻 親 因 泥 岳 岳 的 和 半 生酒 拉 拓 折 典 填 天 展 牛 活 厨 中 
4540 点 伝 剛 濃 田 電 


94|4220 
4240| 太 法論 情 失 了 大 馬 体 堆 対 筐 待 名 馬具 奈 治良 人 人 
| Mod 人大 


】4320 町 但 民有 人 人 天 誰 了 光夫 昌 炎 淡 知 紅 生 取 
4340 胆 生誕 背 団 壇 弾 断 明生 段田 談 


直 知人 了 池 疾 稚 置 区 多層 筑 斉 和 和 半 
4360 義人 玉 涼 電 本寺 了 湯 


ョ 由 F 計 懲 折 朝 光 町 時 附 腸 如 調 諾 直 諾 長 項 中 有 
4 


440 沈 形 賃 人 


当 診 槍 植 追 鑑 痛 通 長所 槻 但 濱 辻 衣 角 権 濱 坪 夫 納 払 放 
4460 釣 容 


和 吐 人 新 必 徒 杜 渡 人 周作 氏 穫 圭 奴 和 全 人 


ーー 中信 
4620 HET1TTITTTTLEESYTITHTLE 導 入 攻 


4640 和信 特 和彦 
奈那 内 生 中 大 証 江 控 負 橋台 栽 南 丁 光 革 深 


4660 


85 90 
二 尼 弐 衝 匂 賑 肉 虹 廿 日 乳 入 


24720 
ィ メ に フィ か ジョ 3 D an 
乃 征 之 共 論 悩 濃 納 能 脳 臓 
4740| 農 覗 番 
上 暫時 
4760 杏 狼 買 売 賠 階 遺 暴 笠 知 萩 伯 剥 博 拍 柏 泊 白 箱 灯 舶 薄 迫 盟 漢 爆 絆 英 駿 麦 


| 


[ 評 疾 隊 1 0123456789ABCDE 『 101112131415161718191A1B1C1D1EIf 


01 
靖 | 貞 和 和 管 直 風 畑 和 人 入江 発 代 拓 役 知人 
4840 皮 滴 抜 正 板 汎 販 犯 斑 最 落 販 和 来 類 頒 飯 挽 時 番 艦 身 大 


、 攻 車 妃 庶 


1 導入 仙人 
"|4920 上條 時 用 還 健 栓 誠信 尿 失 表 詳 
4940 肝 措 病 秒 音 錯 人 大 入 敵 品 形 江 浜 瀬 当 岳 頻 敏 


不 介 夫 富 二 府 他 拓 


4960)| 基 普 浮 父 符 訂 甘 譜 電導 


4A20 手 服 複 覆 油 作 払 沸 仏 物 氏 分 史 噴 填 接 益 科 類 紛 雰 文 聞 


42 
叶 4A40 半 本 並 散 閉 際 米 頁 健 頁 半 別 管 意 征 信 交 上 和 編 辺 返 及 便 勉 鐵 秩 


80 85 9 
ーー 四宮 
30 
ー 直久 方 送 訪 人 人 風 三條 筋 房 


4B40 全文 ト 時 村 肖 枕 本 和合 
ギー 座 剛 魔 麻理 妹 味 枚 毎 理 横 草 枕 生 箇 柳 赤 伺 叉 抹 未 涼 迄 信 黄 庶 万 健 満 


0 15 
味 未 野 選 箕 岬 容 蜜 湊 半 徐 脈 妙 耗 民 也 


20 25 
務 夢 無 年 予 霧 規 本 婚 娘 


30 
名 命 


山 


35 40 45 

4(40| 明 盟 迷 銘 鳴 巡 牝 減免 格 綿 面 移 
50 55 60 

的 模 茂 妄 舌 毛 猛 盲 立 耗 家 儲 木 黙 目 李 勿 餅 


65 70 
4(60| 誠 戻 粉 貰 問 賠 紋 門 色 
到 治 夜 季 野 弥 矢 厄 役 准 楽 訳 直交 柳 数 休 


01 05 10 15 20 25 
論 輸 唯 佑 優男 友 害 幽 悠 愛 揚 有 柚 湧 浦 婚 由 祐 裕 誘 遊 邑 郵 雄 融 夕 


5 40 45 50 55 0 
4D40 堂山 低 容 卒 洋 涯 用 計 志和 要 諾 大半 失 


70 75 80 85 
羅 螺 裸 来 菜 頼 雷 洛 絡 落 酷 乱 卵 嵐 欄 洪 藍 蘭 覧 


90 
利 史 履 李 梨 理 瑞 


0123456789AB(DEF1O121314151617181911BIC1DIETF 


9 ー 邊 一 痢 玉里 名 系 立春 朱 果 流 流 放 科 隆 間 信 旧 庶 了 充 人 玉 
FM 人 
4E60 


7MF20 


10 20) 3() 


昌 党 栓 炉 店 路 起 労 要 許 静 財 柳 温 漏 宇 旬 筐 才 右 虹 六 功 太助 録 


4F40| 論 


RA が 4( 45 50 
合 和 話 長 貼 脇 剖 枠 克 互 一 詫 薬 衣 柳 注 太 腕 


JIS 第 2 水準 湊 字 コー ド 表 


01 05 10 
5020| 式 王 不全 罰 ヽ 井 又 生 乗 
| 誠 』 ニ ェ * | 


人 (1) 


15 20 25 
忠 」 参事 針 式 干 亜 到 志 京 究 幅 


| 部 首 園 jis|o 123456789AB(DE『 101112131415161718191A1B1(1D1E1F 
回 に 
和 伯 誠人 伯 供 


5040| 人 人 作 作 佑 村 他人 人 化 人 作 仙 何人 人 人 人 化 人 仙人 
5060] 人 人 信人 人 人 信和 倍 人 介入 人 
旬 人 佑 人 倍 信 貧 借 僧 全 全 優 俊作 優作 全 倍 修 偶 人 作 角 供 


25 30 
ルル 九 見 見 免 競 競 
40 
日 回 般 再 癌 表装 晃 
一 邊 窟 家 宮 寺 て 人 御 宮 泳 況 全 剛 承 凛 旭 腐 財 先 


70 75 80 85 95 
有用 誠 別 閉 出 硬 色 利 超 到 剤 刺 前 久 衣 信 剰 剃 全 


90 
刻 代 衛 卿 血 剤 准 
05 10 15 20 
功 勤 基 券 基 勤 台 芝 動 竿 筋 勤 動 莉 勧 作 多 名人 旬 側 司 競 お 
25 
ヒ 陣 睡 寺 降 し 還 
卒 州 世 馳 準 
40 
H 大 外角 巻 
45 50 55 
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@ 入 力 機 能 
か な ノロ ー マ 字 入力 、 区 点 コ ー ド 入力 (JIS 第 1 ・ 第 2 水準 ) 、 記 号 入 力 、 前 入力 呼出 
上 書 モ ー ド 、 挿 入 モー ド 

32 文 字 ま で の 連 文節 変 換 : MSX-JE (MSX 標 準 日 本 語 処 理 ソ フト ) 準拠 


単 漢字 変換 、 カ タカ ナ 変 換 、 包 読点 変換 、 学 習 機能 


大 本 語 58,000 語 (カタ カナ 辞書 含む ) 、 複 合 語 150,000 語 以上 
ユー ザ 辞 書 約 140 語 (読み 5 字 、 表 記 6 字 の 場合 ) 、 部 首 画数 辞書 
使用 文字 数 
⑯ ワ ー プ ロ 機 能 ( 日 本 語 、 英 文 ) 


JIS 第 1 水準 (2,965 字 ) 、JIS 第 2 水準 (3.388 字 ) 、 記 号 (525 字 ) : 合計 6878 字 
面 表 示 | 16X16 ド ッ ト (標準 ) 、12X12 ド ッ ト ( 縮 放 ) 
( 通 常 ) 必 31 字 X 8 行 (標準 ) 、42 字 メ 11 行 (縮小 ) 
(画面 分 割 時 ) 必 上 側 : 31 字 X 3 行 (標準 ) 、42 字 X 4 行 (縮小 ) 
下 側 : 31 字 X 4 行 (標準 ) 、42 字 X 5 行 (縮小 ) 


外字 (1 文書 中 に 最大 40 字 まで 登録 可 ) 
画 示 
(初級 モー ド ) 避 31 字 X 4 行 (標準 ) 、42 字 X 5 行 (縮小 ) 

画 面 移 動 | スク ロー ル (8 行 ) 、 行 頭 / 行 未 、 文 頭 文 末 、 前 軸 ン 次 軸 

作 設 表示 モー ド (縮小 標準 プレ イア ウト ) 、 文 字 入力 方 向 ( 横 プ 縦 ) 、 名 読点 変換 (し な い / 
する ) 、 デ シマ ル タ ブ (し な いす る ) 、 分 類 名 ( 非 表 示 ノ 表示 ) 、 制 御 ス ペー ス (表示 ノ 
非 表 示 ) 、 操 作 レ ベル (標準 初級 ) 

容 


文字 サイ ズ [ 縦 倍角 、 横 倍角 、 4 倍角 、1/4 上 添字 、1/4 下 添字 ] 、 文 字 修 飾 [強調 3 種 、 回 
転 、 網 か け 2 種 、 下 線 3 種 、 文 字 色 4 色 ] 、 色 指定 4 色 [けい 線 、 下 線 、 図 形 、 綱 か け ] 、 
複写 文字 列 、 領 域 、 頁 ] 、 移 動 [文字 列 、 領 域 、 頁 ] 、 削 除 [文字 列 、 領 域 、 頁 ] 、 全 文 削 

記 憶 

m 


除 、 揃 え [セン タリ ング 、 右 寄せ 、 左 寄せ ] 、 イ ン デ ント 、 タ ブ 設 定 / 解 除 、 け い 線 4 種 、 
画面 分 割 、 枠 、 図 形 枠 [図形 編集 ] 、 外 字 機 能 [パタ ー ン 作成 、 直 線 、 反 転 、 回 転 、 裏 返 、 


複写 、 消 去 、 記 号 入力 、 文 字 入力 、 転 送 、 登 録 ] 、 図 形 機能 [自由 曲線 、 四 角形 、 円 / だ 
円 、 削 際 、 ル ー ペ 、 拡 大 縮小 複写 、 保 存 、 呼 出 、 イ メー ジス キャ ナ 読 込 、 文 字 入 力 (16、12 
ドッ ト ) ] 、 均 等 割付 (英文 ワー プロ ) 


定 

集 

量 | 本 機 メ モリ ー ・ 最大 10 ペ ー ジ (バッ クア ッ プ 機能 な し ) 
フロ ッ ピー ディ スク : A4 約 200 ペ ー ジ 、112 フ ァイル 

ル 

刷 

能 


・FS-A1WSX、FS-A1WX、FS-SR021、FS-4600F、FS-4500、FS-4700F、FS-PW1 の ワー プロ 文書 作成 / 呼 
出 可能 

・ エ ー ス ファ イル 、 エ ー ス カル ク 、 エ ー ス グラ フ の デー 人 タ 作 成 / 呼 出 可能 (CSV 型 式 ) 

・ パ ソコ ン 通 信用 文書 、 MS-DOS 形 式 文書 (テキ スト ) 作成 呼出 可能 


用 紙 (B4 プ A4 プ B5/ ハ ガキ ノ セ ッ タ ー ノ 原稿 用 紙 プ リフ ィ ル ノ 縮 小 リ フィ ル ) 、 用 紙 方 向 ( 
縦 方 向 / 横 方 向 ) 、 禁 則 処 理 (する し な い ) 、 文 字 間 隔 、 行 間隔 、 左 右 奈 白 、 上 下 奈 白 
※ 文 字 間 隔 、 行 間隔 、 を 石 奈 白 、 上 下 才 折 は 1 ドッ ト 単 位 で 設定 可能 


は ※ リ フィ ル ま た は 縮小 リフ ィ ル で は リフ ィ ル デー タ (5 種 ) 使用 可 
カラ ー 印 刷 、 全 文 印刷 、 行 印刷 
く カ ラー 印刷 、 全 文 刷 > 
印刷 開始 頁 、 印 刷 終 了 貞 、 印 刷 部 数 、 貞 付 位置 ( 無 / 左 / 中 / 石 )、 開 始 頁 番号 、 ス ムー ジン グ 
(する / し な い )、 書 体 ( 明 朝 体 / 縮 小 / 毛 筆 体 )、 印 刷 方 向 ( 縦 / 横 )、 ヘ ッ ダ 名 (全角 20 以 内 )、 


ヘッ ダ 位 置 、 ヘ ッ ダ 色 4 色 ( カ ラー 印刷 時 )、 は が き フ ィ ー ダ 使用 可 (全文 印刷 時 ) 
く 行 印刷 > 


文字 サイ ズ 縦 横 ( 1 一 10 倍 ) 、 ス ムー ジン グ (する / し な い ) 、 書 体 ( 明 朝 体毛 筆 体 ) 、 
印刷 方 向 (縦横 ) 、 ね らい 打ち 
※ 毛 筆 体 は FS-SR023 接 続 時 の み 
日 付 時 刻 設定 可能 範囲 : 西暦 1980 年 1 月 1 日 一 2079 年 1 月 31 日 
時 計 機 能 | 参照 可能 カレ ンダ ー 日 付 : 西暦 1900 年 1 月 一 2099 年 1 月 


※ カ ラー 印刷 は 、 当 社 製 プリ ンタ FS-PC1 使 用 時 の み 可 能 で す 。 


・ フ リガ ナ 、 名 前 、 郵 便 番号 、 電 話 番号 、 住 所 、 誕 生日 、 区 1 一 3 、 メ モ 

ネー ムカ ー ド : フリ ガ ナ 、 名 前 、 会 社名 、 所 属 、 役 職 、 住 所 、 電 話 番号 、FAX 番 号 、 郵 便 番 
号 。 メモ 

アド レス : メモ を 使用 し な い 場 合 276 枚 、 メ モ を 最大 限 使 用 し た 場合 146 枚 

ネー ムカ ー ド : メモ を 使用 し な い 場 合 204 枚 、 メ モ を 最大 限 使用 し た 場合 123 枚 

カー ド 、 一 覧 表 ( 1 画面 に 4 枚 の カー ド を 表示 ) 

検索 、 複 写 、 削 除 、 全 デー タタ 消去 

は が き 宛 名 印刷 (セッ ター、 は が き フ ィ ー ダ 使用 可 ) 、 一 覧 表 印 刷 、 タ ッ ク シ ー ル 印刷 、 リ 

フィ ル ( 両 片 ) 印刷 

※ は が き フ ィ ー ダ は プリ ンタ に FS-PC1 使 用 時 の み 使 用 可 


@A ソラ ベル 機能 


入 力 項 目 | ビデ オ :・ タイ トル 、 日 付 (ジャ ン ル 、 ソ ー ス 、 サ ウン ド 、 種 類 、 長 さ 、 モ ー ド 、 メ モ 
フロ ッ ピ ー : INDEX、 タ イト ル 、 日 付 、 内 容 (6 行 ) 
カセ ッ ト (A, B 面 と も ) : タイ トル 、 日付 (ジャンル 、NR、 ソ ー ス 、 内 容 (4 行 X 2 ) 


谷 量 | ビデ オ  : メモ を 使用 し な い 場合 511 枚 、 メ モ を 最大 限 使用 し た 場合 238 枚 ] 
(本 機 メ モリ ー) | フロ ッ ピ ー : 97 枚 

カセ ッ ト  : 内 容 を 使用 し な い 場 合 722 枚 、 内 容 を 最大 限 使用 し た 場合 206 枚 
カー ド 、 一 覧 表 ( 1 画面 に 4 枚 の カー ド を 表示 ) 

| 編 上 集 | 検索 、 複 写 、 削 除 、 全 デー タ 消 去 」 


信 フ リー カー ト 機 能 
必要 な 項目 を 各自 で 設定 可能 (最大 6 項目 まで ) 


※ 印 刷 フ ォ ー マ ッ ト [印刷 位置 ( 行 / 桁 ) 、 項 目 名 (する し な い ) 、 横 何 角 (する し な 
い ) 、 色 指定 ( 黒 / 赤 プ 青 縁 ) ] 


@⑱ ワ ー プ ブロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー カー ド で 使用 で きる オプ ショ ン 

プ リ ン タ | MSX48 ド ッ ト 熱 転写 カラ ー 漢 字 プ リン タ (FS-PC1) 

MSX24 ド ッ ト 熱 転写 漢字 プリ ンタ (FS-PA1、FS-PK1、FS-PW1、HBP-F1、HBP-F1C 等 ) 
MSX 用 マウ ス (FS-JM1-H 等 ) 

MSX 用 ジョ イ パ ッ ド (FS-JS220 等 ) 、MSX 用 連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド (FS-JS222 等 ) 

48 ド ッ ト 毛 筆 書 体 カー トリ ッ ジ (FS-SR023) 


イメ ー ジ イメ ー ジ スキ ャ ナ (FW-RSU1W) 
スキ ャ ナ | ※ イ メー ジス キャ ナン ハン ディ プリ ンタ ・ イ ンタ ー フ ェ イ スカ ー ト リッ ジ FS-IFA1 が 必要 
は が き フ ィ ー ダ | は が き フ ィ ー ダ (FW-HFU1) ※ プ リン タ に FS-PC1 使 用 時 の み 使 用 可 


人 音声 機能 


設 定 内 容 | 音声 ガイ ド (する / し な い ) 、 自 動 再生 (する プレ し ない) 
自動 再生 デー タ 作 成 、 保 存 、 更 新 可能 


別売 り 用 品 一 覧 表 


ワー プロ 、 アド レス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 、 フ リー カー ド を お 使い いた だ く 上 で 、 次 の よう 
な 別売 り 用 品 が あり ます 。 お 買い 上 げ の 際 に は 、 販 売店 に 名 称 と 品番 を 指定 し て くだ さい 。 


名 称 品 
A 4 サイ ズ 感 熱 ロ ー ル 紙 (2 0 m) CFPP9U1S 尽 


らら ドーPP 9 を る 上 


B 4 サイ ズ 感 熱 ロ ー ル 紙 (2 0 m) 
A 4 サイ ズ 感 熱 紙 (1 0 0 枚 ) 
B 4 サイ ズ 感 熱 紙 (1 0 0 枚 ) 
B 5 サイズ 感熱 紙 (1 0 0 枚 ) 上 ー ビ PP SBS 


A 4 サイ スズ 熱 転写 用 紙 (2 0 0 枚 ) CFPP941A 
B 5 サイ ス 熱 転写 用 紙 (2 0 0 枚 ) 5 ら ドー ド PF 上 51 自 


B 4 サイ ズ 熟 転写 用 紙 (2 0 0 枚 ) PF デーPP948 息 
紙 


2 
A 4 サイ ズ カ ラー 熱転写 用 CFPP942A 
(ブル ー、 イ エロ ー、 ピ ンク 、 グ リー ン が 各 5 0 枚 ) 

(1 0 0 枚 ) 


ル 
A 4 サイ スズ 熱転写 和紙 CFPP944AW 
B 5 サイ スズ 熱 転写 和紙 (1 0 0 枚 ) し た ーPF952 旧 W 


熱転写 タッ クシ ー ル (12 枚 プ セ ッ ト X25 セ ッ ト ) しら ギー ビビ PM8SZ2T 


CFPP945AS 


CFPP946BS 


感熱 リフ ィ ル 用 紙 (6 穴 用 2 枚 X50 セ ッ ト ) CF 一 PPU3S2 民 FPS る 
熱転写 リフ ィ ル 用 紙 (67 パ 用 2 枚 メ X50 セ ッ ト ) CFPP931RF 


A 4 サイ ズ 熱 転写 シー ル (10 枚 ) CFPPF947AT 
A 4 サイ ズ 熱 転写 透明 シー ル (10 枚 ) CFPP948AT 


ビデ オ テ ー プ 用 イン デック ス P 
背面 ラベ ル 12 枚 X3 セ ッ ト 
側面 ラベ ル 10 枚 X3 セ ッ ト 

オー ディ オカ セッ ト 用 イン デック ス 
2 枚 X10 セ ッ ト 

3 . 5 イン チ フ ロッ ピー ディ スク 用 ラベ ル 

6 枚 X6 セ ッ ト 


C) 
m 
や 
c 〇 
Co 
- コ 
| 


に FーPP992C 


6FーPP98GT 


品 
FS 一 SRUZ3 


名 
4 8 ドッ ト 毛 筆 書 体 カ ー ト リッ ジ 


MS X 用 マウ ス PSーJM1 一 日 


1 1 


ジョ イ パ ッ ド FS--JS220 
| 連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド 
| MS X 用 4 8 ドッ ト 部 転 写 カラ ー 漢 字 プ リン タ 


イメ ー ジ スキ ャ ナ 


FS 一 JS222 


F 登 一 旧 呈 1 


FW-ーRSU1W 


イメ ー ジ スキ ャ ナン ハン ディ プリ ンタ FS-IFA1 
| イン ター フェ イス カー トリ ッ ジ 


用 負 4 


日 


F 巡 一 朋 F UM 1 


人 @ フ ロッ ピー ディ スク 
G 番 


IT 
・ 5 イン チ 2 DD フロ ッ ピー デ ィ ス ク (プラ ンク ) AF 一 MF 2DD1 1 
(磁気 記録 事業 部 扱い ) 


※ プリ ンタ に よっ て は 使用 で き な い 用 紙 も あり ます 。 お 手持 ちの プリ ンタ の 取扱 説明 書 を ご 賢く 
だ さい 、。 
※ 使用 で きる リボ ンカ セッ ト は プリ ンタ に よっ て 違い ます 。 お 手持 ちの プリ ンタ の 取扱 説明 書 を 
ご 覧 くだ さい 。 
※ 大 府 紙 使用 時 は 次 の 点 に 注意 し て くだ さい 。 
・ リ ボン カセ ッ ト が な く て も 印刷 で きま す 。 
・ 表 と 裏 が あり ます 。 裏 に 印刷 し て も リボ ンカ セッ ト な し で は 印刷 で きま せん 。 
・ 長 期間 の 保存 に は 適し ませ ん 。 変色 する こと が あり ます 。 長 期間 の 保存 に は 熱転写 用 紙 を お 
使い くだ さい 。 
・ こ すっ た り 、 熱 を 加え る と 黒く な り ま す 。 特 に リフ ィ ル を 使用 する と き は 注意 し て くだ さい 。 
・ カ ラー 印刷 に は 使え ませ ん 。 
・ イ メー ジス キャ ナ (FW-RSU1W) を 使用 する に は 、 イ メー ジス キャ ナン ハン ディ プリ ンタ 
イン ター フェ イス カー トリ ッ ジ (FS-IFA1) が 必要 で す 。 
・ は が き フ ィ ー ダ (FW-HFU1) は プリ ンタ (FS-PC1) に 取り 付け て 使用 し ます 。 


機能 さく いん 


D : アド レス 、 ネ ー ム カー ド 
AV : AV ラベ ル 


アク セ サ リ ーー ドー ドド に に ピッ ーー 312 


移動 (領域 )‥ CCPPEP ま すま まま に ア / 
移動 ( 頁 )… ー ーー 134 
イメ ー ジス キャ ナ ( 全 形 ・ rmtenkon 238 
色 指 定 ai ……172、310 
色 指 (AO 人) お:89 が の 3) VH 404 
印刷 …ー・ーー バ ーーーーーーーーーー 264 
印刷 (AD)… ド ドド ドー ドド ドー ドー 350 
印刷 CAV)…… バ ドド ドー ドド ドド ビー 398 


印刷 (リフ ィ ル )・ cxwsswss 協 e 
印刷 フォ ー マ ッ fo)・ の 人 8 の の 446 
1 ッッ ン saspgspttgsgsses 2 
上 添字 es 0 
円 、 だ 円 (図形 枠 )・…‥…・ーーー 229 


ー ド の 指定 (CAD)………… ド ドド ーー 356 
カー ド の 指定 (AV)‥………「 402 
カー ド の 指定 (FC)ー‥…………… ーー 444 
カー ド の 修正 (AD)‥…‥………ーー 324 
カー ド の 修正 (AV)……‥… ド "ドー 382 
カー ド の 修正 (FC)ー……………… "ーー 420 
回 転 (修飾 ) Wi < 1 158 
下線 (日 本 語 )・‥…‥・・ ド ーー 162 
カラ ー 印 刷 …‥…‥ーーーーーーー 268 
カレ ンダ ーーーーーーー 314 
漢 数 字 変換 (AD) あじ を 360 
外字 入力 (CAD)… バ ドド ドー ドド ーー 328 


F な フル リー カー ド 


外字 入力 (AV)…… ド ドド ーー ドド ドブ 384 
外字 作成 ‥……・・・ーーーーー 190 
記号 … パ ーー ドド に ドレ ドレ に に に に ゥ に し し し 100 
記号 (英文 )‥ ーーーーー ト ーー 302 
記入) ーー 204 
行 印刷 …ーー・・ーーーーーーー 278 
句読点 変換 …・‥…・・・ーーーー 108 
型式 (印刷 )(AD)… バ ババ ド ーーー… 952 
型式 (印刷 )(AV)… バ ーー 400 
型式 (印刷 )(FC) COCP 443 
敬称 (CAD)… バ ーー ドー ドー ドー ドー ツー 355 
けい 線 … バ ーー ここ 182 
けい 線 を 消す …… バ ーー ドーーー 184 
消し ゴム (図形 枠 )・・…‥・……ー 230 


項目 の 設定 (FC)・… バ ーーーー… 414 
頂 目 の 変更 (FC)…‥・‥・ー…ー… 418 


人 


削除 (カー ド )(AD)…・… ド ーー… 336 
削除 (カー ド )(AV) う ーー… バ ーー 378 
削除 (カー ド )(FC)……… バ ーー 426 
削除 (ファ イル )(AD)ー…………………… 344 
削除 (ファ イル )(AV う ……… バ ーー… 392 
削除 (ファ イル )(FC)…… ーー 434 


削除 ( 買 )…ー・ーーーーーーーー 140 置換 … ド ーー バー バー 148 
人 142 直線 (外字 )…・‥ーーーーー 197 
削除 (ユー ザー ae ・ーーー 214 直 析 (図形 律 )…ーーー バ ーー バー 227 
四角 形 ( 要 形 析 )・ の ーー 228 転送 外字 作成 )ーーーーー バ ーー 206 
06 PPPPEPPP ま PPPP ま PP 導 :](| デシ マル タプ ・ ed9 才 SGS まま 人間 
笠 体 ・ 56 電卓 へ 2 We あ そま な ま Ssaesis 科 
消去 ( 全 デ ー タ )(AD)…‥・・……… 338 人 (ユー ザー ー 和 ・ ・…ー 210 
当 寺 (デー 人 (AU) の の eve 380 時 計 ・ 生き 生ま あま まめ 
28 テー 2 人 Fm PP で の の ド すす 428 

初期 化 …‥ 62 | な | 
初雪 化 CAD・ ーー 346 
初期 化 CAV)…‥…… ド ドド ーー トー ドー ツー 394 
初期 化 (FC)… ーー 436 
初期 代 (ユー ザー 大 … 214 
RB ・・ー・ ーー 114 
村 DD PEPS EE に ませ 354 
時 刻 ・ 日 付設 定 ・…‥…・‥・・ーーー 316 


入出 力 セ レク トー 102 
入出 力 セ レク ト (AD)…………… 362 
入出 力 セ レク ト (AV)…… バ ーー 406 
入出 力 セ レク ト (FC)…… バ ーー… 448 
ね らい 打ち …・・ バ ーーーー 281 


COOK デ る キン 


自由 曲線 (図形 枠 ) 一 ーー… 226 は が き フ ィ ー ダ ・ vereeueayss 2 
上 下 左右 余白 … バ ーー ドー 123 は が き フ ィ ー タ AD- ee eo 361 
スム ー ジ ング ドー ドー ドー ドーーー 274 半角 ・・ 22 お YSeee se siace 
図形 枠 修正 … バ トー ーー ーー…ー 242 パタ ー ン 人 大)・ oo 194 
制御 スペ ー ス ーー ドーーー 11 填 次 性 …ーーーー… の の moesx 
SV E 234 微 調整 (ADD)……… バ ドド ーー 359 


po 油 


和伸 |。 San ey St 人 AP pre he 
滞り 邊 人 ・ e r wweetrk rrw の owa 


0 人 8 人 STe0 9 144 


縦 何 朋 …‥ 

タプ 訂 
語 削除 

単語 登録 … 


単語 表示 一 ーー ルー ムー ニーー ヨ スル ーー 


ファ イル ーー 


ファ イル (AD) 
ファ イル (AU) 
ファ イル (FC) 


CE 


複写 (領域 )ー…‥…・・ ーーー… 
複写 (外字 )………… バ ーー 
複写 (図形 枠 )…・・・ーーー… 


CE 


COE 室 信人 


部 首 入力 1 
還 本 weeeuaas 


分 類 名 … EDU まま まま まま 生 委 呼出 (FCO…ー ド ドー ドー ドド ーー ピー 432 
プリ ンタ に つい て …ーーーーー… 264 抽 半 satetsyaseseeswavwzeste 重 衣 
ダー wswemswmwweesoy 人 

編集 CAD)・… 2 人 93 332 

編集 (AV)・…… バ ーー バーーーーーー 374 LOAD (図形 枠 ) ………………… 236 
下村 層 略 ーー バーーーーーーー… 273 
保存 (AD)… バ ドド ドド ーー バー 340 
保存 (CAV) り … ド ドー ドー ドー バー 388 枠 作成 vv る eeaeSaewwerstes\ 
保存 (FC)・ バ ーー バー 430 枠 修正 を 衝 人 天 人 才 す を ま 。 計 


SG22im8e 220 


震 条 陸 いん eeoe westacevtwee 1 
層 宰 間 間 shoyesneawssssssg 1 
文 補間 けい 線 い い ー ャ ヤヤ ーー ドー 182 
文字 サイ ズ ・ weeesccercop 征夫 
サイ ズ (GEU)・ … 280 
文字 色 … かる 0 を 0 生ま を 
六 字 色 ( 英 蘭 ・ sssswsesasseews 8 
3 156 
文字 修飾 解除 ……・・・……ーー 168 
六 字 上 け ( 線 いい omissa> 2 
テー 
文字 入力 (外字 )……・ バ ーー 201 
文字 入力 (図形 枠 )・・……………… 239 
文 宇 入力 方 向 ゆ … の …… 呈 mm 107 


郵便 番号 枠 (AD) … バ ーー トー ーー 358 
ーー 中 一 本 本 ……… の の の yes 妥 人 
用 紙 ( 書 式 設定 )……………・・…… 116 
用 紙 方 向 (書式 設定 )…‥…・・・…… 118 
横書き (印刷 )・……・・・ーー…265、276 
机 和 商い ene eensewemswosese 9 
呼出 (AD) OECD まき 342 
呼出 (AV) PCIOIPICIDETDEEEEE まま まま まさ まき 390 


404 


松下 電器 産業 株 式 会 社 ワー プロ 事業 部 


〒571 大 阪 府 門真 市 大 字 門 真 1006 電話 (06)908-1151 


Printed in Japan DFQF2323ZB SS0990-1100 


Panasonic 


は が き セ ッ タ ー 


は が き の 下 の 方 まで 印刷 を 
行う 要 が ある 坦 合 は | 
この は が き セ ッ タ ー を ご 全 
用 《 だ さい 


し 13 


遇 方法 


(① は が を 胡 に し て 印 届 する 場合 は 9 9、 強 
人 は の 切り こみ に は は が の 4 すみ を 入れ も 

⑳ アリ シタ ー の 引 提 きえ レバ ー を " 放 隊 "に する 

③ セッ ター を 旧 須 し て を 回 の よう に プリ ンタ ー に 押入 す る 

⑩ セッ クー の 先 炊 を プリ ンタ ー の 用 出品 まで まっ す て 提 入 す 


て 還 す る 


日 
聞き え レバ ー を - 覆 提 き え " に する 
⑳ 計り ノア まま わし て 、 は が き セ ッ ク ー の 仙 団 め 旭 を ペー パー カ 


2 だ 21 


@ 


可 胡 時 の は が ま の 上 


際 長 時 の は が き の 上 よ 閑 


自 人 電 
"は が る セッ ター」 は 官 軸 は が き 用 で す 


大 きき 、 庫 さ の 途 う も の は 使用 で きま で ん rom 


和 


①@⑧②@ 挿 入 方 向 


Panasonic 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
ビデ オカ セッ トラ ベル 


ラベ ル A 


Panasonic 


オー ディ オカ セッ ト イン デック ス 


プロ FW-U1i シ リー ズ の チー 
いと 当社 和 MSX パ ソコ ン の 
AV ラベ ペレ ソフト で お 使い いた だ 


① 挿 入 方 向 


回 層 Y 睦 ⑨ 


きせ て くだ SL 


